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はじめにはじめにはじめにはじめに

ここでは、このマニュアル『Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・
マニュアル』の目的と構成について説明します。具体的には、次の項目について説明してい
ます。

� このマニュアルの目的

� このマニュアルの対象読者

� このマニュアルの構成

� Oracle Enterprise Manager のパックに関する情報

� Oracle Enterprise Manager のドキュメント・セット
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このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的
このマニュアルでは、Oracle Enterprise Manager のイベント・システムで使用可能なすべて
のイベント・セットの詳細な説明を提供します。イベントの情報には、各イベントの一般的
な説明に加えて、データ・ソース、パラメータ、出力、推奨される頻度およびユーザーの操
作が示されています。

このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者
このマニュアルは、Oracle Enterprise Manager のイベント・システムで使用されるイベント
の詳細な情報を必要とするユーザーを対象にしています。

このマニュアルでは、読者が Oracle Enterprise Manager のコンソールおよび基本アプリ
ケーションを十分に理解していることを前提としています。それらの理解が十分でない場合
は、『Oracle Enterprise Manager 概説』および『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』
をお読みください。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次のように構成されています。

第第第第 1 章「概要」章「概要」章「概要」章「概要」

このマニュアルに記載されている情報の導入部です。基本イベント・テストおよび共通ノー
ド・イベント・テストの詳細な情報も記載されています。

第第第第 2 章「章「章「章「Oracle データベース・イベント・テスト」データベース・イベント・テスト」データベース・イベント・テスト」データベース・イベント・テスト」

すべてのデータベース・イベントの簡単な説明と、各イベント・テストの詳細な情報が記載
されています。

第第第第 3 章「章「章「章「Compaq Tru64 イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」

すべての Compaq Tru64 イベント・テストの詳細な情報が記載されています。

第第第第 4 章「章「章「章「HP-UX イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」

すべての HP-UX イベント・テストの詳細な情報が記載されています。

第第第第 5 章「章「章「章「IBM AIX イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」

すべての IBM AIX イベント・テストの詳細な情報が記載されています。

第第第第 6 章「章「章「章「Solaris イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」

すべての Solaris イベント・テストの詳細な情報が記載されています。

第第第第 7 章「章「章「章「Windows NT イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」

すべての Windows NT イベント・テストの詳細な情報が記載されています。
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第第第第 8 章「章「章「章「Management Pack for Oracle Applications イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」

すべての Oracle Applications イベント・テストの詳細な情報が記載されています。

第第第第 9 章「章「章「章「E-Business イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」イベント・テスト」

すべての E-Business イベント・テストの詳細な情報が記載されています。

Oracle Enterprise Manager のパックに関する情報のパックに関する情報のパックに関する情報のパックに関する情報
Oracle Enterprise Manager の製品ファミリは、Oracle Change Management Pack、Oracle 
Diagnostics Pack、Oracle Tuning Pack および Oracle Management Pack for Oracle 
Applications で構成されています。各パックは、Oracle Enterprise Manager フレームワーク
に完全に統合されています。

Oracle Change Management Pack

� ベースラインの作成、ベースライン・ビューア、比較ビューア、DB Alter、DB 
Propagate、DB Quick Change、Plan Editor および Change Manager で構成されます。

� データベースにおけるメタデータの変更を追跡します。

� データベースのアップグレード時に、エラーとデータの損失を回避して、新規アプリ
ケーションをサポートします。

� アプリケーションの変更に伴う影響や複雑な依存性を分析し、自動的にデータベースの
アップグレードを実行します。

� データベースのアップグレードに必要な手順を体系的に示す使いやすいウィザードを使
用して、変更を開始します。

Oracle Diagnostics Pack

� Oracle Performance Manager、Oracle Capacity Planner、Oracle Data Viewer、Oracle 
TopSessions および Oracle Advanced Event Tests で構成されます。

� データベース、オペレーティング・システムおよびアプリケーションの安定性を監視、
診断およびメンテナンスします。履歴分析とリアルタイム分析を使用して、問題の発生
を自動的に回避します。

� 強力な容量計画機能を提供し、ユーザーは今後のシステム・リソース要件を簡単に計画
および追跡できます。

Oracle Tuning Pack

� Oracle SQL Analyze、Oracle Expert、SQL Explain Plan、Oracle Index Tuning Wizard、
Tablespace Map、Reorg Wizard、Outline Management および Outline Editor で構成さ
れます。

� 非効率的な SQL コーディング、不十分なデータ構造、不適切なシステム・リソースの使
用など、データベースおよびアプリケーションの主なボトルネックを識別、チューニン
グして、システムのパフォーマンスを最適化します。
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� チューニングの適切な時期を検出し、自動的に分析および必要な変更を生成して、シス
テムをチューニングします。製品には、データベース管理者のシステム・チューニング
に関する理解を助ける強力な学習ツールが用意されています。

� 開発者およびデータベース管理者の生産性向上を支援します。

Oracle Management Pack for Oracle Applications

� Oracle Performance Manager、Oracle Capacity Planner、Concurrent Processing Tuning 
Assistant および Oracle Applications 環境の監視に固有の Oracle イベント・テストで構
成されます。

� データベースおよびコンカレント・マネージャを含む使用システムを、あらゆる観点か
ら監視できます。

� Oracle Applications 環境の監視、診断および容量計画が可能です。

Oracle Enterprise Manager のドキュメント・セットのドキュメント・セットのドキュメント・セットのドキュメント・セット
『Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・マニュアル』は、Oracle 

Enterprise Manager マニュアルのうちの 1 冊です。

Oracle Enterprise Manager の基本マニュアルの基本マニュアルの基本マニュアルの基本マニュアル

� 『Oracle Enterprise Manager 日本語リリース・ノート』では、Oracle Enterprise 
Manager および Oracle Management Pack のオンライン・ドキュメント、ソフトウェア
の更新、その他の最新情報に関する重要事項を説明しています。

� 『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』では、Oracle Enterprise Manager、Oracle 
Enterprise Manager コンソール、共通サービスおよび統合プラットフォーム・ツールの
使用方法を説明しています。

� 『Oracle Enterprise Manager 概説』では、Oracle Enterprise Manager の概要を説明して
います。

� 『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』では、Oracle Enterprise Manager の構成方法
を説明しています。

� 『Oracle Enterprise Manager メッセージ・マニュアル』では、Oracle Enterprise 
Manager のエラー・メッセージおよびエラーの診断方法を説明してします。

� 『Oracle Intelligent Agent ユーザーズ・ガイド』では、Oracle Intelligent Agent に固有の
構成情報および重大なトラブルシューティングに関する回答を記載しています。

� 『Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・マニュアル』では、コ
ンカレント・マネージャ、データベース、リスナーおよびノード上で自動の問題検出と
修正を実現する Oracle イベント・テストについて説明しています。
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Oracle Management Pack インストレーション・ドキュメントインストレーション・ドキュメントインストレーション・ドキュメントインストレーション・ドキュメント

� オペレーティング・システム固有の Oracle9i インストレーション・ガイドには、Oracle 
Enterprise Manager コンソールおよび Management Pack のインストールに関する重要
な情報が記載されています。このマニュアルには、ハードウェアおよびソフトウェア要
件、インストール可能なコンポーネントおよびアンインストール手順などの情報も含ま
れています。Oracle9i インストレーション・ガイドは、Oracle Documentation Center

（http://docs.oracle.com）から無償でダウンロードできます。

Oracle Change Management Pack ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント

� 『Oracle Enterprise Manager Oracle Change Management Pack スタート・ガイド』では、
Oracle Change Management Pack アプリケーションの概念および機能を概説していま
す。

Oracle Diagnostics Pack ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント

� 『Oracle Enterprise Manager Oracle Diagnostics Pack スタート・ガイド』では、Oracle 
Performance Manager、Oracle Capacity Planner および Oracle TopSessions アプリケー
ションの概念および機能を概説しています。

Oracle Tuning Pack ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント

� 『Oracle Enterprise Manager Oracle Tuning Pack によるデータベース・チューニング』
では、Oracle Tuning Pack に含まれる各アプリケーションの概念および機能を概説して
います。アプリケーションには、Oracle SQL Analyze、Oracle Expert、Oracle Index 
Tuning Wizard、Reorg Wizard、Tablespace Map、Outline Management および
Outline Editor などがあります。これらのアプリケーションを併用して Oracle データ
ベースをチューニングする方法も説明しています。

Oracle Management Pack for Oracle Applications ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント

� 『Oracle Enterprise Manager Oracle Management Pack for Oracle Applications スター
ト・ガイド』では、Oracle Performance Manager、Oracle Capacity Planner および
Concurrent Processing Tuning Assistant の概念および機能を概説しています。Oracle 
Applications 環境の監視に固有の Oracle Applications イベント・テストおよびジョブに
ついても説明しています。
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概

1

概要概要概要概要

Oracle Enterprise Manager 内のイベント・システムは、問題の自動検出および解決により、
データベース管理者を支援します。データベース管理者は、イベント・システムを使用し
て、ネットワーク環境内の問題を監視する警戒および警告のしきい値を設定できます。

Oracle Enterprise Manager の基本製品には、基本イベント・テストと呼ばれるイベント・テ
スト一式が付属しています。これらのイベント・テストは、データベース、リスナーまたは
ノードが使用可能かどうかをチェックする動作・停止イベント・テストで構成されていま
す。動作・停止イベント・テストの簡単な説明は、1-2 ページの「基本イベント・テスト」
を参照してください。

拡張イベント・テストを使用して、より包括的な監視を行うことができます。このマニュア
ルでは、Oracle Enterprise Manager で使用可能なすべてのイベントの詳細な説明を提供しま
す。イベントのサブ項目は次のとおりです。

� 基本イベント・テスト、1-2 ページ

� ユーザー定義イベント・テスト、1-3 ページ

� ユーザー定義 SQL イベント・テスト、1-3 ページ

� Oracle データベース・イベント・テスト、2-1 ページ

� ノード・イベント

� 共通ノード・イベント・テスト、1-4 ページ

� Compaq Tru64 イベント・テスト、3-1 ページ

� HP-UX イベント・テスト、4-1 ページ

� IBM AIX イベント・テスト、5-1 ページ

� Solaris イベント・テスト、6-1 ページ

� Windows NT イベント・テスト、7-1 ページ

� Management Pack for Oracle Applications イベント・テスト、8-1 ページ

� E-Business イベント・テスト（HTTP サーバー）、9-1 ページ
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基本イベント・テスト
基本イベント・テストは Oracle Enterprise Manager の基本製品の一部として含まれている
ため、追加ライセンスは必要ありません。その他のすべてのイベント・テストを使用するに
は、Oracle Diagnostics Pack または Oracle Management Pack for Oracle Applications（コン
カレント・マネージャ・イベント）のライセンスが必要です。

基本イベント・テスト基本イベント・テスト基本イベント・テスト基本イベント・テスト
基本イベント・テストは、Oracle Enterprise Manager の基本製品で提供されており、動作・
停止イベント・テストで構成されています。このイベント・テストでは、データベース、リ
スナーまたはノードが使用可能かどうかをチェックします。データベースまたはリスナーの
動作・停止イベントでは、「データベース起動」または「リスナー起動」タスクを修正ジョ
ブとして使用し、データベースまたはリスナーを再起動できます。これらのイベントの詳細
な説明は、1-5 ページの「基本および共通ノード・イベント・テストの説明」を参照してく
ださい。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager イベント・システムの詳細は、『Oracle 
Enterprise Manager 管理者ガイド』を参照してください。

表表表表 1-1 基本イベント・テスト基本イベント・テスト基本イベント・テスト基本イベント・テスト

動作・停止イベント・動作・停止イベント・動作・停止イベント・動作・停止イベント・
テストテストテストテスト 説明説明説明説明

データベースの動作・
停止

このイベント・テストでは、監視対象のデータベースが実行中かどうかをチェックします。このテ
ストが起動しても、他のデータベース・イベントは無視されません。

注意注意注意注意 :　　　　データベースにサービスを提供するリスナーが停止している場合、Intelligent Agent ではリ

スナーを使用してデータベースと通信するため、このイベントが起動することがあります。この注
意は、リリース 8.0.5 より前の Intelligent Agent には適用されません。

（追加情報は、2-132 ページの「データベースの動作・停止」を参照してください。）

ノードの動作・停止 このイベント・テストでは、エージェントおよびターゲット・ノードのステータスをチェックしま
す。エージェントが停止した場合、またはノードと Management Server 間の通信が失われた場合

に、このテストが起動します。

ノードの動作・停止イベント・テストは、エージェントではなく Management Server によって起動

される点で、他のイベント・テストと異なります。デフォルトでは、このチェックは 2 分ごとに実

行されるため、イベントのポーリング・スケジュールでは制御されません。

リスナー Oracle Net
の動作・停止

このイベント・テストでは、監視対象のノード上のリスナーが使用可能かどうかをチェックします。
このテストは、リスナー障害管理イベント・テストです。

注意注意注意注意 :　　　　問題を自動的に解決するための修正ジョブとして、「リスナー起動」ジョブ・タスクを設定

できます。

Data Gatherer 動作・

停止

このイベント・テストでは、ノード上の Intelligent Agent のデータ収集サービスが、コンソールか

らアクセス可能かどうかをチェックします。Intelligent Agent のデータ収集サービスが停止すると、

このテストが起動します。

注意注意注意注意 :　　　　このイベント・テストは、リリース 9.0 より前の Intelligent Agent にのみ有効です。
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ユーザー定義 SQL イベント・テスト
ユーザー定義イベント・テストユーザー定義イベント・テストユーザー定義イベント・テストユーザー定義イベント・テスト
このイベント・テストでは、独自のスクリプトを定義できます。

ユーザー定義ユーザー定義ユーザー定義ユーザー定義 SQL イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト
このイベント・テストでは、独自の SQL スクリプトを定義できます。

HTTP サーバーの

動作・停止

このイベント・テストでは、監視対象の HTTP サーバーが実行中かどうかをチェックします。

表表表表 1-2 ユーザー定義イベント・テストユーザー定義イベント・テストユーザー定義イベント・テストユーザー定義イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

ユーザー定義
イベント・テスト

ユーザー定義イベント・テストでは、独自の監視スクリプトに基づいて、イベントを定義できま
す。監視スクリプトは、監視対象ノードがそのスクリプトに対して適切なランタイム要件を満たし
ていれば、どのような言語で記述しても構いません。このユーザー定義イベント・テストにより、
管理者はイベント・システムを拡張し、環境固有の様々なサービスまたは条件のタイプを監視でき
ます。ユーザー定義イベント・テストのセットアップの情報は、『Oracle Enterprise Manager 管理

者ガイド』を参照してください。

表表表表 1-3 ユーザー定義ユーザー定義ユーザー定義ユーザー定義 SQL イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

ユーザー定義 SQL
イベント・テスト

ユーザー定義 SQL イベント・テストでは、イベント・テストを評価する独自の SQL スクリプトを

定義できます。定義するイベント・テストは、監視する条件値を返す問合せ（すなわち SELECT
文）として記述される必要があります。これらの値は、指定した警告または警戒のしきい値と比較
され、しきい値に到達している場合はイベントが起動されます。

例例例例 :　　　　Oracle データベースに対して実行しているカスタム・アプリケーションがあります。アプリ

ケーション・エラーが検出されるごとに、error_log という表にエントリが作成されます。ユー

ザー定義 SQL テストを使用して、最低で 50 のエラーを検出したときに通知するようなイベント・

テストを記述できます。具体的には、次の SQL 文を定義します。

select count(*) from error_log

これにより、error_log 表の行数が返されます。最低で 50 に到達したときに警告の通知を発生させ

るため、演算子 >= および警告値として 50、警戒値として、たとえば 30 を指定します。

イベント条件の問合せが、単一の SELECT 文では不可能なより複雑な処理を必要とする場合は、特

別な処理ステップを含む PL/SQL ファンクションをまず作成し、そのファンクションをユーザー定

義 SQL イベント・テストで使用できます。（追加情報は、2-138 ページの「ユーザー定義の SQL」
を参照してください。）

表表表表 1-1 基本イベント・テスト（続き）基本イベント・テスト（続き）基本イベント・テスト（続き）基本イベント・テスト（続き）

動作・停止イベント・動作・停止イベント・動作・停止イベント・動作・停止イベント・
テストテストテストテスト 説明説明説明説明
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共通ノード・イベント・テスト
共通ノード・イベント・テスト共通ノード・イベント・テスト共通ノード・イベント・テスト共通ノード・イベント・テスト
共通ノード・イベント・テストは、Oracle Intelligent Agent を稼働できるすべてのオペレー
ティング・システム・プラットフォームに適用されます。ノード・イベント・テストは、次
のカテゴリに分かれています。

� ノード障害管理イベント・テスト（表 1-4 を参照）

� ノード・パフォーマンス管理イベント・テスト（表 1-5 を参照）

� ノード領域管理イベント・テスト（表 1-6 を参照）

これらのイベントの詳細な説明は、1-5 ページの「基本および共通ノード・イベント・テス
トの説明」を参照してください。

 

表表表表 1-4 ノード障害管理イベント・テストノード障害管理イベント・テストノード障害管理イベント・テストノード障害管理イベント・テスト 

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

Data Gatherer 警告 このイベント・テストでは、Data Gatherer により、最後のサンプル時刻以降に Data Gatherer の警

告ファイルにエラーが生成されたことを示します。Data Gatherer の警告ファイルは、メッセージお

よびエラーの時刻順のログを含む特別なトレース・ファイルです。Data Gatherer の警告ログ・ファ

イルは、データベースの警告ログ・ファイルとは異なるので注意してください。Data Gatherer の
メッセージ（ODG-xxxxx）が Data Gatherer の警告ファイルに書き込まれると、警告が表示されま

す。

Data Gatherer 動作・

停止

このテストでは、ノード上の Intelligent Agent のデータ収集サービスが、コンソールからアクセス

可能かどうかをチェックします。Intelligent Agent のデータ収集サービスが停止すると、このテスト

が起動します。

ノードの動作・停止 このイベント・テストでは、エージェントおよびターゲット・ノードのステータスをチェックしま
す。エージェントが停止した場合、またはノードと Management Server 間の通信が失われた場合

に、このテストが起動します。

ノードの動作・停止イベント・テストは、エージェントではなく Management Server によって起動

される点で、他のイベント・テストと異なります。デフォルトでは、このチェックは 2 分ごとに実

行されるため、イベントのポーリング・スケジュールでは制御されません。

表表表表 1-5 ノード・パフォーマンス管理イベント・テストノード・パフォーマンス管理イベント・テストノード・パフォーマンス管理イベント・テストノード・パフォーマンス管理イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

CPU ページング率 このテストでは、しきい値引数で指定された値と比較して、CPU ページング率（ページ・イン /
ページ・アウトされる KB 数 / 秒）をチェックします。発生数が指定した値を超えた場合は、警戒

または警告が生成されます。

CPU 使用率 このテストでは、しきい値引数で指定された値と比較して、CPU 使用率（使用された割合）を

チェックします。発生数が指定した値を超えた場合は、警戒または警告が生成されます。
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基本および共通ノード・イベント・テストの説明
基本および共通ノード・イベント・テストの説明基本および共通ノード・イベント・テストの説明基本および共通ノード・イベント・テストの説明基本および共通ノード・イベント・テストの説明

警告（警告（警告（警告（Data Gatherer））））
このイベント・テストでは、Data Gatherer により、最後のサンプル時刻以降に Data 
Gatherer の警告ファイルにエラーが生成されたことを示します。Data Gatherer の警告ファ
イルは、メッセージおよびエラーの時系列のログを含む特別なトレース・ファイルです。
Data Gatherer の警告ログ・ファイルは、データベースの警告ログ・ファイルとは異なるの
で注意してください。Data Gatherer のメッセージ（ODG-xxxxx）が Data Gatherer の警告
ファイルに書き込まれると、警告が表示されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

出力出力出力出力

最後のサンプル時刻以降の警告ログ・エラー・メッセージ。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

追加情報を参照するには、Data Gatherer の警告ログ・ファイル（alert_dg.log）を調べます。
警告ログ・ファイルは、Intelligent Agent の ORACLE_HOME/odg/log ディレクトリにあ
ります。

注意注意注意注意 :　　　　このイベント・テストは、リリース 9.0 より前の Intelligent Agent にのみ有効です。

表表表表 1-6 ノード領域管理イベント・テストノード領域管理イベント・テストノード領域管理イベント・テストノード領域管理イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

ディスク満杯 このテストでは、c:（Windows）または /temp（UNIX）などのディスク名パラメータで指定され

たディスクの使用可能な領域をチェックします。使用可能な領域がしきい値引数で指定した値未満
となった場合、警戒または警告が生成されます。

ディスク満杯（%） このイベント・テストでは、ディスク満杯イベント・テストと同じファイル・システムを監視しま
す。ただし、ディスク満杯（%）イベント・テストでは、該当ディスクに残っている領域の割合を

返します。

スワップ満杯 このテストでは、使用可能なスワップ領域をチェックします。使用可能な領域がしきい値引数で指
定した値未満となった場合、警戒または警告が生成されます。
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基本および共通ノード・イベント・テストの説明
CPU ページング率ページング率ページング率ページング率
このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値と比較して、CPU ページング率

（ページ・イン / ページ・アウトされる KB 数 / 秒）をチェックします。発生数が指定した
値を超えた場合は、警戒または警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 発生数 :　警戒または警告が生成される前の連続発生数

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB/ 秒）

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB/ 秒）

出力出力出力出力

現行の割合。

CPU 使用率使用率使用率使用率
このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値と比較して、CPU 使用率（使用
された割合）をチェックします。発生数が指定した値を超えた場合は、警戒または警告が生
成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 発生数 :　警戒または警告が生成される前の連続発生数

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（%）

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（%）

出力出力出力出力

現行の値。

ディスク満杯ディスク満杯ディスク満杯ディスク満杯
このイベント・テストでは、c:（Windows）または /temp（UNIX）などのディスク名パラ
メータで指定されたディスクの使用可能な領域をチェックします。使用可能な領域がしきい
値引数で指定した値未満となった場合、警戒または警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ディスク名 :　監視するディスクの名前。デフォルトはありません。

注意注意注意注意 :　　　　*（アスタリスク）はディスク名に使用できません。

� 警告のしきい値 :　その値未満になった場合に警告が生成される空き領域の KB 数。デ
フォルトはありません。

� 警戒のしきい値 :　その値未満になった場合に警戒が生成される空き領域の KB 数。デ
フォルトはありません。
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出力出力出力出力

該当ディスクのディスク名および使用可能な領域の KB 数。

ディスク満杯（ディスク満杯（ディスク満杯（ディスク満杯（%））））
このイベント・テストでは、ディスク満杯イベント・テストと同じファイル・システムを監
視します。ただし、ディスク満杯（%）イベント・テストでは、該当ディスクに残っている
領域の割合を返します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ディスク名 :　監視するディスクの名前。デフォルトはありません。

注意注意注意注意 :　　　　*（アスタリスク）はディスク名に使用できません。

� 警告のしきい値 :　その値未満になった場合に警告が生成される空き領域の割合。デ
フォルトは 30% です。

� 警戒のしきい値 :　その値未満になった場合に警戒が生成される空き領域の割合。デ
フォルトは 50% です。

出力出力出力出力

該当ディスクのディスク名および使用可能な領域の割合。

HTTP サーバーの動作・停止サーバーの動作・停止サーバーの動作・停止サーバーの動作・停止
このイベント・テストでは、監視対象の HTTP サーバーが実行中かどうかをチェックしま
す。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

Oracle Net の動作・停止の動作・停止の動作・停止の動作・停止
このイベント・テストでは、監視対象のノード上のリスナーが使用可能かどうかをチェック
します。このイベント・テストは、リスナー障害管理イベント・テストです。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

問題を自動的に解決するための修正ジョブとして、「リスナー起動」ジョブ・タスクを設定
できます。意図的にリスナーを停止した場合に修正ジョブが実行されることを回避するため
には、修正ジョブ・オプションをオフにします。
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スワップ満杯スワップ満杯スワップ満杯スワップ満杯
このイベント・テストでは、使用可能なスワップ領域をチェックします。使用可能な領域が
しきい値引数で指定した値未満となった場合、警戒または警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　その値未満になった場合に警告が生成される空きスワップ領域の割
合。デフォルトはありません。

� 警戒のしきい値 :　その値未満になった場合に警戒が生成される空きスワップ領域の割
合。デフォルトはありません。

出力出力出力出力

使用可能な領域の割合。

動作・停止（動作・停止（動作・停止（動作・停止（Data Gatherer））））
このイベント・テストでは、ノード上の Intelligent Agent のデータ収集サービスが、コン
ソールからアクセス可能かどうかをチェックします。Intelligent Agent のデータ収集サービ
スが停止すると、このテストが起動します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

出力出力出力出力

なし

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

Oracle Data Gatherer を再起動します。

注意注意注意注意 :　　　　このイベント・テストは、リリース 9.0 より前の Intelligent Agent にのみ有効です。
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動作・停止（ノード）動作・停止（ノード）動作・停止（ノード）動作・停止（ノード）
このイベント・テストでは、エージェントおよびターゲット・ノードのステータスをチェッ
クします。エージェントが停止した場合、またはノードと Management Server 間の通信が
失われた場合に、このテストが起動します。

ノードの動作・停止イベント・テストは、エージェントではなく Management Server に
よって起動される点で、他のイベント・テストと異なります。デフォルトでは、このチェッ
クは 2 分ごとに実行されるため、イベントのポーリング・スケジュールでは制御されませ
ん。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

エラー・メッセージおよびユーザーの操作エラー・メッセージおよびユーザーの操作エラー・メッセージおよびユーザーの操作エラー・メッセージおよびユーザーの操作

ノードの動作・停止イベント・テストで問題が識別されると、次のメッセージのうちの 1 つ
が生成されます。

VNI-4009:　このノードの Agent に接続できません。Agent が停止しているか、またはノー
ドに対するネットワーク通信が故障している可能性があります。

原因原因原因原因 :　　　　ネットワークの輻輳、あるいはノード上のハードウェア / ソフトウェアの問題が生
じている可能性があります。

処置処置処置処置 :　　　　ノードが操作可能であることを確認してください。ノードを ping して、ネットワー
ク接続を確認してください。ネットワークの問題については、ネットワーク管理者に連絡し
てください。

VNI-4038:　　　　メモリー不足です。ジョブ出力が大きいことが原因です。

原因原因原因原因 :　　　　Oracle Management Server のノード上のメモリー割当てに問題があります。

処置処置処置処置 :　　　　Management Server を実行中のノードで、メモリーを解放してください。

VNI-4040:　　　　Agent string のキュー・ファイルが破損しているか削除されています。

原因原因原因原因 :　　　　Oracle Management Server リポジトリが、エージェントのキュー・ファイルと同期
していません。エージェントのキュー・ファイルが破損しているか、削除されている可能性
があります。次の 3 つのうちの 1 つが原因であると考えられます。

状況状況状況状況 1:　　　　新規 Oracle ホームに新しいエージェントをインストールしましたが、旧 Oracle
ホームから *.q ファイルをコピーしていませんでした。

処置処置処置処置 :　　　　エージェントを停止後、*.q ファイルをコピーして、エージェントのバックアップを
取得します。Oracle Enterprise Manager コンソール内からノードをリフレッシュします。
ノードを ping して、Oracle Management Server とエージェントとの同期が取れているかど
うかを確認します。
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状況状況状況状況 2:　　　　*.q ファイルが削除されました。

処置処置処置処置 :　　　　Oracle Enterprise Manager コンソールのナビゲータからノードを削除します。これ
により、既存のジョブ / イベントを削除するよう求められます。ジョブおよびイベントを削
除した後、コンソールのナビゲータを縮小および拡張して、ツリーをリフレッシュし、ノー
ドが削除されているかどうかを確認します。

状況状況状況状況 3:　　　　2 つ以上のエージェントが同じノード上に存在します。ある時点で、ジョブおよび
イベントが 1 つのエージェントに対して発行されました。対象のエージェントが停止され、
他のエージェントが起動されました。そこで、ジョブおよびイベントが、2 番目のエージェ
ントに対して発行されました。

処置処置処置処置 :　　　　適切なエージェントを起動し、Oracle Enterprise Manager コンソールのナビゲータ
からノードをリフレッシュします。

VNI-4044:　　　　Agent に接続できません。ノードが停止している、またはネットワークが停止
しているか遅い可能性があります。

原因原因原因原因 :　　　　ノードへのアクセスに問題があります。

処置処置処置処置 :　　　　ノードが起動し、実行中であることを確認してください。ノードの物理的ネット
ワーク接続を確認してください。ping を試行し、ノードが応答することを確かめてくださ
い。ネットワークの問題がある場合は、ネットワーク管理者に連絡してください。

VNI-4045:　　　　Agent に接続できません。ノードの Agent が稼働していません。

原因原因原因原因 :　　　　ノードへのアクセスは可能ですが、エージェントが稼働していません。

処置処置処置処置 :　　　　エージェントを起動してください。

Windows NT:　コントロール パネルの「サービス」ダイアログからエージェント・サービ
スを起動してください。

UNIX:　リリース 9.0 より前の Intelligent Agent では、コマンド lsnrctl dbsnmp_start を使用
してください。Intelligent Agent リリース 9.0 では、コマンド agentctl start [agent] を使用し
てください。

VNI-4046:　　　　Agent が応答しません。Agent がビジーか、無効な状態です。

原因原因原因原因 :　　　　エージェントが適切な時間内に応答できません。エージェントとの内部的通信の問
題が、最も可能性の高い原因として考えられます。

処置処置処置処置 :　　　　エージェントを再起動してください。このエラーが繰り返し発生する場合は、エー
ジェントのトレースを実行し、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡くださ
い。

VNI-4047:　　　　Agent ノード上のキュー・ファイルへのアクセス・エラー。

原因原因原因原因 :　　　　エージェント・ノード上の .q ファイルへのアクセスに問題があります。
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処置処置処置処置 :　　　　$ORACLE_HOME/network/agent ディレクトリ（ここで、$ORACLE_HOME は
エージェントをインストールしたディレクトリ）を確認してください。ディスク領域が使用
可能であり、エージェントの実行可能ファイル（dbsnmp）にそのディレクトリおよびファ
イルに対する読込み / 書込み権限があるかどうかなど、権限が設定されていることを確認し
てください。

VNI-4048:　　　　Agent 内部エラー（たとえば、メモリー不足、オペレーティング・システム・
エラーなど）

原因原因原因原因 :　　　　内部エラーです。

処置処置処置処置 :　　　　エージェントの再起動を試行してください。このエラーが再度発生する場合は、
エージェントのトレースを実行し、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡くだ
さい。
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Oracle データベース・イベント・テ
2

Oracle データベース・イベント・テストデータベース・イベント・テストデータベース・イベント・テストデータベース・イベント・テスト

Oracle データベースの Oracle Enterprise Manager 拡張イベント・テストは、一連のカテゴ
リに分かれており、それらを使用して登録するイベント・テストを検索できます。
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データベース・イベント・テストのサマリーデータベース・イベント・テストのサマリーデータベース・イベント・テストのサマリーデータベース・イベント・テストのサマリー
データベース・サービス・タイプの Oracle 拡張イベント・テストは、次のカテゴリに分類
されます。

� ユーザー定義の SQL イベント・テスト

このイベント・テストでは、イベント条件を評価する独自の SQL スクリプトを定義で
きます。2-138 ページの「ユーザー定義の SQL」を参照してください。

� データベースの監査管理イベント・テスト

データベースの監査イベント・テスト（ユーザー監査）では、特定のデータベース・
ユーザー接続を監視できます。表 2-1 を参照してください。

� データベースの障害管理イベント・テスト

このカテゴリのイベント・テストでは、ただちに対応が必要なサーバーの問題を監視し
ます。表 2-2 を参照してください。

� データベースのパフォーマンス管理イベント・テスト

このカテゴリのイベント・テストでは、システムのパフォーマンスの問題を監視しま
す。パフォーマンス管理イベント・テストは、次のアクティビティに分かれます。

� アプリケーション :　表 2-3 を参照してください。

� インスタンス :　表 2-4 を参照してください。

� トランザクション :　表 2-5 を参照してください。

� 待機 :　表 2-6 を参照してください。

� データベースのリソース管理イベント・テスト

このカテゴリのイベント・テストでは、発生する可能性のあるリソースの問題を追跡し
ます。表 2-7 を参照してください。

� データベースの領域管理イベント・テスト

このカテゴリのイベント・テストでは、発生する可能性のあるデータベース内の領域の
問題を追跡します。表 2-8 を参照してください。

� データベースの特殊管理イベント・テスト

このカテゴリのイベント・テストでは、次の特定のデータベース機能を監視します。

� アドバンスト・キューイング :　表 2-9 を参照してください。

� クラスタ・データベース :　表 2-10 を参照してください。

� Data Guard:　表 2-11 を参照してください。
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表表表表 2-1 データベースの監査管理イベント・テストデータベースの監査管理イベント・テストデータベースの監査管理イベント・テストデータベースの監査管理イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

ユーザー監査 このテストでは、指定されたデータベース・ユーザー接続を監視します。たとえば、「ユー
ザー名」引数で指定された特定のデータベース・ユーザー接続が検出されると、警告が表示
されます。

表表表表 2-2 データベースの障害管理イベント・テストデータベースの障害管理イベント・テストデータベースの障害管理イベント・テストデータベースの障害管理イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

警告 このイベント・テストは、最後のサンプル時刻以降に監視対象データベースがアラート・ロ
グ・ファイルにエラーを生成したことを示します。アラート・ログ・ファイルは、メッセー
ジおよびエラーの時刻順のログを含む特別なトレース・ファイルです。Oracle 例外

（ORA-006xx）、デッドロック検出（ORA-00060）またはデータ・ブロック破壊

（ORA-01578）のメッセージがアラート・ログ・ファイルに書き込まれると、警告イベント

が起動します。ORA メッセージがアラート・ログ・ファイルに書き込まれると、警戒が表

示されます。

アーカイバの停止 このイベント・テストは、最後のサンプル時刻以降、監視対象データベースのアーカイバが
一時的に停止していることを示します。

データベースが ARCHIVELOG モードで稼働している場合は、アーカイブ停止

（ORA-00257）メッセージがアラート・ファイルに書き込まれた際に警告が表示されます。

アラート・ファイルは、メッセージおよびエラーの時刻順のログを含む特別なトレース・
ファイルです。データベースが ARCHIVELOG モードで稼働していない場合、このテストは

登録されません。

中断したジョブ Oracle サーバーのジョブ・キューは、ジョブの実行時期など、ジョブに対して実行する

PL/SQL コールなどのローカル・ジョブに関する情報を格納するデータベース表です。デー

タベース・レプリケーションも Oracle のジョブ・キュー・メカニズムを使用して管理され、

ジョブを使用して、リモート・マスター・サイトへの遅延トランザクションの反映、適用し
たアプリケーションの遅延トランザクション・キューからのパージ、またはスナップショッ
ト・リフレッシュ・グループのリフレッシュが行われます。

ジョブは、次の 2 つの場合に中断されます。

� Oracle で、16 回試行した後もジョブを正常に実行できなかった場合

� プロシージャ DBMS_ JOB.BROKEN の使用により、ジョブが明示的に中断したものと

してマークされた場合

このイベント・テストでは、中断した DBMS ジョブをチェックします。中断したジョブの数

がしきい値引数で指定された値を超えた場合は、警告が生成されます。

データ・ブロック破壊 このイベント・テストは、最後のサンプル時刻以降に監視対象データベースがアラート・
ファイルに破壊されたブロック・エラーを生成したことを示します。アラート・ファイル
は、メッセージおよびエラーの時刻順のログを含む特別なトレース・ファイルです。デー
タ・ブロック破壊メッセージ（ORA-01578、ORA-27048 および ORA-01157）がアラート・

ファイルに書き込まれると、警告イベントが起動します。
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遅延トランザクション Oracle では、遅延トランザクションを使用して、アドバンスト・レプリケーション・システ

ムのマスター・サイト間で、また更新可能なスナップショットからそのマスター表に、デー
タレベル変更を非同期に伝播します。このイベント・テストでは、遅延トランザクションの
数をチェックします。遅延トランザクションの数がしきい値引数で指定された値を超えた場
合は、警告が生成されます。

エラー・トランザクション Oracle では、遅延トランザクションを使用して、アドバンスト・レプリケーション・システ

ムのマスター・サイト間で、また更新可能なスナップショットからそのマスター表に、デー
タレベル変更を非同期に伝播します。トランザクションがリモート・サイトに正常に伝播さ
れない場合、Oracle ではトランザクションをロールバックし、リモートの宛先データベース

内の SYS.DEFERROR ビューにトランザクションを記録します。このテストでは

SYS.DEFERROR ビューのトランザクション数をチェックし、トランザクション数がしきい

値引数で指定された値を超えている場合は警告を起動します。

失敗したジョブ Oracle サーバーのジョブ・キューは、ジョブの実行時期など、ジョブに対して実行する

PL/SQL コールなどのローカル・ジョブに関する情報を格納するデータベース表です。デー

タベース・レプリケーションも Oracle のジョブ・キュー・メカニズムを使用して管理され、

ジョブを使用して、リモート・マスター・サイトへの遅延トランザクションの反映、適用し
たアプリケーションの遅延トランザクション・キューからのパージ、またはスナップショッ
ト・リフレッシュ・グループのリフレッシュが行われます。

Oracle でジョブの実行を試行した際にそのジョブがエラーを返した場合、ジョブは失敗しま

す。Oracle では、各試行の間隔を 2 倍にしてジョブの実行を繰り返し試行します。ジョブが

16 回失敗した場合、Oracle ではそのジョブを中断として自動的にマークし、それ以上実行を

試行しません。このテストでは、失敗した DBMS ジョブをチェックします。失敗したジョブ

の数がしきい値引数で指定された値を超えた場合は、警告が生成されます。

プローブ このイベント・テストでは、データベースへの新規接続を確立できるかどうかをチェックし
ます。最大ユーザー数を超えるかリスナーがダウンした場合は、このテストが起動します。

注意注意注意注意 :　　　　プローブ・イベント・テストのユーザー接続情報の選択を検討する必要があります。

優先ユーザーが RESTRICTED SESSION 権限を持つ場合、そのユーザーは、

LICENSE_MAX_SESSIONS 制限に達した場合でもデータベースに接続できます。

セッション終了 このテストは、最後のサンプル時刻以降にセッションが予期せず終了したことを示します。
アラート・ファイルは、メッセージおよびエラーの時刻順のログを含む特別なトレース・
ファイルです。セッションの予期しない終了（ORA-00603）メッセージがアラート・ファイ

ルに書き込まれると、警告が表示されます。

スケジュール解除された
ジョブ

Oracle サーバーのジョブ・キューは、ローカル・ジョブに関する情報を格納するデータベー

ス表です。このイベント・テストでは、スケジュール解除された DBMS ジョブをチェックし

ます。実行時間が「ジョブ完了時刻」引数で指定された値を超えたジョブの数が警告のしき
い値で指定された値を超えると、警告が生成されます。ジョブの完了日時は、
SYS.DBA_JOBS ビューの NEXT_DATE 値に、「ジョブ完了時刻」引数で指定された、ジョブ

の完了にかかるおおよその時間を加えることで計算されます。

表表表表 2-2 データベースの障害管理イベント・テストデータベースの障害管理イベント・テストデータベースの障害管理イベント・テストデータベースの障害管理イベント・テスト（続き）（続き）（続き）（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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データベース・イベント・テストのサマリー
ユーザー・ブロック このイベント・テストは、データベース・ユーザーが、他の 1 人以上のユーザーによる表の

更新などの操作の実行をブロックしていることを示します。ブロックの連続発生数が指定さ
れた値に達した場合は、警告が生成されます。

注意注意注意注意 :　　　　ユーザー・ブロック・テストを使用する前に、管理対象データベースで catblock.sql
スクリプトを実行する必要があります。このスクリプトにより、ユーザー・ブロック・テス
トで必要な追加の表、ビューおよびパブリック・シノニムが作成されます。

表表表表 2-3 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　アプリケーション・アクティビティ　アプリケーション・アクティビティ　アプリケーション・アクティビティ　アプリケーション・アクティビティ

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

平均ファイル読込み時間 このデータ項目は、サンプル期間中にこのデータ・ファイルからの読込みの実行に費やした
平均時間を表します。この値は、TIMED_STATISTICS パラメータが TRUE でないかぎり、

常に 0（ゼロ）になります。

この項目の値は、1/100 秒単位で報告されます。したがって、値 100 は、最後のサンプル期

間中にこのファイルへの 1 回の物理読込み当たり平均 1 秒が費やされたことを意味します。

このグラフから、「Timed Statistics」グラフと呼ばれるドリルダウン・グラフが使用可能で

す。このグラフは、TIMED_STATISTICS パラメータの現在の値を示します。ドリルダウン

を使用して、インスタンスの定期的な統計をオンにします。

このテストでは、このサンプル期間中に「ファイル名」パラメータで指定されたファイルの
読込みの実行に費やされた平均時間をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以
上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成さ
れます。

平均ファイル書込み時間 このデータ項目は、サンプル期間中にこのデータ・ファイルへの書込みの実行に費やした平
均時間を表します。この値は、TIMED_STATISTICS パラメータが TRUE でないかぎり、常

に 0（ゼロ）になります。

この項目の値は、1/100 秒単位で報告されます。したがって、値 100 は、最後のサンプル期

間中にこのファイルへの 1 回の物理書込みに対して平均 1 秒が費やされたことを示します。

このグラフから、「Timed Statistics」グラフと呼ばれるドリルダウン・グラフが使用可能で

す。このグラフは、TIMED_STATISTICS パラメータの現在の値を示します。ドリルダウン

を使用して、インスタンスの定期的な統計をオンにします。

このテストでは、このサンプル期間中に「ファイル名」パラメータで指定されたファイルの
書込みの実行に費やされた平均時間をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以
上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成さ
れます。

表表表表 2-2 データベースの障害管理イベント・テストデータベースの障害管理イベント・テストデータベースの障害管理イベント・テストデータベースの障害管理イベント・テスト（続き）（続き）（続き）（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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データベース・イベント・テストのサマリー
平均 REDO 書込みサイズ /
秒

このデータ項目は、このサンプル期間中に生成された 1 秒当たりの REDO 量をバイト数で

表します。

REDO ログ・バッファは、データベースに対して行われた変更に関する情報を保持する

SGA 内の循環バッファです。この情報は、REDO エントリに格納されます。REDO エント

リには、INSERT、UPDATE、DELETE、CREATE、ALTER または DROP の各操作により

データベースに対して行われた変更の再構成（再実行）に必要な情報が含まれます。REDO
エントリは、必要に応じてデータベース・リカバリに使用できます。

このテストでは、1 秒当たりに生成されたバイト単位の REDO の量をチェックします。値が

しきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。

平均行 / ソート このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 ソート当たりの平均行数を表します。

このテストでは、このサンプル期間中の 1 ソート当たりの平均行数をチェックします。値が

しきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。

コミット / 秒 このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりに実行されたユーザー・コミット数を表し

ます。ユーザーがトランザクションをコミットした際に、データベース・ブロックに対して
行われた変更を反映する生成済 REDO がディスクに書き込まれる必要があります。多くの

場合、コミットはユーザー・トランザクション率に最も近いものを表します。

このテストでは、1 秒当たりのユーザー・コミット数をチェックします。値がしきい値引数

で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。

ディスク I/O このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値に対し、リアルタイムのデータ
ベース物理 I/O 率（要求 / 秒）を監視します。ディスク I/O 率が、指定された発生数に対

して入力されたしきい値を超えた場合は、警戒または警告が生成されます。

注意注意注意注意 :　　　　ディスク I/O イベント・テストは、下位互換性を保つために用意されています。オ

ラクル社では、File Read Rate イベント・テストおよび File Write Rate イベント・テストを

使用することをお薦めします。

ディスク・ソート / 秒 このデータ項目は、このサンプル期間中にディスクに対して行われた 1 秒当たりのソート数

を表します。

ディスクに対するソートは実行コストが高いため、パフォーマンスを最適化するには、ほと
んどのソートがメモリーで行われる必要があります。ソート領域が小さすぎる場合は、ソー
ト操作中にソートの実行が余分に必要になります。これにより、CPU および I/O のリソー

ス使用が増加します。

このテストでは、ディスクに対して実行された 1 秒当たりのソート数をチェックします。値

がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 2-3 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
2-6　Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・マニュアル



データベース・イベント・テストのサマリー
解析不要実行（%） このデータ項目は、対応する解析を必要としない文の実行の割合を表します。完全なシステ
ムでは、すべての文を 1 回解析し、解析済の文を再解析せずに繰り返し実行します。この比

率は、全体の実行率と比較して、アプリケーションで文を解析する頻度を示します。数値が
大きいほど適切です。

このテストでは、解析を必要としない実行の割合をチェックします。値がしきい値引数で指
定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒
または警告が生成されます。

論理読込み / 秒 このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりの論理読込み回数を表します。論理読込み

は、SGA に対するデータ・ブロックの読込み要求です。要求されたブロックがバッファ・

キャッシュに存在しない場合は、論理読込みの結果として物理読込みが発生することがあり
ます。

このテストでは、1 秒当たりの論理（db ブロック取得 + 整合性取得）読込みをチェックしま

す。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ログイン / 秒 このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりのログイン数を表します。

このテストでは、サンプル期間中の 1 秒当たりの発生ログイン数をチェックします。値がし

きい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

ネットワーク・バイト / 秒 このデータ項目は、SQL Net 層を介してデータベースとの間で送受信された合計バイト数を

表します。

このテストでは、1 秒当たりのネットワーク読込み / 書込み回数をチェックします。値がし

きい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

解析（ハード）/ 秒 このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりのハード解析数を表します。ハード解

析は、SQL 文を共有プールにロードする必要がある場合に発生します。この場合、Oracle
サーバーでは、共有プールにメモリーを割り当て、文を解析する必要があります。

特定の SQL カーソルが解析されるたびに、このカウントが 1 ずつ増やされます。SQL カー

ソルが解析される原因となる特定の操作があります。SQL 文を解析すると、その文は、カー

ソルの実行計画の生成時にオプティマイザで評価する最小単位のステップに分割されます。

このテストでは、キャッシュに存在しなかった文の解析数をチェックします。値がしきい値
引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

表表表表 2-3 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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データベース・イベント・テストのサマリー
解析（合計）/ 秒 この数値は、1 秒当たりのハードとソフト両方の合計解析数を表します。ハード解析は、

SQL 文を共有プールにロードする必要がある場合に発生します。この場合、Oracle サーバー

では、共有プールにメモリーを割り当て、文を解析する必要があります。ソフト解析は、
Oracle サーバーにより共有プールで SQL 文をチェックし、再利用できる文のバージョンを

見つけた場合に記録されます。

特定の SQL カーソルが解析されるたびに、このカウントが 1 ずつ増やされます。SQL カー

ソルが解析される原因となる特定の操作があります。SQL 文を解析すると、その文は、カー

ソルの実行計画の生成時にオプティマイザで評価する最小単位のステップに分割されます。

このテストでは、1 秒当たりの解析コール数をチェックします。値がしきい値引数で指定さ

れた値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告
が生成されます。

物理読込み / 秒 このデータ項目は、このサンプル期間中の、1 秒当たりにディスクから読み込まれたデー

タ・ブロック数を表します。ユーザーが SQL 問合せを実行すると、Oracle では、最初に

データベース・バッファ・キャッシュ（メモリー）からのデータの取得を試行し、メモリー
内に存在しない場合はディスクを検索します。ディスクからのデータ・ブロックの読込み
は、メモリーからのデータ・ブロックの読込みよりもはるかに非効率的です。Oracle では、

メモリー使用率を常に最大にすることを目標としています。

このテストでは、ディスクから 1 秒当たりに読み込まれたデータ・ブロックをチェックしま

す。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

物理書込み / 秒 このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりのディスク書込み回数を表します。この統

計は、DBWR バックグラウンド・プロセスによりディスクにキャッシュされた SGA バッ

ファから書き込まれたデータベース・ブロック、および直接書込みを実行しているプロセス
により PGA から書き込まれたデータベース・ブロックの割合を表します。

このテストでは、1 秒当たりにディスクに書き込まれたデータ・ブロックをチェックします。

値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を
超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 2-3 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
2-8　Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・マニュアル



データベース・イベント・テストのサマリー
再帰コール / 秒 このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりの再帰的コール数を表します。

ユーザーにより発行された SQL 文を実行するために、Oracle サーバーで追加の文を発行す

る必要がある場合があります。このような文は、再帰的コールまたは再帰的 SQL 文と呼ば

れます。たとえば、表に行を挿入する際に、その行を保持するための十分な領域が表にない
場合、Oracle サーバーでは、ディクショナリで管理された表領域が使用されている場合に領

域を動的に割り当てる再帰的コールを行います。再帰的コールは次の場合にも生成されま
す。

� データ・ディクショナリ情報がデータ・ディクショナリ・キャッシュ内になく、ディス
クから取得する必要がある場合

� データベース・トリガーの起動時

� DDL 文の実行時

� ストアド・プロシージャ、ファンクション、パッケージおよび無名 PL/SQL ブロック内

の SQL 文の実行時

� 参照整合性制約の施行時

このテストでは、1 秒当たりの再帰的 SQL コール数をチェックします。値がしきい値引数で

指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒また
は警告が生成されます。

REDO 書込み / 秒 このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりの REDO 書込み操作の回数を表しま

す。

REDO ログ・バッファは、データベースに対して行われた変更に関する情報を保持する

SGA 内の循環バッファです。この情報は、REDO エントリに格納されます。REDO エント

リには、INSERT、UPDATE、DELETE、CREATE、ALTER または DROP の各操作により

データベースに対して行われた変更の再構成（再実行）に必要な情報が含まれます。REDO
エントリは、必要に応じてデータベース・リカバリに使用できます。

ログ・ライター（LGWR）・プロセスでは、REDO ログ・バッファ管理（ディスク上の

REDO ログ・ファイルへの REDO ログ・バッファの書込み）を行います。

このテストでは、LGWR による REDO ログ・ファイルへの 1 秒当たりの書込み回数を

チェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

1 実行当りの応答時間 このデータ項目は、データベース内で使用可能な統計のみを使用し、SQL 文の 1 実行当たり

の応答時間の最もよい概算を秒単位で示します。この統計は、読取り専用アクセスについて
も正確な値を示すため、1 トランザクション当たりの応答時間よりも有効な場合があります。

このテストでは、このサンプル期間中の SQL 文の 1 実行当たりの応答時間（秒）をチェッ

クします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ロールバック / 秒 このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりに、ユーザーが ROLLBACK 文を手動で発

行した回数、またはユーザーのトランザクション中にエラーが発生した回数を表します。

このテストでは、1 秒当たりのロールバック数をチェックします。値がしきい値引数で指定

された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警
告が生成されます。

表表表表 2-3 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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データベース・イベント・テストのサマリー
ソフト解析（%） ソフト解析は、Oracle サーバーにより共有プールで SQL 文をチェックし、再利用できる文

のバージョンを見つけた場合に記録されます。

このデータ項目は、合計解析数と比較して、カーソルがカーソル・キャッシュ内にすでに存
在していた解析要求の割合を表します。この比率は、キャッシュに存在していない文のハー
ド解析と比較して、キャッシュ内にすでに存在する文をアプリケーションで解析する頻度を
示します。

このテストでは、合計解析要求に対するソフト解析要求の割合をチェックします。値がしき
い値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

表走査（長時間）/ 秒 このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりの長時間テーブル・スキャンの数を表しま

す。表がキャッシュされていない場合、および最高水位標が 5 ブロックを超えている場合、

表は「長時間」と考えられます。

このテストでは、1 秒当たりの長時間テーブル・スキャンをチェックします。値がしきい値

引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

表走査（合計）/ 秒 このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりの長時間および短時間テーブル・スキャン

の数を表します。表がキャッシュされていない場合、および最高水位標が 5 ブロックを超え

ている場合、表は「長時間」と考えられます。

ユーザー・コール（%） このデータ項目は、再帰的コールに対するユーザー・コールの割合を表します。

ユーザーにより発行された SQL 文を実行するために、Oracle サーバーで追加の文を発行す

る必要がある場合があります。このような文は、再帰的コールまたは再帰的 SQL 文と呼ば

れます。たとえば、表に行を挿入する際に、その行を保持するための十分な領域が表にない
場合、Oracle サーバーでは、ディクショナリで管理された表領域が使用されている場合に領

域を動的に割り当てる再帰的コールを行います。再帰的コールは次の場合にも生成されま
す。

� データ・ディクショナリ情報がデータ・ディクショナリ・キャッシュ内になく、ディス
クから取得する必要がある場合

� データベース・トリガーの起動時

� DDL 文の実行時

� ストアド・プロシージャ、ファンクション、パッケージおよび無名 PL/SQL ブロック内

の SQL 文の実行時

� 参照整合性制約の施行時

このテストでは、再帰的コールに対するユーザー・コールの割合をチェックします。値がし
きい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を
超えると、警戒または警告が生成されます。

ユーザー・コール / 秒 このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりのログイン、解析または実行コール数を表

します。

このテストでは、ログイン、解析または実行コール数をチェックします。値がしきい値引数
で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。

表表表表 2-3 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）　アプリケーション・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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表表表表 2-4 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　インスタンス・アクティビティ　インスタンス・アクティビティ　インスタンス・アクティビティ　インスタンス・アクティビティ

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

CPU 時間（%） このサンプル期間中に、CPU がインスタンス全体で命令の実行に費やした時間の割合を表す

データ項目。

このテストでは、このサンプル期間中に、インスタンス全体でリソースまたはオブジェクト
について CPU が命令の実行に費やした時間の割合をチェックします。CPU 時間がしきい値

引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えた場合
は、警戒または警告が生成されます。

共有プール空き領域（%） このデータ項目は、現在空いている共有プールの割合を表します。

このテストでは、現在空いている共有プールの割合をチェックします。値がしきい値引数で
指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

待機時間（%） このサンプル期間中に、インスタンス全体でリソースまたはオブジェクトの待機に費やした
時間の割合を表すデータ項目。

このテストでは、このサンプル期間中にインスタンス全体でリソースまたはオブジェクトの
待機に費やした時間の割合をチェックします。待機時間がしきい値引数で指定したしきい値
以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えた場合は、警戒または警告が生
成されます。

バッファ・キャッシュ・
ヒット（%）

ヒット率で測定されるデータ・ブロック・バッファ・キャッシュ効率では、問合せで要求さ
れたデータ・ブロックがメモリー内に存在した回数の割合を記録します。

バッファ・キャッシュを効率よく使用すると、データベースの I/O 負荷を大幅に削減できま

す。バッファ・キャッシュが小さすぎる場合は、頻繁にアクセスされるデータがバッファ・
キャッシュから非常に早くフラッシュされ、ディスクからの情報の再フェッチが必要になり
ます。ディスク・アクセスはメモリー・アクセスよりもはるかに低速であるため、アプリ
ケーションのパフォーマンスが低下します。また、I/O サブシステムに余分な負荷がかかる

ため、1 つ以上のデバイスでボトルネックが発生し、パフォーマンスがさらに低下すること

があります。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値に対し、バッファ・キャッシュ・
ヒット率（成功率）を監視します。発生数が指定された値より少ない場合は、警戒または警
告が生成されます。

注意注意注意注意 :　　　　DB_BLOCK_BUFFERS 初期化パラメータは、バッファ・キャッシュで使用可能な

データベース・バッファの数を決定します。このパラメータは、インスタンス上の SGA の

合計メモリー要件に関係するプライマリ・パラメータの 1 つです。DB_BLOCK_BUFFERS パ

ラメータおよび DB_BLOCK SIZE パラメータでは、バッファ・キャッシュの合計サイズを制

御します。DB_BLOCK_SIZE は、データベースが最初に作成される際にのみ指定でき、通

常、バッファ・キャッシュ・サイズは DB_ BLOCK_BUFFERS パラメータを使用して制御さ

れます。

コミット（%） このデータ項目は、このサンプル期間中にロールバックではなくコミットで終了したトラン
ザクションの割合を表します。

このテストでは、ロールバックとは反対に、コミットで終了したトランザクションの割合を
チェックします。値がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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データベース・イベント・テストのサマリー
データ・ディクショナリ・
ヒット（%）

このデータ項目は、メモリー内に存在していたディクショナリ・データへの要求の割合で測
定されるディクショナリ・キャッシュ効率を表します。データ・ディクショナリのミスが
Oracle サーバーのパフォーマンスに実際に影響しているかどうかを判断することが重要で

す。

共有プールは、共有 SQL 要求のライブラリ・キャッシュ、ディクショナリ・キャッシュおよ

び特定のインスタンス構成に固有のその他のキャッシュ構造を含む SGA 内の領域です。

データ・ディクショナリ・キャッシュのミスは、いくつかのケースで予想されます。インス
タンスを起動する際、データ・ディクショナリにはデータは含まれないため、発行された
SQL 文ではキャッシュ・ミスが発生する可能性が高くなります。キャッシュに読み込まれる

データ量が増えるほど、キャッシュ・ミスの可能性が低下します。最終的に、データベース
は、最も頻繁に使用されるディクショナリ・データがキャッシュ内にある安定した状態に到
達します。この時点では、キャッシュ・ミスはほとんど発生しません。キャッシュをチュー
ニングするには、アプリケーション実行後のアクティビティのみを調査します。

このテストでは、共有プールで見つかったデータ・ディクショナリへの要求の割合をチェッ
クします。値がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ディクショナリ・
ミス（%）

共有プールは、共有 SQL 要求のライブラリ・キャッシュ、ディクショナリ・キャッシュおよ

び特定のインスタンス構成に固有のその他のキャッシュ構造を含む SGA 内の領域です。

ミス率で測定されるディクショナリ・キャッシュ効率は、ディクショナリ・データがメモ
リー内に存在しなかった回数の割合を記録します。

共有プール・メカニズムでは、システム・リソースの消費を少なくとも次の 3 つの方法で大

幅に削減できます。

� SQL 文が共有プールにある場合は、解析時間が排除されます。

� すべてのアプリケーションで同じ共有 SQL 文およびディクショナリ・リソースのプール

を利用するため、アプリケーション・メモリーのオーバーヘッドが削減されます。

� 共有プール内にあるディクショナリ要素はアクセスする必要がないため、I/O リソース

が節約されます。

共有プールが小さすぎる場合、データベース操作を完了するために追加のリソースが消費さ
れます。ディクショナリ・キャッシュ・アクセスでは、キャッシュから消去されたディク
ショナリ・キャッシュ参照をディスクから再フェッチする必要があるため、追加の I/O が主

なオーバーヘッドとなります。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値に対し、データ・ディクショナ
リ・キャッシュ・ミス率（失敗率）を監視します。発生数が指定された値を超えた場合は、
警戒または警告が生成されます。

注意注意注意注意 :　　　　データ・ディクショナリ・ミス・イベント・テストは、下位互換性を保つために用

意されています。オラクル社では、データ・ディクショナリ・ヒット・イベント・テストを
使用することをお薦めします。

表表表表 2-4 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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DBWR チェックポイント / 秒 このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりに、キャッシュをスキャンして、

チェックポイントに対してマークされたすべてのブロックを書き込むよう DBWn が要求さ

れた回数を表します。

データベース・ライター（DBWn）・プロセスにより、データ・ファイルにバッファの内容

が書き込まれます。DBWn プロセスでは、データベース・バッファ・キャッシュの変更済

（使用済）バッファをディスクに書き込みます。

データベース・バッファ・キャッシュ内のバッファが変更されると、そのバッファは使用済
としてマークされます。DBWn プロセスでは、プライマリ・ジョブとして、使用済バッファ

をディスクに書き込み、バッファ・キャッシュをクリーンに保ちます。バッファがユー
ザー・プロセスにより使用されると、使用可能バッファ数が減少します。使用可能バッファ
の数が減りすぎると、ディスクからキャッシュにブロックを読み込む必要のあるユーザー・
プロセスで使用可能バッファを見つけられなくなります。DBWn では、ユーザー・プロセス

で使用可能バッファを常に見つけられるようバッファ・キャッシュを管理します。

バッファのしきい値をスキャンした後、Oracle サーバー・プロセスでクリーンな再利用可能

バッファを見つけられない場合、DBWn に書込みを通知します。使用可能バッファを作成す

るためのこの要求が受信されると、DBWn では最低使用頻度（LRU）バッファをディスクに

書き込みます。LRU の使用済バッファをディスクに書き込むことにより、DBWn では、使

用頻度の高いバッファをメモリー内に保持する一方、使用可能バッファのパフォーマンスを
改善します。たとえば、小規模な表または索引の頻繁にアクセスされる部分に属するブロッ
クはキャッシュに保持されるため、ディスクから再び読み込む必要はありません。LRU アル

ゴリズムでは比較的頻繁にアクセスされるブロックをバッファ・キャッシュ内に保持するた
め、バッファがディスクに書き込まれる際に、すぐに使用される可能性のあるデータが含ま
れる可能性は低くなります。

また、DBWn ではバッファを定期的に書き込み、チェックポイントを進めます。チェックポ

イントは、クラッシュからのリカバリまたはインスタンス・リカバリを開始する必要のある
REDO ログ・ファイル内の位置です。

このテストでは、DBWR がチェックポイントを進めるよう要求された回数をチェックしま

す。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

空きバッファ待機 データベース・ライター（DBWR）・プロセスのボトルネックは、一定時間に渡って使用可

能バッファ待機テストの発生数を監視することで検出されます。データベース環境が安定し
た状態にある場合は、空きバッファ待機は発生しません。空きバッファ待機の一時的な絶対
的増加は、問題ありません。考慮する必要があるのは、発生が一貫して増加する場合のみで
す。

その結果、このテストでは、「サンプル数」パラメータで指定された空きバッファ待機サン
プルの履歴をメンテナンスし、これらのサンプルで増加が検出された割合を監視します。こ
の率は、しきい値引数で指定された値と比較されます。（空きバッファ待機の増加が検出さ
れた）サンプルの割合がしきい値引数を超えた場合は、警戒または警告が生成されます。

例例例例 :　　　　サンプル数に 10 が指定されていた場合、テスト条件がチェックされる最初の 9 回は、

テストでは単純に空きバッファ待機サンプルの履歴を構築します。10 回目の間隔およびその

ポイントから、テストにより、示されたこれらのサンプルの数および空きバッファ待機の増
加が監視されます。2 つのサンプルが増加を示していると仮定した場合、増加を示すサンプ

ルの率は 20% です。

表表表表 2-4 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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メモリー内ソート（%） ソート効率は、ソートがディスクではなくメモリー内で実行された回数の割合で測定されま
す。

ディスクに対するソートは実行コストが高いため、パフォーマンスを最適化するには、ほと
んどのソートがメモリーで行われる必要があります。ソート領域が小さすぎる場合は、ソー
ト操作中にソートの実行が余分に必要になります。これにより、CPU および I/O のリソー

ス使用が増加します。

このイベント・テストでは、メモリー・ソート・ヒット率を監視します。この率は、メモ
リーで実行されたソートの数を、実行したソートの合計数で割った値に等しくなります。発
生数が指定された値より少ない場合は、警戒または警告が生成されます。

ライブラリ・キャッシュ・
ヒット（%）

このデータ項目は、ライブラリ・キャッシュ効率を表します。ライブラリ・キャッシュ効率
は、完全に解析またはコンパイルされた PL/SQL ブロックおよび SQL 文の表現がメモリー

内にすでに存在する回数の割合で測定されます。

共有プールは、共有 SQL 要求のライブラリ・キャッシュ、ディクショナリ・キャッシュおよ

び特定のインスタンス構成に固有のその他のキャッシュ構造を含む SGA 内の領域です。

共有プール・メカニズムでは、システム・リソースの消費を少なくとも次の 3 つの方法で大

幅に削減できます。

� SQL 文が共有プールにある場合は、解析時間が排除されます。

� すべてのアプリケーションで同じ共有 SQL 文およびディクショナリ・リソースのプール

を使用するため、アプリケーション・メモリーのオーバーヘッドが削減されます。

� 共有プール内にあるディクショナリ要素はアクセスする必要がないため、I/O リソース

が節約されます。

共有プールが小さすぎる場合、データベース操作を完了するために追加のリソースが消費さ
れます。ライブラリ・キャッシュにアクセスする場合、SQL 文の再解析に必要な追加の

CPU リソースが主なオーバーヘッドになります。

このテストでは、キャッシュ内にカーソルがすでに存在する解析要求の割合をチェックしま
す。値がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定
された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 2-4 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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ライブラリ・キャッシュ・
ミス（%）

共有プールは、共有 SQL 要求のライブラリ・キャッシュ、ディクショナリ・キャッシュおよ

び特定のインスタンス構成に固有のその他のキャッシュ構造を含む SGA 内の領域です。

ミス率で測定されるライブラリ・キャッシュ効率は、完全に解析またはコンパイルされた
PL/SQL ブロックおよび SQL 文の表現がメモリー内に存在していない回数の割合を記録しま

す。

共有プール・メカニズムでは、システム・リソースの消費を少なくとも次の 3 つの方法で大

幅に削減できます。

� SQL 文が共有プールにある場合は、解析時間が排除されます。

� すべてのアプリケーションで同じ共有 SQL 文およびディクショナリ・リソースのプール

を利用するため、アプリケーション・メモリーのオーバーヘッドが削減されます。

� 共有プール内にあるディクショナリ要素はアクセスする必要がないため、I/O リソース

が節約されます。

共有プールが小さすぎる場合、データベース操作を完了するために追加のリソースが消費さ
れます。ライブラリ・キャッシュにアクセスする場合、SQL 文の再解析に必要な追加の

CPU リソースが主なオーバーヘッドになります。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値に対し、ライブラリ・キャッ
シュ・ミス率（失敗率）を監視します。発生数が指定された値を超えた場合は、警戒または
警告が生成されます。

注意注意注意注意 :　　　　ライブラリ・キャッシュ・ミス・イベント・テストは、下位互換性を保つために用

意されています。オラクル社では、ライブラリ・キャッシュ・ヒット・イベント・テストを
使用することをお薦めします。

REDO ログ割当ヒット（%） REDO ログ・エントリには、データベース・ブロック・バッファに対して行われた変更の記

録が含まれます。ログ・ライター（LGWR）・プロセスでは、ログ・バッファから REDO ロ

グ・ファイルに REDO ログ・エントリを書き込みます。ログ・バッファのサイズは、REDO
ログへのアクセスが頻繁な場合でも、ログ・バッファ内に新規エントリ用の領域が使用可能
になるよう設定する必要があります。ログ・バッファのサイズが足りない場合は、LGWR に

おいて REDO ログ・バッファの空き領域を待機する際に、ユーザー・プロセスが遅延しま

す。

ヒット率で測定される REDO ログ・バッファ効率では、ログ・ライターにより REDO ログ・

バッファ内の領域が解放されるのをユーザーが待機する必要のなかった回数の割合を記録し
ます。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値に対し、REDO ログ・バッファ・

ヒット率（成功率）を監視します。発生数が指定された値より少ない場合は、警戒または警
告が生成されます。

注意注意注意注意 :　　　　REDO ログ割当ヒット・イベント・テストは、下位互換性を保つために用意されて

います。オラクル社では、Redo NoWait Ratio イベント・テストを使用することをお薦めし

ます。

表表表表 2-4 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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待機なし REDO（%） REDO ログ・エントリには、データベース・ブロック・バッファに対して行われた変更の記

録が含まれます。ログ・ライター（LGWR）・プロセスでは、ログ・バッファから REDO ロ

グ・ファイルに REDO ログ・エントリを書き込みます。ログ・バッファのサイズは、REDO
ログへのアクセスが頻繁な場合でも、ログ・バッファ内に新規エントリ用の領域が使用可能
になるよう設定する必要があります。ログ・バッファのサイズが足りない場合は、LGWR に

おいて REDO ログ・バッファの空き領域を待機する際に、ユーザー・プロセスが遅延しま

す。

このデータ項目は、REDO ログ・バッファ効率を表します。REDO ログ・バッファ効率は、

ログ・ライターにより REDO ログ・バッファ内の領域が解放されるのをユーザーが待機する

必要のなかった回数の割合で測定されます。

このテストでは、待機なしで REDO エントリが割り当てられる回数の割合をチェックしま

す。値がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定
された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ロールバック競合 ロールバック・セグメントは、トランザクションがロールバックされた場合にトランザク
ションの操作を記録するデータベースの一部です。ロールバック・セグメントは、読取り一
貫性の提供、ロールバック・トランザクションのサポート、およびデータベースのリカバリ
に使用されます。

ロールバック・セグメントの適切な配分により、データベースのパフォーマンスが最適化さ
れます。十分な数のロールバック・セグメントを使用すると、ロールバック・セグメントの
競合が多くのセグメントに分散され、パフォーマンスが改善されます。

ロールバック・セグメントの競合は、ロールバック・セグメント・ブロックを含むバッファ
の競合により引き起こされます。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値に対し、ロールバック・セグメン
ト・ミス率（失敗率）を監視します。ミス率が指定された値を超えた場合は、警戒または警
告が生成されます。

SysStat 表 このイベント・テストでは、データベースで使用可能な任意のシステム統計を監視できま
す。選択した V$SYSSTAT パラメータの値がしきい値引数で指定された値を超えた場合は、

警戒または警告が生成されます。

V$SYSSTAT パラメータの名前および値を表示するには、データベースを SQL ワークシート

に接続し、SELECT NAME, VALUE FROM V$SYSSTAT を実行します。

SysStat 表デルタ このイベント・テストでは、データベースで使用可能な任意のシステム統計を監視できま
す。しきい値は、V$SYSSTAT パラメータの最後のサンプル・ポイントと現行のサンプル・

ポイントの間の差異と比較されます。計算された差異がしきい値引数で指定された値を超え
た場合は、警戒または警告が生成されます。

V$SYSSTAT パラメータの名前および値を表示するには、データベースを SQL ワークシート

に接続し、SELECT NAME, VALUE FROM V$SYSSTAT を実行します。

トランザクション / 秒 このデータ項目は、サンプル期間中に実行されたコミットおよびロールバックの合計数を表
します。

このテストでは、サンプル期間中に実行されたコミットおよびロールバックの数をチェック
します。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定さ
れた値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 2-4 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）　インスタンス・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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表表表表 2-5 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　トランザクション・アクティビティ　トランザクション・アクティビティ　トランザクション・アクティビティ　トランザクション・アクティビティ

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

平均 REDO 書込みサイズ /
トランザクション

このデータ項目は、このサンプル期間中に生成された 1 トランザクション当たりの REDO 量

をバイト数で表します。

REDO ログ・バッファは、データベースに対して行われた変更に関する情報を保持する

SGA 内の循環バッファです。この情報は、REDO エントリに格納されます。REDO エント

リには、INSERT、UPDATE、DELETE、CREATE、ALTER または DROP の各操作により

データベースに対して行われた変更の再構成（再実行）に必要な情報が含まれます。REDO
エントリは、必要に応じてデータベース・リカバリに使用できます。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大

量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で

は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりに生成される REDO のバイト単位の量をチェッ

クします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

コミット / トランザクション このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりに実行されたユーザー・コ

ミット数を表します。ユーザーがトランザクションをコミットした際に、データベース・ブ
ロックに対して行われた変更を反映する生成済 REDO が、ディスクに書き込まれる必要があ

ります。多くの場合、コミットはユーザー・トランザクション率に最も近いものを表しま
す。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大

量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で

は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりのユーザー・コミット数をチェックします。値

がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

ディスク・ソート /
トランザクション

このデータ項目は、このサンプル期間中にディスクに対して行われた 1 トランザクション当

たりのソート数を表します。

ディスクに対するソートは実行コストが高いため、パフォーマンスを最適化するには、ほと
んどのソートがメモリーで行われる必要があります。ソート領域が小さすぎる場合は、ソー
ト操作中にソートの実行が余分に必要になります。これにより、CPU および I/O のリソー

ス使用が増加します。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大

量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で

は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、ディスクに対して実行された 1 トランザクション当たりのソート数を

チェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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論理読込み /
トランザクション

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりの論理読込み回数を表しま

す。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大

量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で

は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりの論理（db ブロック取得 + 整合性取得）読込み

をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ログイン / トランザクション このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりのログイン数を表します。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大

量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で

は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりに発生したログイン数をチェックします。値が

しきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。

解析（ハード）/
トランザクション

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりのハード解析数を表します。ハード解

析は、SQL 文を共有プールにロードする必要がある場合に発生します。この場合、Oracle
サーバーでは、共有プールにメモリーを割り当て、文を解析する必要があります。

特定の SQL カーソルが解析されるたびに、このカウントが 1 ずつ増やされます。SQL カー

ソルが解析される原因となる特定の操作があります。SQL 文を解析すると、その文は、カー

ソルの実行計画の生成時にオプティマイザで評価する最小単位のステップに分割されます。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大

量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で

は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、このサンプル期間中の 1 秒当たりのハード解析数をチェックします。値が

しきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。

解析（合計）/
トランザクション

この数値は、1 トランザクション当たりのハードとソフト両方の合計解析数を表します。

ハード解析は、SQL 文を共有プールにロードする必要がある場合に発生します。この場合、

Oracle サーバーでは、共有プールにメモリーを割り当て、文を解析する必要があります。ソ

フト解析は、Oracle サーバーにより共有プールで SQL 文をチェックし、再利用できる文の

バージョンを見つけた場合に記録されます。

特定の SQL カーソルが解析されるたびに、このカウントが 1 ずつ増やされます。SQL カー

ソルが解析される原因となる特定の操作があります。SQL 文を解析すると、その文は、カー

ソルの実行計画の生成時にオプティマイザで評価する最小単位のステップに分割されます。

このテストでは、1 トランザクション当たりの解析コール数をチェックします。値がしきい

値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、
警戒または警告が生成されます。

表表表表 2-5 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　トランザクション・アクティビティ（続き）　トランザクション・アクティビティ（続き）　トランザクション・アクティビティ（続き）　トランザクション・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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データベース・イベント・テストのサマリー
物理読込み /
トランザクション

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりのディスク読込み回数を表

します。ユーザーが SQL 問合せを実行すると、Oracle では、最初にデータベース・バッ

ファ・キャッシュ（メモリー）からのデータの取得を試行し、メモリー内に存在しない場合
はディスクを検索します。ディスクからのデータ・ブロックの読込みは、メモリーからの
データ・ブロックの読込みよりもはるかにコストがかかります。Oracle では、メモリー使用

率を常に最大にすることを目標としています。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大

量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で

は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりにディスクから読み込まれたデータ・ブロック

をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

物理書込み /
トランザクション

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりのディスク書込み回数を表

します。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大

量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で

は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりにディスクに書き込まれたデータ・ブロックを

チェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 2-5 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　トランザクション・アクティビティ（続き）　トランザクション・アクティビティ（続き）　トランザクション・アクティビティ（続き）　トランザクション・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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データベース・イベント・テストのサマリー
再帰コール /
トランザクション

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりの再帰的コール数を表します。

ユーザーにより発行された SQL 文を実行するために、Oracle サーバーで追加の文を発行す

る必要がある場合があります。このような文は、再帰的コールまたは再帰的 SQL 文と呼ば

れます。たとえば、表に行を挿入する際に、その行を保持するための十分な領域が表にない
場合、Oracle サーバーでは、ディクショナリで管理された表領域が使用されている場合に領

域を動的に割り当てる再帰的コールを行います。再帰的コールは次の場合にも生成されま
す。

� データ・ディクショナリ情報がデータ・ディクショナリ・キャッシュ内になく、ディス
クから取得する必要がある場合

� データベース・トリガーの起動時

� DDL 文の実行時

� ストアド・プロシージャ、ファンクション、パッケージおよび無名 PL/SQL ブロック内

の SQL 文の実行時

� 参照整合性制約の施行時

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大

量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で

は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、内部表が変更される原因となるコール数をチェックします。値がしきい値
引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

REDO 書込み /
トランザクション

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりの REDO 書込み操作の回数を表しま

す。

REDO ログ・バッファは、データベースに対して行われた変更に関する情報を保持する

SGA 内の循環バッファです。この情報は、REDO エントリに格納されます。REDO エント

リには、INSERT、UPDATE、DELETE、CREATE、ALTER または DROP の各操作により

データベースに対して行われた変更の再構成（再実行）に必要な情報が含まれます。REDO
エントリは、必要に応じてデータベース・リカバリに使用できます。

ログ・ライター（LGWR）・プロセスでは、REDO ログ・バッファ管理（ディスク上の

REDO ログ・ファイルへの REDO ログ・バッファの書込み）を行います。

このテストでは、LGWR による REDO ログ・ファイルへの 1 トランザクション当たりの書

込み回数をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

1 トランザクション当りの

応答時間（秒）

このデータ項目は、データベース内で使用可能な統計のみ使用し、このサンプル期間中の 1
トランザクション当たりの応答時間の最善の概算を秒単位で示します。

このテストでは、このサンプル期間中の 1 トランザクション当たりの応答時間をチェックし

ます。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 2-5 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　トランザクション・アクティビティ（続き）　トランザクション・アクティビティ（続き）　トランザクション・アクティビティ（続き）　トランザクション・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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ロールバック /
トランザクション

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりに、ユーザーが

ROLLBACK 文を手動で発行した回数、またはユーザーのトランザクション中にエラーが発

生した回数を表します。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大

量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で

は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりのロールバック数をチェックします。値がしき

い値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

表走査（長時間）/
トランザクション

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりの長時間テーブル・スキャ

ンの数を表します。表がキャッシュされていない場合、および最高水位標が 5 ブロックを超

えている場合、表は「長時間」と考えられます。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大

量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で

は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりの長時間テーブル・スキャンの数をチェックし

ます。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表走査（合計）/
トランザクション

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりの長時間および短時間テー

ブル・スキャンの数を表します。表がキャッシュされていない場合、および最高水位標が 5
ブロックを超えている場合、表は「長時間」と考えられます。

このテストでは、1 トランザクション当たりの長時間および短時間テーブル・スキャンの数

をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ユーザー・コール /
トランザクション

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりのログイン、解析または実

行コール数を表します。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大

量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で

は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 秒当たりのログイン、解析または実行コール数をチェックします。値が

しきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 2-5 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　トランザクション・アクティビティ（続き）　トランザクション・アクティビティ（続き）　トランザクション・アクティビティ（続き）　トランザクション・アクティビティ（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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データベース・イベント・テストのサマリー
表表表表 2-6 データベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テストデータベースのパフォーマンス管理イベント・テスト :　待機アクティビティ　待機アクティビティ　待機アクティビティ　待機アクティビティ

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

待機セッション件数 このデータ項目は、このイベントを現在待機しているセッションの数を表します。

このテストでは、「待機イベント」パラメータで指定されたイベントを現在待機しているセッ
ションの数をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

待機時間 このデータ項目は、最後のサンプル期間中にイベントの待機に費やした時間の長さを秒単位
で表します。この値は、TIMED_STATISTICS パラメータが TRUE でないかぎり、常に 0

（ゼロ）になります。

このテストでは、最後のサンプル期間中に「待機イベント」パラメータで指定されたイベン
トの待機に消費した時間の長さ（秒単位）をチェックします。値がしきい値引数で指定され
たしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または
警告が生成されます。

表表表表 2-7 データベースのリソース管理イベント・テストデータベースのリソース管理イベント・テストデータベースのリソース管理イベント・テストデータベースのリソース管理イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

データ・ファイル制限 DB_FILES 初期化パラメータでは、このデータベースに対して開くことのできるデータベー

ス・ファイルの最大数を指定します。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値（率）に対し、データ・ファイ
ル・リソースの使用率をチェックします。DB_FILES 初期化パラメータで設定された制限に

対する現在使用中のデータ・ファイルの割合がしきい値引数で指定された値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

例例例例 :　　　　30 データ・ファイルが使用され、DB_FILES の値が 40 の場合、割合は 75%（30/40 ×

100）です。この値は、指定されたしきい値と比較されます。

ロック制限 DML_LOCKS 初期化パラメータでは、DML ロックの最大数を指定します。DML ロックの

目的は、複数のユーザーにより同時にアクセスされるデータの整合性を保証することです。
DML ロックは、競合する同時の DML 操作または DDL 操作（あるいはその両方）の破壊的

な衝突を防ぎます。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値（率）に対し、ロック・リソース
の使用率をチェックします。DML_LOCKS 初期化パラメータで設定された制限に対するすべ

てのアクティブな DML ロックの割合がしきい値引数で指定された値を超えると、警戒また

は警告が生成されます。

DML_LOCKS が 0（ゼロ）の場合は、このテストの登録に失敗します。値 0（ゼロ）は、エ

ンキューが使用不可であることを示します。

例例例例 :　　　　40 の DML ロックがアクティブで、DML_LOCKS の値が 60 の場合、割合は 67%
（40/60 × 100）です。この値は、指定されたしきい値と比較されます。
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データベース・イベント・テストのサマリー
プロセス制限 PROCESSES 初期化パラメータでは、データベースに同時接続できるオペレーティング・シ

ステム・ユーザー・プロセスの最大数を指定します。この数には、インスタンスにより利用
されているバックグラウンド・プロセスも含まれます。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値（率）に対し、プロセス・リソー
スの使用率をチェックします。PROCESSES 初期化パラメータで設定された制限に対するす

べての現行のプロセスの割合がしきい値引数で指定された値を超えると、警戒または警告が
生成されます。

例例例例 :　　　　現在 40 プロセスが接続され、PROCESSES の値が 50 の場合、割合は 80%（40/50 ×

100）です。この値は、指定されたしきい値と比較されます。

セッション制限 SESSIONS 初期化パラメータでは、データベースで許可される同時接続の最大数を指定しま

す。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値（率）に対し、セッション・リ
ソースの使用率をチェックします。SESSIONS 初期化パラメータで設定された制限に対する

セッション数（バックグラウンド・プロセスを含む）の割合がしきい値引数で指定された値
を超えると、警戒または警告が生成されます。

例例例例 :　　　　20 セッションあり、SESSIONS の値が 25 の場合、割合は 80%（20/25 × 100）です。

この値は、指定されたしきい値と比較されます。

ユーザー制限 LICENSE_MAX_SESSIONS 初期化パラメータでは、同時に許可されるユーザー・セッショ

ンの最大数を指定します。

このイベント・テストでは、ログインしているユーザー数がライセンス制限に達したかどう
かをチェックします。LICENSE_MAX_SESSIONS 初期化パラメータで設定された制限に対

する同時ユーザー・セッション数の割合がしきい値引数で指定された値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。LICENSE_MAX_SESSIONS に値が明示的に設定されていない場

合、テストは起動しません。

例例例例 :　　　　15 の同時ユーザー・セッションがあり、LICENSE_MAX_SESSIONS の値が 20 の場合、

割合は 75%（15/20 × 100）です。この値は、指定されたしきい値と比較されます。

注意注意注意注意 :　　　　このテストは、セッション・ライセンスが使用可能になっている場合に最も役立ち

ます。LICENSE_MAX_SESSIONS パラメータおよび LICENSE_MAX_USERS パラメータの

詳細は、『Oracle9i データベース・リファレンス』を参照してください。

表表表表 2-8 データベースの領域管理イベント・テストデータベースの領域管理イベント・テストデータベースの領域管理イベント・テストデータベースの領域管理イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

警告ファイル過大 アラート・ファイルは、メッセージおよびエラーの時刻順のログを含む特別なトレース・
ファイルです。Oracle では、常にファイルの最後に追加します。アラート・ファイルのサイ

ズを制御するには、不要になったファイルを手動で削除する必要があります。

このイベント・テストでは、アラート・ファイルのファイル・サイズをチェックします。
ファイルがしきい値引数で指定された値を超えた場合は、警戒または警告が生成されます。

注意注意注意注意 :　　　　アラート・ファイルは、インスタンスの実行中でも安全に削除できますが、アーカ

イブしたコピーを最初に作成しておいてください。

表表表表 2-7 データベースのリソース管理イベント・テスト（続き）データベースのリソース管理イベント・テスト（続き）データベースのリソース管理イベント・テスト（続き）データベースのリソース管理イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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アーカイブ満杯 データベースを ARCHIVELOG モードで実行している場合、オンライン REDO ログのアー

カイブが使用可能になります。一杯になったオンライン REDO ログのグループは、デフォ

ルトでは LOG_ARCHIVE_DEST 初期化パラメータで指定された宛先にアーカイブされま

す。この宛先デバイスが一杯になった場合、データベース操作はディスク領域が使用可能に
なるまで一時的に保留されます。

データベースが ARCHIVELOG モードで稼働している場合、このテストでは使用可能な

REDO ログ宛先デバイスをチェックします。使用可能な領域が、しきい値引数で指定された

しきい値より小さい場合は、警戒または警告が生成されます。

データベースが ARCHIVELOG モードで稼働していない場合、またはすべてのアーカイブ

先が Oracle8i のスタンバイ・データベースである場合、このテストの登録は失敗します。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な空き領域が複数ある場合は、複数の宛先があることを意味します。すべすべすべすべ

てててての宛先について空き領域をチェックしてください。

アーカイブ満杯（%） アーカイブ満杯（%）イベント・テストでは、アーカイブ満杯イベント・テストと同じ宛先

デバイスを監視します。ただし、アーカイブ満杯（%）イベント・テストでは、ログの宛先

での残りの空き領域の割合が返されます。

使用可能な領域が、しきい値引数で指定されたしきい値より小さい場合は、警戒または警告
が生成されます。

データベースが ARCHIVELOG モードで稼働していない場合、またはすべてのアーカイブ

先が Oracle8i のスタンバイ・データベースである場合、このテストの登録は失敗します。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な空き領域が複数ある場合は、複数の宛先があることを意味します。すべすべすべすべ

てててての宛先について、空き領域をチェックしてください。

連鎖 / 移行行 2 つの状況で、表の行のデータが単一データ・ブロックに収まらないほど大きくなることが

あります。この結果、行の断片化が発生します。

最初のケースは、行が最初に挿入される際に、その行が 1 つのデータ・ブロックに収まらな

いほど大きい場合です。この場合、Oracle サーバーではそのセグメント用に予約されている

データ・ブロックの連鎖に、行のデータを格納します。行連鎖（または継続）は、LONG や

LONG RAW のデータ型の列を含む行など、大きな行で最も頻繁に発生します。これらの場

合の行連鎖は、DB_BLOCK_SIZE を使用しないと回避できません。

2 番目のケースは、最初は 1 つのデータ・ブロックに収まっていた行が更新されて行全体の

長さが増加した際に、ブロックの空き領域がすでに一杯になっている場合です。この場合、
Oracle では行全体が新規ブロックに収まると想定し、行全体のデータを新規データ・ブロッ

クに移行します。Oracle では、移行された行の元の行部分を保持し、移行された行を含む新

規ブロックを指すようにします。

行が連鎖または移行された場合、Oracle ではその行の情報を取得するために複数のデータ・

ブロックをスキャンする必要があるため、この行に関連する I/O パフォーマンスが低下しま

す。

このイベント・テストでは、「セグメント名」、「セグメント所有者」、「セグメント・タイプ」
の各パラメータで指定されたセグメントに継続行が見つかるかどうかを監視します。継続行
が見つかった場合は、警告が生成されます。

注意注意注意注意 :　　　　このテストは CPU を大量に消費します。1 日 1 回、業務時間外にテストをスケ

ジュールしてください。

表表表表 2-8 データベースの領域管理イベント・テスト（続き）データベースの領域管理イベント・テスト（続き）データベースの領域管理イベント・テスト（続き）データベースの領域管理イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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データベース・イベント・テストのサマリー
小容量 Oracle サーバーでは、1 エクステントの単位でセグメントの領域を割り当てます。セグメン

トの既存のエクステントが一杯になった場合、Oracle サーバーではそのセグメントに別のエ

クステントを割り当てます。別のエクステントを割り当てるために、Oracle では、セグメン

トを含む表領域内で、要求されたエクステント・サイズを十分に満たす最初の空きデータ・
ブロックの連続セットを検索します。十分な領域が見つからない場合は、Oracle サーバーに

よりエラーが返されます。

このイベント・テストでは、「表領域名」、「セグメント名」、「セグメント・タイプ」の各パ
ラメータで指定された表領域にある最大の空き領域のチャンクをチェックします。表領域内
のいずれかの表、索引、クラスタまたはロールバック・セグメントにしきい値で指定された
追加のエクステント数が割り当てられない場合は、警戒または警告が生成されます。

例例例例 :　　　　指定された表領域内の空き領域の最大チャンクに 2 エクステントのみを含めることが

できる場合は、2 がしきい値と比較されます。警告に対して 3 が指定されている場合、表領

域に 3 エクステントを割り当てることはできないため、警告テストが起動します。

ダンプ満杯 各サーバーおよびバックグラウンド・プロセスでは、メッセージおよびエラーを記録するた
めに、関連するトレース・ファイルに書き込むことができます。バックグラウンド・プロセ
スおよびアラート・ファイルは、BACKGROUND_DUMP_DEST で指定された宛先に書き

込まれます。

サーバー・プロセスのトレース・ファイルは、USER_ DUMP_DEST で指定された宛先に書

き込まれます。

このイベント・テストでは、これらのダンプ先デバイスで使用可能な空き領域をチェックし
ます。使用可能な領域が、しきい値引数で指定されたしきい値より小さい場合は、警戒また
は警告が生成されます。

ダンプ満杯（%） このイベント・テストでは、ダンプ満杯イベント・テストと同じダンプ先を監視します。た
だし、ダンプ満杯（%）イベント・テストでは、ダンプ先での残りの空き領域の割合が返さ

れます。

使用可能な領域が、しきい値引数で指定されたしきい値より小さい場合は、警戒または警告
が生成されます。

セグメントの高速拡張 セグメント・コレクションは、単一の表、索引、一時セグメントまたはロールバック・セグ
メントを構成するエクステントのグループです。Oracle サーバーには、セグメントを拡張す

る必要がある場合にそのセグメントに領域を割り当てる実用的な方法が用意されています。
Oracle では、セグメントに複数のエクステントを持つことができ、サーバーにより、必要な

ときにエクステントが自動的に割り当てられます。継続的に拡張するセグメントでは、セグ
メントの拡張パターンを慎重に監視することが重要です。新規エクステントが頻繁に割り当
てられないようなデータベースの記憶域値を選択する必要があります。

このイベント・テストでは、「表領域名」、「セグメント名」、「セグメント・タイプ」の各パ
ラメータで指定されたいずれかのセグメントが非常に頻繁にエクステントを割り当てていな
いかをチェックします。いずれかのセグメントで、イベント・チェック以降に割り当てられ
たエクステントの数がしきい値引数で指定されたしきい値を超えた場合は、警戒または警告
が生成されます。

表表表表 2-8 データベースの領域管理イベント・テスト（続き）データベースの領域管理イベント・テスト（続き）データベースの領域管理イベント・テスト（続き）データベースの領域管理イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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データベース・イベント・テストのサマリー
索引再作成 表で索引の付いた値が更新されると、古い値が索引から削除され、新しい値が索引の別の部
分に挿入されます。古い値により解放された領域は、二度と使用できません。索引の付いた
値が更新または削除されると、索引内の使用禁止領域の量が増加し、索引の停滞という状況
が発生します。停滞した索引にはデータ領域と空の領域が混在するため、索引スキャンの効
率が低下します。

このイベント・テストでは、「索引名」、「索引所有者」、「Indexed object name」、「Indexed 
object owner」の各パラメータで指定された索引が、索引の停滞に陥っているかどうかを監

視します。索引が停滞している場合は、警告が生成されます。

最大エクステント セグメントは、単一の表、クラスタ、索引、一時セグメントまたはロールバック・セグメン
トを構成するエクステントのコレクションです。MAXEXTENTS セグメント記憶域パラメー

タでは、セグメントに割り当てることのできるエクステントの最大数を指定します。セグメ
ントがエクステントの最大数で満たされると、その後の行の挿入は ORA-01631 エラー・

メッセージで失敗します。

このイベント・テストでは、「表領域名」、「セグメント名」、「セグメント・タイプ」の各パ
ラメータで指定されたいずれかのセグメントが最大エクステントに近付いているかどうかを
チェックします。いずれかのセグメントで、エクステントの最大数から既存のエクステント
数を引いた数が、しきい値引数で指定されたしきい値を下回った場合は、警戒または警告が
生成されます。

例例例例 :　　　　セグメントの最大エクステント数が 20 で、既存のエクステント数が 16 の場合は、指

定されたしきい値と 4 が比較されます。警告に対して 3 が指定され、警戒に対して 5 が指定

されている場合は、4 エクステントのみが使用可能であるため警戒が起動します。

複数エクステント セグメントは、単一の表、クラスタ、索引、一時セグメントまたはロールバック・セグメン
トを構成するエクステントのコレクションです。Oracle サーバーでは、セグメントに複数の

エクステントを持つことができ、サーバーにより、追加領域が必要になったときにエクステ
ントが自動的に割り当てられます。

エクステントが同じサイズであり、マルチブロック READ バッチ・サイズの倍数でもある

場合、全体スキャンされない複数のエクステントを持つセグメント（表および一時セグメン
トのみ）では、パフォーマンスは低下しません。エクステントが READ バッチ・サイズよ

り 100 倍以上大きい場合、パフォーマンスは低下しません。Oracle 管理者は、セグメント内

のエクステント数を監視することも選択できます。

このイベント・テストでは、「表領域名」、「セグメント名」、「セグメント・タイプ」の各パ
ラメータで指定されたいずれかのセグメントが複数のエクステントを持つかどうかをチェッ
クします。エクステント数がしきい値引数で指定された値を超えた場合は、警戒または警告
が生成されます。

注意注意注意注意 :　　　　複数エクステントがパフォーマンスの問題の原因となるのは、セグメント全体がス

キャンされ、セグメントのエクステント・サイズがマルチブロック READ サイズの倍数で

ない場合のみです。

表表表表 2-8 データベースの領域管理イベント・テスト（続き）データベースの領域管理イベント・テスト（続き）データベースの領域管理イベント・テスト（続き）データベースの領域管理イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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データベース・イベント・テストのサマリー
スナップショット・ログ満杯 マスター表のスナップショット・ログは、対応するすべてのスナップショットのデータの高
速リフレッシュを追跡します。スナップショット・ログがマスター表に対して作成される
と、Oracle ではスナップショット・ログをサポートする基礎となる表を作成します。Oracle
では、スナップショットのリフレッシュ中にスナップショット・ログのどの行が使用された
かを自動的に追跡し、それらの行をログからパージします。Oracle では、すべてのスナップ

ショットにより行が使用されるまで、その行をログから削除しません。その結果、特定の状
況では、複数のスナップショットが同じマスター表に基づいている場合に、スナップショッ
ト・ログが無限に拡張します。スナップショット・ログをできるだけ小さく保ち、使用され
るデータベース領域を最小化することをお薦めします。

このイベント・テストでは、スナップショット・ログが大きすぎないかをチェックします。
これをチェックするために、テストでは、「スナップショット・ログ表のサイズ」パラメー
タで指定された行よりも多くの行を含むスナップショット・ログ表の数を判断します。この
数がしきい値引数で指定されたしきい値を超えた場合は、警戒または警告が生成されます。

表領域満杯 表領域内のセグメントが拡張すると、その表領域内の空き領域が減少します。空き領域が不
十分になった場合は、新規セグメントの作成または既存のセグメントの拡張に失敗します。

このイベント・テストでは、表領域名で指定された表領域にある合計空き領域をチェックし
ます。使用済領域の割合がしきい値引数で指定された値を超えた場合は、警戒または警告が
生成されます。

表表表表 2-9 データベースの特殊管理イベント・テストデータベースの特殊管理イベント・テストデータベースの特殊管理イベント・テストデータベースの特殊管理イベント・テスト :　アドバンスト・キューイング　アドバンスト・キューイング　アドバンスト・キューイング　アドバンスト・キューイング

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

AQ 期限切れメッセージ件数 このデータ項目には、現在のキューで「満了」状態にあるメッセージ数が含まれます。

このテストでは、「キュー名」パラメータで指定された、「満了」状態にあるメッセージ数を
チェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

AQ 準備完了メッセージ件数 このデータ項目には、現在のキューで「準備完了」状態にあるメッセージ数が含まれます。

このテストでは、「キュー名」パラメータで指定された、「準備完了」状態にあるメッセージ
数をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

AQ 待機中メッセージ件数 このデータ項目には、現在のキューで「待機中」状態にあるメッセージ数が含まれます。

このテストでは、「キュー名」パラメータで指定された、「待機中」状態にあるメッセージ数
をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 2-10 データベースの特殊管理イベント・テストデータベースの特殊管理イベント・テストデータベースの特殊管理イベント・テストデータベースの特殊管理イベント・テスト :　クラスタ・データベース　クラスタ・データベース　クラスタ・データベース　クラスタ・データベース

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

グローバル・キャッシュ変換 このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりの平均変換時間を表します。このテス

トでは、「インスタンス名」パラメータで指定されたインスタンスのグローバル・キャッ
シュ変換をチェックします。値がしきい値引数で指定されたしきい値を超え、発生数が「発
生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 2-8 データベースの領域管理イベント・テスト（続き）データベースの領域管理イベント・テスト（続き）データベースの領域管理イベント・テスト（続き）データベースの領域管理イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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グローバル・キャッシュ変換
タイムアウト

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりに、各 Oracle サーバー・インスタン

スに対してグローバル・キャッシュのロック変換がタイムアウトになった回数を表します。

このテストでは、「インスタンス名」パラメータで指定されたインスタンスの 1 秒当たりの

グローバル・キャッシュ変換タイムアウトをチェックします。値がしきい値引数で指定され
たしきい値を超え、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または
警告が生成されます。

グローバル・キャッシュ CR
要求

このデータ項目は、このサンプル期間中に一貫読込み（CR）ブロックが受信された平均時

間を表します。このテストでは、「インスタンス名」パラメータで指定されたインスタンス
のグローバル・キャッシュ CR 要求をチェックします。値がしきい値引数で指定されたしき

い値を超え、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が
生成されます。

グローバル・キャッシュ CR
タイムアウト

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりに、各クラスタ・データベース・イン

スタンスに対する要求のタイム・アウト時にフォアグラウンド・プロセスにより CR ブロッ

クが要求された回数を表します。このテストでは、「インスタンス名」パラメータで指定さ
れたインスタンスのグローバル・キャッシュ CR タイムアウトをチェックします。値がしき

い値引数で指定されたしきい値を超え、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

グローバル・キャッシュ・
フリー・リスト待機

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりに、各クラスタ・データベース・イン

スタンスに対してフォアグラウンドでロック要素を待機する必要のあった回数を表します。
このテストでは、「インスタンス名」パラメータで指定されたインスタンスの 1 秒当たりの

グローバル・キャッシュ・フリー・リスト待機をチェックします。値がしきい値引数で指定
されたしきい値を超え、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。

グローバル・キャッシュ取得 このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりの平均取得時間を表します。このテス

トでは、「インスタンス名」パラメータで指定されたインスタンスのグローバル・キャッ
シュ取得をチェックします。値がしきい値引数で指定されたしきい値を超え、発生数が「発
生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ブロック・クラス ping このデータ項目は、このサンプル期間中にブロック・クラスに対して行われた 1 秒当たりの

ping 件数を表します。このテストでは、「クラス名」パラメータで指定されたブロック・ク

ラスの 1 秒当たりの ping 件数をチェックします。値がしきい値引数で指定されたしきい値

を超え、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成
されます。

インスタンス ping このデータ項目は、このサンプル期間中の ping 率を表します。このテストでは、「インスタ

ンス名」パラメータで指定されたインスタンスの ping 率をチェックします。値がしきい値

引数で指定されたしきい値を超え、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

合計 ping このデータ項目は、このサンプル期間中にクラスタ・データベースに対して行われた 1 秒当

たりの ping 件数を表します。このテストでは、1 秒当たりの合計 ping 数をチェックします。

値がしきい値引数で指定されたしきい値を超え、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 2-10 データベースの特殊管理イベント・テストデータベースの特殊管理イベント・テストデータベースの特殊管理イベント・テストデータベースの特殊管理イベント・テスト :　クラスタ・データベース（続き）　クラスタ・データベース（続き）　クラスタ・データベース（続き）　クラスタ・データベース（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
2-28　Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・マニュアル



データベース・イベント・テストの説明
データベース・イベント・テストの説明データベース・イベント・テストの説明データベース・イベント・テストの説明データベース・イベント・テストの説明
Oracle データベース・イベント・テストの説明を次に記載します。

CPU 時間（時間（時間（時間（%））））

説明説明説明説明

このサンプル期間中に、CPU がインスタンス全体で命令の実行に費やした時間の割合を表
すデータ項目。

このテストでは、このサンプル期間中に、インスタンス全体でリソースまたはオブジェクト
について CPU が命令の実行に費やした時間の割合をチェックします。CPU 時間がしきい値
引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えた場合
は、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaCpuTime / (DeltaTotalWait + DeltaCpuTime)

意味 :

� DeltaTotalWait:　サンプルの終了と開始の間での「v$system_event のすべての待機イベ
ントを待機した合計時間」の差異

� DeltaCpuTime:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='CPU used by this session'」の差異

表表表表 2-11 データベースの特殊管理イベント・テストデータベースの特殊管理イベント・テストデータベースの特殊管理イベント・テストデータベースの特殊管理イベント・テスト :　　　　Data Guard

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

Data Guard:　実適用の遅延 プライマリ・サイトでの現行のログとスタンバイ・サイトで適用された最後のログの間の差
異（アーカイブ REDO ログの数）。

Data Guard:　データ未適用 最後に受信されたアーカイブ REDO ログとスタンバイで最後に適用されたログの間の時間

の差異（分）。

Data Guard:　ログ未適用 最後に受信されたログとスタンバイで最後に適用されたログの間の差異（アーカイブ REDO
ログの数）。

Data Guard:　ログ未発信 プライマリ・サイトでの現行のログとスタンバイ・サイトに発信された最後のログの間の差
異（アーカイブ REDO ログの数）。

Data Guard:　潜在的データ

損失

プライマリ・サイトでの現行の REDO ログとスタンバイ・サイトで最後に受信されたログ

の間の時間の差異（分）。

Data Guard:　ステータス このイベント・テストでは、Data Guard 構成のステータスをチェックします。

注意注意注意注意 :　　　　ステータスが「SUCCESS」でない場合、このイベント・テストが起動します。
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データベース・イベント・テストの説明
パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および CPU で消費された時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

CPU が合計応答時間の大部分を占めている場合、問題をさらに適切に理解するために、分
類する必要があります。CPU 時間は、次のカテゴリに分類されます。

� 解析 CPU タイム :　SQL 文の解析に使用される CPU の量

� 再帰 CPU:　データ・ディクショナリの検索、トリガーの実行、PL/SQL など、行
キャッシュ文の解析に使用される CPU の量

� その他の CPU:　バッファの検索、行または索引キーのフェッチなどのタスクに使用さ
れる CPU の量

このリソースを選択してドリルダウンすると、データベース CPU 使用量を様々なコンポー
ネントに分類する「CPU Breakdown」グラフを表示できます。

共有プール空き領域（共有プール空き領域（共有プール空き領域（共有プール空き領域（%））））

説明説明説明説明

このデータ項目は、現在空いている共有プールの割合を表します。

このテストでは、現在空いている共有プールの割合をチェックします。値がしきい値引数で
指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

((Free / Total) × 100)

意味 :

� Free:　select sum(decode(name,'free memory',bytes)) from v$sgastat

� Total:　select sum(bytes) from v$sgastat

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。
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データベース・イベント・テストの説明
� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および共有プール空き率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

共有プールの使用可能メモリーの割合が 50% を超えている場合は、共有プールに割り当て
られているメモリーが多すぎます。この余分なメモリーは、マシン上の他のアプリケーショ
ンでより有効に利用できます。この場合は、共有プールのサイズを減らしてください。共有
プールのサイズは、shared_pool_size 初期化パラメータを変更することで減らすことができ
ます。

現在の共有プール統計を表示するには、「SGA Overview」グラフを使用します。このグラフ
は、現行の SGA パラメータ設定および SGA の様々なコンポーネントのサイズを示します。

待機時間（待機時間（待機時間（待機時間（%））））

説明説明説明説明

このサンプル期間中に、インスタンス全体でリソースまたはオブジェクトの待機に費やした
時間の割合を表すデータ項目。

このテストでは、このサンプル期間中にインスタンス全体でリソースまたはオブジェクトの
待機に費やした時間の割合をチェックします。待機時間がしきい値引数で指定したしきい値
以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えた場合は、警戒または警告が生
成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaTotalWait / (DeltaTotalWait + DeltaCpuTime)

意味 :

� DeltaTotalWait:　サンプルの終了と開始の間での「v$system_event のすべての待機イベ
ントを待機した合計時間」の差異

� DeltaCpuTime:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='CPU used by this session'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。
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データベース・イベント・テストの説明
出力出力出力出力

インスタンス名および待機に消費された時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

どの待機イベントが待機時間を大量に占めているかを詳しく調査します。個々の待機イベン
トは、データベース内の一意の問題を示している場合があります。診断が、個々の待機イベ
ントに固有のドリルダウンを介して適宜調整されます。このリソースを選択してドリルダウ
ンすると、待機時間を特定の待機イベントに分類する「Wait Analysis Overview」グラフが
識別されます。

警告ファイル過大警告ファイル過大警告ファイル過大警告ファイル過大

説明説明説明説明

アラート・ファイルは、メッセージおよびエラーの時刻順のログを含む特別なトレース・
ファイルです。Oracle では、常にファイルの最後に追加します。アラート・ファイルのサイ
ズを制御するには、不要になったファイルを手動で削除する必要があります。

このイベント・テストでは、アラート・ファイルのファイル・サイズをチェックします。
ファイルがしきい値引数で指定された値を超えた場合は、警戒または警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるファイル・サイズ（KB）。デフォルトは 100,000KB
です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるファイル・サイズ（KB）。デフォルトは 50,000KB
です。

出力出力出力出力

アラート・ファイルの現行のサイズ（KB）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

10 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

アラート・ファイルを削除してディスク領域を回復します。このファイルは、インスタンス
の実行中でも安全に削除できますが、アーカイブしたコピーを最初に作成しておいてくださ
い。
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データベース・イベント・テストの説明
AQ 期限切れメッセージ件数期限切れメッセージ件数期限切れメッセージ件数期限切れメッセージ件数

説明説明説明説明

このデータ項目には、現在のキューで「満了」状態にあるメッセージ数が含まれます。

このテストでは、「キュー名」パラメータで指定された、「満了」状態にあるメッセージ数を
チェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

select name, expired from gv$aq g ,all_queues d where g.qid = d.qid order by name

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キュー名 :　キューの名前。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

キュー名および「満了」状態のメッセージ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

デキュー・プロセスが、指定された時間内にメッセージを処理できるほど高速でないため
に、期限切れのキューのしきい値に達している可能性があります。伝播の場合は、伝播プロ
セスが停止している可能性があります。この場合、メッセージが伝播される前に期限切れに
なります。
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データベース・イベント・テストの説明
AQ 準備完了メッセージ件数準備完了メッセージ件数準備完了メッセージ件数準備完了メッセージ件数

説明説明説明説明

このデータ項目には、現在のキューで「準備完了」状態にあるメッセージ数が含まれます。

このテストでは、「キュー名」パラメータで指定された、「準備完了」状態にあるメッセージ
数をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

select name, ready from gv$aq g ,all_queues d where g.qid = d.qid order by name

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キュー名 :　キューの名前。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

キュー名および「準備完了」状態のメッセージ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

準備完了キューのしきい値に達した場合、メッセージをデキューするプロセスがメッセージ
の挿入速度よりも遅いことを示しています。デキュー元プロセスの処理速度を上げることを
検討してください。処理速度を上げるには、デキュー・プロセスにより多くのリソースを与
えるか、より多くのデキュー・プロセスを生成します。
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データベース・イベント・テストの説明
AQ 待機中メッセージ件数待機中メッセージ件数待機中メッセージ件数待機中メッセージ件数

説明説明説明説明

このデータ項目には、現在のキューで「待機中」状態にあるメッセージ数が含まれます。

このテストでは、「キュー名」パラメータで指定された、「待機中」状態にあるメッセージ数
をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

select name, waiting from gv$aq g ,all_queues d where g.qid = d.qid order by name

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キュー名 :　キューの名前。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

キュー名および「待機中」状態のメッセージ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

このデータ項目は、現時点では処理されず、一定期間待機してから処理が許可されるキュー
内のメッセージ数を報告します。必要な待機期間が満了すると、メッセージが「準備完了」
状態に移行し、コンシューマから使用可能になります。

アーカイブ満杯アーカイブ満杯アーカイブ満杯アーカイブ満杯

説明説明説明説明

データベースを ARCHIVELOG モードで実行している場合、オンライン REDO ログのアー
カイブが使用可能になります。一杯になったオンライン REDO ログのグループは、デフォ
ルトでは LOG_ARCHIVE_DEST 初期化パラメータで指定された宛先にアーカイブされます。
この宛先デバイスが一杯になった場合、データベース操作はディスク領域が使用可能になる
まで一時的に保留されます。

データベースが ARCHIVELOG モードで稼働している場合、このイベント・テストでは使用
可能な REDO ログ宛先デバイスをチェックします。使用可能な領域が、しきい値引数で指
定されたしきい値より小さい場合は、警戒または警告が生成されます。
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データベースが ARCHIVELOG モードで稼働していない場合、またはすべてのアーカイブ先
が Oracle8i のスタンバイ・データベースである場合、このイベント・テストの登録は失敗し
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成される空き領域のしきい値（KB）

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成される空き領域のしきい値（KB）

出力出力出力出力

� Oracle9i より前の Intelligent Agent リリースの場合 :　宛先ドライブで使用可能な領域
（KB）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な空き領域が複数ある場合は、宛先が複数あることを意味します。す
べての宛先について空き領域をチェックしてください。

� Oracle9i の Intelligent Agent リリースの場合 :　宛先および宛先で現在使用されている領
域（KB）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

10 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

初期化パラメータ LOG_ARCHIVE_DEST で指定されたデバイスが、アーカイブ用に正しく
設定されていることを確認します。

� Oracle7 では、LOG_ARCHIVE_DEST 初期化パラメータがアーカイブ用に正しく設定さ
れていることを確認します。

� Oracle8 では、LOG_ARCHIVE_DEST および LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DEST 初期化パ
ラメータがアーカイブ用に正しく設定されていることを確認します。

� Oracle8i では、アーカイブ先の指定に使用できる方法が 2 つあります。最初の方法では、
LOG_ARCHIVE_DEST_n パラメータ（n は 1 ～ 5 の整数）を使用し、アーカイブ用に 1
～ 5 の異なる宛先を指定します。LOG_ARCHIVE_DEST_1、LOG_ARCHIVE_DEST_2
などのように数値接尾辞のある各パラメータは、個々の宛先を一意に識別します。最大
2 つの位置を指定できる 2 番目の方法では、LOG_ARCHIVE_DEST パラメータを使用し
てプライマリ・アーカイブ先を指定し、LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DEST パラメータを
使用してオプションのセカンダリ位置を決定します。

LOG_ARCHIVE_DEST 初期化パラメータが正しく設定されている場合にこのイベント・テ
ストが起動すると、「アーカイブ接続先」パラメータで指定された宛先の領域が解放されま
す。
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アーカイブ満杯（アーカイブ満杯（アーカイブ満杯（アーカイブ満杯（%））））

説明説明説明説明

アーカイブ満杯（%）イベント・テストでは、アーカイブ満杯イベント・テストと同じ宛先
デバイスを監視します。ただし、アーカイブ満杯（%）イベント・テストでは、ログの宛先
での残りの空き領域の割合が返されます。

使用可能な領域が、しきい値引数で指定されたしきい値より小さい場合は、警戒または警告
が生成されます。

データベースが ARCHIVELOG モードで稼働していない場合、またはすべてのアーカイブ先
が Oracle8i のスタンバイ・データベースである場合、このイベント・テストの登録は失敗し
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成される空き領域の割合のしきい値。デフォルトは 30% で
す。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成される空き領域の割合のしきい値。デフォルトは 50% で
す。

出力出力出力出力

Oracle9i より前の Intelligent Agent リリースの場合 :　宛先ドライブ上で使用可能な空き領
域の割合。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な空き領域が複数ある場合は、宛先が複数あることを意味します。すべて
の宛先について空き領域をチェックしてください。

Oracle9i の Intelligent Agent リリースの場合 :　宛先および宛先で現在使用されている領域
（%）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

10 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

初期化パラメータ LOG_ARCHIVE_DEST で指定されたデバイスが、アーカイブ用に正しく
設定されていることを確認します。

Oracle7 では、LOG_ARCHIVE_DEST 初期化パラメータがアーカイブ用に正しく設定されて
いることを確認します。

Oracle8 では、LOG_ARCHIVE_DEST および LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DEST 初期化パラ
メータがアーカイブ用に正しく設定されていることを確認します。

Oracle8i では、アーカイブ先の指定に使用できる方法が 2 つあります。最初の方法では、
LOG_ARCHIVE_DEST_n パラメータ（n は 1 ～ 5 の整数）を使用し、アーカイブ用に 1 ～ 5
の異なる宛先を指定します。LOG_ARCHIVE_DEST_1、LOG_ARCHIVE_DEST_2 などのよ
うに数値接尾辞のある各パラメータは、個々の宛先を一意に識別します。最大 2 つの位置を
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指定できる 2 番目の方法では、LOG_ARCHIVE_DEST パラメータを使用してプライマリ・
アーカイブ先を指定し、LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DEST パラメータを使用してオプション
のセカンダリ位置を決定します。

LOG_ARCHIVE_DEST 初期化パラメータが正しく設定されている場合にこのイベント・テ
ストが起動すると、「アーカイブ接続先」パラメータで指定された宛先の領域が解放されま
す。

アーカイバの停止アーカイバの停止アーカイバの停止アーカイバの停止

説明説明説明説明

このイベント・テストは、最後のサンプル時刻以降、監視対象データベースのアーカイバが
一時的に停止していることを示します。

データベースが ARCHIVELOG モードで稼働している場合は、アーカイブ停止
（ORA-00257）メッセージがアラート・ファイルに書き込まれた際に警告が表示されます。
アラート・ファイルは、メッセージおよびエラーの時刻順のログを含む特別なトレース・
ファイルです。

データベースが ARCHIVELOG モードで稼働していない場合、このテストは登録されませ
ん。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

出力出力出力出力

最後のサンプル時刻以降のアラート・ログ・エラー・メッセージ。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

アラート・ログおよびアーカイバ・トレース・ファイルで追加情報を調べます。このメッ
セージの原因として最も可能性が高いのは、宛先デバイスに REDO ログ・ファイルを格納
する領域が不足していることです。初期化パラメータ ARCHIVE_LOG_DEST で指定された
デバイスが、アーカイブ用に正しく設定されていることを確認します。

注意注意注意注意 :　　　　問題が解決されたことを自動的に判断する方法はないため、このイベントは自動的
には消去されません。このため、問題が解決した後にイベントを手動で消去する必要があり
ます。
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平均ファイル読込み時間平均ファイル読込み時間平均ファイル読込み時間平均ファイル読込み時間

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中にこのデータ・ファイルからの読込みの実行に費やした
平均時間を表します。この値は、TIMED_STATISTICS パラメータが TRUE でないかぎり、
常に 0（ゼロ）になります。

この項目の値は、1/100 秒単位で報告されます。したがって、値 100 は、最後のサンプル期
間中にこのファイルへの 1 回の物理読込みに対して平均 1 秒が費やされたことを意味しま
す。

このグラフから、「Timed Statistics」グラフと呼ばれるドリルダウン・グラフが使用可能で
す。このグラフは、TIMED_STATISTICS パラメータの現在の値を示します。ドリルダウン
を使用して、インスタンスの定期的な統計をオンにします。

このテストでは、このサンプル期間中に「ファイル名」パラメータで指定されたファイルの
読込みの実行に費やされた平均時間をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以
上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成さ
れます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaReadTime / DeltaPhysicalReads

意味 :

� DeltaReadTime:　サンプルの終了と開始の間での「select readtim from v$filestat」の差
異

� DeltaPhysicalReads:　サンプルの終了と開始の間での「select phyrds from v$filestat」
の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル名 :　ファイルの名前。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

ファイル名および平均ファイル読込み時間（1/100 秒）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

この統計は、データ・ファイルに対する各読込みに費やした平均時間量である平均読込み時
間を示します。この数値は、ファイルに対する読込み回数と同じぐらい重要な場合がありま
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す。複数のデータ・ファイル間で読込み時間を比較すると、他のデータ・ファイルより低速
なデータ・ファイルが示されます。低速なディスクに存在しているファイルが原因で読込み
時間が長くなることがありますが、データ・ファイルでの競合が削減されると読込み時間が
改善される場合があります。ファイルにアクセスしている SQL をチューニングできるかど
うか、およびハードウェア・デバイスの基本的な特性を識別する必要があります。

SQL チューニングを使用し、最初にこのファイルへの I/O 率を削減します。高い物理読込
み率が、フル・テーブル・スキャンを実行している問合せに影響している場合があります。
フル・テーブル・スキャンは、大規模な表では特に、できるだけ回避する必要があります。
物理読込みの最大の原因となっている SQL 文を識別するには、「Top SQL (Physical Reads)」
グラフを使用します。これにより、チューニングの主要候補である SQL 文がすばやく識別
されます。

SQL 文が I/O に対して適切にチューニングされている場合は、このグラフの情報を使用し
て、使用可能なディスク間に I/O 負荷をより均等に分散するために、ファイル内の表領域を
分割する必要があるかどうかを判断できます。

平均ファイル書込み時間平均ファイル書込み時間平均ファイル書込み時間平均ファイル書込み時間

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中にこのデータ・ファイルへの書込みの実行に費やした平
均時間を表します。この値は、TIMED_STATISTICS パラメータが TRUE でないかぎり、常
に 0（ゼロ）になります。

この項目の値は、1/100 秒単位で報告されます。したがって、値 100 は、最後のサンプル期
間中にこのファイルへの 1 回の物理書込みに対して平均 1 秒が費やされたことを示します。

このグラフから、「Timed Statistics」グラフと呼ばれるドリルダウン・グラフが使用可能で
す。このグラフは、TIMED_STATISTICS パラメータの現在の値を示します。ドリルダウン
を使用して、インスタンスの定期的な統計をオンにします。

このテストでは、このサンプル期間中に「ファイル名」パラメータで指定されたファイルの
書込みの実行に費やされた平均時間をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以
上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成さ
れます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaWriteTime / DeltaPhysicalWrites

意味 :

� DeltaWriteTime:　サンプルの終了と開始の間での「select writetim from v$filestat」の
差異

� DeltaPhysicalWrites:　サンプルの終了と開始の間での「select phywrts from v$filestat」
の差異
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル名 :　ファイルの名前。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

ファイル名および平均ファイル書込み時間（1/100 秒）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

特定のファイルに対する平均書込み時間の値が大きい場合は、基礎となるハードウェアが低
速であるか、ディスク上の競合が多いためディスクが低速化していることを示している場合
があります。特定のデータ・ファイルで平均書込み時間が低速化している場合は、そのファ
イル内にどの表領域があるかをさらに判断できます。

ファイルに TEMP 表領域が含まれている場合は、「Top Sessions by Disk Sorts」グラフを表
示し、ソートを最も多く実行しているセッションを判断できます。これらのセッションによ
り実行されている SQL 文を調べて、ソートをチューニングまたは削減できるかどうかを判
断する必要があります。SORT_AREA_SIZE 初期化パラメータの値を増やすと、これらの
ソートのより多くをディスクからメモリーに移動できる場合があります。

ファイル内の複数表への挿入または変更が原因で物理書込みが発生している場合は、詳しく
調査して、表を個々のデータ・ファイルに分割することが必要になることがあります。これ
らのデータ・ファイルは、別々のディスクに存在することが理想的です。

平均平均平均平均 REDO 書込みサイズ書込みサイズ書込みサイズ書込みサイズ / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中に生成された 1 秒当たりの REDO 量をバイト数で
表します。

REDO ログ・バッファは、データベースに対して行われた変更に関する情報を保持する
SGA 内の循環バッファです。この情報は、REDO エントリに格納されます。REDO エント
リには、INSERT、UPDATE、DELETE、CREATE、ALTER または DROP の各操作により
データベースに対して行われた変更の再構成（再実行）に必要な情報が含まれます。REDO
エントリは、必要に応じてデータベース・リカバリに使用できます。

このテストでは、1 秒当たりに生成されたバイト単位の REDO の量をチェックします。値が
しきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。
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データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaRedoSize / Seconds

意味 :

� DeltaRedoSize:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='redo size'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および REDO サイズ（バイト / 秒）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

LOG_BUFFER 初期化パラメータでは、REDO エントリが REDO ログ・ファイルにバッファ
リングされる際に使用されるメモリー量を決定します。

待機の問題が発生する場合は、LOG_BUFFER 初期化パラメータの値を増やして REDO ロ
グ・バッファのサイズを増やすことを検討してください。REDO ログ・エントリには、デー
タベース・ブロック・バッファに対して行われた変更の記録が含まれます。ログ・ライター

（LGWR）・プロセスでは、ログ・バッファから REDO ログに REDO ログ・エントリを書き
込みます。REDO ログ・バッファのサイズは、REDO ログへのアクセスが頻繁な場合でも、
ログ・バッファ内で新規エントリ用の領域を使用できるよう設定する必要があります。

平均平均平均平均 REDO 書込みサイズ書込みサイズ書込みサイズ書込みサイズ / トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中に生成された 1 トランザクション当たりの REDO
量をバイト数で表します。

REDO ログ・バッファは、データベースに対して行われた変更に関する情報を保持する
SGA 内の循環バッファです。この情報は、REDO エントリに格納されます。REDO エント
リには、INSERT、UPDATE、DELETE、CREATE、ALTER または DROP の各操作により
データベースに対して行われた変更の再構成（再実行）に必要な情報が含まれます。REDO
エントリは、必要に応じてデータベース・リカバリに使用できます。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大
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量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で
は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりに生成される REDO のバイト単位の量をチェッ
クします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaRedoSize / DeltaTransactions

意味 :

� DeltaRedoSize:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='redo size'」の差異

� Transactions:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='user commits'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりに生成された REDO のバイト単位の量。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

LOG_BUFFER 初期化パラメータでは、REDO エントリが REDO ログ・ファイルにバッファ
リングされる際に使用されるメモリー量を決定します。

待機の問題が発生する場合は、LOG_BUFFER 初期化パラメータの値を増やして REDO ロ
グ・バッファのサイズを増やすことを検討してください。REDO ログ・エントリには、デー
タベース・ブロック・バッファに対して行われた変更の記録が含まれます。ログ・ライター

（LGWR）・プロセスでは、ログ・バッファから REDO ログに REDO ログ・エントリを書き
込みます。REDO ログ・バッファのサイズは、REDO ログへのアクセスが頻繁な場合でも、
ログ・バッファ内で新規エントリ用の領域を使用できるよう設定する必要があります。
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平均行平均行平均行平均行 / ソートソートソートソート

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 ソート当たりの平均行数を表します。

このテストでは、このサンプル期間中の 1 ソート当たりの平均行数をチェックします。値が
しきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

(DeltaSortRows /(DeltaDiskSorts + DeltaMemorySorts)) × 100

意味 :

� DeltaSortRows:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='sorts (rows)'」の差異

� DeltaMemorySorts:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='sorts (memory)'」の差異

� DeltaDiskSorts:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='sorts (disk)'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 ソート当たりの行数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

この統計には、1 ソート当たりに処理される平均行数が表示されます。サイズでは、データ
ベースのソート・サイズに関する情報を提供します。この情報は、SORT_AREA_SIZE を適
切に判断する際に役立ちます。1 ソート当たりの行数が多い場合は、ソートを最も多く実行
しているセッションおよび SQL を調査し、これらの SQL 文をチューニングして、ソート・
サンプル・セットのサイズを削減できるかどうかを判断する必要があります。

ソートを最も多く実行しているセッションを識別し、それらのセッションで実行されている
SQL をさらに詳細に識別できる必要があります。データベースのソート領域サイズは正しく
設定され、SQL アプリケーションで不要または過剰なソートが実行されていることがありま
す。ソートを最も多く実行しているセッションは、「Top Sessions by Disk Sorts」ドリルダウ
ンを使用して識別できます。
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「Current SQL」グラフで、ディスク・ソートを最も多く実行しているセッションにさらにド
リルダウンすると、ディスク・ソートを実行している SQL 文が表示されます。特定の SQL
文を最適にチューニングする方法を詳細に調べるには、「EXPLAIN PLAN」ドリルダウンを
使用するか、Windows NT の場合は「SQL 文をチューニング」ドリルダウンを使用します。

「Top SQL (Sorts)」グラフには、キャッシュ内の SQL 文をソート操作数でソートされた順序
で高速に表示するメカニズムがあります。これは、現行のセッションのソートを表示する別
の方法です。SQL 文を介してソート・アクティビティを表示し、その文のすべての実行の累
積統計を含めることができます。

上位セッションおよびその関連 SQL 文が適切に思われる場合は、ドリルダウンし、ソート
統計および初期化パラメータのより詳細な分類を「Sort Statistics At A Glance」グラフで参
照できます。

ディスク上で過剰なソートが行われており、問合せが適切な場合は、SORT_AREA_SIZE 初
期化パラメータの値を増やし、ソート領域のサイズを増やすことを検討してください。大規
模なソート領域があると、Oracle サーバーではソートをメモリー内で行うことができ、現行
のソート領域サイズを使用して同等の作業量を実行する際に必要な I/O 操作の回数が削減さ
れます。

ブロック・クラスブロック・クラスブロック・クラスブロック・クラス ping

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中にブロック・クラスに対して行われた 1 秒当たりの
ping 件数を表します。

このテストでは、「クラス名」パラメータで指定されたブロック・クラスの 1 秒当たりの
ping 件数をチェックします。値がしきい値引数で指定されたしきい値を超え、発生数が「発
生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� クラス名 :　クラスの名前。

� 警戒のしきい値 :　デフォルトは 1 です。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 5 です。

� 発生数 :　デフォルトは 1 です。

出力出力出力出力

クラス名および 1 秒当たりの ping。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分
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中断したジョブ中断したジョブ中断したジョブ中断したジョブ

説明説明説明説明

Oracle サーバーのジョブ・キューは、ジョブの実行時期など、ジョブに対して実行する
PL/SQL コールなどのローカル・ジョブに関する情報を格納するデータベース表です。デー
タベース・レプリケーションも Oracle のジョブ・キュー・メカニズムを使用して管理され、
ジョブを使用して、リモート・マスター・サイトへの遅延トランザクションの反映、適用し
たアプリケーションの遅延トランザクション・キューからのパージ、またはスナップショッ
ト・リフレッシュ・グループのリフレッシュが行われます。

ジョブは、次の 2 つの場合に中断されます。

Oracle で、16 回試行した後もジョブを正常に実行できなかった場合

プロシージャ DBMS_ JOB.BROKEN の使用により、ジョブが明示的に中断したものとして
マークされた場合

このイベント・テストでは、中断した DBMS ジョブをチェックします。中断したジョブの
数がしきい値引数で指定された値を超えた場合は、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（ジョブ数）。デフォルトではジョブ数は 0
（ゼロ）です。

出力出力出力出力

中断した DBMS ジョブのジョブ識別子。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

アラート・ログおよびトレース・ファイルでエラー情報をチェックします。ジョブの実行を
妨げている問題を解決します。DBMS_JOB.RUN をコールして、ジョブを即時に強制再実行
します。
2-46　Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・マニュアル



データベース・イベント・テストの説明
バッファ・キャッシュ・ヒット（バッファ・キャッシュ・ヒット（バッファ・キャッシュ・ヒット（バッファ・キャッシュ・ヒット（%））））

説明説明説明説明

このデータ項目は、問合せで要求されたデータ・ブロックがメモリー内に存在した回数の割
合で測定されるデータ・ブロック・バッファ・キャッシュ効率を表します。

バッファ・キャッシュを効率よく使用すると、データベースの I/O 負荷を大幅に削減できま
す。バッファ・キャッシュが小さすぎる場合は、頻繁にアクセスされるデータがバッファ・
キャッシュから非常に早くフラッシュされ、ディスクからの情報の再フェッチが必要になり
ます。ディスク・アクセスはメモリー・アクセスよりもはるかに低速であるため、アプリ
ケーションのパフォーマンスが低下します。また、I/O サブシステムに余分な負荷がかかる
ため、1 つ以上のデバイスでボトルネックが発生し、パフォーマンスがさらに低下すること
があります。

このテストでは、バッファ・キャッシュ内にすでに存在していたバッファ要求の割合を
チェックします。値がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

((DeltaLogicalGets - (DeltaPhysicalReads - DeltaPhysicalReadsDirect)) / 
DeltaLogicalGets) × 100

意味 :

� DeltaLogicalGets:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='session logical reads'」の差異

� DeltaPhysicalReads:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='physical reads'」の差異

� DeltaPhysicalReadsDirect:　サンプルの終了と開始の間での「select value from 
v$sysstat where name='physical reads direct'」の差異（Oracle8i）

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　デフォルトは 80 です。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 70 です。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名およびバッファ・キャッシュ・ヒット率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分
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ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

低いバッファ・キャッシュ・ヒット率は、サーバーで問合せを満たすために必要なバッファ
を検索するために、ディスクに頻繁にアクセスする必要があることを意味します。物理読込
みを最も多く実行する問合せにより、この統計の数値が低下します。通常、フル・テーブ
ル・スキャンを実行する問合せにより、大量のバッファがキャッシュに強制的に読み込ま
れ、後で他の問合せで必要になる可能性のある他のバッファが除去されます。「Top Sessions 
by Physical Reads」グラフでは、読込みを最も多く実行しているセッションを示し、さらに
ドリルダウンすることにより関連する問合せを識別できます。同様に、「Top SQL (Physical 
Reads)」グラフでは、物理読込みを最も多く実行している SQL 文が示されます。I/O を最
も多く実行している文については、チューニングを検討する必要があります。

2 つのグラフの違いは、「Top Sessions」グラフでは任意の時点で物理読込みを行っている
セッションが示されることです。「Top SQL」ビューは、キャッシュ内にまだ存在している
すべての SQL を示します。上位の文は現在実行されていない場合があるため、現在のバッ
ファ・キャッシュ・ヒット率の低下の原因ではない可能性があります。

問合せが適切にチューニングされているように思われる場合は、バッファ・キャッシュのサ
イズにより、バッファをディスクからフェッチする必要のある頻度も決まります。
DB_BLOCK_BUFFERS 初期化パラメータは、バッファ・キャッシュで使用可能なデータ
ベース・バッファの数を決定します。このパラメータは、インスタンス上の SGA の合計メ
モリー要件に関係するプライマリ・パラメータの 1 つです。DB_BLOCK_BUFFERS パラ
メータおよび DB_BLOCK_SIZE パラメータでは、バッファ・キャッシュの合計サイズを制
御します。DB_BLOCK_SIZE は、データベースが最初に作成される際にのみ指定でき、通
常、バッファ・キャッシュ・サイズは DB_BLOCK_BUFFERS パラメータを使用して制御さ
れます。

DB_BLOCK_BUFFERS 初期化パラメータの値を増やしてバッファ・キャッシュのサイズを
増やすことを検討してください。この値を増やすことにより、Oracle サーバーでより多くの
情報をメモリーに保持できるため、現行のキャッシュ・サイズを使用して同等の作業量を実
行する際に必要な I/O 操作の回数が削減されます。

連鎖連鎖連鎖連鎖 / 移行行移行行移行行移行行

説明説明説明説明

2 つの状況で、表の行のデータが単一データ・ブロックに収まらないほど大きくなることが
あります。この結果、行の断片化が発生します。

最初のケースは、行が最初に挿入される際に、その行が 1 つのデータ・ブロックに収まらな
いほど大きい場合です。この場合、Oracle サーバーではそのセグメント用に予約されている
データ・ブロックの連鎖に、行のデータを格納します。行連鎖（または継続）は、LONG や
LONG RAW のデータ型の列を含む行など、大きな行で最も頻繁に発生します。これらの場
合の行連鎖は、DB_BLOCK_SIZE の値を増やさないと回避できません。

2 番目のケースは、最初は 1 つのデータ・ブロックに収まっていた行が更新されて行全体の
長さが増した際に、ブロックの空き領域がすでに一杯になっている場合です。この場合、
Oracle では行全体が新規ブロックに収まると想定し、行全体のデータを新規データ・ブロッ
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クに移行します。Oracle では、移行された行の元の行部分を保持し、移行された行を含む新
規ブロックを指すようにします。

行が連鎖または移行された場合、Oracle ではその行の情報を取得するために複数のデータ・
ブロックをスキャンする必要があるため、この行に関連する I/O パフォーマンスが低下しま
す。

このイベント・テストでは、「セグメント名」、「セグメント所有者」、「セグメント・タイプ」
の各パラメータで指定されたセグメントに継続行が見つかるかどうかを監視します。継続行
が見つかった場合は、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� セグメント名 :　監視するセグメント名のフィルタ、またはすべてのセグメントを指定
する場合は *（アスタリスク）。デフォルトは *（アスタリスク）です。

� セグメント所有者 :　監視するセグメント所有者のフィルタ、またはすべての所有者を
指定する場合は *（アスタリスク）。デフォルトは *（アスタリスク）です。所有者 SYS
および SYSTEM は除外されます。

� セグメント・タイプ :　監視するセグメント・タイプのフィルタ、またはすべてのセグ
メント・タイプを指定する場合は *（アスタリスク）。デフォルトは *（アスタリスク）
です。セグメント・タイプ TABLE および CLUSTER のみが使用できます。

注意注意注意注意 :　　　　すべてのフィルタに、= 'ABC', in ('XYZ', 'ABC'), like '% ABC' のような SQL 構文が含
まれる必要があります。高い頻度で監視されるオブジェクト数が多い場合、たとえば 2 分ご
とに 200 セグメントすべての領域をチェックする場合は、リソース要件が高くなります。可
能な場合は、フィルタを使用して、監視対象オブジェクトの有効範囲を限定することをお薦
めします。また、ポーリング・スケジュールには環境に適した値を設定します。たとえば、
サイズが急速に拡張しないセグメントは、5 分ごとではなく 2 日ごとにチェックします。

出力出力出力出力

連鎖行または移行行を含むセグメントの名前。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

1 日

注意注意注意注意 :　　　　このイベント・テストでは、CPU が大量に消費されます。1 日 1 回、業務時間外に
テストをスケジュールしてください。

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

断片化された行を含むセグメントが検出された場合は、2 通りの方法で問題を解決できます。
行が継続的に拡張する可能性が低い場合は、表を再作成します。再作成時に行が各データ
ベース・ブロックに密接に詰め込まれるため、行の断片化が排除されます。

行が更新を通じて継続的に拡張する可能性が高い場合は、セグメントの PCTFREE 値を増や
して、将来に行の断片化が生じる可能性を減らすことを検討します。

注意注意注意注意 :　　　　必要なタスクを判断するために、連鎖 / 移行行イベント・テストでは ANALYZE コ
マンドを使用して統計を収集します。このコマンドの実行は、リソースを大量に消費する操
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作になる場合があります。したがって、オラクル社では、オフピーク時に連鎖 / 移行行イベ
ント・テストを実行することをお薦めします。

小容量小容量小容量小容量

説明説明説明説明

Oracle サーバーでは、1 エクステントの単位でセグメントの領域を割り当てます。セグメン
トの既存のエクステントが一杯になった場合、Oracle サーバーではそのセグメントに別のエ
クステントを割り当てます。別のエクステントを割り当てるために、Oracle は、セグメント
を含む表領域内で、要求されたエクステント・サイズを十分に満たす最初の空きデータ・ブ
ロックの連続セットを検索します。十分な領域が見つからない場合は、Oracle サーバーによ
りエラーが返されます。

このイベント・テストでは、「表領域名」、「セグメント名」、「セグメント・タイプ」の各パ
ラメータで指定された表領域にある最大の空き領域のチャンクをチェックします。表領域内
のいずれかの表、索引、クラスタまたはロールバック・セグメントにしきい値で指定された
追加のエクステント数が割り当てられない場合は、警戒または警告が生成されます。

例例例例

指定された表領域内の空き領域の最大チャンクに 2 エクステントのみを含めることができる
場合は、2 がしきい値と比較されます。警告に対して 3 エクステントが指定されている場合、
表領域に 3 エクステントを割り当てることはできないため、警告テストが起動します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 表領域名フィルタ :　監視する表領域名のフィルタ、またはすべての表領域を指定する
場合は *（アスタリスク）。一時、読取り専用、オフラインのいずれかである表領域は除
外されます。Oracle8i サーバー以上では、allocation_type='SYSTEM' の表領域は除外さ
れます。デフォルトは *（アスタリスク）です。

� セグメント名フィルタ :　監視するセグメントのフィルタ、またはすべてのセグメント
を指定する場合は *（アスタリスク）。デフォルトは *（アスタリスク）です。

� セグメント・タイプ・フィルタ :　監視するセグメント・タイプのフィルタ、またはす
べてのセグメント・タイプを指定する場合は *（アスタリスク）。セグメント・タイプ
CACHE および DEFERRED ROLLBACK は除外されます。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（エクステント数）。デフォルトは 1 エク
ステントです。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（エクステント数）。デフォルトは 2 エク
ステントです。

注意注意注意注意 :　　　　すべてのフィルタに、= 'ABC', in ('XYZ', 'ABC'), like '% ABC' のような SQL 構文が含
まれる必要があります。高い頻度で監視されるオブジェクト数が多い場合、たとえば 2 分ご
とに 200 セグメントすべての領域をチェックする場合は、リソース要件が高くなります。可
能な場合は、フィルタを使用して、監視対象オブジェクトの有効範囲を限定することをお薦
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めします。また、ポーリング・スケジュールには環境に適した値を設定します。たとえば、
サイズが急速に拡張しないセグメントは、5 分ごとではなく 2 日ごとにチェックします。

出力出力出力出力

� 追加エクステントを割当てできないセグメント名

� セグメントを含む表領域名

� 表領域の連続空き領域の最大サイズ（バイト単位）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

10 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

既存のデータ・ファイルの 1 つで自動拡張を使用可能にする、既存のデータ・ファイルの 1
つを手動でサイズ変更する、または新規データ・ファイルを追加することにより、表領域の
サイズを増やします。

または、表領域で表領域の空き領域の断片化の問題が発生している場合は、その表領域内の
すべてのセグメントを削除して再作成することにより、表領域全体を再編成することを検討
してください。表領域を再編成する場合、エクステントを、そのエクステントが存在する
データ・ファイルの使用可能サイズの整数の約数となるようサイズ変更することを検討して
ください。表領域で使用されるエクステント・サイズは、異なる 2 または 3 エクステントの
サイズを超えないようにします。NEXT=INITIAL および PCTINCREASE = 0 の STORAGE
パラメータを指定することにより、1 つのセグメント内のエクステントが同じサイズである
か、相互の倍数となるようにします。直線的にスキャンされるセグメントでは、各マルチブ
ロック READ 中に読み込まれたブロック数の倍数であるエクステント・サイズを選択しま
す。

注意注意注意注意 :　　　　小容量イベント・テストの実行は、リソースを大量に消費する操作になる場合があ
ります。したがって、オラクル社では、オフピーク時に小容量イベント・テストを実行する
ことをお薦めします。

コミット（コミット（コミット（コミット（%））））

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中にロールバックではなくコミットで終了したトラン
ザクションの割合を表します。

このテストでは、ロールバックとは反対に、コミットで終了したトランザクションの割合を
チェックします。値がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

(DeltaCommits /(DeltaCommits + DeltaRollbacks)) × 100.0
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データベース・イベント・テストの説明
意味 :

� DeltaCommits:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='user commits'」の差異

� DeltaRollbacks:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='user rollbacks'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名およびコミット率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

この統計は、トランザクションが正常に完了する頻度を示します。低い割合は、ユーザーが
ROLLBACK 文を発行しているか、トランザクションでエラーが発生していることを意味し
ます。詳しく調査し、ロールバックがアプリケーション・ロジックの障害の一部であるか、
データベース・アクセスで発生しているエラーが原因であるかを判断する必要があります。

コミットコミットコミットコミット / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりに実行されたユーザー・コミット数を表し
ます。ユーザーがトランザクションをコミットした際に、データベース・ブロックに対して
行われた変更を反映する生成済 REDO がディスクに書き込まれる必要があります。多くの
場合、コミットはユーザー・トランザクション率に最も近いものを表します。

このテストでは、1 秒当たりのユーザー・コミット数をチェックします。値がしきい値引数
で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaCommits / Seconds

意味 :

� DeltaCommits:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='user commits'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数
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データベース・イベント・テストの説明
パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりのコミット数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

この統計は、データベース内で実行されている作業量を示します。トランザクション率のス
パイクは、必ずしも不正ではありません。応答時間が標準に近い場合は、システムで追加の
負荷を処理できることを意味します。実際には、トランザクション率の低下および応答時間
の増加は、問題を示していることがあります。アプリケーションに応じて、トランザクショ
ンの負荷は 1 日の時間帯により大きく異なる場合があります。

コミットコミットコミットコミット / トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりに実行されたユーザー・コ
ミット数を表します。ユーザーがトランザクションをコミットした際に、データベース・ブ
ロックに対して行われた変更を反映する生成済 REDO が、ディスクに書き込まれる必要が
あります。多くの場合、コミットはユーザー・トランザクション率に最も近いものを表しま
す。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大
量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で
は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりのユーザー・コミット数をチェックします。値
がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaCommits / Transactions

意味 :

� DeltaCommits:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='user commits'」の差異

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数
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データベース・イベント・テストの説明
パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりのコミット数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

この統計は、データベース内で実行されている作業量を示します。トランザクション率のス
パイクは、必ずしも不正ではありません。応答時間が標準に近い場合は、システムで追加の
負荷を処理できることを意味します。実際には、トランザクション率の低下および応答時間
の増加は、問題を示していることがあります。アプリケーションに応じて、トランザクショ
ンの負荷は 1 日の時間帯により大きく異なる場合があります。

データ・ブロック破壊データ・ブロック破壊データ・ブロック破壊データ・ブロック破壊

説明説明説明説明

このイベント・テストは、最後のサンプル時刻以降に監視対象データベースがアラート・
ファイルに破壊されたブロック・エラーを生成したことを示します。アラート・ファイル
は、メッセージおよびエラーの時刻順のログを含む特別なトレース・ファイルです。デー
タ・ブロック破壊メッセージがアラート・ファイルに書き込まれると、警告イベントが起動
します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

出力出力出力出力

� リリース8.1.7より前のエージェントの場合 :　ORA-01578メッセージのファイル IDおよ
びブロック番号で指定されたデータ・ブロックを含むセグメント名。

� リリース 8.1.7 以上のエージェントの場合 :　アラート・ログ・エラー・メッセージ
（ORA-01157、ORA-27048）は、データ・ブロックが破壊されていることを示します。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

アラート・ログで追加情報を調べます。
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データベース・イベント・テストの説明
注意注意注意注意 :　　　　問題が解決されたことを自動的に判断する方法はないため、このイベントは自動的
には消去されません。このため、問題が解決した後にイベントを手動で消去する必要があり
ます。

データ・ディクショナリ・ヒット（データ・ディクショナリ・ヒット（データ・ディクショナリ・ヒット（データ・ディクショナリ・ヒット（%））））

説明説明説明説明

このデータ項目は、メモリー内に存在していたディクショナリ・データへの要求の割合で測
定されるディクショナリ・キャッシュ効率を表します。データ・ディクショナリのミスが
Oracle サーバーのパフォーマンスに実際に影響しているかどうかを判断することが重要で
す。

共有プールは、共有 SQL 要求のライブラリ・キャッシュ、ディクショナリ・キャッシュお
よび特定のインスタンス構成に固有のその他のキャッシュ構造を含む SGA 内の領域です。

データ・ディクショナリ・キャッシュのミスは、いくつかのケースで予想されます。インス
タンスを起動する際、データ・ディクショナリにはデータは含まれないため、発行された
SQL 文ではキャッシュ・ミスが発生する可能性が高くなります。キャッシュに読み込まれる
データ量が増えるほど、キャッシュ・ミスの可能性が低下します。最終的に、データベース
は、最も頻繁に使用されるディクショナリ・データがキャッシュ内にある安定した状態に到
達します。この時点では、キャッシュ・ミスはほとんど発生しません。キャッシュをチュー
ニングするには、アプリケーション実行後のアクティビティのみを調査します。

このテストでは、共有プールで見つかったデータ・ディクショナリへの要求の割合をチェッ
クします。値がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

(Gets /Misses) × 100

意味 :

� Misses:　select sum(getmisses) from v$rowcache

� Gets:　select sum(gets) from v$rowcache

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　デフォルトは 90.0 です。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 85.0 です。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名およびデータ・ディクショナリ・ヒット率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分
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データベース・イベント・テストの説明
ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

Gets の割合が 90 ～ 85% を下回っている場合は、SHARED_POOL_SIZE の値を増やし、新
規データ用の領域を作成するためにディクショナリ・データが共有プールからフラッシュさ
れる頻度を減らすことを検討します。キャッシュに使用できるメモリーを増やすには、初期
化パラメータ SHARED_POOL_SIZE の値を増やします。

データ・ディクショナリ・ミス（データ・ディクショナリ・ミス（データ・ディクショナリ・ミス（データ・ディクショナリ・ミス（%））））

説明説明説明説明

共有プールは、共有 SQL 要求のライブラリ・キャッシュ、ディクショナリ・キャッシュお
よび特定のインスタンス構成に固有のその他のキャッシュ構造を含む SGA 内の領域です。

ミス率で測定されるディクショナリ・キャッシュ効率は、ディクショナリ・データがメモ
リー内に存在しなかった回数の割合を記録します。

共有プール・メカニズムでは、システム・リソースの消費を少なくとも次の 3 つの方法で大
幅に削減できます。

� SQL 文が共有プールにある場合は、解析時間が排除されます。

� すべてのアプリケーションで同じ共有 SQL 文およびディクショナリ・リソースのプール
を利用するため、アプリケーション・メモリーのオーバーヘッドが削減されます。

� 共有プール内にあるディクショナリ要素はアクセスする必要がないため、I/O リソース
が節約されます。

共有プールが小さすぎる場合、データベース操作を完了するために追加のリソースが消費さ
れます。ディクショナリ・キャッシュ・アクセスでは、キャッシュから消去されたディク
ショナリ・キャッシュ参照をディスクから再フェッチする必要があるため、追加の I/O が主
なオーバーヘッドとなります。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値に対し、データ・ディクショナ
リ・キャッシュ・ミス率（失敗率）を監視します。発生数が指定された値を超えた場合は、
警戒または警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 発生数 :　しきい値以上のデータ・ディクショナリ・キャッシュ・ミス率の連続発生数
がこの値に達すると、警戒または警告が生成されます。デフォルトは 3 です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 15% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 10% です。

出力出力出力出力

現行の率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒
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データベース・イベント・テストの説明
ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

SHARED_POOL_SIZE 初期化パラメータでは、共有プールの合計サイズを制御します。
SHARED_POOL_SIZE の値を増やし、新規データ用の領域を作成するためにディクショナ
リ・データが共有プールからフラッシュされる頻度を減らすことを検討します。

注意注意注意注意 :　　　　Oracle Intelligent Agent リリース 9.0 では、このイベント・テストは廃止されまし
た。データ・ディクショナリ・ヒット・イベント・テストを使用することをお薦めします。
このイベント・テストは、旧バージョンの Intelligent Agent との下位互換性を保つために保
持されています。

データベース警告データベース警告データベース警告データベース警告

説明説明説明説明

このイベント・テストは、最後のサンプル時刻以降に監視対象データベースがアラート・ロ
グ・ファイルにエラーを生成したことを示します。アラート・ログ・ファイルは、メッセー
ジおよびエラーの時刻順のログを含む特別なトレース・ファイルです。Oracle 例外

（ORA-006xx）、デッドロック検出（ORA-00060）またはデータ・ブロック破壊
（ORA-01578）のメッセージがアラート・ログ・ファイルに書き込まれると、警告イベント
が起動します。ORA メッセージがアラート・ログ・ファイルに書き込まれると、警戒が表
示されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

出力出力出力出力

最後のサンプル時刻以降のアラート・ログ・エラー・メッセージ。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

アラート・ログで追加情報を調べます。

注意注意注意注意 :　　　　問題が解決されたことを自動的に判断する方法はないため、このイベントは自動的
には消去されません。このため、問題が解決した後にイベントを手動で消去する必要があり
ます。

注意注意注意注意 :　　　　このイベントは、9.0 より前のリリースの Intelligent Agent でのみ有効です。
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データベース・イベント・テストの説明
データ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイル制限制限制限制限

説明説明説明説明

DB_FILES 初期化パラメータでは、このデータベースに対して開くことのできるデータベー
ス・ファイルの最大数を指定します。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値（率）に対し、データ・ファイ
ル・リソースの使用率をチェックします。DB_FILES 初期化パラメータで設定された制限に
対する現在使用中のデータ・ファイルの割合がしきい値引数で指定された値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

例例例例

30 データ・ファイルが使用され、DB_FILES の値が 40 の場合、割合は 75%（30/40 × 100）
です。この値は、指定されたしきい値と比較されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 90% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 80% です。

出力出力出力出力

現在の値および DB_FILES で指定された制限。

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

データベースで現在使用されているデータ・ファイル数を確認します。DB_FILES の現在の
値が MAXDATAFILES より小さい場合は、DB_FILES インスタンス・パラメータの値を増や
します。

DBWR チェックポイントチェックポイントチェックポイントチェックポイント

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりに、キャッシュをスキャンして、
チェックポイントに対してマークされたすべてのブロックを書き込むよう DBWn が要求さ
れた回数を表します。

データベース・ライター（DBWn）・プロセスにより、データ・ファイルにバッファの内容
が書き込まれます。DBWn プロセスでは、データベース・バッファ・キャッシュの変更済

（使用済）バッファをディスクに書き込みます。

データベース・バッファ・キャッシュ内のバッファが変更されると、そのバッファは使用済
としてマークされます。DBWn プロセスでは、プライマリ・ジョブとして、使用済バッファ
をディスクに書き込み、バッファ・キャッシュをクリーンに保ちます。バッファがユー
ザー・プロセスにより使用されると、使用可能バッファ数が減少します。使用可能バッファ
の数が減りすぎると、ディスクからキャッシュにブロックを読み込む必要のあるユーザー・
プロセスで使用可能バッファを見つけられなくなります。DBWn では、ユーザー・プロセス
が使用可能バッファを常に見つけられるようバッファ・キャッシュを管理します。
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データベース・イベント・テストの説明
バッファのしきい値をスキャンした後、Oracle サーバー・プロセスでクリーンな再利用可能
バッファを見つけられない場合、DBWn に書込みを通知します。使用可能バッファを作成す
るためのこの要求が受信されると、DBWn では LRU バッファをディスクに書き込みます。
LRU の使用済バッファをディスクに書き込むことにより、DBWn では、使用頻度の高い
バッファをメモリー内に保持する一方、使用可能バッファのパフォーマンスを改善します。
たとえば、小規模な表または索引の頻繁にアクセスされる部分に属するブロックはキャッ
シュに保持されるため、ディスクから再び読み込む必要はありません。LRU アルゴリズムで
は比較的頻繁にアクセスされるブロックをバッファ・キャッシュ内に保持するため、バッ
ファがディスクに書き込まれる際に、すぐに使用される可能性のあるデータが含まれる可能
性は低くなります。

また、DBWn ではバッファを定期的に書き込み、チェックポイントを進めます。チェックポ
イントは、クラッシュからのリカバリまたはインスタンス・リカバリを開始する必要のある
REDO ログ・ファイル内の位置です。

このテストでは、DBWR がチェックポイントを進めるよう要求された回数をチェックしま
す。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaCheckpoints / Seconds

意味 :

� DeltaCheckpoints:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='DBWR checkpoints'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりの DBWR チェックポイント。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

チェックポイントにより、変更済バッファをディスクに書き込むよう DBWR に指示します。
この書込み操作は、変更済バッファが DBWR プロセスにより使用可能としてマークされな
いという点で、解放要求とは異なります。使用済バッファもこの時点でディスクに書き込ま
れ、解放されます。
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書込みサイズは、_db_block_checkpoint_batch パラメータで指定されます。書込みおよびそ
の後のチェックポイント完了の待機で問題が発生した場合は、チェックポイント完了イベン
トが「Top Waits by Time Waited」グラフまたは「Sessions Waiting for this Event」グラフ
に表示されます。

データベースでチェックポイントの完了を頻繁に待機する場合は、select name, value, 
isdefault from v$parameter where name = 'db_block_checkpoint_batch' で init.ora パラメー
タ db_block_checkpoint_batch をして、チェックポイントの間隔を長くすることが必要な場
合があります。この値は、パラレル書込みを利用できるよう十分に大きく設定する必要があ
ります。DBWR は、（'db_files' × 'db_file_simultaneous_writes'）/ 2 で計算された書込み
バッチを使用します。write_batch は、他の 2 つの要素によっても制限されます。

� I/O 回数に対するポート固有の制限（コンパイル時の定数）

� SGA のバッファ数の 1/4

db_block_checkpoint_batch は、常に _db_block_write_batch 以下になります。チェックポイ
ント・プロセスを使用可能にすることも検討できます。

遅延トランザクション遅延トランザクション遅延トランザクション遅延トランザクション

説明説明説明説明

Oracle では、遅延トランザクションを使用して、アドバンスト・レプリケーション・システ
ムのマスター・サイト間で、また更新可能なスナップショットからそのマスター表に、デー
タレベル変更を非同期に伝播します。

このイベント・テストでは、遅延トランザクションの数をチェックします。遅延トランザク
ションの数がしきい値引数で指定された値を超えた場合は、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

警告が生成されるしきい値（トランザクション数）。デフォルトは 100 トランザクションで
す。

出力出力出力出力

遅延トランザクション数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

アドバンスト・レプリケーション機能により遅延トランザクションがリモート・サイトに反
映される場合、この機能で分散トランザクションを使用して、ローカル・サイトでキューの
トランザクションが削除される前に、そのトランザクションがリモート・サイトで適切にコ
ミットされるようにします。トランザクションが特定のリモート・サイトに反映されていな
い場合は、トランザクションの宛先が正しく指定されていることを確認します。DBLINK パ
ラメータを使用して DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_EXECUTION をコールする際、また
は DESTINATION パラメータを使用して DBMS_DEFER_SYS.EXECUTE をコールする際に、
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宛先データベースを指定する場合は、完全なデータベース・リンクが提供されていることを
確認します。

ビューの宛先が不適切な場合は、遅延トランザクションが誤った動作をすることがありま
す。DEFCALLEST ビューおよび DEFTRANDEST ビューが、CATDEFER.SQL からではなく
CATREPC.SQL からの宛先であることを確認します。

ディスクディスクディスクディスク I/O

説明説明説明説明

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値に対し、リアルタイムのデータ
ベース物理 I/O 率（要求 / 秒）を監視します。ディスク I/O 率が、指定された発生数に対
して入力されたしきい値を超えた場合は、警戒または警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 発生数 :　しきい値を超えた I/O 率の連続発生数がこの値に達すると、警戒または警告
が生成されます。デフォルトは 3 です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（要求 / 秒）。デフォルトはありません。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（要求 / 秒）。デフォルトはありません。

出力出力出力出力

現在の率（要求 / 秒）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

I/O の多いデバイスのディスク・キューの長さを調べることにより、I/O 率がパフォーマン
スに悪影響を与えているかどうかを判断します。識別されているボトルネックのバランスを
とるために、データ・ファイルの移動が必要な場合があります。索引を調整してフル・テー
ブル・スキャンの数を削減するなどの他のチューニング作業でも、I/O 負荷を削減できま
す。

ボトルネックが明らかな場合は、I/O 率のしきい値を増やします。

注意注意注意注意 :　　　　Oracle Intelligent Agent リリース 9.0 では、このイベント・テストは廃止されまし
た。File Read Rate イベント・テストおよび File Write Rate イベント・テストを使用するこ
とをお薦めします。このイベント・テストは、旧バージョンの Intelligent Agent との下位互
換性を保つために保持されています。
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ディスク・ソートディスク・ソートディスク・ソートディスク・ソート / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中にディスクに対して行われた 1 秒当たりのソート数
を表します。

ディスクに対するソートは実行コストが高いため、パフォーマンスを最適化するには、ほと
んどのソートがメモリーで行われる必要があります。ソート領域が小さすぎる場合は、ソー
ト操作中にソートの実行が余分に必要になります。これにより、CPU および I/O のリソー
ス使用が増加します。

このテストでは、ディスクに対して実行された 1 秒当たりのソート数をチェックします。値
がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaDiskSorts / Seconds

意味 :

� DeltaDiskSorts:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='sorts (disk)'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりのディスク・ソート。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

ソートを最も多く実行しているセッションを識別し、それらのセッションで実行されている
SQL をさらに詳細に識別できる必要があります。データベースのソート領域サイズは正しく
設定され、SQL アプリケーションで不要または過剰なソートが実行されていることがありま
す。ソートを最も多く実行しているセッションは、「Top Sessions by Disk Sorts」ドリルダウ
ンを使用して識別できます。

「Current SQL」グラフで、ディスク・ソートを最も多く実行しているセッションをさらにド
リルダウンすると、ディスク・ソートを実行している SQL 文が示されます。特定の SQL 文
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を最適にチューニングする方法を詳細に調べるには、「EXPLAIN PLAN」ドリルダウンを使
用するか、Windows NT の場合は「SQL 文をチューニング」ドリルダウンを使用します。

「Top SQL (Sorts)」グラフには、キャッシュ内の SQL 文をソート操作数でソートされた順序
で高速に表示するメカニズムがあります。これは、現在のセッションのソートを表示する別
の方法であり、SQL 文を介してソート・アクティビティを表示でき、表示にはその文のすべ
ての実行の累積統計が含まれます。

上位セッションおよびその関連 SQL 文が適切に思われる場合は、ドリルダウンし、ソート
統計および初期化パラメータのより詳細な分類を「Sort Statistics At A Glance」グラフで参
照できます。

ディスク上で過剰なソートが行われており、問合せが適切な場合は、SORT_AREA_SIZE 初
期化パラメータの値を増やし、ソート領域のサイズを増やすことを検討してください。大規
模なソート領域があると、Oracle サーバーでソートをメモリー内で行うことができ、現行の
ソート領域サイズを使用して同等の作業量を実行する際に必要な I/O 操作の回数が削減され
ます。

ディスク・ソートディスク・ソートディスク・ソートディスク・ソート / トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中にディスクに対して行われた 1 トランザクション当
たりのソート数を表します。

ディスクに対するソートは実行コストが高いため、パフォーマンスを最適化するには、ほと
んどのソートがメモリーで行われる必要があります。ソート領域が小さすぎる場合は、ソー
ト操作中にソートの実行が余分に必要になります。これにより、CPU および I/O のリソー
ス使用が増加します。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大
量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で
は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、ディスクに対して実行された 1 トランザクション当たりのソート数を
チェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaDiskSorts / Transactions

意味 :

� DeltaDiskSorts:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='sorts (disk)'」の差異

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりのディスク・ソート。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

ソートを最も多く実行しているセッションを識別し、それらのセッションで実行されている
SQL をさらに詳細に識別できる必要があります。データベースのソート領域サイズは正しく
設定され、SQL アプリケーションで不要または過剰なソートが実行されていることがありま
す。ソートを最も多く実行しているセッションは、「Top Sessions by Disk Sorts」ドリルダウ
ンを使用して識別できます。

「Current SQL」グラフで、ディスク・ソートを最も多く実行しているセッションをさらにド
リルダウンすると、ディスク・ソートを実行している SQL 文が示されます。特定の SQL 文
を最適にチューニングする方法を詳細に調べるには、「EXPLAIN PLAN」ドリルダウンを使
用するか、Windows NT の場合は「SQL 文をチューニング」ドリルダウンを使用します。

「Top SQL (Sorts)」グラフには、キャッシュ内の SQL 文をソート操作数でソートされた順序
で高速に表示するメカニズムがあります。これは、現在のセッションのソートを表示する別
の方法であり、SQL 文を介してソート・アクティビティを表示でき、表示にはその文のすべ
ての実行の累積統計が含まれます。

上位セッションおよびその関連 SQL 文が適切に思われる場合は、ドリルダウンし、ソート
統計および初期化パラメータのより詳細な分類を「Sort Statistics At A Glance」グラフで参
照できます。

ディスク上で過剰なソートが行われており、問合せが適切な場合は、SORT_AREA_SIZE 初
期化パラメータの値を増やし、ソート領域のサイズを増やすことを検討してください。大規
模なソート領域があると、Oracle サーバーでソートをメモリー内で行うことができ、現行の
ソート領域サイズを使用して同等の作業量を実行する際に必要な I/O 操作の回数が削減され
ます。
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ダンプ満杯ダンプ満杯ダンプ満杯ダンプ満杯

説明説明説明説明

各サーバーおよびバックグラウンド・プロセスでは、メッセージおよびエラーを記録するた
めに、関連するトレース・ファイルに書き込むことができます。バックグラウンド・プロセ
スおよびアラート・ファイルは、BACKGROUND_DUMP_DEST で指定された宛先に書き込
まれます。

サーバー・プロセスのトレース・ファイルは、USER_ DUMP_DEST で指定された宛先に書
き込まれます。

このイベント・テストでは、これらのダンプ先デバイスで使用可能な空き領域をチェックし
ます。使用可能な領域が、しきい値引数で指定されたしきい値より小さい場合は、警戒また
は警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成される空き領域のしきい値（KB）。デフォルトは 2,000KB
です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成される空き領域のしきい値（KB）。デフォルトは 5,000KB
です。

出力出力出力出力

ダンプ先デバイスおよび使用可能領域（KB）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

10 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

初期化パラメータ BACKGROUND_ DUMP_DEST および USER_DUMP_DEST で指定され
たデバイスが、アーカイブ用に正しく設定されていることを確認します。
BACKGROUND_ DUMP_DEST 初期化パラメータおよび USER_DUMP_DEST 初期化パラ
メータが正しく設定されている場合にこのイベント・テストが起動すると、ダンプ先パラ
メータで指定された宛先の領域が解放されます。

ダンプ満杯（ダンプ満杯（ダンプ満杯（ダンプ満杯（%））））

説明説明説明説明

このイベント・テストでは、ダンプ満杯イベント・テストと同じダンプ先を監視します。た
だし、ダンプ満杯（%）イベント・テストでは、ダンプ先での残りの空き領域の割合が返さ
れます。

使用可能な領域が、しきい値引数で指定されたしきい値より小さい場合は、警戒または警告
が生成されます。
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成される空き領域の割合のしきい値。デフォルトは 30% で
す。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成される空き領域の割合のしきい値。デフォルトは 50% で
す。

出力出力出力出力

ダンプ先デバイスおよび使用可能な空き領域の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

10 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

初期化パラメータ BACKGROUND_ DUMP_DEST および USER_DUMP_DEST で指定され
たデバイスが、アーカイブ用に正しく設定されていることを確認します。
BACKGROUND_ DUMP_DEST 初期化パラメータおよび USER_DUMP_DEST 初期化パラ
メータが正しく設定されている場合にこのイベント・テストが起動すると、ダンプ先パラ
メータで指定された宛先の領域が解放されます。

エラー・トランザクションエラー・トランザクションエラー・トランザクションエラー・トランザクション

説明説明説明説明

Oracle では、遅延トランザクションを使用して、アドバンスト・レプリケーション・システ
ムのマスター・サイト間で、また更新可能なスナップショットからそのマスター表に、デー
タレベル変更を非同期に伝播します。トランザクションがリモート・サイトに正常に伝播さ
れない場合、Oracle ではトランザクションをロールバックし、リモートの宛先データベース
内の SYS.DEFERROR ビューにトランザクションを記録します。

このイベント・テストでは SYS.DEFERROR ビューのトランザクション数をチェックし、ト
ランザクション数がしきい値引数で指定された値を超えている場合は警告を起動します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

警告が生成されるしきい値（エラー・トランザクション数）。デフォルトは 0（ゼロ）トラン
ザクションです。

出力出力出力出力

適用できなかったトランザクションの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

遅延トランザクションの適用のエラーは、更新される表の使用可能領域の不足などのデータ
ベースの問題、または未解決の挿入、更新または削除の競合が原因である可能性がありま
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す。SYS.DEFERROR ビューでは、適用できなかったトランザクションの ID が示されます。
この ID を使用し、トランザクションに関連付けられているキューに入れられたコールを検
索します。これらのコールは、SYS.DEFCALL ビューに格納されます。
DBMS_DEFER_QUERY パッケージのプロシージャを使用し、SYS.DEFCALL ビューにリス
トされているプロシージャへの引数を決定できます。

解析不要実行（解析不要実行（解析不要実行（解析不要実行（%））））

説明説明説明説明

このデータ項目は、対応する解析を必要としない文の実行の割合を表します。完全なシステ
ムでは、すべての文を 1 回解析し、解析済の文を再解析せずに繰り返し実行します。この比
率は、全体の実行率と比較して、アプリケーションで文を解析する頻度を示します。数値が
大きいほど適切です。

このテストでは、解析を必要としない実行の割合をチェックします。値がしきい値引数で指
定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒
または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

((DeltaExecuteCount - (DeltaParseCountTotal)) / DeltaExecuteCount) × 100

意味 :

� DeltaParseCountTotal:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='parse count (total)'」の差異

� DeltaExecuteCount:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='execute count'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および解析不要実行の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

解析の実行率が 70% 未満の場合は、アプリケーションで必要以上に文を解析している可能
性があることを示しています。文を再解析するには、それがソフト解析であっても、アプリ
ケーションからデータベースへのネットワークの往復が必要であり、キャッシュ内のコンパ
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イル済の文を探す処理時間が必要です。ネットワークの往復および不要な処理を削減する
と、アプリケーションのパフォーマンスが改善されます。

「Top Sessions by Total Parse Count」を使用し、データベース内の解析アクティビティの大
部分を占めているセッションを識別します。これらのセッションを開始し、カーソルを効率
よく使用できるようアプリケーションを変更できるかどうかを判断します。

このリソースの計算に使用される基礎となる統計の実際の値を確認するには、「Parse 
Statistics」グラフを使用します。このグラフは、1 秒当たりの解析、実行およびハード解析
を示します。

失敗したジョブ失敗したジョブ失敗したジョブ失敗したジョブ

説明説明説明説明

Oracle サーバーのジョブ・キューは、ジョブの実行時期など、ジョブに対して実行する
PL/SQL コールなどのローカル・ジョブに関する情報を格納するデータベース表です。デー
タベース・レプリケーションも Oracle のジョブ・キュー・メカニズムを使用して管理され、
ジョブを使用して、リモート・マスター・サイトへの遅延トランザクションの反映、適用し
たアプリケーションの遅延トランザクション・キューからのパージ、またはスナップショッ
ト・リフレッシュ・グループのリフレッシュが行われます。

Oracle でジョブの実行を試行した際にそのジョブがエラーを返した場合、ジョブは失敗しま
す。Oracle では、各試行の間隔を 2 倍にしてジョブの実行を繰り返し試行します。ジョブが
16 回失敗した場合、Oracle ではそのジョブを中断として自動的にマークし、それ以上実行
を試行しません。

このイベント・テストでは、失敗した DBMS ジョブをチェックします。失敗したジョブの
数がしきい値引数で指定された値を超えた場合は、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（ジョブ数）。デフォルトではジョブ数は 0
（ゼロ）です。

出力出力出力出力

� 失敗した DBMS ジョブのジョブ識別子

� 最後の正常な実行以降に失敗した回数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

アラート・ログおよびトレース・ファイルでエラー情報をチェックします。ジョブの実行を
妨げている問題を解決します。
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セグメントの高速拡張セグメントの高速拡張セグメントの高速拡張セグメントの高速拡張

説明説明説明説明

セグメント・コレクションは、単一の表、索引、一時セグメントまたはロールバック・セグ
メントを構成するエクステントのグループです。Oracle サーバーには、セグメントを拡張す
る必要がある場合にそのセグメントに領域を割り当てる実用的な方法が用意されています。
Oracle では、セグメントに複数のエクステントを持つことができ、サーバーにより、必要な
ときにエクステントが自動的に割り当てられます。継続的に拡張するセグメントでは、セグ
メントの拡張パターンを慎重に監視することが重要です。新規エクステントが頻繁に割り当
てられないようなデータベースの記憶域値を選択する必要があります。

このイベント・テストでは、「表領域名」、「セグメント名」、「セグメント・タイプ」の各パ
ラメータで指定されたいずれかのセグメントが非常に頻繁にエクステントを割り当てていな
いかをチェックします。いずれかのセグメントで、イベント・チェック以降に割り当てられ
たエクステントの数がしきい値引数で指定されたしきい値を超えた場合は、警戒または警告
が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 表領域名フィルタ :　監視する表領域名のフィルタ、またはすべての表領域を指定する
場合は *（アスタリスク）。一時、読取り専用、オフラインのいずれかである表領域は除
外されます。デフォルトは *（アスタリスク）です。

� セグメント名フィルタ :　監視するセグメントのフィルタ、またはすべてのセグメント
を指定する場合は *（アスタリスク）。デフォルトは *（アスタリスク）です。

� セグメント・タイプ・フィルタ :　監視するセグメント・タイプのフィルタ、またはす
べてのセグメント・タイプを指定する場合は *（アスタリスク）。セグメント・タイプ
CACHE および DEFERRED ROLLBACK は除外されます。デフォルトは *（アスタリス
ク）です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値またはエクステント数。デフォルトは 3 エ
クステントです。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値またはエクステント数。デフォルトは 2 エ
クステントです。

注意注意注意注意 :　　　　すべてのフィルタに、= 'ABC', in ('XYZ', 'ABC'), like '% ABC' のような SQL 構文が含
まれる必要があります。高い頻度で監視されるオブジェクト数が多い場合、たとえば 2 分ご
とに 200 セグメントすべての領域をチェックする場合は、リソース要件が高くなります。可
能な場合は、フィルタを使用して、監視対象オブジェクトの有効範囲を限定することをお薦
めします。また、ポーリング・スケジュールには環境に適した値を設定します。たとえば、
サイズが急速に拡張しないセグメントは、5 分ごとではなく 2 日ごとにチェックします。

出力出力出力出力

� 非常に急速に拡張しているセグメントの数

� セグメントを含む表領域名
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� 最後のイベント条件チェック後に拡張したエクステント・セグメントの数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

1 日

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

セグメントの NEXT 記憶域パラメータの値を増やし、エクステントの割当て頻度を減らすこ
とを検討します。

注意注意注意注意 :　　　　セグメントの高速拡張イベント・テストの実行は、リソースを大量に消費する操作
になる場合があります。したがって、オラクル社では、オフピーク時にセグメントの高速拡
張イベント・テストを実行することをお薦めします。

空きバッファ待機空きバッファ待機空きバッファ待機空きバッファ待機

説明説明説明説明

データベース・ライター（DBWR）・プロセスのボトルネックは、一定時間に渡って使用可
能バッファ待機テストの発生数を監視することで検出されます。データベース環境が安定し
た状態にある場合は、空きバッファ待機は発生しません。空きバッファ待機の一時的な絶対
的増加は、問題ありません。考慮する必要があるのは、発生が一貫して増加する場合のみで
す。

その結果、このイベント・テストでは、「サンプル数」パラメータで指定された空きバッ
ファ待機サンプルの履歴をメンテナンスし、これらのサンプルで増加が検出された割合を監
視します。この率は、しきい値引数で指定された値と比較されます。（空きバッファ待機の
増加が検出された）サンプルの割合がしきい値引数を超えた場合は、警戒または警告が生成
されます。

例例例例 :　　　　サンプル数に 10 が指定されていた場合、テスト条件がチェックされる最初の 9 回は、
テストでは単純に空きバッファ待機サンプルの履歴を構築します。10 回目の間隔およびその
ポイントから、テストにより、示されたこれらのサンプルの数および空きバッファ待機の増
加が監視されます。2 つのサンプルが増加を示していると仮定した場合、増加を示すサンプ
ルの率は 20% です。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� サンプル数 :　空きバッファ待機サンプルの数。デフォルトは 10 です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 20% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 10% です。

出力出力出力出力

� 空きバッファ待機の増加が検出されたサンプルの現行の割合

� 現行の DB_FILE_SIMULTANEOUS_WRITES 設定
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推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

ユーザーが使用可能バッファを待機している場合は、DB_FILE_ SIMULTANEOUS_WRITES
の値を増やすか、DBWR プロセス数を増やす必要があります。

DB_FILE_SIMULTANEOUS_WRITES 初期化パラメータは、DBWR により書き込まれる際
の各データベース・ファイルへの同時書込み回数を決定します。このパラメータを使用し
て、リカバリ時に REDO を読み込む際の、REDO 内の 1 ファイル当たりの読込み回数も決
定されます。このパラメータは、同時書込み回数だけではなく、同時 I/O 回数にも影響しま
す。

DBWR で使用済バッファを書き込むスピードを上げ、セッションで使用可能バッファを待機
する必要のある回数を減らすには、DB_FILE_SIMULTANEOUS_WRITES 初期化パラメータ
の値を増やすことを検討します。

DB_WRITES 初期化パラメータは、インスタンス起動時にアクティブになる DBWR プロセ
ス数を制御します。このパラメータは、プラットフォーム固有のパラメータであり、非同期
I/O をサポートしないオペレーティング・システムでの DBWR ボトルネックを回避するた
めに使用されます。DBWR プロセスでは、バッファ・キャッシュからデータ・ファイルに
バッチ内の使用済バッファを書き込みます。

DBWR ボトルネックは、挿入、更新または削除率の高いシステム、およびディスク・デバイ
ス数の多いシステムで最も発生しやすいです。データベース書込みはシリアルではないた
め、単一 CPU データベース環境であっても、複数の DBWR プロセスがあると役に立つ場合
があります。

グローバル・キャッシュ変換タイムアウトグローバル・キャッシュ変換タイムアウトグローバル・キャッシュ変換タイムアウトグローバル・キャッシュ変換タイムアウト

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりに、各 Oracle サーバー・インスタン
スに対してグローバル・キャッシュのロック変換がタイムアウトになった回数を表します。

このテストでは、「インスタンス名」パラメータで指定されたインスタンスの 1 秒当たりの
グローバル・キャッシュ変換タイムアウトをチェックします。値がしきい値引数で指定され
たしきい値を超え、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または
警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

ConvertTimeout / Seconds

意味 :

� ConvertTimeout:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(value) from gv$sysstat 
where name = 'global cache convert timeouts' group by instance_name」の差異
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� インスタンス名 :　クラスタ・データベース・インスタンス名。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 0（ゼロ）です。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりの変換タイムアウト。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

グローバル・キャッシュ変換グローバル・キャッシュ変換グローバル・キャッシュ変換グローバル・キャッシュ変換

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 ミリ秒当たりの平均変換時間を表します。

このテストでは、「インスタンス名」パラメータで指定されたインスタンスのグローバル・
キャッシュ変換をチェックします。値がしきい値引数で指定されたしきい値を超え、発生数
が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

ConvertTime × 10 / Converts

意味 :

� ConvertTime:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(value) from gv$sysstat 
where name = 'global cache convert time' group by instance_name」の差異

� Converts:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(value) from gv$sysstat where 
name = 'global cache converts' group by instance_name」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� インスタンス名 :　クラスタ・データベース・インスタンス名。

� 警戒のしきい値 :　デフォルトは 80 ミリ秒です。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 100 ミリ秒です。

� 発生数 :　デフォルトは 1 です。

出力出力出力出力

インスタンス名およびグローバル・キャッシュ変換時間（ミリ秒）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分
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グローバル・キャッシュグローバル・キャッシュグローバル・キャッシュグローバル・キャッシュ CR 要求要求要求要求

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中に CR ブロックが受信された平均時間をミリ秒単位
で表します。

このテストでは、「インスタンス名」パラメータで指定されたインスタンスのグローバル・
キャッシュ CR 要求をチェックします。値がしきい値引数で指定されたしきい値を超え、発
生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

BlockReceiveTime × 10 / BlocksReceived

意味 :

� BlockReceiveTime:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(value) from gv$sysstat 
where name = 'global cache CR block receive time' group by instance_name」の差異

� BlocksReceived:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(value) from gv$sysstat 
where name = 'global cache current blocks received' group by instance_name」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� インスタンス名 :　クラスタ・データベース・インスタンス名。

� 警戒のしきい値 :　デフォルトは 30 ミリ秒です。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 50 ミリ秒です。

� 発生数 :　デフォルトは 1 です。

出力出力出力出力

インスタンス名およびグローバル・キャッシュ CR 要求時間（ミリ秒）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

グローバル・キャッシュグローバル・キャッシュグローバル・キャッシュグローバル・キャッシュ CR タイムアウトタイムアウトタイムアウトタイムアウト

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりに、各 Oracle クラスタ・データベー
ス・インスタンスに対する要求のタイム・アウト時にフォアグラウンド・プロセスにより
CR ブロックが要求された回数を表します。

このテストでは、「インスタンス名」パラメータで指定されたインスタンスのグローバル・
キャッシュ CR タイムアウトをチェックします。値がしきい値引数で指定されたしきい値を
超え、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成さ
れます。
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データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

CR_Timeout / Seconds

意味 :

� CR_Timeout:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(value) from gv$sysstat 
where name = 'global cache CR timeouts' group by instance_name」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� インスタンス名 :　クラスタ・データベース・インスタンス名。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 0（ゼロ）です。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりの CR タイムアウト。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

グローバル・キャッシュ・フリー・リスト待機グローバル・キャッシュ・フリー・リスト待機グローバル・キャッシュ・フリー・リスト待機グローバル・キャッシュ・フリー・リスト待機

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりに、各クラスタ・データベース・イン
スタンスに対してフォアグラウンドでロック要素を待機する必要のあった回数を表します。

このテストでは、「インスタンス名」パラメータで指定されたインスタンスの 1 秒当たりの
グローバル・キャッシュ・フリー・リスト待機をチェックします。値がしきい値引数で指定
されたしきい値を超え、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

FreelistWait / Seconds

意味 :

� FreelistWait:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(value) from gv$sysstat 
where name = 'global cache freelist waits' group by instance_name」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� インスタンス名 :　クラスタ・データベース・インスタンス名。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 0（ゼロ）です。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。
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出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりの空きリスト待機。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

グローバル・キャッシュ取得グローバル・キャッシュ取得グローバル・キャッシュ取得グローバル・キャッシュ取得

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 ミリ秒当たりの平均取得時間を表します。

このテストでは、「インスタンス名」パラメータで指定されたインスタンスのグローバル・
キャッシュ取得をチェックします。値がしきい値引数で指定されたしきい値を超え、発生数
が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

GetTime × 10 / Gets

意味 :

� GetTime:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(value) from gv$sysstat where 
name = 'global cache get time' group by instance_name」の差異

� Gets:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(value) from gv$sysstat where name 
= 'global cache gets' group by instance_name」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� インスタンス名 :　クラスタ・データベース・インスタンス名。

� 警戒のしきい値 :　デフォルトは 30 ミリ秒です。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 60 ミリ秒です。

� 発生数 :　デフォルトは 1 です。

出力出力出力出力

インスタンス名およびグローバル・キャッシュ取得時間（ミリ秒）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分
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メモリー内ソート（メモリー内ソート（メモリー内ソート（メモリー内ソート（%））））

説明説明説明説明

このデータ項目は、ソートがディスクではなくメモリー内で実行された回数の割合で測定さ
れるソート効率を表します。

ディスクに対するソートは効率が低いため、パフォーマンスを最適化するには、ほとんどの
ソートがメモリーで行われる必要があります。ソート領域が小さすぎる場合は、ソート操作
中にソートの実行が余分に必要になります。これにより、CPU および I/O のリソース使用
が増加します。

このテストでは、ディスクではなくメモリーで実行されたソートの割合をチェックします。
値がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

(DeltaMemorySorts / (DeltaDiskSorts + DeltaMemorySorts)) × 100

意味 :

� DeltaMemorySorts:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='sorts (memory)'」の差異

� DeltaDiskSorts:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='sorts (disk)'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　デフォルトは 99.0 です。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 90.0 です。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名およびメモリー内ソート率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

ソートを最も多く実行しているセッションを識別し、それらのセッションで実行されている
SQL をさらに詳細に識別できる必要があります。データベースのソート領域サイズは正しく
設定され、SQL アプリケーションで不要または過剰なソートが実行されていることがありま
す。ソートを最も多く実行しているセッションは、「Top Sessions by Disk Sorts」ドリルダウ
ンを使用して識別できます。

「Current SQL」グラフでディスク・ソートを最も多く実行しているセッションをさらにドリ
ルダウンすると、ディスク・ソートを実行している SQL 文が示されます。特定の SQL 文を
2-76　Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・マニュアル



データベース・イベント・テストの説明
最適にチューニングする方法を詳細に調べるには、「EXPLAIN PLAN」ドリルダウンを使用
するか、Windows NT の場合は「SQL 文をチューニング」ドリルダウンを使用します。

「Top SQL (Sorts)」グラフには、キャッシュ内の SQL 文をソート操作数でソートされた順序
で高速に表示するメカニズムがあります。これは、現行のセッションのソートを表示する別
の方法です。SQL 文を介してソート・アクティビティを表示し、その文のすべての実行の累
積統計を含めることができます。

上位セッションおよびその関連 SQL 文が適切に思われる場合は、ドリルダウンし、ソート
統計および初期化パラメータのより詳細な分類を「Sort Statistics At A Glance」グラフで参
照できます。

ディスク上で過剰なソートが行われており、問合せが適切な場合は、SORT_AREA_SIZE 初
期化パラメータの値を増やし、ソート領域のサイズを増やすことを検討してください。大規
模なソート領域があると、Oracle サーバーでソートをメモリー内で行うことができ、現行の
ソート領域サイズを使用して同等の作業量を実行する際に必要な I/O 操作の回数が削減され
ます。

より詳細なソート統計では、現在のソート関連の初期化パラメータ値と個々のソート統計の
分類を表示する「Sort Statistics At A Glance」グラフが使用可能です。

索引再作成索引再作成索引再作成索引再作成

説明説明説明説明

表で索引の付いた値が更新されると、古い値が索引から削除され、新しい値が索引の別の部
分に挿入されます。古い値により解放された領域は、二度と使用できません。索引の付いた
値が更新または削除されると、索引内の使用禁止領域の量が増加し、索引の停滞という状況
が発生します。停滞した索引にはデータ領域と空の領域が混在するため、索引スキャンの効
率が低下します。

このイベント・テストでは、「索引名」、「索引所有者」、「Indexed object name」、「Indexed 
object owner」の各パラメータで指定された索引が、索引の停滞に陥っているかどうかを監
視します。索引が停滞している場合は、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 索引名フィルタ :　監視する索引名のフィルタ、またはすべての索引を指定する場合は *
（アスタリスク）。デフォルトは *（アスタリスク）です。

� 索引所有者フィルタ :　監視する索引所有者のフィルタ、またはすべての所有者を指定
する場合は *（アスタリスク）。所有者 SYS および SYSTEM は除外されます。デフォル
トは *（アスタリスク）です。

� Indexed object name フィルタ :　監視する索引オブジェクト名のフィルタ、またはすべ
てのオブジェクトを指定する場合は *（アスタリスク）。デフォルトは *（アスタリスク）
です。

� Indexed object owner name フィルタ :　監視する索引オブジェクト所有者名のフィルタ、
またはすべての所有者を指定する場合は *（アスタリスク）。デフォルトは *（アスタリ
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スク）です。フィルタには、= 'ABC', in ('XYZ', 'ABC'), like '% ABC' のような SQL 構文
が含まれる必要があります。

注意注意注意注意 :　　　　すべてのフィルタに、= 'ABC', in ('XYZ', 'ABC'), like '% ABC' のような SQL 構文が含
まれる必要があります。高い頻度で監視されるオブジェクト数が多い場合、たとえば 2 分ご
とに 200 索引すべての領域をチェックする場合は、リソース要件が高くなります。可能な場
合は、フィルタを使用して、監視対象オブジェクトの有効範囲を限定することをお薦めしま
す。また、ポーリング・スケジュールには環境に適した値を設定します。たとえば、サイズ
が急速に拡張しない索引は、5 分ごとではなく 2 日ごとにチェックします。

出力出力出力出力

索引の停滞が検出された索引名。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

1 日

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

索引を再作成してパフォーマンスを改善することを検討します。索引再作成は、ALTER 
INDEX REBUILD 文または CREATE INDEX 文を使用して実行できます。

注意注意注意注意 :　　　　索引を再作成する必要があるかどうかを判断するために、索引再作成イベント・テ
ストでは ANALYZE...INDEX VALIDATE STRUCTURE コマンドを使用して統計を収集しま
す。このコマンドの実行は、リソースを大量に消費する操作になる場合があります。した
がって、オラクル社では、オフピーク時に索引再作成イベント・テストを実行することをお
薦めします。

インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス ping

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の ping 率を表します。

このテストでは、「インスタンス名」パラメータで指定されたインスタンスの ping 率を
チェックします。値がしきい値引数で指定されたしきい値を超え、発生数が「発生数」パラ
メータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

Pings / Writes

意味 :

� Pings:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(value) from gv$sysstat where 
name = 'DBWR cross instance writes' group by instance_name」の差異

� Writes:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(value) from gv$sysstat where 
name = 'physical writes' group by instance_name」の差異
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� インスタンス名 :　クラスタ・データベース・インスタンス名。

� 警戒のしきい値 :　デフォルトは 20 です。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 35 です。

� 発生数 :　デフォルトは 1 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および ping 率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ライブラリ・キャッシュ・ヒット（ライブラリ・キャッシュ・ヒット（ライブラリ・キャッシュ・ヒット（ライブラリ・キャッシュ・ヒット（%））））

説明説明説明説明

このデータ項目は、ライブラリ・キャッシュ効率を表します。ライブラリ・キャッシュ効率
は、完全に解析またはコンパイルされた PL/SQL ブロックおよび SQL 文の表現がメモリー
内にすでに存在する回数の割合で測定されます。

共有プールは、共有 SQL 要求のライブラリ・キャッシュ、ディクショナリ・キャッシュお
よび特定のインスタンス構成に固有のその他のキャッシュ構造を含む SGA 内の領域です。

共有プール・メカニズムでは、システム・リソースの消費を少なくとも次の 3 つの方法で大
幅に削減できます。

SQL 文が共有プールにある場合は、解析時間が排除されます。

すべてのアプリケーションで同じ共有 SQL 文およびディクショナリ・リソースのプールを
使用するため、アプリケーション・メモリーのオーバーヘッドが削減されます。

共有プール内にあるディクショナリ要素はアクセスする必要がないため、I/O リソースが節
約されます。

共有プールが小さすぎる場合、データベース操作を完了するために追加のリソースが消費さ
れます。ライブラリ・キャッシュにアクセスする場合、SQL 文の再解析に必要な追加の
CPU リソースが主なオーバーヘッドになります。

このテストでは、キャッシュ内にカーソルがすでに存在する解析要求の割合をチェックしま
す。値がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定
された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

(DeltaPinHits / DeltaPins) × 100
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意味 :

� DeltaPinHits:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(pinhits) from 
v$librarycache」の差異

� DeltaPins:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(pins) from v$librarycache」の
差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　デフォルトは 99.5 です。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 99.0 です。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名およびライブラリ・キャッシュ・ヒット率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

「Top Sessions by Hard Parse Count」グラフでは、ハード解析が最も多く行われているセッ
ションがリストされます。ハード解析は、サーバーで問合せを解析した際に、ライブラリ・
キャッシュ内に完全に一致した問合せが見つからない場合に発生します。ハード解析は、
SQL 文を効率的に共有することで回避できます。問合せでリテラルのかわりにバインド変数
を使用することは、共有を増やす 1 つの方法です。

ハード解析が最も多く行われているセッションを示すことにより、このグラフで、SQL リラ
イトの最適な候補となるアプリケーションまたはプログラムを識別できます。

また、共有 SQL プール・メモリーの使用を最適化し、不要な文の再解析を回避するために
変更できる SQL 文を調べます。このタイプの問題は、一般に、同じような SQL 文が、空
白、大 / 小文字またはこの 2 つの組合せが異なって作成されている場合に発生します。文で
は、明示的に指定される定数のかわりに、できるだけバインド変数を使用することも検討し
てください。

類似する SQL 文を識別するには、「Similar SQL Statements」グラフを使用します。このグ
ラフでは、最初の n 文字が類似する文、およびその文のセグメントのバージョンがいくつ
キャッシュに存在するかを示します。共有プール領域のサイズ不足のためキャッシュから
SQL 文が除去されることにより、ハード解析が強制的に実行されることもあります。共有
プール・サイズにより、現行の共有プール割当ておよびその増加の可能性がわかります。

SHARED_POOL_SIZE 初期化パラメータでは、共有プールの合計サイズを制御します。
SHARED_POOL_SIZE の値を増やし、新規要求のための領域を作成するために SQL 要求が
共有プールからフラッシュされる頻度を減らすことを検討します。
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共有 SQL 領域で使用可能な追加メモリーを利用するには、セッションごとに許可される
カーソル数を増やすことが必要な場合もあります。この制限は、初期化パラメータ
OPEN_CURSORS の値を増やすことで増加できます。

ライブラリ・キャッシュ・ミス（ライブラリ・キャッシュ・ミス（ライブラリ・キャッシュ・ミス（ライブラリ・キャッシュ・ミス（%））））

説明説明説明説明

共有プールは、共有 SQL 要求のライブラリ・キャッシュ、ディクショナリ・キャッシュお
よび特定のインスタンス構成に固有のその他のキャッシュ構造を含む SGA 内の領域です。

ミス率で測定されるライブラリ・キャッシュ効率は、完全に解析またはコンパイルされた
PL/SQL ブロックおよび SQL 文の表現がメモリー内に存在していない回数の割合を記録し
ます。

共有プール・メカニズムでは、システム・リソースの消費を少なくとも次の 3 つの方法で大
幅に削減できます。

� SQL 文が共有プールにある場合は、解析時間が排除されます。

� すべてのアプリケーションで同じ共有 SQL 文およびディクショナリ・リソースのプール
を利用するため、アプリケーション・メモリーのオーバーヘッドが削減されます。

� 共有プール内にあるディクショナリ要素はアクセスする必要がないため、I/O リソース
が節約されます。

共有プールが小さすぎる場合、データベース操作を完了するために追加のリソースが消費さ
れます。ライブラリ・キャッシュにアクセスする場合、SQL 文の再解析に必要な追加の
CPU リソースが主なオーバーヘッドになります。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値に対し、ライブラリ・キャッ
シュ・ミス率（失敗率）を監視します。発生数が指定された値を超えた場合は、警戒または
警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 発生数 :　しきい値を超えたライブラリ・キャッシュ・ミス率の連続発生数がこの値に
達すると、警戒または警告が生成されます。デフォルトは 3 です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 1% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 0.5% です。

出力出力出力出力

現行の率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒
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ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

SHARED_POOL_SIZE 初期化パラメータでは、共有プールの合計サイズを制御します。
SHARED_POOL_SIZE の値を増やし、新規要求のための領域を作成するために SQL 要求が
共有プールからフラッシュされる頻度を減らすことを検討します。

共有 SQL 領域に対して使用可能な追加メモリーを利用するには、セッション当たりで許可
されるカーソル数を増やすことが必要な場合もあります。この制限は、初期化パラメータ
OPEN_ CURSORS の値を増やすことで増加できます。

また、共有 SQL プール・メモリーの使用を最適化し、不要な文の再解析を回避するために
変更できる SQL 文を調べます。このタイプの問題は、一般に、同じような SQL 文が、空
白、大 / 小文字またはこの 2 つの組合せが異なって作成されている場合に発生します。文で
は、明示的に指定される定数のかわりに、できるだけバインド変数を使用することを検討し
てください。

注意注意注意注意 :　　　　Oracle Intelligent Agent リリース 9.0 では、このイベント・テストは廃止されまし
た。ライブラリ・キャッシュ・ヒット・イベント・テストを使用することをお薦めします。
このイベント・テストは、旧バージョンの Intelligent Agent との下位互換性を保つために保
持されています。

ロック制限ロック制限ロック制限ロック制限

説明説明説明説明

DML_LOCKS 初期化パラメータでは、DML ロックの最大数を指定します。DML ロックの
目的は、複数のユーザーにより同時にアクセスされるデータの整合性を保証することです。
DML ロックは、競合する同時の DML 操作または DDL 操作（あるいはその両方）の破壊的
な衝突を防ぎます。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値（率）に対し、ロック・リソース
の使用率をチェックします。DML_LOCKS 初期化パラメータで設定された制限に対するす
べてのアクティブな DML ロックの割合がしきい値引数で指定された値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。

DML_LOCKS が 0（ゼロ）の場合は、このテストの登録に失敗します。値 0（ゼロ）は、エ
ンキューが使用不可であることを示します。

例例例例

40 の DML ロックがアクティブで、DML_LOCKS の値が 60 の場合、割合は 67%（40/60 ×
100）です。この値は、指定されたしきい値と比較されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 90% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 80% です。

出力出力出力出力

現在の値および DML_LOCKS で指定された制限。
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推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

DML_LOCKS インスタンス・パラメータの値を 10% 増やします。

論理読込み論理読込み論理読込み論理読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりの論理読込み回数を表します。論理読込み
は、SGA に対するデータ・ブロックの読込み要求です。要求されたブロックがバッファ・
キャッシュに存在しない場合は、論理読込みの結果として物理読込みが発生することがあり
ます。

このテストでは、1 秒当たりの論理（db ブロック取得 + 整合性取得）読込みをチェックしま
す。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

LogicalReads / Seconds

意味 :

� LogicalReads:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='session logical reads'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりの論理読込み。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

過剰な論理読込みは、その結果として物理読込みが発生していなくても、パフォーマンス・
チューニングで考慮する必要のある領域を表します。通常、この統計の値が大きい場合は、
フル・テーブル・スキャンが実行されていることを示しています。論理読込み（バッファ読
取り）を最も多く実行している SQL を識別するには、「Top SQL (Buffer Gets)」グラフを使
用します。これにより、大量の論理読込みを行っている SQL をすばやく識別できます。こ
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れらの SQL 文は、ドリルダウンを介して詳しく調査できます。これらの SQL 文のチューニ
ングにより、バッファ・キャッシュ・アクセスが削減されます。

論理読込み論理読込み論理読込み論理読込み / トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりの論理読込み回数を表しま
す。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大
量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で
は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりの論理（db ブロック取得 + 整合性取得）読込み
をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaReads / Transactions

意味 :

� DeltaReads:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='session logical reads'」の差異

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりの論理読込み。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

過剰な論理読込みは、その結果として物理読込みが発生していなくても、パフォーマンス・
チューニングで考慮する必要のある領域を表します。通常、この統計の値が大きい場合は、
フル・テーブル・スキャンが実行されていることを示しています。論理読込み（バッファ読
取り）を最も多く実行している SQL を識別するには、「Top SQL (Buffer Gets)」グラフを使
用します。これにより、大量の論理読込みを行っている SQL をすばやく識別できます。特
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定の SQL 文を最適にチューニングする方法を詳細に調べるには、「EXPLAIN PLAN」ドリ
ルダウンを使用するか、Windows NT の場合は「SQL 文をチューニング」ドリルダウンを
使用します。

ログインログインログインログイン / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりのログイン数を表します。

このテストでは、サンプル期間中の 1 秒当たりの発生ログイン数をチェックします。値がし
きい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaLogons / Seconds

意味 :

� DeltaLogons:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='logons cumulative'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりのログイン。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

高いログイン率は、アプリケーションのデータベースへのアクセスが非効率的であることを
示している場合があります。データベース・ログインはコストの高い操作です。SQL アクセ
スのたびにアプリケーションでログインを実行している場合、そのアプリケーションはパ
フォーマンスが低く、データベース上の他のアプリケーションのパフォーマンスにも影響し
ます。ログイン率が高い場合は、ログインを実行しているアプリケーションを識別し、その
アプリケーションを再設計してセッション接続をプール、再利用または共有できるかどうか
を判断します。
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「Transaction Based Execution Rates」グラフにより、トランザクションへのログイン率をす
ばやく判断し、1 ログイン当たり実行されているトランザクションの平均作業量を判断でき
ます。

データベースの CPU 消費をすばやく分析するには、「CPU Breakdown」グラフを使用しま
す。このグラフでは、データベースの CPU 消費が 3 つの部分に分類されます。CPU 時間の
最大部分をさらに分析すると、CPU 消費の削減に役立ちます。

ログインログインログインログイン / トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりのログイン数を表します。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大
量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で
は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりに発生したログイン数をチェックします。値が
しきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaLogons / Transactions

意味 :

� DeltaLogons:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='logons cumulative'」の差異

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりのログイン。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

高いログイン率は、アプリケーションのデータベースへのアクセスが非効率的であることを
示している場合があります。データベース・ログインはコストの高い操作です。SQL アクセ
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スのたびにアプリケーションでログインを実行している場合、そのアプリケーションはパ
フォーマンスが低く、データベース上の他のアプリケーションのパフォーマンスにも影響し
ます。ログイン率が高い場合は、ログインを実行しているアプリケーションを識別し、その
アプリケーションを再設計してセッション接続をプール、再利用または共有できるかどうか
を判断します。

最大エクステント最大エクステント最大エクステント最大エクステント

説明説明説明説明

セグメントは、単一の表、クラスタ、索引、一時セグメントまたはロールバック・セグメン
トを構成するエクステントのコレクションです。MAXEXTENTS セグメント記憶域パラメー
タでは、セグメントに割り当てることのできるエクステントの最大数を指定します。セグメ
ントがエクステントの最大数で満たされると、その後の行の挿入は ORA-01631 エラー・
メッセージで失敗します。

このイベント・テストでは、「表領域名」、「セグメント名」、「セグメント・タイプ」の各パ
ラメータで指定されたいずれかのセグメントが最大エクステントに近付いているかどうかを
チェックします。いずれかのセグメントで、エクステントの最大数から既存のエクステント
数を引いた数が、しきい値引数で指定されたしきい値を下回った場合は、警戒または警告が
生成されます。

例例例例

セグメントの最大エクステント数が 20 で、既存のエクステント数が 16 の場合は、指定され
たしきい値と 4 が比較されます。警告に対して 3 が指定され、警戒に対して 5 が指定されて
いる場合は、4 エクステントのみが使用可能であるため警戒が起動します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 表領域名フィルタ :　監視する表領域名のフィルタ、またはすべての表領域を指定する
場合は *（アスタリスク）。一時、読取り専用、オフラインのいずれかである表領域は除
外されます。デフォルトは *（アスタリスク）です。

� セグメント名フィルタ :　監視するセグメントのフィルタ、またはすべてのセグメント
を指定する場合は *（アスタリスク）。デフォルトは *（アスタリスク）です。

� セグメント・タイプ・フィルタ :　監視するセグメント・タイプのフィルタ、またはす
べてのセグメント・タイプを指定する場合は *（アスタリスク）。セグメント・タイプ
CACHE は除外されます。デフォルトは *（アスタリスク）です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（エクステント数）。デフォルトは 1 エク
ステントです。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（エクステント数）。デフォルトは 2 エク
ステントです。

注意注意注意注意 :　　　　すべてのフィルタに、= 'ABC', in ('XYZ', 'ABC'), like '% ABC' のような SQL 構文が含
まれる必要があります。高い頻度で監視されるオブジェクト数が多い場合、たとえば 2 分ご
とに 200 セグメントすべての領域をチェックする場合は、リソース要件が高くなります。可
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能な場合は、フィルタを使用して、監視対象オブジェクトの有効範囲を限定することをお薦
めします。また、ポーリング・スケジュールには環境に適した値を設定します。たとえば、
サイズが急速に拡張しないセグメントは、5 分ごとではなく 2 日ごとにチェックします。

出力出力出力出力

� 最大エクステントに近付いているセグメントの名前

� セグメントを含む表領域名

� エクステントの最大数に達する前に割当てできるエクステント数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

10 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

可能な場合は、セグメントの MAXEXTENTS 記憶域パラメータの値を増やします。または、
より大きなエクステント・サイズでセグメントを再作成し、NEXT=INITIAL および
PCTINCREASE = 0 である STORAGE パラメータを指定して、1 つのセグメント内のエクス
テントが同じサイズとなるようにします。直線的にスキャンされるセグメントでは、各マル
チブロック READ 中に読み込まれたブロック数の倍数であるエクステント・サイズを選択し
ます。これにより、Oracle のマルチブロック READ 機能が効率よく使用されます。

注意注意注意注意 :　　　　最大エクステント・イベント・テストの実行は、リソースを大量に消費する操作に
なる場合があります。したがって、オラクル社では、オフピーク時に最大エクステント・イ
ベント・テストを実行することをお薦めします。

複数エクステント複数エクステント複数エクステント複数エクステント

説明説明説明説明

セグメントは、単一の表、クラスタ、索引、一時セグメントまたはロールバック・セグメン
トを構成するエクステントのコレクションです。Oracle サーバーでは、セグメントに複数の
エクステントを持つことができ、サーバーにより、追加領域が必要になったときにエクステ
ントが自動的に割り当てられます。

エクステントが同じサイズであり、マルチブロック READ バッチ・サイズの倍数でもある場
合、全体スキャンされない複数のエクステントを持つセグメント（表および一時セグメント
のみ）では、パフォーマンスは低下しません。エクステントが READ バッチ・サイズより
100 倍以上大きい場合、パフォーマンスは低下しません。Oracle 管理者は、セグメント内の
エクステント数を監視することも選択できます。

このイベント・テストでは、「表領域名」、「セグメント名」、「セグメント・タイプ」の各パ
ラメータで指定されたいずれかのセグメントが複数のエクステントを持つかどうかをチェッ
クします。エクステント数がしきい値引数で指定された値を超えた場合は、警戒または警告
が生成されます。
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注意注意注意注意 :　　　　複数エクステントがパフォーマンスの問題の原因となるのは、セグメント全体がス
キャンされ、セグメントのエクステント・サイズがマルチブロック READ サイズの倍数でな
い場合のみです。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 表領域名フィルタ :　監視する表領域名のフィルタ、またはすべての表領域を指定する
場合は *（アスタリスク）。一時、読取り専用、オフラインのいずれかである表領域は除
外されます。デフォルトは *（アスタリスク）です。

� セグメント名フィルタ :　監視するセグメント名のフィルタ、またはすべてのセグメン
トを指定する場合は *（アスタリスク）。デフォルトは *（アスタリスク）です。

� セグメント・タイプ・フィルタ :　監視するセグメント・タイプのフィルタ、またはす
べてのセグメント・タイプを指定する場合は *（アスタリスク）。セグメント・タイプ
CACHE および DEFERRED ROLLBACK は除外されます。デフォルトは *（アスタリス
ク）です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（エクステント数）。デフォルトは 50 エク
ステントです。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（エクステント数）。デフォルトは 30 エク
ステントです。

注意注意注意注意 :　　　　すべてのフィルタに、= 'ABC', in ('XYZ', 'ABC'), like '% ABC' のような SQL 構文が含
まれる必要があります。高い頻度で監視されるオブジェクト数が多い場合、たとえば 2 分ご
とに 200 セグメントすべての領域をチェックする場合は、リソース要件が高くなります。可
能な場合は、フィルタを使用して、監視対象オブジェクトの有効範囲を限定することをお薦
めします。また、ポーリング・スケジュールには環境に適した値を設定します。たとえば、
サイズが急速に拡張しないセグメントは、5 分ごとではなく 2 日ごとにチェックします。

出力出力出力出力

� 複数エクステントから構成されているセグメントの名前

� セグメントを含む表領域の名前

� セグメントに対して現在割り当てられているエクステント数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

10 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

セグメントが直線的にスキャンされる場合は、複数エクステントが同じサイズであることを
確認します。サーバーのマルチブロック READ 機能の効率を最大にするには、選択したエク
ステント・サイズがマルチブロック READ バッチ・サイズの整数倍であるか、エクステント
が読込みバッチ・サイズの 100 倍以上です。

他のすべてのセグメントでは、エクステント割当て数がセグメントの最大エクステント数に
近付かないかぎり、操作は不要です。この場合は、可能であれば、セグメントの
MAXEXTENTS 記憶域パラメータの値を増やします。
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または、より大きなエクステント・サイズでセグメントを再作成し、NEXT=INITIAL およ
び PCTINCREASE = 0 である STORAGE パラメータを指定して、1 つのセグメント内のエク
ステントが同じサイズとなるようにします。

注意注意注意注意 :　　　　複数エクステント・イベント・テストの実行は、リソースを大量に消費する操作に
なる場合があります。したがって、オラクル社では、オフピーク時に複数エクステント・イ
ベント・テストを実行することをお薦めします。

ネットワーク読込みネットワーク読込みネットワーク読込みネットワーク読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、SQL Net 層を介してデータベースとの間で送受信された合計バイト数を
表します。

このテストでは、1 秒当たりのネットワーク読込み / 書込み回数をチェックします。値がし
きい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

(DeltaBytesFromClient + DeltaBytesFromDblink + DeltaBytesToClient + 
DeltaBytesToDblink) / Seconds

意味 :

� Delta Bytes From Client:　サンプル期間の終了と開始の間での「select s.value from 
v$sysstat s, visitation n where n.name='bytes received via SQL*Net from client' and 
n.statistic#=s.statistic#」の差異

� DeltaBytesFromClient:　サンプル期間の終了と開始の間での「select s.value from 
v$sysstat s, v$statname n where n.name='bytes received via SQL*Net from dblink' and 
n.statistic#=s.statistic#」の差異

� DeltaBytesFromClient:　サンプル期間の終了と開始の間での「select s.value from 
v$sysstat s, v$statname n where n.name='bytes sent via SQL*Net to client' and 
n.statistic#=s.statistic#」の差異

� DeltaBytesFromClient:　サンプル期間の終了と開始の間での「select s.value from 
v$sysstat s, v$statname n where n.name='bytes sent via SQL*Net to dblink' and 
n.statistic#=s.statistic#」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。
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出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりのネットワーク・バイト。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

このデータ項目は、データベースとのネットワーク通信量を表します。この数値は、履歴レ
ベルと比較した場合にのみ、特定のデータベースに関連するネットワーク通信量の使用量を
理解することに役立ちます。

解析（ハード）解析（ハード）解析（ハード）解析（ハード）/ 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりのハード解析数を表します。ハード解
析は、SQL 文を共有プールにロードする必要がある場合に発生します。この場合、Oracle
サーバーでは、共有プールにメモリーを割り当て、文を解析する必要があります。

特定の SQL カーソルが解析されるたびに、このカウントが 1 ずつ増やされます。SQL カー
ソルが解析される原因となる特定の操作があります。SQL 文を解析すると、その文は、カー
ソルの実行計画の生成時にオプティマイザで評価する最小単位のステップに分割されます。

このテストでは、キャッシュに存在しなかった文の解析数をチェックします。値がしきい値
引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaParses / Seconds

意味 :

� DeltaParses:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='parse count (hard)'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりのハード解析。
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推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

解析に消費される時間が過剰に思われる場合は、SQL 文を評価して、共有 SQL プール・メ
モリーの使用を最適化し、不要な文の再解析を回避するために変更できる SQL 文を判断し
ます。このタイプの問題は、一般に、同じような SQL 文が、空白、大 / 小文字またはこの 2
つの組合せが異なって作成されている場合に発生します。文では、明示的に指定される定数
のかわりに、できるだけバインド変数を使用することも検討してください。

「Top Sessions by Hard Parse Count」グラフでは、ハード解析が最も多く行われているセッ
ションが示されます。ハード解析は、サーバーで問合せを解析した際に、ライブラリ・
キャッシュ内に完全に一致した問合せが見つからない場合に発生します。ハード解析は、
SQL 文を効率的に共有することで回避できます。問合せでリテラルのかわりにバインド変数
を使用することは、共有を増やす 1 つの方法です。

ハード解析が最も多く行われているセッションを示すことにより、このグラフで、SQL リラ
イトの最適な候補となるアプリケーションまたはプログラムが示されます。

また、共有 SQL プール・メモリーの使用を最適化し、不要な文の再解析を回避するために
変更できる SQL 文を調べます。このタイプの問題は、一般に、同じような SQL 文が、空
白、大 / 小文字またはこの 2 つの組合せが異なって作成されている場合に発生します。文で
は、明示的に指定される定数のかわりに、できるだけバインド変数を使用することも検討し
てください。

類似する SQL 文を識別するには、「Similar SQL Statements」グラフを使用します。このグ
ラフは、最初の n 文字が類似する文、およびその文のセグメントのバージョンがいくつ
キャッシュに存在するかを示します。共有プール領域のサイズ不足のためキャッシュから
SQL 文が除去されることにより、ハード解析が強制的に実行されることもあります。共有
プール・サイズにより、現行の共有プール割当ておよびその増加の可能性がわかります。

SHARED_POOL_SIZE 初期化パラメータでは、共有プールの合計サイズを制御します。
SHARED_POOL_SIZE の値を増やし、新規要求のための領域を作成するために SQL 要求が
共有プールからフラッシュされる頻度を減らすことを検討します。

共有 SQL 領域で使用可能な追加メモリーを利用するには、セッションごとに許可される
カーソル数を増やすことが必要な場合もあります。この制限は、初期化パラメータ
OPEN_CURSORS の値を増やすことで増加できます。
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解析（ハード）解析（ハード）解析（ハード）解析（ハード）/ トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりのハード解析数を表します。ハード解
析は、SQL 文を共有プールにロードする必要がある場合に発生します。この場合、Oracle
サーバーでは、共有プールにメモリーを割り当て、文を解析する必要があります。

特定の SQL カーソルが解析されるたびに、このカウントが 1 ずつ増やされます。SQL カー
ソルが解析される原因となる特定の操作があります。SQL 文を解析すると、その文は、カー
ソルの実行計画の生成時にオプティマイザで評価する最小単位のステップに分割されます。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大
量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で
は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、このサンプル期間中の 1 秒当たりのハード解析数をチェックします。値が
しきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaParses / Transactions

意味 :

� DeltaParses:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='parse count (hard)'」の差異

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりのハード解析。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

解析に消費される時間が過剰に思われる場合は、SQL 文を評価して、共有 SQL プール・メ
モリーの使用を最適化し、不要な文の再解析を回避するために変更できる SQL 文を判断し
ます。このタイプの問題は、一般に、同じような SQL 文が、空白、大 / 小文字またはこの 2
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つの組合せが異なって作成されている場合に発生します。文では、明示的に指定した定数の
かわりに、できるだけバインド変数を使用することも検討してください。

「Top Sessions by Hard Parse Count」グラフでは、ハード解析が最も多く行われているセッ
ションが示されます。ハード解析は、サーバーで問合せを解析した際に、ライブラリ・
キャッシュ内に完全に一致した問合せが見つからない場合に発生します。ハード解析は、
SQL 文を効率的に共有することで回避できます。問合せでリテラルのかわりにバインド変数
を使用することは、共有を増やす 1 つの方法です。

ハード解析が最も多く行われているセッションを示すことにより、このグラフで、SQL リラ
イトの最適な候補となるアプリケーションまたはプログラムが示されます。

また、共有 SQL プール・メモリーの使用を最適化し、不要な文の再解析を回避するために
変更できる SQL 文を調べます。このタイプの問題は、一般に、同じような SQL 文が、空
白、大 / 小文字またはこの 2 つの組合せが異なって作成されている場合に発生します。文で
は、明示的に指定される定数のかわりに、できるだけバインド変数を使用することも検討し
てください。

類似する SQL 文を識別するには、「Similar SQL Statements」グラフを使用します。このグ
ラフは、最初の n 文字が類似する文、およびその文のセグメントのバージョンがいくつ
キャッシュに存在するかを示します。共有プール領域のサイズ不足のためキャッシュから
SQL 文が除去されることにより、ハード解析が強制的に実行されることもあります。共有
プール・サイズにより、現行の共有プール割当ておよびその増加の可能性がわかります。

SHARED_POOL_SIZE 初期化パラメータでは、共有プールの合計サイズを制御します。
SHARED_POOL_SIZE の値を増やし、新規要求のための領域を作成するために SQL 要求が
共有プールからフラッシュされる頻度を減らすことを検討します。

共有 SQL 領域で使用可能な追加メモリーを利用するには、セッションごとに許可される
カーソル数を増やすことが必要な場合もあります。この制限は、初期化パラメータ
OPEN_CURSORS の値を増やすことで増加できます。

解析（合計）解析（合計）解析（合計）解析（合計）/ 秒秒秒秒

説明説明説明説明

この数値は、1 秒当たりのハードとソフト両方の合計解析数を表します。ハード解析は、
SQL 文を共有プールにロードする必要がある場合に発生します。この場合、Oracle サーバー
では、共有プールにメモリーを割り当て、文を解析する必要があります。ソフト解析は、
Oracle サーバーにより共有プールで SQL 文をチェックし、再利用できる文のバージョンを
見つけた場合に記録されます。

特定の SQL カーソルが解析されるたびに、このカウントが 1 ずつ増やされます。SQL カー
ソルが解析される原因となる特定の操作があります。SQL 文を解析すると、その文は、カー
ソルの実行計画の生成時にオプティマイザで評価する最小単位のステップに分割されます。

このテストでは、1 秒当たりの解析コール数をチェックします。値がしきい値引数で指定さ
れた値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告
が生成されます。
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データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaParses / Seconds

意味 :

� DeltaParses:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='parse count (total)'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および解析コール数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

解析に消費される時間が過剰に思われる場合は、SQL 文を評価して、共有 SQL プール・メ
モリーの使用を最適化し、不要な文の再解析を回避するために変更できる SQL 文を判断し
ます。このタイプの問題は、一般に、同じような SQL 文が、空白、大 / 小文字またはこの 2
つの組合せが異なって作成されている場合に発生します。文では、明示的に指定される定数
のかわりに、できるだけバインド変数を使用することも検討してください。

「Top Sessions by Hard Parse Count」グラフでは、ハード解析が最も多く行われているセッ
ションが示されます。ハード解析は、サーバーで問合せを解析した際に、ライブラリ・
キャッシュ内に完全に一致した問合せが見つからない場合に発生します。ハード解析は、
SQL 文を効率的に共有することで回避できます。問合せでリテラルのかわりにバインド変数
を使用することは、共有を増やす 1 つの方法です。

ハード解析が最も多く行われているセッションを示すことにより、このグラフで、SQL リラ
イトの最適な候補となるアプリケーションまたはプログラムが示されます。

また、共有 SQL プール・メモリーの使用を最適化し、不要な文の再解析を回避するために
変更できる SQL 文を調べます。このタイプの問題は、一般に、同じような SQL 文が、空
白、大 / 小文字またはこの 2 つの組合せが異なって作成されている場合に発生します。文で
は、明示的に指定される定数のかわりに、できるだけバインド変数を使用することも検討し
てください。

類似する SQL 文を識別するには、「Similar SQL Statements」グラフを使用します。このグ
ラフは、最初の n 文字が類似する文、およびその文のセグメントのバージョンがいくつ
キャッシュに存在するかを示します。共有プール領域のサイズ不足のためキャッシュから
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SQL 文が除去されることにより、ハード解析が強制的に実行されることもあります。共有
プール・サイズにより、現行の共有プール割当ておよびその増加の可能性がわかります。

SHARED_POOL_SIZE 初期化パラメータでは、共有プールの合計サイズを制御します。
SHARED_POOL_SIZE の値を増やし、新規要求のための領域を作成するために SQL 要求が
共有プールからフラッシュされる頻度を減らすことを検討します。

共有 SQL 領域で使用可能な追加メモリーを利用するには、セッションごとに許可される
カーソル数を増やすことが必要な場合もあります。この制限は、初期化パラメータ
OPEN_CURSORS の値を増やすことで増加できます。

解析（合計）解析（合計）解析（合計）解析（合計）/ トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

この数値は、1 トランザクション当たりのハードとソフト両方の合計解析数を表します。
ハード解析は、SQL 文を共有プールにロードする必要がある場合に発生します。この場合、
Oracle サーバーでは、共有プールにメモリーを割り当て、文を解析する必要があります。ソ
フト解析は、Oracle サーバーにより共有プールで SQL 文をチェックし、再利用できる文の
バージョンを見つけた場合に記録されます。

特定の SQL カーソルが解析されるたびに、このカウントが 1 ずつ増やされます。SQL カー
ソルが解析される原因となる特定の操作があります。SQL 文を解析すると、その文は、カー
ソルの実行計画の生成時にオプティマイザで評価する最小単位のステップに分割されます。

このテストでは、1 トランザクション当たりの解析コール数をチェックします。値がしきい
値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、
警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaParses / Transactions

意味 :

� DeltaParses:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='parse count (total)'」の差異

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりの解析コール数。
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データベース・イベント・テストの説明
推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

解析に消費される時間が過剰に思われる場合は、SQL 文を評価して、共有 SQL プール・メ
モリーの使用を最適化し、不要な文の再解析を回避するために変更できる SQL 文を判断し
ます。このタイプの問題は、一般に、同じような SQL 文が、空白、大 / 小文字またはこの 2
つの組合せが異なって作成されている場合に発生します。文では、明示的に指定される定数
のかわりに、できるだけバインド変数を使用することも検討してください。

「Top Sessions by Hard Parse Count」グラフでは、ハード解析が最も多く行われているセッ
ションが示されます。ハード解析は、サーバーで問合せを解析した際に、ライブラリ・
キャッシュ内に完全に一致した問合せが見つからない場合に発生します。ハード解析は、
SQL 文を効率的に共有することで回避できます。問合せでリテラルのかわりにバインド変数
を使用することは、共有を増やす 1 つの方法です。

ハード解析が最も多く行われているセッションを示すことにより、このグラフで、SQL リラ
イトの最適な候補となるアプリケーションまたはプログラムが示されます。

また、共有 SQL プール・メモリーの使用を最適化し、不要な文の再解析を回避するために
変更できる SQL 文を調べます。このタイプの問題は、一般に、同じような SQL 文が、空
白、大 / 小文字またはこの 2 つの組合せが異なって作成されている場合に発生します。文で
は、明示的に指定される定数のかわりに、できるだけバインド変数を使用することも検討し
てください。

類似する SQL 文を識別するには、「Similar SQL Statements」グラフを使用します。このグ
ラフは、最初の n 文字が類似する文、およびその文のセグメントのバージョンがいくつ
キャッシュに存在するかを示します。共有プール領域のサイズ不足のためキャッシュから
SQL 文が除去されることにより、ハード解析が強制的に実行されることもあります。共有
プール・サイズにより、現行の共有プール割当ておよびその増加の可能性がわかります。

SHARED_POOL_SIZE 初期化パラメータでは、共有プールの合計サイズを制御します。
SHARED_POOL_SIZE の値を増やし、新規要求のための領域を作成するために SQL 要求が
共有プールからフラッシュされる頻度を減らすことを検討します。

共有 SQL 領域で使用可能な追加メモリーを利用するには、セッションごとに許可される
カーソル数を増やすことが必要な場合もあります。この制限は、初期化パラメータ
OPEN_CURSORS の値を増やすことで増加できます。
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データベース・イベント・テストの説明
物理読込み物理読込み物理読込み物理読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の、1 秒当たりにディスクから読み込まれたデー
タ・ブロック数を表します。ユーザーが SQL 問合せを実行すると、Oracle では、最初に
データベース・バッファ・キャッシュ（メモリー）からのデータの取得を試行し、メモリー
内に存在しない場合はディスクを検索します。ディスクからのデータ・ブロックの読込み
は、メモリーからのデータ・ブロックの読込みよりもはるかに非効率的です。Oracle では、
メモリー使用率を常に最大にすることを目標としています。

このテストでは、ディスクから 1 秒当たりに読み込まれたデータ・ブロックをチェックしま
す。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaPhysicalReads / Seconds

意味 :

� DeltaPhysicalReads:　サンプルの終了と開始の間での「select s.value from v$sysstat s, 
v$statname n where n.name='physical reads' and n.statistic#=s.statistic#」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりの物理読込み。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

ブロック読込みは避けられないため、不要な I/O の最小化を目標とします。これは、優れた
アプリケーション設計および効率的な実行計画により実現できます。実行計画を変更する
と、パフォーマンスが大きく変化することがあります。システム・レベルの微調整では、通
常はわずかしか向上しません。

1 セッション当たりの I/O を表示し、物理読込みを行っているセッションを判断するには、
「Top Sessions by Physical Reads」グラフを使用する必要があります。このアプローチによ
り、問題のあるセッションを識別し、現行の SQL 文にドリルダウンして、そこからチュー
ニングを実行できます。
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データベース・イベント・テストの説明
物理読込みの最大部分を実行している SQL を識別するには、「Top SQL (Physical Reads)」
グラフを使用します。このグラフにより、I/O アクティビティの原因となっている SQL 文
をすばやく判断できます。このグラフから、SQL 文のフル・テキストを参照できます。特定
の SQL 文を最適にチューニングする方法を詳細に調べるには、「EXPLAIN PLAN」ドリル
ダウンを使用するか、Windows NT の場合は「SQL 文をチューニング」ドリルダウンを使
用します。

問題のある SQL を識別する 2 つの方法の違いは、「Top Sessions」ビューでは、その時点で
物理読込みを最も多く実行しているセッションが表示されることです。「Top SQL」ビュー
には、まだ SQL キャッシュ内に存在し、存続期間中に I/O を最も多く実行した SQL 文が表
示されます。現在実行されていない SQL 文は、「Top SQL」ビューには表示されません。

SQL 文が適切にチューニングおよび最適化されている場合は、次の提案を検討してくださ
い。より大きなバッファ・キャッシュが役立つことがあります。これは、
DB_BLOCK_BUFFERS の値を実際に増やしてテストします。
DB_BLOCK_LRU_EXTENDED_STATISTICS は、他のパフォーマンスの問題を発生させるこ
とがあるため使用しません。システムで追加のページングまたはスワッピングを発生させる
可能性がある場合は、SGA サイズを増やさないでください。

I/O レートに影響する可能性がそれほど明白ではない問題は、データがどの程度適切に物理
的にクラスタ化されているかということです。たとえば、列が 2 つの値の間にある表から、
索引スキャンを介して行を頻繁にフェッチすると想定します。各索引ブロックに 100 行ある
場合は、次のような 2 つの極値になります。

1. 表の各行は、異なる物理ブロック内にあります（各索引ブロックの読込みには 100 ブ
ロックが必要です）。

2. 表の行は、すべて少数の隣接ブロック内にあります（各索引ブロックの読込みには少数
のブロックが必要です）。

データの事前ソートまたは再編成により、深刻な場合でも、この状況を改善できます。

より詳細な I/O 統計を表示するために、「I/O at a Glance」グラフには、全体の I/O 統計お
よびデータベース内でアクセスされている上位ファイルの分類が表示されます。

1 トランザクション当たりの I/O 統計のビューについては、「I/O Rates per Transaction」グ
ラフに、各トランザクションで発生する I/O の平均量が示されます。これらのトランザク
ション・ベースの率により、データベース内の I/O アクティビティについて、より一貫した
ビューが提供されます。トランザクション・ベースの統計は、1 秒当たりの数値ほど、1 日
の間には変動しません。
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データベース・イベント・テストの説明
物理読込み物理読込み物理読込み物理読込み / トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりのディスク読込み回数を表
します。ユーザーが SQL 問合せを実行すると、Oracle では、最初にデータベース・バッ
ファ・キャッシュ（メモリー）からのデータの取得を試行し、メモリー内に存在しない場合
はディスクを検索します。ディスクからのデータ・ブロックの読込みは、メモリーからの
データ・ブロックの読込みよりもはるかにコストがかかります。Oracle では、メモリー使用
率を常に最大にすることを目標としています。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大
量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で
は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりにディスクから読み込まれたデータ・ブロック
をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaReads / Transactions

意味 :

� DeltaReads:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='physical reads'」の差異

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりの物理読込み。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

ブロック読込みは避けられないため、不要な I/O の最小化を目標とします。これは、優れた
アプリケーション設計および効率的な実行計画により実現できます。実行計画を変更する
と、パフォーマンスが大きく変化することがあります。システム・レベルの微調整では、通
常はわずかしか向上しません。
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データベース・イベント・テストの説明
物理読込みの最大部分を実行している SQL を識別するには、「Top SQL (Physical Reads)」
グラフを使用します。このグラフにより、I/O アクティビティの原因となっている SQL 文
をすばやく判断できます。このグラフから、SQL 文のフル・テキストを参照できます。特定
の SQL 文を最適にチューニングする方法を詳細に調べるには、「EXPLAIN PLAN」ドリル
ダウンを使用するか、Windows NT の場合は「SQL 文をチューニング」ドリルダウンを使
用します。

1 セッション当たりの I/O を表示し、物理読込みを行っているセッションを判断するには、
「Top Sessions by Physical Reads」グラフを使用します。このアプローチにより、問題のあ
るセッションを識別し、現行の SQL 文にドリルダウンして、チューニングを実行できます。

SQL 文が適切にチューニングおよび最適化されている場合は、次の提案が役立つことがあり
ます。より大きなバッファ・キャッシュが役立つことがあります。これは、
DB_BLOCK_LRU_EXTENDED_STATISTICS を使用せずに DB_BLOCK_BUFFERS の値を実
際に増やしてテストします。システムで追加のページングまたはスワッピングが発生する場
合は、SGA サイズを増やさないでください。

I/O レートに影響する可能性がそれほど明白ではない問題は、データがどの程度適切に物理
的にクラスタ化されているかということです。たとえば、列が 2 つの値の間にある表から、
索引スキャンを介して行を頻繁にフェッチすると想定します。各索引ブロックに 100 行ある
場合は、次のような 2 つの極値になります。

1. 表の各行は、異なる物理ブロック内にあります（各索引ブロックの読込みには 100 ブ
ロックが必要です）。

2. 表の行は、すべて少数の隣接ブロック内にあります（各索引ブロックの読込みには少数
のブロックが必要です）。

データの事前ソートまたは再編成は、深刻な場合でも、この問題に取り組む際に役立ちま
す。

物理書込み物理書込み物理書込み物理書込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりのディスク書込み回数を表します。この統
計は、DBWR バックグラウンド・プロセスによりディスクにキャッシュされた SGA バッ
ファから書き込まれたデータベース・ブロック、および直接書込みを実行しているプロセス
により PGA から書き込まれたデータベース・ブロックの割合を表します。

このテストでは、1 秒当たりにディスクに書き込まれたデータ・ブロックをチェックします。
値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を
超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaWrites / Seconds
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データベース・イベント・テストの説明
意味 :

� DeltaWrites:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='physical writes'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりの物理書込み。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

この統計は DBWR 書込みとセッションによる直接書込みの両方を示すため、物理書込みを
直接表示し、書込みアクティビティが実際に発生している場所を判断する必要があります。
直接物理書込みの値が書込みの大部分を構成している場合は、一時表領域へのソートまたは
書込みが多数発生している可能性があります。「Top Sessions by Disk Sorts」を表示して、
ソート・アクティビティを詳しく調査できます。

書込みの大半が直接でない場合、書込みは DBWR プロセスにより実行されます。これは、
ログ・ライターまたは REDO 待機が「Sessions Waiting for this Event」グラフまたは「Top 
Waits by Time Waited」グラフに示されている場合にのみ問題になります。これらのグラフ
は、データベース概要グラフの一番下にあります。

DBWR のパフォーマンスおよび状態は、「DBWR Analysis」グラフでも参照できます。この
グラフは、DBWR アクティビティを、そのアクティビティが効率よく機能しているかどうか
を示すカテゴリに分類する複数のグラフから構成されます。

I/O 操作が実際に発生している場所を即時に分析するには、「File Write Operations」グラフ
を表示します。このグラフは、1 秒当たりの書込み回数による上位データ・ファイルをリス
トします。同様に、アクセス時間が最も低速なファイルを判断するには、「Average Cost of 
I/O」グラフを使用します。このグラフには、システムのボトルネックの原因となっている、
アクセスが最も低速なファイルがリストされます。

最後に、1 トランザクション当たりのバックグラウンド・プロセス I/O 統計を表示するため
に、「Background Process I/O - Per Transaction」グラフに、各トランザクションの平均 I/O
量が表示されます。
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データベース・イベント・テストの説明
物理書込み物理書込み物理書込み物理書込み / トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりのディスク書込み回数を表
します。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大
量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で
は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりにディスクに書き込まれたデータ・ブロックを
チェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaWrites / Transactions

意味 :

� DeltaWrites:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='physical writes'」の差異

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりの物理書込み。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

この統計は DBWR 書込みとセッションによる直接書込みの両方を示すため、物理書込みを
直接表示して、書込みアクティビティが実際に発生している場所を判断する必要がありま
す。直接物理書込みの値が書込みの大部分を構成している場合は、一時表領域へのソートま
たは書込みが多数発生している可能性があります。ソート・アクティビティは、「Top 
Sessions by Disk Sorts」グラフで詳細に調査できます。

書込みの大半が直接でない場合、書込みは DBWR プロセスにより実行されます。通常、こ
れは、ログ・ライターまたは REDO 待機が「Sessions Waiting for this Event」グラフまたは

「Top Waits by Time Waited」グラフに示されている場合にのみ問題になります。
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データベース・イベント・テストの説明
「DBWR Analysis」グラフで DBWR のパフォーマンスおよび状態を探します。このグラフ
は、DBWR を分類する複数のグラフおよび DBWR が効率よく機能しているかどうかを判断
する統計から構成されます。

プローブプローブプローブプローブ

説明説明説明説明

このイベント・テストでは、データベースへの新規接続を確立できるかどうかをチェックし
ます。最大ユーザー数を超えるかリスナーがダウンした場合は、このテストが起動します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

出力出力出力出力

なし

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

10 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

リスナーのステータスをチェックし、イベントが起動したノードで実行されていることを確
認します。リスナーが稼働している場合は、セッション制限に達しているユーザー数を確認
します。

注意注意注意注意 :　　　　プローブ・イベント・テストのユーザー接続情報の選択を検討する必要があります。
優先ユーザーが RESTRICED SESSION 権限を持つ場合、そのユーザーは、
LICENSE_MAX_SESSIONS 制限に達した場合でもデータベースに接続できます。

プロセス制限プロセス制限プロセス制限プロセス制限

説明説明説明説明

PROCESSES 初期化パラメータでは、データベースに同時接続できるオペレーティング・シ
ステム・ユーザー・プロセスの最大数を指定します。この数には、インスタンスにより利用
されているバックグラウンド・プロセスも含まれます。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値（率）に対し、プロセス・リソー
スの使用率をチェックします。PROCESSES 初期化パラメータで設定された制限に対するす
べての現行のプロセスの割合がしきい値引数で指定された値を超えると、警戒または警告が
生成されます。

例例例例

現在 40 プロセスが接続され、PROCESSES の値が 50 の場合、割合は 80%（40/50 × 100）
です。この値は、指定されたしきい値と比較されます。
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データベース・イベント・テストの説明
パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 90% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 80% です。

出力出力出力出力

現在の値および PROCESSES で指定された制限。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

現行の PROCESSES インスタンス・パラメータ設定が、オペレーティング・システム固有の
最大値を超えていないことを確認します。最大プロセス数を、インスタンスにログインする
と予想される最大の同時ユーザー数より最低でも 6 以上多くします。

再帰コール再帰コール再帰コール再帰コール / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりの再帰的コール数を表します。

ユーザーにより発行された SQL 文を実行するために、Oracle サーバーで追加の文を発行す
る必要がある場合があります。このような文は、再帰的コールまたは再帰的 SQL 文と呼ば
れます。たとえば、表に行を挿入する際に、その行を保持するための十分な領域が表にない
場合、Oracle サーバーでは、ディクショナリで管理された表領域が使用されている場合に領
域を動的に割り当てる再帰的コールを行います。再帰的コールは次の場合にも生成されま
す。

� データ・ディクショナリ情報がデータ・ディクショナリ・キャッシュ内になく、ディス
クから取得する必要がある場合

� データベース・トリガーの起動時

� DDL 文の実行時

� ストアド・プロシージャ、ファンクション、パッケージおよび無名 PL/SQL ブロック内
の SQL 文の実行時

� 参照整合性制約の施行時

このテストでは、1 秒当たりの再帰的 SQL コール数をチェックします。値がしきい値引数で
指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒また
は警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaRecursiveCalls / Seconds
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データベース・イベント・テストの説明
意味 :

� DeltaRecursiveCalls:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='recursive calls'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりの再帰的コール。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

Oracle サーバーでアプリケーションの実行時に過剰な再帰的コールを行っているように思わ
れる場合は、これらの再帰的コールの原因となっているアクティビティを判断します。動的
拡張が再帰的コールの原因であると判断した場合、より大きなエクステントを割り当てる
か、Oracle8i を使用している場合はローカル管理表領域の利用を検討して、拡張の頻度を減
らします。

再帰コール再帰コール再帰コール再帰コール / トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりの再帰的コール数を表します。

ユーザーにより発行された SQL 文を実行するために、Oracle サーバーで追加の文を発行す
る必要がある場合があります。このような文は、再帰的コールまたは再帰的 SQL 文と呼ば
れます。たとえば、表に行を挿入する際に、その行を保持するための十分な領域が表にない
場合、Oracle サーバーでは、ディクショナリで管理された表領域が使用されている場合に領
域を動的に割り当てる再帰的コールを行います。再帰的コールは次の場合にも生成されま
す。

� データ・ディクショナリ情報がデータ・ディクショナリ・キャッシュ内になく、ディス
クから取得する必要がある場合

� データベース・トリガーの起動時

� DDL 文の実行時

� ストアド・プロシージャ、ファンクション、パッケージおよび無名 PL/SQL ブロック内
の SQL 文の実行時
2-106　Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・マニュアル



データベース・イベント・テストの説明
� 参照整合性制約の施行時

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大
量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で
は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、内部表が変更される原因となるコール数をチェックします。値がしきい値
引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaRecursiveCalls / Transactions

意味 :

� DeltaRecursiveCalls:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='recursive calls'」の差異

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりの再帰的コール。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

Oracle サーバーでアプリケーションの実行時に過剰な再帰的コールを行っているように思わ
れる場合は、これらの再帰的コールの原因となっているアクティビティを判断します。動的
拡張が再帰的コールの原因であると判断した場合、より大きなエクステントを割り当てる
か、Oracle8i を使用している場合はローカル管理表領域の利用を検討して、拡張の頻度を減
らします。
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データベース・イベント・テストの説明
REDO ログ割当ヒットログ割当ヒットログ割当ヒットログ割当ヒット

説明説明説明説明

REDO ログ・エントリには、データベース・ブロック・バッファに対して行われた変更の記
録が含まれます。ログ・ライター（LGWR）・プロセスでは、ログ・バッファから REDO ロ
グ・ファイルに REDO ログ・エントリを書き込みます。ログ・バッファのサイズは、REDO
ログへのアクセスが頻繁な場合でも、ログ・バッファ内に新規エントリ用の領域が使用可能
になるよう設定する必要があります。ログ・バッファのサイズが足りない場合は、LGWR に
おいて REDO ログ・バッファの空き領域を待機する際に、ユーザー・プロセスが遅延しま
す。

ヒット率で測定される REDO ログ・バッファ効率では、ログ・ライターにより REDO ロ
グ・バッファ内の領域が解放されるのをユーザーが待機する必要のなかった回数の割合を記
録します。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値に対し、REDO ログ・バッファ・
ヒット率（成功率）を監視します。発生数が指定された値より少ない場合は、警戒または警
告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 発生数 :　しきい値を下回った REDO ログ・バッファ・ヒット率の連続発生数がこの値
に達すると、警戒または警告が生成されます。デフォルトは 3 です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 98% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 100% です。

出力出力出力出力

� 現行の率

� 現行の LOG_BUFFER（KB）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

LOG_BUFFER 初期化パラメータでは、REDO エントリが REDO ログ・ファイルにバッファ
リングされる際に使用されるメモリー量を決定します。

REDO ログ・バッファのサイズを増やすために、LOG_BUFFER 初期化パラメータの値を増
やすことを検討してください。REDO ログ・エントリには、データベース・ブロック・バッ
ファに対して行われた変更の記録が含まれます。ログ・ライター（LGWR）・プロセスでは、
ログ・バッファから REDO ログに REDO ログ・エントリを書き込みます。REDO ログ・
バッファのサイズは、REDO ログへのアクセスが頻繁な場合でも、ログ・バッファ内で新規
エントリ用の領域を使用できるよう設定する必要があります。

注意注意注意注意 :　　　　Oracle Intelligent Agent リリース 9.0 では、このイベント・テストは廃止されまし
た。Redo NoWait Ratio イベント・テストを使用することをお薦めします。このイベント・
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データベース・イベント・テストの説明
テストは、旧バージョンの Intelligent Agent との下位互換性を保つために保持されていま
す。

待機なし待機なし待機なし待機なし REDO（（（（%））））

説明説明説明説明

REDO ログ・エントリには、データベース・ブロック・バッファに対して行われた変更の記
録が含まれます。ログ・ライター（LGWR）・プロセスでは、ログ・バッファから REDO ロ
グ・ファイルに REDO ログ・エントリを書き込みます。ログ・バッファのサイズは、REDO
ログへのアクセスが頻繁な場合でも、ログ・バッファ内に新規エントリ用の領域が使用可能
になるよう設定する必要があります。ログ・バッファのサイズが足りない場合は、LGWR に
おいて REDO ログ・バッファの空き領域を待機する際に、ユーザー・プロセスが遅延しま
す。

このデータ項目は、REDO ログ・バッファ効率を表します。REDO ログ・バッファ効率は、
ログ・ライターにより REDO ログ・バッファ内の領域が解放されるのをユーザーが待機す
る必要のなかった回数の割合で測定されます。

このテストでは、待機なしで REDO エントリが割り当てられる回数の割合をチェックしま
す。値がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定
された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

((DeltaRedoEntries - DeltaRedoLogSpaceRequests) / DeltaRedoEntries) × 100

意味 :

� DeltaRedoEntries:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='redo entries'」の差異

� DeltaRedoLogSpaceRequests:　サンプルの終了と開始の間での「select value from 
v$sysstat where name='redo log space requests'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および待機なし REDO 率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分
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データベース・イベント・テストの説明
ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

LOG_BUFFER 初期化パラメータでは、REDO エントリが REDO ログ・ファイルにバッファ
リングされる際に使用されるメモリー量を決定します。

待機の問題が発生する場合は、LOG_BUFFER 初期化パラメータの値を増やして、REDO ロ
グ・バッファのサイズを増やすことを検討してください。REDO ログ・エントリには、デー
タベース・ブロック・バッファに対して行われた変更の記録が含まれます。ログ・ライター

（LGWR）・プロセスでは、ログ・バッファから REDO ログに REDO ログ・エントリを書き
込みます。REDO ログ・バッファのサイズは、REDO ログへのアクセスが頻繁な場合でも、
ログ・バッファ内で新規エントリ用の領域を使用できるよう設定する必要があります。

REDO 書込み書込み書込み書込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりの REDO 書込み操作の回数を表しま
す。

REDO ログ・バッファは、データベースに対して行われた変更に関する情報を保持する
SGA 内の循環バッファです。この情報は、REDO エントリに格納されます。REDO エント
リには、INSERT、UPDATE、DELETE、CREATE、ALTER または DROP の各操作により
データベースに対して行われた変更の再構成（再実行）に必要な情報が含まれます。REDO
エントリは、必要に応じてデータベース・リカバリに使用できます。

ログ・ライター（LGWR）・プロセスでは、REDO ログ・バッファ管理（ディスク上の
REDO ログ・ファイルへの REDO ログ・バッファの書込み）を行います。

このテストでは、LGWR による REDO ログ・ファイルへの 1 秒当たりの書込み回数を
チェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaRedoWrites / Seconds

意味 :

� DeltaRedoWrites:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='redo writes'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。
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データベース・イベント・テストの説明
出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりの REDO 書込み。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

LOG_BUFFER 初期化パラメータでは、REDO エントリが REDO ログ・ファイルにバッファ
リングされる際に使用されるメモリー量を決定します。

待機の問題が発生する場合は、LOG_BUFFER 初期化パラメータの値を増やして、REDO ロ
グ・バッファのサイズを増やすことを検討してください。REDO ログ・エントリには、デー
タベース・ブロック・バッファに対して行われた変更の記録が含まれます。ログ・ライター

（LGWR）・プロセスでは、ログ・バッファから REDO ログに REDO ログ・エントリを書き
込みます。REDO ログ・バッファのサイズは、REDO ログへのアクセスが頻繁な場合でも、
ログ・バッファ内に新規エントリ用の領域が使用可能になるよう設定する必要があります。

LGWR プロセスを詳しく分析するには、「Redo Analysis」グラフへのドリルダウンを使用し
ます。このイベントは、LGWR プロセスのスピードを上げる必要があることを示していま
す。これは、ディスクのスループットに関連します。REDO は RAID 5 に置かないでくださ
い。RAID 5 は書込みの効率がよくありません。多重化した REDO は、異なるスピンドルま
たは REDO 用にミラー化されたディスクで使用してください。

最後に、1 トランザクション当たりのバックグラウンド・プロセス I/O 統計を表示する必要
がある場合は、「Background Process I/O - Per Transaction」グラフに、各トランザクション
の平均 I/O 量が表示されます。

REDO 書込み書込み書込み書込み / トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中の 1 秒当たりの REDO 書込み操作の回数を表しま
す。

REDO ログ・バッファは、データベースに対して行われた変更に関する情報を保持する
SGA 内の循環バッファです。この情報は、REDO エントリに格納されます。REDO エント
リには、INSERT、UPDATE、DELETE、CREATE、ALTER または DROP の各操作により
データベースに対して行われた変更の再構成（再実行）に必要な情報が含まれます。REDO
エントリは、必要に応じてデータベース・リカバリに使用できます。

ログ・ライター（LGWR）・プロセスでは、REDO ログ・バッファ管理（ディスク上の
REDO ログ・ファイルへの REDO ログ・バッファの書込み）を行います。

このテストでは、LGWR による REDO ログ・ファイルへの 1 トランザクション当たりの書
込み回数をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaRedoWrites / (DeltaCommits + DeltaRollbacks)

意味 :

� DeltaRedoWrites:　サンプルの終了と開始の間での「select s.value from v$sysstat s, 
v$statname n where n.name='redo writes' and n.statistic#=s.statistic#」の差異

� DeltaCommits:　サンプルの終了と開始の間での「select s.value from v$sysstat s, 
v$statname n where n.name='user commits' and n.statistic#=s.statistic#」の差異

� DeltaRollbacks:　サンプルの終了と開始の間での「select s.value from v$sysstat s, 
v$statname n where n.name='user commits' and n.statistic#=s.statistic#」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりの REDO 書込み。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

LOG_BUFFER 初期化パラメータでは、REDO エントリが REDO ログ・ファイルにバッファ
リングされる際に使用されるメモリー量を決定します。

待機の問題が発生する場合は、LOG_BUFFER 初期化パラメータの値を増やして、REDO ロ
グ・バッファのサイズを増やすことを検討してください。REDO ログ・エントリには、デー
タベース・ブロック・バッファに対して行われた変更の記録が含まれます。ログ・ライター

（LGWR）・プロセスでは、ログ・バッファから REDO ログに REDO ログ・エントリを書き
込みます。REDO ログ・バッファのサイズは、REDO ログへのアクセスが頻繁な場合でも、
ログ・バッファ内で新規エントリ用の領域を使用できるよう設定する必要があります。
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データベース・イベント・テストの説明
1 実行当りの応答時間（秒）実行当りの応答時間（秒）実行当りの応答時間（秒）実行当りの応答時間（秒）

説明説明説明説明

このデータ項目は、データベース内で使用可能な統計のみ使用し、SQL 文の 1 実行当たりの
応答時間の最善の概算を秒単位で示します。この統計は、読取り専用アクセスについても正
確な値を示すため、1 トランザクション当たりの応答時間よりも有効な場合があります。

このテストでは、このサンプル期間中の SQL 文の 1 実行当たりの応答時間をチェックしま
す。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

(DeltaTotalWait + DeltaCpuTime) / (DeltaUserCalls + DeltaRecursiveCalls)

意味 :

� DeltaTotalWait:　サンプルの終了と開始の間での「v$system_event のすべての待機イベ
ントを待機した合計時間」の差異

� DeltaCpuTime:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='CPU used by this session'」の差異

� DeltaUserCalls:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='user calls'」の差異

� DeltaRecursiveCalls:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='recursive calls'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名およびトランザクションごとの平均応答時間（秒）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

どのコンポーネント（待機または CPU）が応答時間の大部分に影響しているかをさらに調
査し、診断を継続します。
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データベース・イベント・テストの説明
1 トランザクション当りの応答時間（秒）トランザクション当りの応答時間（秒）トランザクション当りの応答時間（秒）トランザクション当りの応答時間（秒）

説明説明説明説明

このデータ項目は、データベース内で使用可能な統計のみ使用し、このサンプル期間中の 1
トランザクション当たりの応答時間の最もよい概算を秒単位で示します。

このテストでは、このサンプル期間中の 1 トランザクション当たりの応答時間をチェックし
ます。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

(DeltaTotalWait + DeltaCpuTime) / (DeltaCommits + DeltaRollbacks)

意味 :

� DeltaTotalWait:　サンプルの終了と開始の間での「v$system_event のすべての待機イベ
ントを待機した合計時間」の差異

� DeltaCpuTime:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='CPU used by this session'」の差異

� DeltaCommits:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='user commits'」の差異

� DeltaRollbacks:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='user rollbacks'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名およびトランザクションごとの平均応答時間（秒）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

どのコンポーネント（待機または CPU）が応答時間の大部分に影響しているかをさらに調
査し、診断を継続します。
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データベース・イベント・テストの説明
ロールバック競合ロールバック競合ロールバック競合ロールバック競合

説明説明説明説明

ロールバック・セグメントは、トランザクションがロールバックされた場合にトランザク
ションの操作を記録するデータベースの一部です。ロールバック・セグメントは、読取り一
貫性の提供、ロールバック・トランザクションのサポート、およびデータベースのリカバリ
に使用されます。

ロールバック・セグメントの適切な配分により、データベースのパフォーマンスが最適化さ
れます。十分な数のロールバック・セグメントを使用すると、ロールバック・セグメントの
競合が多くのセグメントに分散され、パフォーマンスが改善されます。

ロールバック・セグメントの競合は、ロールバック・セグメント・ブロックを含むバッファ
の競合により引き起こされます。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値に対し、ロールバック・セグメン
ト・ミス率（失敗率）を監視します。ミス率が指定された値を超えた場合は、警戒または警
告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 発生数 :　しきい値を超えたロールバック・セグメント・ミス率の連続発生数がこの値
に達すると、警戒または警告が生成されます。デフォルトは 3 です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 1 です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 0（ゼロ）です。

出力出力出力出力

� 現行のミス率

� 現行の同時アクティブ・トランザクション数

� 現行のオンライン・ロールバック・セグメント数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

ロールバック・セグメント・ブロックを含むバッファの競合を削減するには、追加のロール
バック・セグメントを作成します。割り当てるロールバック・セグメント数を選択する際の
一般的なガイドラインは、データベースの同時アクティブ・トランザクションの数およびタ
イプに基づきます。10 の同時 OLTP（オンライン・トランザクション処理）トランザクショ
ンごとに 1 つのロールバック・セグメントを割り当て、同時バッチ・ジョブごとに 1 つの
ロールバック・セグメントを割り当てます。

また、ロールバック・セグメントを作成する際に、NEXT=INITIAL である STORAGE パラ
メータを指定して、1 つのロールバック内のエクステントを同じサイズに保ちます。
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データベース・イベント・テストの説明
MINEXTENTS パラメータ値を 20 に設定することもお薦めします。ロールバック・セグメン
トは論理的にはエクステントの循環キューとみなされるため、MINEXTENTS 値は 2 以上に
する必要があります。ロールバック・セグメントが新規エクステント割当てを必要とする確
率は、次のエクステントにアクティブな UNDO が含まれている可能性により決まります。
ロールバック・セグメントに含まれるエクステントが多いほど、回避できるエクステント割
当てをロールバック・セグメントで必要とする可能性が低くなります。管理者は、多数のエ
クステントのあるロールバック・セグメントを作成する必要があります。当然、利点が減少
する面もあります。エクステント数が増えると、ロールバック・セグメントの拡張の可能性
が急速に低下します。20 エクステントを超えると、セグメントの拡張の可能性が増分的に減
少し、エクステントを追加するコストが正当化されなくなると判断されています。

ロールバックロールバックロールバックロールバック / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりに、ユーザーが ROLLBACK 文を手動で発
行した回数、またはユーザーのトランザクション中にエラーが発生した回数を表します。

このテストでは、1 秒当たりのロールバック数をチェックします。値がしきい値引数で指定
された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警
告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaRollbacks / Seconds

意味 :

� DeltaRollbacks:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='user rollbacks'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりのロールバック数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

この値は、ユーザーが ROLLBACK 文を発行する頻度、またはトランザクションでエラーが
発生した頻度を示します。さらに調査して、ロールバックがアプリケーション・ロジックの
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データベース・イベント・テストの説明
障害の一部であるか、またはデータベース・アクセスで発生しているエラーが原因であるか
を判断する必要があります。

ロールバックロールバックロールバックロールバック / トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりに、ユーザーが
ROLLBACK 文を手動で発行した回数、またはユーザーのトランザクション中にエラーが発
生した回数を表します。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大
量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で
は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりのロールバック数をチェックします。値がしき
い値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaRollbacks / Transactions

意味 :

� DeltaRollbacks:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='user rollbacks'」の差異

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりのロールバック数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

この値は、ユーザーが ROLLBACK 文を発行する頻度、またはトランザクションでエラーが
発生した頻度を示します。さらに調査して、ロールバックがアプリケーション・ロジックの
障害の一部であるか、またはデータベース・アクセスで発生しているエラーが原因であるか
を判断する必要があります。
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セッション制限セッション制限セッション制限セッション制限

説明説明説明説明

SESSIONS 初期化パラメータでは、データベースで許可される同時接続の最大数を指定しま
す。

このイベント・テストでは、しきい値引数で指定された値（率）に対し、セッション・リ
ソースの使用率をチェックします。SESSIONS 初期化パラメータで設定された制限に対する
セッション数（バックグラウンド・プロセスを含む）の割合がしきい値引数で指定された値
を超えると、警戒または警告が生成されます。

例例例例

20 セッションあり、SESSIONS の値が 25 の場合、割合は 80%（20/25 × 100）です。この
値は、指定されたしきい値と比較されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 90% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 80% です。

出力出力出力出力

現在の値および SESSIONS で指定された制限。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

SESSIONS インスタンス・パラメータの値を増やします。XA 環境では、SESSIONS が 2.73
× PROCESSES 以上であることを確認します。共有サーバー環境では、SESSIONS が 1.1 ×
接続の最大数以上であることを確認します。

セッション終了セッション終了セッション終了セッション終了

説明説明説明説明

このイベント・テストは、最後のサンプル時刻以降にセッションが予期せず終了したことを
示します。アラート・ファイルは、メッセージおよびエラーの時刻順のログを含む特別なト
レース・ファイルです。セッションの予期しない終了（ORA-00603）メッセージがアラー
ト・ファイルに書き込まれると、警告が表示されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

出力出力出力出力

最後のサンプル時刻以降のアラート・ログ・エラー・メッセージ。
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データベース・イベント・テストの説明
推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

アラート・ログおよびセッション・トレース・ファイルで追加情報を調べます。

注意注意注意注意 :　問題が解決されたことを自動的に判断する方法はないため、このイベントは自動的
には消去されません。このため、問題が解決した後にイベントを手動で消去する必要があり
ます。

スナップショット・ログ満杯スナップショット・ログ満杯スナップショット・ログ満杯スナップショット・ログ満杯

説明説明説明説明

マスター表のスナップショット・ログは、対応するすべてのスナップショットのデータの高
速リフレッシュを追跡します。スナップショット・ログがマスター表に対して作成される
と、Oracle ではスナップショット・ログをサポートする基礎となる表を作成します。Oracle
では、スナップショットのリフレッシュ中にスナップショット・ログのどの行が使用された
かを自動的に追跡し、それらの行をログからパージします。Oracle では、すべてのスナップ
ショットにより行が使用されるまで、その行をログから削除しません。その結果、特定の状
況では、複数のスナップショットが同じマスター表に基づいている場合に、スナップショッ
ト・ログが無限に拡張します。スナップショット・ログをできるだけ小さく保ち、使用され
るデータベース領域を最小化することをお薦めします。

このイベント・テストでは、スナップショット・ログが大きすぎないかをチェックします。
これをチェックするために、テストでは、「スナップショット・ログ表のサイズ」パラメー
タで指定された行よりも多くの行を含むスナップショット・ログ表の数を判断します。この
数がしきい値引数で指定されたしきい値を超えた場合は、警戒または警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告が生成されるしきい値（スナップショット・ログ表の数）。デフォルトのスナップ
ショット・ログ表の数は、1 です。

� スナップショット・ログ表サイズ（行数）。デフォルトは 100 行です。

出力出力出力出力

スナップショット・ログ表およびそのサイズ。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

スナップショット・ログから行を削除し、新しいログ・レコード用の領域を解放するには、
ログに関連付けられているスナップショットをリフレッシュして Oracle でスナップショッ
ト・ログから行をパージできるようにするか、n 番目にリフレッシュ頻度の低いスナップ
ショットでのみ必要とされている行を削除してログのレコードを手動でパージします。
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データベース・イベント・テストの説明
スナップショット・ログから行を手動でパージするには、ログを含むデータベースで
DBMS_SNAPSHOT パッケージの PURGE_LOG ストアド・プロシージャを実行します。

注意注意注意注意 :　　　　スナップショット・ログ満杯イベント・テストの実行は、リソースを大量に消費す
る操作になる場合があります。したがって、オラクル社では、オフピーク時にスナップ
ショット・ログ満杯イベント・テストを実行することをお薦めします。

ソフト解析（ソフト解析（ソフト解析（ソフト解析（%））））

説明説明説明説明

ソフト解析は、Oracle サーバーにより共有プールで SQL 文をチェックし、再利用できる文
のバージョンを見つけた場合に記録されます。

このデータ項目は、合計解析数と比較して、カーソルがカーソル・キャッシュ内にすでに存
在していた解析要求の割合を表します。この比率は、キャッシュに存在していない文のハー
ド解析と比較して、キャッシュ内にすでに存在する文をアプリケーションで解析する頻度を
示します。

このテストでは、合計解析要求に対するソフト解析要求の割合をチェックします。値がしき
い値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

((DeltaParseCountTotal - DeltaParseCountHard) / DeltaParseCountTotal) × 100

意味 :

� DeltaParseCountTotal:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='parse count (total)'」の差異

� DeltaParseCountHard:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='parse count (hard)'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　デフォルトは 50 です。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 30 です。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名およびソフト解析率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分
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データベース・イベント・テストの説明
ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

ソフト解析は、ハード解析ほどリソースを消費しないため、この項目の値が大きいほど適切
です。しかし、ソフト解析が多い場合は、アプリケーションで SQL が非効率的に使用され
ていることを示します。文を再解析するには、それがソフト解析であっても、アプリケー
ションからデータベースへのネットワークの往復が必要であり、キャッシュ内のコンパイル
済の文を探す処理時間が必要です。ネットワークの往復および不要な処理を削減すると、ア
プリケーション・パフォーマンスが改善されます。

このデータ項目が 80% 未満の場合は、「Top Sessions by Hard Parse Count」グラフを参照す
る必要があります。このグラフには、ハード解析を現在最も多く実行しているセッションが
リストされます。これらのセッションおよびセッションが実行している SQL 文で開始する
と、アプリケーションおよび非効率的に使用されている対応する SQL 文が示されます。

バインド変数置換の候補となる SQL 文を高速に識別するには、「Similar SQL Statements」
グラフを使用します。このグラフは、最初の n 文字が類似する文、およびその文のセグメン
トのバージョンがいくつキャッシュに存在するかを識別します。さらにドリルダウンする
と、SQL 文のフル・テキストが表示され、文が本当にリライトの妥当な候補であるかどうか
がわかります。

データ項目が現在高い値を示している場合、過剰なハード解析は発生していませんが、アプ
リケーションはソフト解析量を削減することでさらにチューニングできます。「Top SQL 
(Parses)」グラフを使用して、最も解析の多かった SQL 文を識別します。これにより、不要
に再解析されている SQL をすばやく識別できます。最初にこれらの文で、カーソルが一度
オープンされ、何度も実行またはフェッチされているアプリケーション・ロジック変更の可
能性を調査する必要があります。

このリソースの計算に使用される基礎となる統計の実際の値を確認するには、「Parse 
Statistics」グラフを使用します。このグラフには、1 秒当たりの解析、実行およびハード解
析が示されます。

SysStat 表表表表

説明説明説明説明

このイベント・テストでは、データベースで使用可能な任意のシステム統計を監視できま
す。選択した V$SYSSTAT パラメータの値がしきい値引数で指定された値を超えた場合は、
警戒または警告が生成されます。

V$SYSSTAT パラメータの名前および値を表示するには、データベースを SQL ワークシート
に接続し、SELECT NAME, VALUE FROM V$SYSSTAT を実行します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 発生数 :　しきい値以上の値の連続発生数がこの値に達すると、警戒または警告が生成
されます。デフォルトは 3 です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（パラメータ値）。デフォルトは 15 です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（パラメータ値）。デフォルトは 10 です。
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データベース・イベント・テストの説明
� パラメータ名 :　監視する V$SYSSTAT 表内のパラメータ名。引用符は使用しません。

出力出力出力出力

パラメータの現在の値。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

このイベントのユーザー操作は、監視されている統計によって決まります。

SysStat 表デルタ表デルタ表デルタ表デルタ

説明説明説明説明

このイベント・テストでは、データベースで使用可能な任意のシステム統計を監視できま
す。しきい値は、V$SYSSTAT パラメータの最後のサンプル・ポイントと現行のサンプル・
ポイントの間の差異と比較されます。計算された差異がしきい値引数で指定された値を超え
た場合は、警戒または警告が生成されます。

V$SYSSTAT パラメータの名前および値を表示するには、データベースを SQL ワークシート
に接続し、SELECT NAME, VALUE FROM V$SYSSTAT を実行します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 発生数 :　しきい値以上の値の連続発生数がこの値に達すると、警戒または警告が生成
されます。デフォルトは 3 です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（パラメータ値を変更可能）。デフォルト
は 15 です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（パラメータ値を変更可能）。デフォルト
は 10 です。

� パラメータ :　監視する V$SYSSTAT 表内のパラメータ名。引用符は使用しません。

出力出力出力出力

パラメータ名およびパラメータ値の変更内容。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

このイベントのユーザー操作は、監視されている統計によって決まります。
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データベース・イベント・テストの説明
表走査（長時間）表走査（長時間）表走査（長時間）表走査（長時間）/ 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりの長時間テーブル・スキャンの数を表しま
す。表がキャッシュされていない場合、および最高水位標が 5 ブロックを超えている場合、
表は「長時間」と考えられます。

このテストでは、1 秒当たりの長時間テーブル・スキャンをチェックします。値がしきい値
引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaScans / Seconds

意味 :

� DeltaScans:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='table scans (long tables)'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりの長時間テーブル・スキャンの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

テーブル・スキャンは、問合せを満たすために表全体がレコードごとにスキャンされること
を意味します。バッファ・キャッシュに簡単に読み込んで保持できる小さい表の場合は、そ
の方が便利な場合があります。一方、より大きな表では、テーブル・スキャンにより大量の
物理読込みが発生し、他の必要なバッファがキャッシュから消去される可能性があります。
物理読込み件数および論理読込み件数が多い SQL 文は、テーブル・スキャンの候補になり
ます。このような SQL 文は、「Top SQL (Physical Reads)」グラフまたは「Top Sessions by 
Physical Reads」グラフで、セッションの現行の SQL にドリルダウンして識別できます。
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データベース・イベント・テストの説明
表走査（長時間）表走査（長時間）表走査（長時間）表走査（長時間）/ トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりの長時間テーブル・スキャ
ンの数を表します。表がキャッシュされていない場合、および最高水位標が 5 ブロックを超
えている場合、表は「長時間」と考えられます。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大
量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で
は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 トランザクション当たりの長時間テーブル・スキャンの数をチェックし
ます。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaScans / Transactions

意味 :

� DeltaScans:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='table scans (long tables)'」の差異

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりの長時間テーブル・スキャンの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

テーブル・スキャンは、問合せを満たすために表全体がレコードごとにスキャンされること
を意味します。バッファ・キャッシュに簡単に読み込んで保持できる小さい表の場合は、そ
の方が便利な場合があります。一方、より大きな表では、テーブル・スキャンにより大量の
物理読込みが発生し、他の必要なバッファがキャッシュから消去される可能性があります。
物理読込み件数および論理読込み件数が多い SQL 文は、テーブル・スキャンの候補になり
ます。このような SQL 文は、「Top SQL (Physical Reads)」グラフまたは「Top Sessions by 
Physical Reads」グラフで、セッションの現行の SQL にドリルダウンして識別できます。
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データベース・イベント・テストの説明
表走査（合計）表走査（合計）表走査（合計）表走査（合計）/ 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりの長時間および短時間テーブル・スキャン
の数を表します。表がキャッシュされていない場合、および最高水位標が 5 ブロックを超え
ている場合、表は「長時間」と考えられます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

(DeltaLongScans + DeltaShortScans) / Seconds
意味 :

� DeltaLongScans:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='table scans (long tables)'」の差異

� DeltaShortScans:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='table scans (short tables)'」の差異

� DeltaShortScans:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='table scans (short tables)'」の差異

� DBA_index_fast_full_scans_full

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりの合計テーブル・スキャン。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

テーブル・スキャンは、問合せを満たすために表全体がレコードごとにスキャンされること
を示します。バッファ・キャッシュに簡単に読み込んで保持できる小さい表の場合は、その
方が便利な場合があります。一方、より大きな表では大量の物理読込みが発生し、他の必要
なバッファがキャッシュから消去される可能性があります。物理読込み件数および論理読込
み件数が多い SQL 文は、テーブル・スキャンの候補になります。このような SQL 文は 2 通
りの方法で識別できます。「Top Sessions by Physical Reads」グラフでは、現行の I/O アク
ティビティを担当しているセッションが表示されます。「Top SQL (Physical Reads)」グラフ
では、実行した I/O の量に従ってキャッシュ内の SQL 文がリストされます。これらの SQL
文の中には、I/O 回数が多くても、現行の I/O 負荷には影響を与えていないものもありま
す。
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データベース・イベント・テストの説明
「Table Scans per Transaction」グラフでは、1 トランザクション当たりのテーブル・スキャ
ン率を示します。このグラフを参照すると、各トランザクションが実行しているテーブル・
スキャン・アクティビティのタイプを理解できます。1 トランザクション当たりの数値を使
用すると、アプリケーションのパフォーマンスが向上したか低下したかを判断する比較が容
易になります。トランザクション率は時々変化しますが、トランザクションで行われる作業
量は変わらないため、比較に対してより具体的な数字が与えられます。

表走査（合計）表走査（合計）表走査（合計）表走査（合計）/ トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりの長時間および短時間テー
ブル・スキャンの数を表します。表がキャッシュされていない場合、および最高水位標が 5
ブロックを超えている場合、表は「長時間」と考えられます。

このテストでは、1 トランザクション当たりの長時間および短時間テーブル・スキャンの数
をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

(DeltaLongScans + DeltaShortScans) / Transactions

意味 :

� DeltaLongScans:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='table scans (long tables)'」の差異

� DeltaShortScans:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='table scans (short tables)'」の差異

� DeltaShortScans:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='table scans (short tables)'」の差異

� DBA_index_fast_full_scans_full

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりの合計テーブル・スキャンの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分
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データベース・イベント・テストの説明
ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

テーブル・スキャンは、問合せを満たすために表全体がレコードごとにスキャンされること
を示します。バッファ・キャッシュに簡単に読み込んで保持できる小さい表の場合は、その
方が便利な場合があります。一方、より大きな表では大量の物理読込みが発生し、他の必要
なバッファがキャッシュから消去される可能性があります。物理読込み件数および論理読込
み件数が多い SQL 文は、テーブル・スキャンの候補になります。このような SQL 文は 2 通
りの方法で識別できます。「Top Sessions by Physical Reads」グラフでは、現行の I/O アク
ティビティを担当しているセッションが表示されます。「Top SQL (Physical Reads)」グラフ
では、実行した I/O の量に従ってキャッシュ内の SQL 文がリストされます。これらの SQL
文の中には、I/O 回数が多くても、現行の I/O 負荷には影響を与えていないものもありま
す。

「Table Scans per Transaction」グラフでは、1 トランザクション当たりの個々のテーブル・
スキャン率を示します。このグラフを参照すると、各トランザクションが実行しているテー
ブル・スキャン・アクティビティのタイプを理解できます。1 トランザクション当たりの数
値を使用すると、アプリケーションのパフォーマンスが向上したか低下したかを判断する比
較が容易になります。トランザクション率は時々変化しますが、トランザクションで行われ
る作業量は変わらないため、比較に対してより具体的な数字が与えられます。

表領域満杯表領域満杯表領域満杯表領域満杯

説明説明説明説明

表領域内のセグメントが拡張すると、その表領域内の空き領域が減少します。空き領域が不
十分になった場合は、新規セグメントの作成または既存のセグメントの拡張に失敗します。

このイベント・テストでは、表領域名で指定された表領域にある合計空き領域をチェックし
ます。使用済領域の割合がしきい値引数で指定された値を超えた場合は、警戒または警告が
生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 表領域名フィルタ :　監視する表領域名のフィルタ、またはすべての表領域を指定する
場合は *（アスタリスク）。読取り専用またはオフラインの表領域は除外されます。デ
フォルトは *（アスタリスク）です。フィルタには、= 'ABC', in ('XYZ', 'ABC'), like '% 
ABC' のような SQL 構文が含まれる必要があります。

注意注意注意注意 :　　　　高い頻度で監視されるオブジェクト数が多い場合、たとえば 2 分ごとに 200 表
領域すべての領域をチェックする場合は、リソース要件が高くなります。可能な場合
は、フィルタを使用して、監視対象オブジェクトの有効範囲を限定することをお薦めし
ます。また、ポーリング・スケジュールには環境に適した値を設定します。たとえば、
サイズが急速に拡張しない表領域は、5 分ごとではなく 2 日ごとにチェックします。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 90% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 80% です。
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データベース・イベント・テストの説明
出力出力出力出力

� 表領域名

� 現在の使用済領域（%）

� 現在の空き領域（KB）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

データ・ファイルの 1 つで自動拡張を使用可能にする、データ・ファイルの 1 つを手動でサ
イズ変更する、または新規データ・ファイルを追加することにより、表領域のサイズを増や
します。

注意注意注意注意 :　　　　監視している表領域の自動拡張がオンの場合は、使用されている領域の割合が次の
ように計算されます。

変数 :　A = 表領域の最大サイズ、B = 表領域の現行のサイズ、C = データ・ファイルの使用
済サイズ、D = 空き領域

表領域の最大サイズを指定し、空き領域が表領域の最大サイズから現在の表領域サイズを引
いた値を超えている場合（D > A - B）は、使用量はデータ・ファイルの使用済サイズを表領
域の最大サイズで割って（C / A）計算されます。たとえば、D = 300M、A = 200M、B = 
100M、C = 50M の場合、この表領域は 25% 使用されています（50M / 200M）。それ以外の
場合、使用量は [C / (B + D)] で計算されます。たとえば、D = 50M、A = 200M、B = 100M、
C = 30M の場合、この表領域は 20% 使用されています [30M / (100M + 50M)]。

最大サイズを無制限と指定した場合、使用可能な合計空き領域は、[C / (B + D)] で計算され
ます。たとえば、50M が使用されている 100M の表領域があり、物理ディスクに 400M の空
き領域がある場合、使用量は [50M / (100M + 400M)] = 10% となります。

注意注意注意注意 :　　　　表領域満杯イベント・テストの実行は、リソースを大量に消費する操作になる場合
があります。したがって、オラクル社では、オフピーク時に表領域満杯イベント・テストを
実行することをお薦めします。
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データベース・イベント・テストの説明
合計合計合計合計 ping

説明説明説明説明

このデータ項目は、このサンプル期間中に Oracle Real Application Clusters のデータベース
に対して行われた 1 秒当たりの ping 件数を表します。

このテストでは、1 秒当たりの合計 ping 数をチェックします。値がしきい値引数で指定され
たしきい値を超え、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または
警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaPings / Seconds

意味 :

� DeltaPings:　サンプルの終了と開始の間での「select sum(value) ops_pings from 
gv$sysstat where name = 'DBWR cross instance writes'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　デフォルトは 200 ping/ 秒です。

� 警告のしきい値 :　デフォルトは 400 ping/ 秒です。

� 発生数 :　デフォルトは 1 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの合計 ping 数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

「Instance Ping」グラフおよび「Ping By File」グラフにドリルダウンして、データベースに
最も関係しているインスタンスまたはファイルを詳しく調査します。
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データベース・イベント・テストの説明
トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中に実行されたコミットおよびロールバックの合計数を表
します。

このテストでは、サンプル期間中に実行されたコミットおよびロールバックの数をチェック
します。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定さ
れた値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaCommits + DeltaRollbacks

意味 :

� DeltaCommits:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='user commits'」の差異

� DeltaRollbacks:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='user rollbacks'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりのトランザクション数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

この統計は、データベース内で実行されている作業量を示します。トランザクション率のス
パイクは、必ずしも不正ではありません。応答時間が標準に近い場合は、システムが追加の
負荷を処理できることを意味します。実際には、トランザクション率の低下および応答時間
の増加は、問題を示していることがあります。アプリケーションに応じて、トランザクショ
ン負荷は 1 日の時間帯により大きく異なる場合があります。

「Transaction Based Execution Rates」グラフにより、1 トランザクション当たりに実行され
ている作業またはユーザー・アクティビティの量をすばやく判断できます。

データベースの CPU 消費をすばやく分析するには、「CPU Breakdown」グラフを使用しま
す。このグラフでは、データベースの CPU 消費が 3 つの部分に分類されます。CPU 時間の
最大部分をさらに分析すると、CPU 消費の削減に役立ちます。
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データベース・イベント・テストの説明
スケジュール解除されたジョブスケジュール解除されたジョブスケジュール解除されたジョブスケジュール解除されたジョブ

説明説明説明説明

Oracle サーバーのジョブ・キューは、ローカル・ジョブに関する情報を格納するデータベー
ス表です。

このイベント・テストでは、スケジュール解除された DBMS ジョブをチェックします。実
行時間が「ジョブ完了時刻」引数で指定された値を超えたジョブの数が警告のしきい値で指
定された値を超えると、警告が生成されます。ジョブの完了日時は、SYS.DBA_JOBS ビュー
の NEXT_DATE 値に、「ジョブ完了時刻」引数で指定された、ジョブの完了にかかるおおよ
その時間を加えることで計算されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（ジョブ数）。デフォルトは 0（ゼロ）で
す。

� ジョブ完了時間 :　ジョブ完了までの時間の概算を分で表します。デフォルトは 10 分で
す。

出力出力出力出力

実行が再スケジュールされていないジョブの識別子。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

SYS.DBA_JOBS ビューで FAILURES 値および BROKEN 値をチェックします。

ジョブの実行に失敗した場合は、アラート・ログおよびトレース・ファイルでエラー情報を
チェックし、エラーを修正します。

ジョブが一度も実行されていない場合は、SNP バックグラウンド・プロセスの可用性に問題
がある可能性があります。初期化パラメータ JOB_QUEUE_ PROCESSES をチェックして使
用可能なバックグラウンド・プロセスの最大数を判断し、JOB_QUEUE_INTERVAL を
チェックして各バックグラウンド・プロセスが起動する頻度を判断します。
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データベース・イベント・テストの説明
データベースの動作・停止データベースの動作・停止データベースの動作・停止データベースの動作・停止

説明説明説明説明

このイベント・テストでは、監視対象のデータベースが実行中かどうかをチェックします。
このテストが起動すると、他のデータベース・イベントは無視されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

問題を自動的に解決する修正ジョブとして、「データベース起動」ジョブ・タスクを設定で
きます。

注意注意注意注意 :　　　　データベースにサービスを提供するリスナーが停止している場合、Intelligent Agent
ではリスナーを使用してデータベースと通信するため、このイベントが起動することがあり
ます。この注意は、8.0.5 より前にリリースされた Intelligent Agent に適用されます。

ユーザー監査ユーザー監査ユーザー監査ユーザー監査

説明説明説明説明

このイベント・テストでは、指定されたデータベース・ユーザー接続を監視します。たとえ
ば、「ユーザー名」フィルタ引数で指定された特定のデータベース・ユーザー接続が検出さ
れると、警告が表示されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

ユーザー名フィルタ :　監視するユーザー名のフィルタ、またはすべてのユーザーを指定す
る場合は *（アスタリスク）。デフォルトは ='SYS' です。フィルタには、= 'ABC', in ('XYZ', 
'ABC'), like '% ABC' のような SQL 構文が含まれる必要があります。

注意注意注意注意 :　　　　ユーザー名では大 / 小文字が区別されます。デフォルトでは、ユーザー名はすべて
大文字です。名前を小文字で定義するには、"abc" のように名前を二重引用符で囲む必要が
あります。ユーザー名は、all_users ビューに表示されているユーザー名と完全に同じである
必要があります。

出力出力出力出力

� ユーザー名

� ユーザーの現在のセッション数

� ユーザーがログインしているオペレーティング・システム・マシン名

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

ユーザーの操作は、検出されているユーザー接続に応じて異なる場合があります。
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データベース・イベント・テストの説明
ユーザー・ブロックユーザー・ブロックユーザー・ブロックユーザー・ブロック

説明説明説明説明

このイベント・テストは、データベース・ユーザーが、他の 1 人以上のユーザーによる表の
更新などの操作の実行をブロックしていることを示します。ブロックの連続発生数が指定さ
れた値に達した場合は、警告が生成されます。

注意注意注意注意 :　　　　ユーザー・ブロック・テストを使用する前に、管理対象データベースで catblock.sql
スクリプトを実行する必要があります。このスクリプトにより、ユーザー・ブロック・テス
トで必要な追加の表、ビューおよびパブリック・シノニムが作成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

発生数 :　ユーザー・ブロックの連続発生数がこの値に達すると、警告が生成されます。デ
フォルトは 3 です。

出力出力出力出力

他のユーザーをブロックしているユーザーのセッション ID。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

他のユーザーをブロックしているユーザーにトランザクションをロールバックさせるか、ブ
ロックしているトランザクションがコミットされるまで待ちます。

ユーザー・コール（ユーザー・コール（ユーザー・コール（ユーザー・コール（%））））

説明説明説明説明

このデータ項目は、再帰的コールに対するユーザー・コールの割合を表します。

ユーザーにより発行された SQL 文を実行するために、Oracle サーバーで追加の文を発行す
る必要がある場合があります。このような文は、再帰的コールまたは再帰的 SQL 文と呼ば
れます。たとえば、表に行を挿入する際に、その行を保持するための十分な領域が表にない
場合、Oracle サーバーでは、ディクショナリで管理された表領域が使用されている場合に領
域を動的に割り当てる再帰的コールを行います。再帰的コールは次の場合にも生成されま
す。

データ・ディクショナリ情報がデータ・ディクショナリ・キャッシュ内になく、ディスクか
ら取得する必要がある場合

� データベース・トリガーの起動時

� DDL 文の実行時

� ストアド・プロシージャ、ファンクション、パッケージおよび無名 PL/SQL ブロック内
の SQL 文の実行時
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データベース・イベント・テストの説明
� 参照整合性制約の施行時

このテストでは、再帰的コールに対するユーザー・コールの割合をチェックします。値がし
きい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を
超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

(DeltaUserCalls / (DeltaRecursiveCalls + DeltaUserCalls)) × 100

意味 :

� DeltaRecursiveCalls:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='recursive calls'」の差異

� DeltaUserCalls:　サンプルの終了と開始の間での「select value from v$sysstat where 
name='user calls'」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名およびユーザー・コール率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

このデータ項目の値が小さい場合は、Oracle サーバーで大量の再帰的コールが行われている
ことを意味します。Oracle サーバーでアプリケーションの実行時に過剰な再帰的コールが行
われているように思われる場合は、これらの再帰的コールの原因となっているアクティビ
ティを判断します。動的拡張が再帰的コールの原因であると判断した場合、より大きなエク
ステントを割り当てるか、Oracle8i を使用している場合はローカル管理表領域の利用を検討
して、拡張の頻度を減らします。
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データベース・イベント・テストの説明
ユーザー・コールユーザー・コールユーザー・コールユーザー・コール / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 秒当たりのログイン、解析または実行コール数を表
します。

このテストでは、ログイン、解析または実行コール数をチェックします。値がしきい値引数
で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaUserCalls / Seconds

意味 :

� DeltaUserCalls:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='user calls'」の差異

� Seconds:　サンプル期間の秒数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 秒当たりのユーザー・コール。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

この統計は、データベース内で実行されているアクティビティ量を反映します。合計ユー
ザー・コール率のスパイクを調査し、基礎となるコールのどれが実際に増加しているかを判
断します。解析コール、実行コールおよびログイン・コールは、それぞれ異なるタイプの
ユーザー操作またはアプリケーション操作を示すため、別々に扱う必要があります。ユー
ザー・コールは、全体的なアクティビティ・レベルのモニターです。

「Transaction Based Execution Rates」グラフにより、1 トランザクション当たりに実行され
ている作業またはユーザー・アクティビティの量をすばやく判断できます。

データベースの CPU 消費をすばやく分析するには、「CPU Breakdown」グラフを使用しま
す。このグラフでは、データベースの CPU 消費が 3 つの部分に分類されます。CPU 時間の
最大部分をさらに分析すると、CPU 消費の削減に役立ちます。
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データベース・イベント・テストの説明
ユーザー・コールユーザー・コールユーザー・コールユーザー・コール / トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

説明説明説明説明

このデータ項目は、サンプル期間中の 1 トランザクション当たりのログイン、解析または実
行コール数を表します。

この統計の値は、最後のサンプル期間中にコミットまたはロールバックされた書込みまたは
更新トランザクションがなかった場合は、0（ゼロ）になります。データベースに対する大
量のアクティビティが読取り専用の場合、同じ名前の対応する 1 秒当たりのデータ項目で
は、現在のパフォーマンスをより適切に示します。

このテストでは、1 秒当たりのログイン、解析または実行コール数をチェックします。値が
しきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaUserCalls / Transactions

意味 :

� DeltaUserCalls:　サンプル期間の終了と開始の間での「select value from v$sysstat 
where name='user calls'」の差異

� Transactions:　サンプル期間のトランザクションの数

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

インスタンス名および 1 トランザクション当たりのユーザー・コール。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

この統計は、データベース内で実行されているアクティビティ量を反映します。合計ユー
ザー・コール率のスパイクを調査し、基礎となるコールのどれが実際に増加しているかを判
断します。解析コール、実行コールおよびログイン・コールは、それぞれ異なるタイプの
ユーザー操作またはアプリケーション操作を示すため、別々に扱う必要があります。ユー
ザー・コールは、全体的なアクティビティ・レベルのモニターです。
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データベース・イベント・テストの説明
ユーザー制限ユーザー制限ユーザー制限ユーザー制限

説明説明説明説明

LICENSE_MAX_SESSIONS 初期化パラメータでは、同時に許可されるユーザー・セッショ
ンの最大数を指定します。

このイベント・テストでは、ログインしているユーザー数がライセンス制限に達したかどう
かをチェックします。LICENSE_MAX_SESSIONS 初期化パラメータで設定された制限に対
する同時ユーザー・セッション数の割合がしきい値引数で指定された値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。LICENSE_MAX_SESSIONS に値が明示的に設定されていない場
合、テストは起動しません。

注意注意注意注意 :　　　　このイベント・テストは、セッション・ライセンスが使用可能になっている場合に
最も役立ちます。LICENSE_MAX_SESSIONS および LICENSE_MAX_USERS の詳細は、

『Oracle9i データベース・リファレンス』を参照してください。

例例例例

15 の同時ユーザー・セッションがあり、LICENSE_MAX_SESSIONS の値が 20 の場合、割合
は 75%（15/20 × 100）です。この値は、指定されたしきい値と比較されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 90% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（%）。デフォルトは 80% です。

出力出力出力出力

現在の値および SESSIONS で指定された制限。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

30 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

これは通常、データベースのライセンス制限に達したことを示します。追加のライセンスを
取得し、LICENSE_MAX_ SESSIONS の値を増やして新しい値を反映する必要があります。
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データベース・イベント・テストの説明
ユーザー定義のユーザー定義のユーザー定義のユーザー定義の SQL

説明説明説明説明

ユーザー定義 SQL イベント・テストでは、イベント・テストを評価する独自の SQL スクリ
プトを定義できます。定義するイベント・テストは、監視している条件値を返す問合せ

（SELECT 文など）として作成する必要があります。指定した警告のしきい値および警戒の
しきい値の制限に照らしてこれらの値がチェックされ、しきい値制限に達している場合はイ
ベントを起動します。

例例例例

Oracle データベースに対して実行するカスタム・アプリケーションがあります。アプリケー
ション・エラーが検出されるたびに、error_log という表にエントリが作成されます。ユー
ザー定義 SQL テストを使用し、少なくとも 50 のエラーを検出した際に通知するイベント・
テストを作成できます。具体的には、次の SQL 文を定義します。

select count(*) from error_log

この SQL 文は、error_log 表の行数を返します。少なくとも 50 に達した場合に警告を起動す
る必要があるため、演算子 >= および警告値として 50、警戒値としてたとえば 30 を指定し
ます。

PL/SQL ファンクションのサポートファンクションのサポートファンクションのサポートファンクションのサポート

イベント条件の問合せに、単一の SELECT 文でできる処理よりも複雑な処理が必要な場合
は、最初に追加の処理ステップを含む PL/SQL ファンクションを作成し、次にユーザー定義
SQL イベント・テストでその PL/SQL ファンクションを使用します。PL/SQL ファンク
ションでは、警告のしきい値および警戒のしきい値と比較できる値を返す必要があります。

例例例例

従業員の給与が管理職の給与よりも $500 を超えて多い場合は、警告を起動する必要があり
ます。最初に、PL/SQL ファンクションを次のように定義します。

create or replace function overpaid_emp return number is

max_mgr_sal number;

max_emp_sal number;

begin

select max(sal) into max_mgr_sal from scott.emp where job = 'MANAGER' or job = 
'PRESIDENT';

select max(sal) into max_emp_sal from scott.emp where job != 'MANAGER' and job != 
'PRESIDENT';

return (max_emp_sal - max_mgr_sal);

end;
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データベース・イベント・テストの説明
この PL/SQL ファンクションにより、従業員の最大給与と管理職の最大給与の差異が返され
ます。差異が正数の場合は、従業員のほうが高い給与を得ています。差異が 500 を超えてい
る場合、警告を起動する必要があります。

ユーザー定義の SQL イベント・テストを使用してこのイベントを定義する場合は、SQL 文
を次のように定義します。

select overpaid_emp from dual

次に、演算子に >、警戒のしきい値に 100、および警告のしきい値に 500 を使用します。

ロールは PL/SQL ファンクション内では有効でないため、ロールを介して付与された権限
は、ファンクション内からは機能しません。イベントに使用されているデータベース・ユー
ザー・アカウントに権限を直接付与することが必要な場合があります。（イベントに使用さ
れるデータベース・ユーザー・アカウントは、データベースの優先接続情報リスト、または
優先接続情報リストを上書きするために指定された接続情報です）。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 優先接続情報リストの上書き :　ユーザー名またはパスワード（あるいはその両方）を
変更する場合は、このボックスをチェックします。

� 演算子 :　==（等しい）、<（未満）、>（超）<=（以下）、>=（以上）、!=（等しくない）
の比較演算子から 1 つを選択します。

� 警告のしきい値 :　SQL スクリプトに応じて、数値またはテキスト文字列を入力します。

� 警戒のしきい値 :　SQL スクリプトに応じて、数値またはテキスト文字列を入力します。

� 通知前の発生 :　このテストで何回 true が返されると、コンソールに警告フラグを表示
し、通知を送信するかを示す数値を入力します。

� SQL:　使用する SQL スクリプトを入力します。既存のスクリプトから SQL を切り取り、
貼り付けることもできます。

出力出力出力出力

SQL スクリプトにより返される値。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

操作は SQL スクリプトによって決まるため、オラクル社からの推奨はありません。
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データベース・イベント・テストの説明
待機セッション件数待機セッション件数待機セッション件数待機セッション件数

説明説明説明説明

このデータ項目は、このイベントを現在待機しているセッションの数を表します。

このテストでは、「待機イベント」パラメータで指定されたイベントを現在待機している
セッションの数をチェックします。値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発
生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

select event,count(*) from v$session_wait where wait_time = 0 group by event

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 待機イベント :　待機イベントの名前。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

待機イベントおよび待機セッション件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

待機しているセッション数が最大の待機イベントにより、競合の最大領域が示されます。イ
ベントにより、リソースの遅延が発生している場所が示されることもあります。これらの待
機イベントを詳細に調べると、待機の正確な理由の判断に役立ちます。
2-140　Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・マニュアル



データベース・イベント・テストの説明
待機時間待機時間待機時間待機時間

説明説明説明説明

このデータ項目は、最後のサンプル期間中にイベントの待機に費やした時間の長さを秒単位
で表します。この値は、TIMED_STATISTICS パラメータが TRUE でないかぎり、常に 0

（ゼロ）になります。

このテストでは、最後のサンプル期間中に「待機イベント」パラメータで指定されたイベン
トの待機に消費した時間の長さ（秒単位）をチェックします。値がしきい値引数で指定され
たしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された値を超えると、警戒または
警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

DeltaTimeWaited

意味 :

� DeltaTimeWaited:　サンプルの終了と開始の間での「select time_waited from 
v$system_event」の差異

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 待機イベント :　イベントの名前。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　デフォルトは 3 です。

出力出力出力出力

イベント名および待機数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

待機に費やされた時間は、処理に費やすことのできた時間です。待機時間が最大の待機イベ
ントを対処すると、最大の効果を得られる可能性があります。個々の待機イベントのパ
フォーマンスの診断および改善に役立つよう用意されたグラフにドリルダウンできます。

このデータ項目の値が 0（ゼロ）で、待機件数が 0（ゼロ）以外の場合は、データベース・
パラメータ TIMED_STATISTICS が現在 FALSE に設定されています。すべての待機イベン
トで使用できる、「Timed Statistics」グラフと呼ばれるドリルダウン・グラフがあります。
このグラフでは、TIMED_STATISTICS パラメータの現在の値が示されます。「Turn On 
Timed Statistics」ドリルダウンを使用して、インスタンスの定期的な統計をオンにします。
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Compaq Tru64 イベント・テ
3

Compaq Tru64 イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト

Compaq Tru64 の Oracle Enterprise Manager 拡張イベント・テストは、一連のクラス（グ
ループ）に分かれており、それらを使用して登録するイベント・テストを検索できます。

クラス名およびそのクラス内の登録できるイベントの一覧は、次のとおりです。

� ファイル・システム・クラス :　このクラスには、空き領域の割合およびサイズ（KB 単
位）が含まれます。（表 3-1 を参照）

� プロセス・クラス :　このクラスには、プロセスの仮想サイズ、スレッド件数およびシ
ステム時間が含まれます。（表 3-2 を参照）
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Compaq Tru64 イベント・テストのサマリー
Compaq Tru64 イベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリー
Compaq Tru64 のイベント・テストの一覧を、クラスごとに次の表に示します。

表表表表 3-1 ファイル・システム・クラス・イベント・テストファイル・システム・クラス・イベント・テストファイル・システム・クラス・イベント・テストファイル・システム・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

使用可能（KB） 使用可能は、スーパー・ユーザー権限を持たないユーザーが新規ファイルの作成に使用可能なディス
ク容量です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象とする場

合の「*」など）で指定された使用可能な領域をチェックします。使用可能な領域がしきい値引数で

指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警
告が生成されます。

使用量（KB） 使用量は、既存のファイルに割り当てられた領域の量です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象とする場

合の「*」など）で指定されたディスク上で使用されている領域をチェックします。使用されている

領域がしきい値引数で指定されたしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

使用率（%） 使用率は、ファイル・システム上の全ファイルに現在割り当てられている領域の割合です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象とする場

合の「*」など）で指定されたディスク上の使用済領域の割合をチェックします。使用済領域の割合

がしきい値引数で指定されている値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定されている値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 3-2 プロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

使用済メモリー率（%） 使用済メモリー率は、マシン上の物理メモリーに対するプロセスの常駐設定サイズの割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全プロセ

スを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによる、使用済メモリー率をチェックし

ます。1 プロセスで使用される使用済メモリー率がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生

数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

常駐サイズ（KB） 常駐サイズは、プロセスの常駐設定サイズです。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全プロセ

スを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの常駐サイズをチェックします。1 プロセ

スの常駐サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム時間（%） システム時間は、プロセスが使用したシステム・レベルの CPU 時間の割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全プロセ

スを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによって使用されたシステム時間の割合

をチェックします。1 プロセスで使用されるシステム時間値がしきい値引数で指定したしきい値以

上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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Compaq Tru64 イベント・テストの説明
Compaq Tru64 イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明
Compaq Tru64 イベント・テストの説明を次に記載します。

使用可能（使用可能（使用可能（使用可能（KB））））

説明説明説明説明

使用可能は、スーパー・ユーザー権限を持たないユーザーが新規ファイルの作成に使用可能
なディスク容量です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象
とする場合の「*」など）で指定された使用可能な領域をチェックします。使用可能な領域
がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値
を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

statvfs から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル・システム名 :　ファイル・システム名のフィルタ（/、/tmp またはシステム
内の全ファイルを対象とする場合の「*」など）。

スレッド スレッドは、プロセス内の LWP（軽量プロセス）の数です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全プロセ

スを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセス内のスレッド数をチェックします。ス

レッド数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値
を超えると、警戒または警告が生成されます。

ユーザー時間（%） ユーザー時間は、プロセスが使用したユーザー・レベルの CPU 時間の割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全プロセ

スを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによって使用されたユーザー時間の割合

をチェックします。1 プロセスで使用されるユーザー時間値がしきい値引数で指定したしきい値以

上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

仮想サイズ（KB） 仮想サイズは、仮想メモリーでの 1 プロセスの合計サイズです。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全プロセ

スを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの合計サイズをチェックします。1 プロセ

スの合計サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 3-2 プロセス・クラス・イベント・テスト（続き）プロセス・クラス・イベント・テスト（続き）プロセス・クラス・イベント・テスト（続き）プロセス・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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注意注意注意注意 :　　　　使用可能なファイル・システムのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ファイ
ル・システム」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ファイル・システム上の使用可能な領域（KB）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

使用済メモリー率（使用済メモリー率（使用済メモリー率（使用済メモリー率（%））））

説明説明説明説明

使用済メモリー率は、マシン上の物理メモリーに対するプロセスの常駐設定サイズの割合で
す。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによる、使用済メモリー率
をチェックします。1 プロセスで使用される使用済メモリー率がしきい値引数で指定したし
きい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が
生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

/proc から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため
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� 使用済メモリー率 :　マシン上の物理メモリーに対する、プロセスの常駐設定サイズの
割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

常駐サイズ（常駐サイズ（常駐サイズ（常駐サイズ（KB））））

説明説明説明説明

常駐サイズは、プロセスの常駐設定サイズです。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの常駐サイズをチェックし
ます。1 プロセスの常駐サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

/proc から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� 常駐サイズ :　プロセスの常駐設定サイズ（KB）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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システム時間（システム時間（システム時間（システム時間（%））））

説明説明説明説明

システム時間は、プロセスが使用したシステム・レベルの CPU 時間の割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによって使用されたシステ
ム時間の割合をチェックします。1 プロセスで使用されるシステム時間値がしきい値引数で
指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

/proc から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� システム時間 :　プロセスが使用したシステム・レベルの CPU 時間の割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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スレッドスレッドスレッドスレッド

説明説明説明説明

スレッドは、プロセス内の LWP（軽量プロセス）の数です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセス内のスレッド数をチェック
します。スレッド数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

/proc から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� スレッド :　プロセス内のスレッド数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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使用量（使用量（使用量（使用量（KB））））

説明説明説明説明

使用量は、既存のファイルに割り当てられた領域の量です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象
とする場合の「*」など）で指定されたディスク上で使用されている領域をチェックします。
使用されている領域がしきい値引数で指定されたしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

statvfs から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル・システム名 :　ファイル・システム名のフィルタ（/、/tmp またはシステム
内の全ファイルを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なファイル・システムのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ファイ
ル・システム」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ファイル・システム上の使用済領域（KB）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ユーザー時間（ユーザー時間（ユーザー時間（ユーザー時間（%））））

説明説明説明説明

ユーザー時間は、プロセスが使用したユーザー・レベルの CPU 時間の割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによって使用されたユー
ザー時間の割合をチェックします。1 プロセスで使用されるユーザー時間値がしきい値引数
で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒
または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

/proc から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� ユーザー時間 :　プロセスが使用したユーザー・レベルの CPU 時間の割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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使用率（使用率（使用率（使用率（%））））

説明説明説明説明

使用率は、ファイル・システム上の全ファイルに現在割り当てられている領域の割合です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象
とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の使用済領域の割合をチェックします。
使用済領域の割合がしきい値引数で指定されている値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定されている値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

statvfs から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル・システム名 :　ファイル・システム名のフィルタ（/、/tmp またはシステム
内の全ファイルを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なファイル・システムのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ファイ
ル・システム」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ファイル・システム上の使用済領域の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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仮想サイズ（仮想サイズ（仮想サイズ（仮想サイズ（KB））））

説明説明説明説明

仮想サイズは、仮想メモリーでの 1 プロセスの合計サイズです。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの合計サイズをチェックし
ます。1 プロセスの合計サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

/proc から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� 仮想サイズ :　仮想メモリーでの 1 プロセスの合計サイズ（KB）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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HP-UX イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト

HP-UX の Oracle Enterprise Manager 拡張イベント・テストは、一連のクラス（グループ）
に分かれており、それらを使用して登録するイベント・テストを検索できます。

クラス名およびそのクラス内の登録できるイベントの一覧は、次のとおりです。

� CPU 使用率クラス :　このクラスには、ユーザー、システム、アイドルおよび待機の割
合に関するカーネルからの情報が含まれます。（表 4-1 を参照）

� ファイル・システム・クラス :　このクラスには、各ファイル・システム（NFS を含む）
の領域使用率が含まれます。（表 4-2 を参照）

� IPC クラス :　このクラスには、共有メモリー・セグメント、セマフォおよびメッセー
ジ・キューに関する情報が含まれます。（表 4-3 を参照）

� メモリー・クラス :　このクラスには、空き物理メモリー（KB 単位）に関する情報が含
まれます。（表 4-4 を参照）

� プロセス・クラス :　このクラスには、システムで実行されているすべてのプロセスの
詳細が含まれます。（表 4-5 を参照）

� システム・クラス :　このクラスには、システム・コール、ページング、物理的および
論理的な読込み / 書込み文字数、割込み、fork、exec および vfork に関する情報が含ま
れます。（表 4-6 を参照）

� スレッド・クラス :　このクラスには、システム上の各マルチスレッド・プロセスにお
ける、すべてのユーザーレベル・スレッドの詳細が含まれます。（表 4-7 を参照）

� 仮想メモリー・クラス :　このクラスには、システム・コール、空きメモリーおよび障
害の合計が含まれます。（表 4-8 を参照）
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HP-UX イベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリー
HP-UX のイベント・テストの一覧を、クラスごとに次の表に示します。

表表表表 4-1 CPU 使用率クラス・イベント・テスト使用率クラス・イベント・テスト使用率クラス・イベント・テスト使用率クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

平均 CPU ロード（1 分） 実行キューまたはロード平均は、実行可能プロセスが過去 60 秒間に CPU での処理を待機し

ていた平均数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU の過去 1 分間のロード平均をチェックします。ロー

ド平均がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定し
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

平均 CPU ロード（5 分） 実行キューまたはロード平均は、実行可能プロセスが過去 5 分間に CPU での処理を待機し

ていた平均数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU の過去 5 分間のロード平均をチェックします。ロー

ド平均がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定し
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

平均 CPU ロード（15 分） 実行キューまたはロード平均は、実行可能プロセスが過去 15 分間にこの CPU での処理を待

機していた平均数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU の過去 15 分間のロード平均をチェックします。

ロード平均がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指
定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

アイドル（%） アイドルは、CPU がアイドル状態で、システムに未処理のディスク I/O 要求がなかった時

間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU について、アイドル・モードのプロセッサ時間の割

合をチェックします。アイドルの値がしきい値引数で指定したしきい値以下で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

カーネル（%） カーネルは、CPU がシステム・モードで実行される時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU のカーネルをチェックします。カーネルがしきい値

引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、
警戒または警告が生成されます。

Sxbrk（%） Sxbrk は、CPU が sxbrk 状態である時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU の sxbrk をチェックします。sxbrk がしきい値引数

で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒
または警告が生成されます。
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ユーザー（%） ユーザーは、ユーザー・モードで実行されているプロセッサ時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU について、ユーザー・モードのプロセッサ時間の割

合をチェックします。ユーザーがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

待機（%） 待機は、CPU がアイドル状態で、システムに未処理のディスク I/O 要求があった時間の割

合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU について、待機モードのプロセッサ時間の割合を

チェックします。待機の値が、しきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 4-2 ファイル・システム・クラス・イベント・テストファイル・システム・クラス・イベント・テストファイル・システム・クラス・イベント・テストファイル・システム・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

使用可能（KB） 使用可能は、スーパー・ユーザー権限を持たないユーザーが新規ファイルの作成に使用可能
なディスク容量です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象

とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の、使用可能な領域をチェックします。使

用可能な領域がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

使用量（KB） 使用量は、既存のファイルに割り当てられた領域の量です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象

とする場合の「*」など）で指定されたディスク上で使用されている領域をチェックします。

使用されている領域がしきい値引数で指定されたしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

使用率（%） 使用率は、ファイル・システム上の全ファイルに現在割り当てられている領域の割合です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象

とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の使用済領域の割合をチェックします。使

用済領域の割合がしきい値引数で指定されている値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定されている値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 4-1 CPU 使用率クラス・イベント・テスト（続き）使用率クラス・イベント・テスト（続き）使用率クラス・イベント・テスト（続き）使用率クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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表表表表 4-3 IPC クラス・イベント・テストクラス・イベント・テストクラス・イベント・テストクラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

使用中メッセージ・キュー数 使用中メッセージ・キュー数は、現在使用されているメッセージ・キューの数です。

このテストでは、現在使用されているメッセージ・キュー数をチェックします。その数がし
きい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。

使用中のセマフォ識別子数 セマフォ識別子数は、現在使用されているセマフォ識別子の数です。

このテストでは、現在使用されているセマフォ識別子数をチェックします。その数がしきい
値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、
警戒または警告が生成されます。

使用中共有メモリー・
セグメント数

共有メモリー・セグメント数は、現在使用されている共有メモリー・セグメントの数です。

このテストでは、現在使用されている共有メモリー・セグメント数をチェックします。その
数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値
を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム・メッセージ・
ヘッダー数

システム・メッセージ・ヘッダー数は、すべてのメッセージのシステム・メッセージ・ヘッ
ダーの数です。

このテストでは、システム・メッセージ・ヘッダー数をチェックします。その数がしきい値
引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、
警戒または警告が生成されます。

表表表表 4-4 メモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

空きメモリー（KB） 空きメモリー（KB）は、空き物理メモリーです。

このテストでは、システムの空き物理メモリーをチェックします。空きメモリー（KB）がし

きい値引数で指定したしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。
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表表表表 4-5 プロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

スレッド数 スレッド数は、プロセス内のスレッド数です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（dbsnmp またはシステム上で実行されている

全プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセス内のスレッド数をチェック

します。スレッド数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

使用済メモリー率（%） 使用済メモリー率は、マシン上の物理メモリーに対するプロセスの常駐設定サイズの割合で
す。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（dbsnmp またはシステム上で実行されている

全プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによる、使用済メモリー率

をチェックします。1 プロセスで使用されるメモリーがしきい値引数で指定したしきい値以

上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成され
ます。

常駐サイズ（KB） 常駐サイズは、プロセスの常駐設定サイズです。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（dbsnmp またはシステム上で実行されている

全プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの常駐サイズをチェックし

ます。1 プロセスの常駐サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生

数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

仮想サイズ（KB） 仮想サイズは、仮想メモリーでの 1 プロセスの合計サイズです。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（dbsnmp またはシステム上で実行されている

全プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの合計サイズをチェックし

ます。1 プロセスの合計サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生

数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 4-6 システム・クラス・イベント・テストシステム・クラス・イベント・テストシステム・クラス・イベント・テストシステム・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

ブロック I/O 読込み

（回数 / 秒）

ブロック I/O 読込みは、物理ブロック読込みの 1 秒当たりの回数です。ブロック I/O 読込み

は通常カーネルによって実行され、ブロック・バッファ・キャッシュ領域を管理します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU に対する、ブロック I/O 読込み率をチェックしま

す。ブロック I/O 読込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生

数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ブロック I/O 書込み

（回数 / 秒）

ブロック I/O 書込みは、物理ブロック書込みの 1 秒当たりの回数です。ブロック I/O 書込み

は通常カーネルによって実行され、ブロック・バッファ・キャッシュ領域を管理します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU に対する、ブロック I/O 書込み率をチェックしま

す。ブロック I/O 書込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生

数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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syscall() のコール

（回数 / 秒）

syscall() のコールは、コンピュータ上でアクティビティの基本的なスケジューリングおよび

同化を実行するシステム・サービス・ルーチンへの、1 秒当たりのコール回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU のシステム・コール率をチェックします。システ

ム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

デバイス割込み（回数 / 秒） デバイス割込みは、1 秒当たりにプロセッサで行われるデバイス割込みの数です。これらの

デバイス割込みは、マウス、ネットワーク・カードなどのデバイスによって発生します。こ
の測定では、システム環境全体におけるそれらのデバイスのアクティビティも測定されま
す。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU のデバイス割込み率をチェックします。デバイス割

込みの値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

Fork システム・コール

（回数 / 秒）

Fork システム・コールは、1 秒当たりの fork() コールの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU の fork() システム・コールへのコール率をチェック

します。システム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

物理 I/O 読込み（回数 / 秒） 物理 I/O 読込みは、RAW I/O 読込みの 1 秒当たりの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU に対する、物理 I/O 読込み率をチェックします。物

理 I/O 読込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメー

タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

物理 I/O 書込み（回数 / 秒） 物理 I/O 書込みは、RAW I/O 書込みの 1 秒当たりの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU に対する、物理 I/O 書込み率をチェックします。物

理 I/O 書込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメー

タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

読込みシステム・コール
（回数 / 秒）

読込みシステム・コールは、1 秒当たりの read() システム・コールの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された read() システム・コール率をチェックします。システム・

コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

書込みシステム・コール
（回数 / 秒）

書込みシステム・コールは、1 秒当たりの write() システム・コールの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす

る場合の「*」など）で指定された CPU の write() システム・コール率をチェックします。シ

ステム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 4-6 システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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表表表表 4-7 スレッド・クラス・イベント・テストスレッド・クラス・イベント・テストスレッド・クラス・イベント・テストスレッド・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

ブロック入力操作数
（回数 / 秒）

ブロック入力操作数は、1 秒当たりのブロック入力操作の回数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対

象とする場合は「*」）で指定されたスレッドの 1 秒当たりのブロック入力操作回数をチェッ

クします。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ブロック出力操作数
（回数 / 秒）

ブロック出力操作数は、1 秒当たりのブロック出力操作の回数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対

象とする場合は「*」）で指定されたスレッドの 1 秒当たりのブロック出力操作回数をチェッ

クします。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

読込み / 書込み文字数

（文字数 / 秒）

読込み / 書込み文字数は、スレッドによって読み込まれる、または書き込まれる 1 秒当たり

の文字数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対

象とする場合は「*」）で指定されたスレッドで 1 秒当たりに読み込まれる、または書き込ま

れる文字数をチェックします。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい
値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成
されます。

受信メッセージ数
（メッセージ数 / 秒）

受信メッセージ数は、1 秒当たりに受信されたメッセージの数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対

象とする場合は「*」）で指定されたスレッドで 1 秒当たりに受信されたメッセージ数を

チェックします。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発
生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

送信メッセージ数
（メッセージ数 / 秒）

送信メッセージ数は、1 秒当たりに送信されたメッセージの数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対

象とする場合は「*」）で指定されたスレッドで 1 秒当たりに送信されたメッセージ数を

チェックします。送信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発
生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ディスク・アクセスの
必要なページ・フォルト数
（数 / 秒）

ページ・フォルト数は、ディスク・アクセスが必要な 1 秒当たりのページ・フォルトの数で

す。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対

象とする場合は「*」）で指定されたスレッドの 1 秒当たりのページ・フォルト数をチェック

します。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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HP-UX イベント・テストのサマリー
ページ再生数
（ページ数 / 秒）

ページ再生数は、このスレッドで再生される 1 秒当たりのページ数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対

象とする場合は「*」）で指定されたスレッドの 1 秒当たりのページ再生数をチェックします。

受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム・コール
（回数 / 秒）

システム・コールは、1 秒当たりのシステム・コールの回数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対

象とする場合は「*」）で指定されたスレッドの 1 秒当たりのシステム・コール回数をチェッ

クします。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 4-8 仮想メモリー・クラス・イベント・テスト仮想メモリー・クラス・イベント・テスト仮想メモリー・クラス・イベント・テスト仮想メモリー・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

コンテキスト切替え
（回数 / 秒）

コンテキスト切替えは、スレッド間で切替えを行う率です。スレッド切替えは、単一プロセ
スの内部または複数のプロセス間で発生します。スレッド切替えは、1 つのスレッドが別の

スレッドから情報を要求した場合、または優先度の高いスレッドが他のスレッドより優先処
理された場合に発生する可能性があります。

このテストでは、1 秒当たりのコンテキスト切替えの回数をチェックします。コンテキスト

切替えの回数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

Fork（回数 / 秒） Fork は、1 秒当たりの fork() システム・コールの回数です。

このイベント・テストでは、1 秒当たりの fork() システム・コールへのコール数をチェック

します。システム・コールがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

空きメモリー（ページ） 空きメモリー（ページ）は、システム・ページ内のフリー・リストのサイズです。

このテストでは、システム上の空きメモリーのサイズをチェックします。サイズがしきい値
引数で指定したしきい値以下で、その発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

割込み（回数 / 秒） 割込みは、1 秒当たりにプロセッサで行われるデバイス割込みの数です。デバイス割込みは、

マウスやネットワーク・カードなどのシステム・デバイスによって発生します。この測定で
は、システム環境全体においてそれらのデバイスがどのくらいビジーであるかも測定されま
す。

このテストでは、1 秒当たりのシステム割込み数をチェックします。1 秒当たりのシステム割

込み数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定し
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 4-7 スレッド・クラス・イベント・テスト（続き）スレッド・クラス・イベント・テスト（続き）スレッド・クラス・イベント・テスト（続き）スレッド・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
4-8　Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・マニュアル



HP-UX イベント・テストのサマリー
ページ・イン（回数 / 秒） ページ・インは、仮想メモリー・マネージャによる 1 秒当たりのページ・イン（メモリー参

照の障害を解決するためにディスクから読み込まれる）の回数です。ページ・アウト統計と
ともに、この統計は仮想メモリー・マネージャによって開始された実際の I/O の量を表しま

す。

このテストでは、1 秒間のページ・インの回数をチェックします。ページ・インの回数がし

きい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、
警戒または警告が生成されます。

ページ・アウト（回数 / 秒） ページ・アウトは、1 秒当たりのディスクへのページ・アウトの回数です。

このテストでは、1 秒間のページ・アウトの回数をチェックします。ページ・アウトの回数

がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を
超えると、警戒または警告が生成されます。

開放ページ（回数 / 秒） 開放ページは、仮想メモリー管理サブシステムに関する統計の 1 つです。この統計では、

ページ・スティーリング・デーモンによって空きリストに置かれたページ数がレポートされ
ます。関連する統計として、Page Scans per Second があります。Page Scans per Second 統

計では、ページ・スティーリング・デーモンによってスキャンされた 1 秒当たりのページ数

がレポートされます。

ページ・スワップ・イン
（回数 / 秒）

ページ・スワップ・インは、インターバル期間におけるディスクからのページ・インの合計
数です。これには、ページング領域およびファイル・システムからページ・インされるペー
ジが含まれます。

このテストでは、1 秒間のページ・イン回数をチェックします。ページ・インの回数がしき

い値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

ページ・スワップ・アウト
（回数 / 秒）

ページ・スワップ・アウトは、インターバル期間におけるディスクからのページ・アウトの
合計数です。これには、ページング領域およびファイル・システムへページ・アウトされる
ページが含まれます。

このテストでは、1 秒間のページ・アウト回数をチェックします。ページ・アウトの回数が

しきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

システム・コール

（回数 / 秒）

システム・コールは、コンピュータ上でアクティビティの基本的なスケジューリングおよび
同化を実行するシステム・サービス・ルーチンへの、1 秒当たりのコール回数です。

このテストでは、1 秒当たりのシステム・コール数をチェックします。1 秒当たりのシステ

ム・コールがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指
定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

障害の合計（回数 / 秒） 障害の合計は、プロセッサにおける 1 秒当たりのページ・フォルトの回数を表します。ペー

ジ・フォルトは、メイン・メモリーの現行のワーキング・セットにない仮想メモリー・ペー
ジが、プロセスによって参照された場合に発生します。

このテストでは、1 秒間のページ・フォルト数をチェックします。ページ・フォルト数がし

きい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 4-8 仮想メモリー・クラス・イベント・テスト（続き）仮想メモリー・クラス・イベント・テスト（続き）仮想メモリー・クラス・イベント・テスト（続き）仮想メモリー・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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HP-UX イベント・テストの説明
HP-UX イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明
HP-UX イベント・テストの説明を次に記載します。

使用可能（使用可能（使用可能（使用可能（KB））））

説明説明説明説明

使用可能は、スーパー・ユーザー権限を持たないユーザーが新規ファイルの作成に使用可能
なディスク容量です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象
とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の、使用可能な領域をチェックします。
使用可能な領域がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

statvfs から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル・システム名 :　ファイル・システム名のフィルタ（/、/tmp またはシステム
内の全ファイルを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なファイル・システムのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ファイ
ル・システム」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ファイル・システム上の使用可能な領域（KB）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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HP-UX イベント・テストの説明
平均平均平均平均 CPU ロード（ロード（ロード（ロード（1 分）分）分）分）

説明説明説明説明

実行キューまたはロード平均は、実行可能プロセスが過去 60 秒間に CPU での処理を待機し
ていた平均数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU の過去 1 分間のロード平均をチェックします。ロー
ド平均がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定し
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getdynamic（STRUCT pst_dynamic）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

過去 1 分間における CPU の平均ロード。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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HP-UX イベント・テストの説明
平均平均平均平均 CPU ロード（ロード（ロード（ロード（5 分）分）分）分）

説明説明説明説明

実行キューまたはロード平均は、実行可能プロセスが過去 5 分間に CPU での処理を待機し
ていた平均数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU の過去 5 分間のロード平均をチェックします。ロー
ド平均がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定し
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getdynamic（STRUCT pst_dynamic）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

過去 5 分間における CPU の平均ロード。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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HP-UX イベント・テストの説明
平均平均平均平均 CPU ロード（ロード（ロード（ロード（15 分）分）分）分）

説明説明説明説明

実行キューまたはロード平均は、実行可能プロセスが過去 15 分間にこの CPU での処理を待
機していた平均数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU の過去 15 分間のロード平均をチェックします。
ロード平均がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指
定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getdynamic（STRUCT pst_dynamic）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

過去 15 分間における CPU の平均ロード。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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HP-UX イベント・テストの説明
ブロックブロックブロックブロック I/O 読込み（回数読込み（回数読込み（回数読込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ブロック I/O 読込みは、物理ブロック読込みの 1 秒当たりの回数です。ブロック I/O 読込
みは通常カーネルによって実行され、ブロック・バッファ・キャッシュ領域を管理します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU に対する、ブロック I/O 読込み率をチェックしま
す。ブロック I/O 読込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getprocessor（STRUCT pst_processor）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの物理ブロック読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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HP-UX イベント・テストの説明
ブロックブロックブロックブロック I/O 書込み（回数書込み（回数書込み（回数書込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ブロック I/O 書込みは、物理ブロック書込みの 1 秒当たりの回数です。ブロック I/O 書込
みは通常カーネルによって実行され、ブロック・バッファ・キャッシュ領域を管理します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU に対する、ブロック I/O 書込み率をチェックしま
す。ブロック I/O 書込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getprocessor（STRUCT pst_processor）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの物理ブロック書込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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HP-UX イベント・テストの説明
syscall() のコール（回数のコール（回数のコール（回数のコール（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

syscall() のコールは、コンピュータ上でアクティビティの基本的なスケジューリングおよび
同化を実行するシステム・サービス・ルーチンへの、1 秒当たりのコール回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU のシステム・コール率をチェックします。システ
ム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getprocessor（STRUCT pst_processor）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのシステム・コール回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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HP-UX イベント・テストの説明
コンテキスト切替え（回数コンテキスト切替え（回数コンテキスト切替え（回数コンテキスト切替え（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

コンテキスト切替えは、スレッド間で切替えを行う率です。スレッド切替えは、単一プロセ
スの内部または複数のプロセス間で発生します。スレッド切替えは、1 つのスレッドが別の
スレッドから情報を要求した場合、または優先度の高いスレッドが他のスレッドより優先処
理された場合に発生する可能性があります。

このテストでは、1 秒当たりのコンテキスト切替えの回数をチェックします。コンテキスト
切替えの回数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getvminfo（STRUCT pst_vminfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 仮想メモリー統計 :　インスタンス名。デフォルトは HPUX です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名にアクセスするには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「仮想メモリー統計」ク
ラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのコンテキスト切替え数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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HP-UX イベント・テストの説明
デバイス割込み（回数デバイス割込み（回数デバイス割込み（回数デバイス割込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

デバイス割込みは、1 秒当たりにプロセッサで行われるデバイス割込みの数です。これらの
デバイス割込みは、マウス、ネットワーク・カードなどのデバイスによって発生します。こ
の測定では、システム環境全体におけるそれらのデバイスのアクティビティも測定されま
す。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU のデバイス割込み率をチェックします。デバイス割
込みの値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getprocessor（STRUCT pst_processor）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのデバイス割込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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HP-UX イベント・テストの説明
Fork システム・コール（回数システム・コール（回数システム・コール（回数システム・コール（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

Fork システム・コールは、1 秒当たりの fork() コールの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU の fork() システム・コールへのコール率をチェック
します。システム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getprocessor（STRUCT pst_processor）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの fork() コールの回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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HP-UX イベント・テストの説明
Fork（回数（回数（回数（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

Fork は、1 秒当たりの fork() システム・コールの回数です。

このイベント・テストでは、1 秒当たりの fork() システム・コールへのコール数をチェック
します。システム・コールがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getvminfo（STRUCT pst_vminfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 仮想メモリー統計 :　インスタンス名。デフォルトは HPUX です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名にアクセスするには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「仮想メモリー統計」ク
ラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの fork() コールの回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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HP-UX イベント・テストの説明
空きメモリー（空きメモリー（空きメモリー（空きメモリー（KB））））

説明説明説明説明

空きメモリー（KB）は、空き物理メモリーです。

このテストでは、システムの空き物理メモリーをチェックします。空きメモリー（KB）が
しきい値引数で指定したしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getvminfo（STRUCT pst_vminfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

空き物理メモリー（KB 単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

空きメモリー（ページ）空きメモリー（ページ）空きメモリー（ページ）空きメモリー（ページ）

説明説明説明説明

空きメモリー（ページ）は、システム・ページ内のフリー・リストのサイズです。

このテストでは、システム上の空きメモリーのサイズをチェックします。サイズがしきい値
引数で指定したしきい値以下で、その発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getvminfo（STRUCT pst_vminfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 仮想メモリー統計 :　インスタンス名。デフォルトは HPUX です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名にアクセスするには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「仮想メモリー統計」ク
ラスをクリックします。
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HP-UX イベント・テストの説明
� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（システム・ページ単位）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（システム・ページ単位）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

空きメモリーのサイズ（システム・ページ単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

アイドル（アイドル（アイドル（アイドル（%））））

説明説明説明説明

アイドルは、CPU がアイドル状態で、システムに未処理のディスク I/O 要求がなかった時
間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU について、アイドル・モードのプロセッサ時間の割
合をチェックします。アイドルの値がしきい値引数で指定したしきい値以下で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getdynamic（STRUCT pst_dynamic）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

最後のインターバルにおいて CPU がアイドル状態で、未処理のディスク I/O 要求がなかっ
た時間の割合。
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HP-UX イベント・テストの説明
推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

割込み（回数割込み（回数割込み（回数割込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

割込みは、1 秒当たりにプロセッサで行われるデバイス割込みの数です。デバイス割込みは、
マウスやネットワーク・カードなどのシステム・デバイスによって発生します。この測定で
は、システム環境全体においてそれらのデバイスがどのくらいビジーであるかも測定されま
す。

このテストでは、1 秒当たりのシステム割込み数をチェックします。1 秒当たりのシステム
割込み数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getvminfo（STRUCT pst_vminfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 仮想メモリー統計 :　インスタンス名。デフォルトは HPUX です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名にアクセスするには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「仮想メモリー統計」ク
ラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのデバイス割込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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カーネル（カーネル（カーネル（カーネル（%））））

説明説明説明説明

カーネルは、CPU がシステム・モードで実行される時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU のカーネルをチェックします。カーネルがしきい値
引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、
警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getdynamic（STRUCT pst_dynamic）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

CPU が、最後のインターバルにおいてシステム・モードで実行される割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ブロック入力操作数ブロック入力操作数ブロック入力操作数ブロック入力操作数（回数（回数（回数（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ブロック入力操作数は、1 秒当たりのブロック入力操作の回数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対
象とする場合は「*」）で指定されたスレッドの 1 秒当たりのブロック入力操作回数をチェッ
クします。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getlwp（STRUCT lwp_status）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� スレッド ID:　スレッドのフィルタ（システム上で実行されている全スレッドを対象と
する場合は「*」）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なスレッド ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「スレッド」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのブロック入力操作の回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ブロック出力操作数ブロック出力操作数ブロック出力操作数ブロック出力操作数（回数（回数（回数（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ブロック出力操作数は、1 秒当たりのブロック出力操作の回数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対
象とする場合は「*」）で指定されたスレッドの 1 秒当たりのブロック出力操作回数をチェッ
クします。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getlwp（STRUCT lwp_status）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� スレッド ID:　スレッドのフィルタ（システム上で実行されている全スレッドを対象と
する場合は「*」）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なスレッド ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「スレッド」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのブロック出力操作の回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

読込み読込み読込み読込み / 書込み文字数書込み文字数書込み文字数書込み文字数（文字数（文字数（文字数（文字数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

読込み / 書込み文字数は、スレッドによって読み込まれる、または書き込まれる 1 秒当たり
の文字数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対
象とする場合は「*」）で指定されたスレッドで 1 秒当たりに読み込まれる、または書き込ま
れる文字数をチェックします。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい
値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成
されます。
4-26　Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・マニュアル



HP-UX イベント・テストの説明
データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getlwp（STRUCT lwp_status）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� スレッド ID:　スレッドのフィルタ（システム上で実行されている全スレッドを対象と
する場合は「*」）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なスレッド ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「スレッド」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの読込み / 書込み文字数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

使用中メッセージ・キュー数使用中メッセージ・キュー数使用中メッセージ・キュー数使用中メッセージ・キュー数

説明説明説明説明

使用中メッセージ・キュー数は、現在使用されているメッセージ・キューの数です。

このテストでは、現在使用されているメッセージ・キュー数をチェックします。その数がし
きい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超え
ると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getipc（STRUCT pst_ipcinfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

使用中のメッセージ・キュー数。
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推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

受信メッセージ数（メッセージ数受信メッセージ数（メッセージ数受信メッセージ数（メッセージ数受信メッセージ数（メッセージ数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

受信メッセージ数は、1 秒当たりに受信されたメッセージの数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対
象とする場合は「*」）で指定されたスレッドで 1 秒当たりに受信されたメッセージ数を
チェックします。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発
生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getlwp（STRUCT lwp_status）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� スレッド ID:　スレッドのフィルタ（システム上で実行されている全スレッドを対象と
する場合は「*」）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なスレッド ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「スレッド」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりに受信されたメッセージ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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送信メッセージ数（メッセージ数送信メッセージ数（メッセージ数送信メッセージ数（メッセージ数送信メッセージ数（メッセージ数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

送信メッセージ数は、1 秒当たりに送信されたメッセージの数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対
象とする場合は「*」）で指定されたスレッドで 1 秒当たりに送信されたメッセージ数を
チェックします。送信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発
生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getlwp（STRUCT lwp_status）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� スレッド ID:　スレッドのフィルタ（システム上で実行されている全スレッドを対象と
する場合は「*」）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なスレッド ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「スレッド」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりに送信されたメッセージ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ディスク・アクセスの必要なページ・フォルト数（数ディスク・アクセスの必要なページ・フォルト数（数ディスク・アクセスの必要なページ・フォルト数（数ディスク・アクセスの必要なページ・フォルト数（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ページ・フォルト数は、ディスク・アクセスが必要な 1 秒当たりのページ・フォルトの数で
す。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対
象とする場合は「*」）で指定されたスレッドの 1 秒当たりのページ・フォルト数をチェック
します。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getlwp（STRUCT lwp_status）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� スレッド ID:　スレッドのフィルタ（システム上で実行されている全スレッドを対象と
する場合は「*」）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なスレッド ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「スレッド」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・フォルト件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ページ再生数ページ再生数ページ再生数ページ再生数（ページ数（ページ数（ページ数（ページ数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ページ再生数は、このスレッドで再生される 1 秒当たりのページ数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対
象とする場合は「*」）で指定されたスレッドの 1 秒当たりのページ再生数をチェックしま
す。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getlwp（STRUCT lwp_status）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� スレッド ID:　スレッドのフィルタ（システム上で実行されている全スレッドを対象と
する場合は「*」）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なスレッド ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「スレッド」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ再生数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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使用中のセマフォ識別子数使用中のセマフォ識別子数使用中のセマフォ識別子数使用中のセマフォ識別子数

説明説明説明説明

セマフォ識別子数は、現在使用されているセマフォ識別子の数です。

このテストでは、現在使用されているセマフォ識別子数をチェックします。その数がしきい
値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getipc（STRUCT pst_ipcinfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

現在使用中のセマフォ識別子。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

使用中共有メモリー・セグメント数使用中共有メモリー・セグメント数使用中共有メモリー・セグメント数使用中共有メモリー・セグメント数

説明説明説明説明

共有メモリー・セグメント数は、現在使用されている共有メモリー・セグメントの数です。

このテストでは、現在使用されている共有メモリー・セグメント数をチェックします。その
数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値
を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getipc（STRUCT pst_ipcinfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。
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出力出力出力出力

現在使用されている共有メモリー・セグメント数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

システム・コール（回数システム・コール（回数システム・コール（回数システム・コール（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

システム・コールは、1 秒当たりのシステム・コールの回数です。

このテストでは、「スレッド ID」パラメータ（システム上で実行されている全プロセスを対
象とする場合は「*」）で指定されたスレッドの 1 秒当たりのシステム・コール回数をチェッ
クします。受信されたメッセージの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getlwp（STRUCT lwp_status）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� スレッド ID:　スレッドのフィルタ（システム上で実行されている全スレッドを対象と
する場合は「*」）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なスレッド ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「スレッド」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのシステム・コール回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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システム・メッセージ・ヘッダー数システム・メッセージ・ヘッダー数システム・メッセージ・ヘッダー数システム・メッセージ・ヘッダー数

説明説明説明説明

システム・メッセージ・ヘッダー数は、すべてのメッセージのシステム・メッセージ・ヘッ
ダーの数です。

このテストでは、システム・メッセージ・ヘッダー数をチェックします。その数がしきい値
引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、
警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getipc（STRUCT pst_ipcinfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

システム・メッセージ・ヘッダー数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

スレッド数スレッド数スレッド数スレッド数

説明説明説明説明

スレッド数は、プロセス内のスレッド数です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（dbsnmp またはシステム上で実行されている
全プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセス内のスレッド数をチェッ
クします。スレッド数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getproc（STRUCT pst_status）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセスを対象
とする場合の「*」など）。
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� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� スレッド :　プロセス内のスレッド数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ページ・イン（回数ページ・イン（回数ページ・イン（回数ページ・イン（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ページ・インは、仮想メモリー・マネージャによる 1 秒当たりのページ・イン（メモリー参
照の障害を解決するためにディスクから読み込まれる）の回数です。ページ・アウト統計と
ともに、この統計は仮想メモリー・マネージャによって開始された実際の I/O の量を表しま
す。

このテストでは、1 秒間のページ・インの回数をチェックします。ページ・インの回数がし
きい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、
警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getvminfo（STRUCT pst_vminfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 仮想メモリー統計 :　インスタンス名。デフォルトは HPUX です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名にアクセスするには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「仮想メモリー統計」ク
ラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・インの回数。
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推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ページ・アウト（回数ページ・アウト（回数ページ・アウト（回数ページ・アウト（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ページ・アウトは、1 秒当たりのディスクへのページ・アウトの回数です。

このテストでは、1 秒間のページ・アウトの回数をチェックします。ページ・アウトの回数
がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を
超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getvminfo（STRUCT pst_vminfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 仮想メモリー統計 :　インスタンス名。デフォルトは HPUX です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名にアクセスするには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「仮想メモリー統計」ク
ラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・アウトの回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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開放ページ（回数開放ページ（回数開放ページ（回数開放ページ（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

開放ページは、仮想メモリー管理サブシステムに関する統計の 1 つです。この統計では、
ページ・スティーリング・デーモンによって空きリストに置かれたページ数がレポートされ
ます。関連する統計として、Page Scans per Second があります。Page Scans per Second 統
計では、ページ・スティーリング・デーモンによってスキャンされた 1 秒当たりのページ数
がレポートされます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getvminfo（STRUCT pst_vminfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 仮想メモリー統計 :　インスタンス名。デフォルトは HPUX です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名にアクセスするには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「仮想メモリー統計」ク
ラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりに開放されたページ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ページ・スワップ・イン（回数ページ・スワップ・イン（回数ページ・スワップ・イン（回数ページ・スワップ・イン（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ページ・スワップ・インは、インターバル期間におけるディスクからのページ・インの合計
数です。これには、ページング領域およびファイル・システムからページ・インされるペー
ジが含まれます。

このテストでは、1 秒間のページ・イン回数をチェックします。ページ・インの回数がしき
い値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getvminfo（STRUCT pst_vminfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 仮想メモリー統計 :　インスタンス名。デフォルトは HPUX です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名にアクセスするには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「仮想メモリー統計」ク
ラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・イン回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ページ・スワップ・アウト（回数ページ・スワップ・アウト（回数ページ・スワップ・アウト（回数ページ・スワップ・アウト（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ページ・スワップ・アウトは、インターバル期間におけるディスクからのページ・アウトの
合計数です。これには、ページング領域およびファイル・システムへページ・アウトされる
ページが含まれます。

このテストでは、1 秒間のページ・アウト回数をチェックします。ページ・アウトの回数が
しきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getvminfo（STRUCT pst_vminfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 仮想メモリー統計 :　インスタンス名。デフォルトは HPUX です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名にアクセスするには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「仮想メモリー統計」ク
ラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・アウト回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

使用済メモリー率使用済メモリー率使用済メモリー率使用済メモリー率（（（（%））））

説明説明説明説明

使用済メモリー率は、マシン上の物理メモリーに対するプロセスの常駐設定サイズの割合で
す。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（dbsnmp またはシステム上で実行されている
全プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによる、使用済メモリー
率をチェックします。1 プロセスで使用されるメモリーがしきい値引数で指定したしきい値
以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成さ
れます。
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データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getproc（STRUCT pst_status）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセスを対象
とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� 使用済メモリー率 :　マシン上の物理メモリーに対する、プロセスの常駐設定サイズの
割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

物理物理物理物理 I/O 読込み（回数読込み（回数読込み（回数読込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

物理 I/O 読込みは、RAW I/O 読込みの 1 秒当たりの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU に対する、物理 I/O 読込み率をチェックします。物
理 I/O 読込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getprocessor（STRUCT pst_processor）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。
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� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの物理 I/O 読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

物理物理物理物理 I/O 書込み（回数書込み（回数書込み（回数書込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

物理 I/O 書込みは、RAW I/O 書込みの 1 秒当たりの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU に対する、物理 I/O 書込み率をチェックします。物
理 I/O 書込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getprocessor（STRUCT pst_processor）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの物理 I/O 書込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分
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ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

読込みシステム・コール（回数読込みシステム・コール（回数読込みシステム・コール（回数読込みシステム・コール（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

読込みシステム・コールは、1 秒当たりの read() システム・コールの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された read() システム・コール率をチェックします。システム・
コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getprocessor（STRUCT pst_processor）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの読込みシステム・コール回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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常駐サイズ（常駐サイズ（常駐サイズ（常駐サイズ（KB））））

説明説明説明説明

常駐サイズは、プロセスの常駐設定サイズです。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（dbsnmp またはシステム上で実行されている
全プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの常駐サイズをチェック
します。1 プロセスの常駐サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発
生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getproc（STRUCT pst_status）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセスを対象
とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� 常駐サイズ :　プロセスの常駐設定サイズ（KB）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

Sxbrk（（（（%））））

説明説明説明説明

Sxbrk は、CPU が sxbrk 状態である時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU の sxbrk をチェックします。sxbrk がしきい値引数
で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒
または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getdynamic（STRUCT pst_dynamic）から取得したデータ。
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

CPU が、最後のインターバルに sxbrk 状態だった時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

システム・コール（回数システム・コール（回数システム・コール（回数システム・コール（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

システム・コールは、コンピュータ上でアクティビティの基本的なスケジューリングおよび
同化を実行するシステム・サービス・ルーチンへの、1 秒当たりのコール回数です。

このテストでは、1 秒当たりのシステム・コール数をチェックします。1 秒当たりのシステ
ム・コールがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指
定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getvminfo（STRUCT pst_vminfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 仮想メモリー統計 :　インスタンス名。デフォルトは HPUX です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名にアクセスするには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「仮想メモリー統計」ク
ラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。
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出力出力出力出力

1 秒当たりのシステム・コール回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

障害の合計（回数障害の合計（回数障害の合計（回数障害の合計（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

障害の合計は、プロセッサにおける 1 秒当たりのページ・フォルトの回数を表します。ペー
ジ・フォルトは、メイン・メモリーの現行のワーキング・セットにない仮想メモリー・ペー
ジが、プロセスによって参照された場合に発生します。

このテストでは、1 秒間のページ・フォルト回数をチェックします。ページ・フォルト数が
しきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超
えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getvminfo（STRUCT pst_vminfo）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 仮想メモリー統計 :　インスタンス名。デフォルトは HPUX です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名にアクセスするには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「仮想メモリー統計」ク
ラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・フォルト件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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使用量（使用量（使用量（使用量（KB））））

説明説明説明説明

使用量は、既存のファイルに割り当てられた領域の量です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象
とする場合の「*」など）で指定されたディスク上で使用されている領域をチェックします。
使用されている領域がしきい値引数で指定されたしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

statvfs から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル・システム名 :　ファイル・システム名のフィルタ（/、/tmp またはシステム
内の全ファイルを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なファイル・システムのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ファイ
ル・システム」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ファイル・システム上の使用済領域（KB）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ユーザー（ユーザー（ユーザー（ユーザー（%））））

説明説明説明説明

ユーザーは、ユーザー・モードで実行されているプロセッサ時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU について、ユーザー・モードのプロセッサ時間の割
合をチェックします。ユーザーがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getdynamic（STRUCT pst_dynamic）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

CPU が、最後のインターバルにおいてユーザー・モードで実行される割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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使用率（使用率（使用率（使用率（%））））

説明説明説明説明

使用率は、ファイル・システム上の全ファイルに現在割り当てられている領域の割合です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象
とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の使用済領域の割合をチェックします。
使用済領域の割合がしきい値引数で指定されている値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定されている値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

statvfs から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル・システム名 :　ファイル・システム名のフィルタ（/、/tmp またはシステム
内の全ファイルを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なファイル・システムのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ファイ
ル・システム」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ファイル・システム上の使用済領域の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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仮想サイズ（仮想サイズ（仮想サイズ（仮想サイズ（KB））））

説明説明説明説明

仮想サイズは、仮想メモリーでの 1 プロセスの合計サイズです。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（dbsnmp またはシステム上で実行されている
全プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの合計サイズをチェック
します。1 プロセスの合計サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発
生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getproc（STRUCT pst_status）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセスを対象
とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� 仮想サイズ :　仮想メモリーでの 1 プロセスの合計サイズ（KB）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

待機（待機（待機（待機（%））））

説明説明説明説明

待機は、CPU がアイドル状態で、システムに未処理のディスク I/O 要求があった時間の割
合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU について、待機モードのプロセッサ時間の割合を
チェックします。待機の値が、しきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getdynamic（STRUCT pst_dynamic）から取得したデータ。
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

最後のインターバルにおいて、CPU がアイドル状態でディスク I/O を待機していた時間の
割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

書込みシステム・コール（回数書込みシステム・コール（回数書込みシステム・コール（回数書込みシステム・コール（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

書込みシステム・コールは、1 秒当たりの write() システム・コールの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象とす
る場合の「*」など）で指定された CPU の write() システム・コール率をチェックします。
システム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

pstat_getprocessor（STRUCT pst_processor）から取得したデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（CPU0 またはシステム上の全 CPU を対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。
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� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの書込みシステム・コール回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト

IBM AIX の Oracle Enterprise Manager 拡張イベント・テストは、一連のクラス（グループ）
に分かれており、それらを使用して登録するイベント・テストを検索できます。

クラス名およびそのクラス内の登録できるイベントの一覧は、次のとおりです。

� CPU 使用率クラス :　CPU がアイドル、待機状態、システム・モードおよびユーザー・
モードである時間の割合などが含まれます。（表 5-1 を参照）

� ファイル・システム・クラス :　使用可能な領域および使用済み領域が含まれます。（表
5-2 を参照）

� I/O クラス :　読込みおよび書込み操作が含まれます。（表 5-3 を参照）

� メモリー / スワップ・クラス :　空きメモリー、使用可能なスワップ領域およびスワッ
プ・キューが含まれます。（表 5-4 を参照）

� ネットワーク・クラス :　パケット統計、入力エラーと出力エラー、およびネットワー
ク・インタフェース上での衝突が含まれます。（表 5-5 を参照）

� プロセス・クラス :　プロセス ID、親プロセス ID、プロセスの優先順位およびプロセス
のサイズが含まれます。（表 5-6 を参照）

� システム・クラス :　ページ・イン、ページ・アウト、ページ・インされたページおよ
びページ・アウトされたページについての操作が含まれます。（表 5-7 を参照）
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IBM AIX イベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリー
IBM AIX のイベント・テストの一覧を、クラスごとに次の表に示します。

表表表表 5-1 CPU 使用率イベント・テスト使用率イベント・テスト使用率イベント・テスト使用率イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

アイドル（%） アイドルは、CPU がアイドル状態で、システムに未処理のディスク I/O 要求がなかった時

間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全 CPU
を対象とする場合の「*」など）で指定された CPU について、アイドル・モードのプロセッ

サ時間の割合をチェックします。アイドルの値がしきい値引数で指定したしきい値以下で、
発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

SYS（%） SYS は、CPU がシステム・モード（カーネル）で実行される時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0、またはシステム上の全

CPU が対象の場合の「*」など）で指定された CPU についてシステム・モードのプロセッサ

時間の割合をチェックします。SYS 値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ユーザー（%） ユーザーは、ユーザー・モードで実行されているプロセッサ時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0、またはシステム上のすべ

ての CPU を表す「*」など）で指定された CPU についてユーザー・モードのプロセッサ時

間の割合をチェックします。ユーザーがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

待機（%） 待機は、CPU がアイドル状態で、システムに未処理のディスク I/O 要求があった時間の割

合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0、またはシステム上の全

CPU を対象とする場合の「*」など）で指定された CPU について、待機モードのプロセッサ

時間の割合をチェックします。待機の値が、しきい値引数で指定した値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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表表表表 5-2 ファイル・システム・クラス・イベント・テストファイル・システム・クラス・イベント・テストファイル・システム・クラス・イベント・テストファイル・システム・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

使用可能（KB） 使用可能は、スーパー・ユーザー権限を持たないユーザーが新規ファイルの作成に使用でき
るディスク容量です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象

とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の、使用可能な領域をチェックします。使

用可能な領域がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

使用量（KB） 使用量は、既存のファイルに割り当てられた領域の量（KB 単位）です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象

とする場合の「*」など）で指定されたディスク上で使用されている領域をチェックします。

使用されている領域がしきい値引数で指定されたしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

使用率（%） 使用率は、ファイル・システム上の全ファイルに現在割り当てられている領域の割合です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象

とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の使用済領域の割合をチェックします。使

用済領域の割合がしきい値引数で指定されている値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定されている値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 5-3 I/O クラス・イベント・テストクラス・イベント・テストクラス・イベント・テストクラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

読込み（回数 / 秒） 読込みは、1 秒当たりに読み込まれた回数です。

このテストでは、読込みの割合をチェックします。読込み率がしきい値引数で指定したしき
い値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生
成されます。

書込み（回数 / 秒） 書込みは、1 秒当たりに書き込まれた回数です。

このテストでは、書込みの割合をチェックします。書込み率がしきい値引数で指定したしき
い値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生
成されます。
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表表表表 5-4 メモリーメモリーメモリーメモリー / スワップ・クラス・イベント・テストスワップ・クラス・イベント・テストスワップ・クラス・イベント・テストスワップ・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

使用可能なスワップ領域
（KB）

使用可能なスワップ領域は、現在使用可能なスワップの容量です。

このテストでは、システム上で現在使用可能なスワップ領域のサイズをチェックします。サ
イズ（KB 単位）がしきい値引数で指定したしきい値以下で、その発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

空きメモリー（KB） 空きメモリーは、フリー・リストのサイズ（KB 単位）です。

このテストでは、システムの空きメモリー・サイズ（KB 単位）をチェックします。サイズ

がしきい値引数で指定したしきい値以下で、その発生数が「発生数」パラメータで指定した
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

実行キュー 実行キューは、メモリー内にあり、最後のインターバルで実行されるプロセスの平均数で
す。

このテストでは、実行キューをチェックします。実行キューがしきい値引数で指定されてい
る値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定されている値を超えると、警戒または警
告が生成されます。

スワップ・キュー スワップ・キューは、最後のインターバルでスワップされたプロセスの平均数です。

このテストでは、スワップされたプロセスの平均数をチェックします。その数がしきい値引
数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

待機中 待機中は、最後のインターバルで I/O を待っているジョブの平均数です。

このテストでは、I/O を待っているジョブの平均数をチェックします。待機キューがしきい

値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

表表表表 5-5 ネットワーク・クラス・イベント・テストネットワーク・クラス・イベント・テストネットワーク・クラス・イベント・テストネットワーク・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

衝突（数 / 秒） 衝突は、1 秒当たりの衝突の数です。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・

インタフェースを対象とする場合は、「*」など）で指定されたネットワーク・インタフェー

ス上の衝突の頻度をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生
数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

入力エラー（数 / 秒） 入力エラーは、ハードウェアまたはネットワークのエラーにより受信が失敗した際に発生す
る、1 秒当たりの入力エラーの数です。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・

インタフェースを対象とする場合は、「*」など）で指定されたネットワーク・インタフェー

ス上の入力エラーの頻度をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以上
で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されま
す。
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受信パケット（数 / 秒） 受信パケットは、デバイスで 1 秒間に正常に受信されたパケットの数を表します。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・

インタフェースを対象とする場合は、「*」など）で指定したネットワーク・インタフェース

により受信されたパケットの受信率をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしき
い値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生
成されます。

出力エラー（数 / 秒） 出力エラーは、1 秒当たりの出力エラーの数を表します。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・

インタフェースを対象とする場合の「*」など）で指定されたネットワーク・インタフェース

上の出力エラーの頻度をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以上で、
発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

送信パケット（数 / 秒） 送信パケットは、デバイスで 1 秒当たりに送信されたパケットの数を表します。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・

インタフェースを対象とする場合は、「*」など）で指定されるネットワーク・インタフェー

スで送信されたパケットの割合をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値
以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成さ
れます。

表表表表 5-6 プロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

システム時間（%） システム時間は、プロセスが使用したシステム・レベルの CPU 時間の割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全

プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによって使用されたシステム

時間の割合をチェックします。1 プロセスで使用されるシステム時間値がしきい値引数で指

定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒また
は警告が生成されます。

ユーザー時間（%） ユーザー時間は、プロセスが使用したユーザー・レベルの CPU 時間の割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全

プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによって使用されたユーザー

時間の割合をチェックします。1 プロセスで使用されるユーザー時間値がしきい値引数で指

定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒また
は警告が生成されます。

仮想サイズ（KB） 仮想サイズは、仮想メモリーでの 1 プロセスの合計サイズ（KB 単位）です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全

プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの合計サイズをチェックしま

す。1 プロセスの合計サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」

パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 5-5 ネットワーク・クラス・イベント・テスト（続き）ネットワーク・クラス・イベント・テスト（続き）ネットワーク・クラス・イベント・テスト（続き）ネットワーク・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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表表表表 5-7 システム・クラス・イベント・テストシステム・クラス・イベント・テストシステム・クラス・イベント・テストシステム・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

ページ・イン（回数 / 秒） ページ・インは、仮想メモリー・マネージャによる 1 秒当たりのページ・イン（メモリー参

照の障害を解決するためにディスクから読み込まれた）の回数です。ページ・アウトととも
に、この統計は仮想メモリー・マネージャによって開始された実際の I/O の量を表します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対するページ・インの回数をチェックしま

す。ページ・インの回数がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ページ・アウト（回数 / 秒） ページ・アウトは、1 秒当たりのディスクへのページ・アウトの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対するページ・アウトの回数をチェックし

ます。ページ・アウトの回数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ページ・インされたページ
（数 / 秒）

ページ・インされたページは、1 秒当たりにページ・インされた（メモリー参照障害を解決

するためにディスクから読み込まれた）ページ数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU のページ・インされたページ数をチェックし

ます。ページ・インされたページ数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ページ・アウトされたページ
（数 / 秒）

ページ・アウトされたページは、仮想メモリー・マネージャにより 1 秒当たりに書き込まれ

たページ数です。ページ・インされたページとともに、この統計は仮想メモリー・マネー
ジャによって開始された実際の I/O の量を表します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU のページ・アウトされたページ数をチェック

します。ページ・アウトされたページ数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数
が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム・コール fork
（回数 / 秒）

システム・コール fork は、1 秒当たりの fork() コールの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU の fork() システム・コールへのコール率を

チェックします。システム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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IBM AIX イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明
IBM AIX のイベント・テストの説明を次に記載します。

使用可能（使用可能（使用可能（使用可能（KB））））

説明説明説明説明

使用可能は、スーパー・ユーザー権限を持たないユーザーが新規ファイルの作成に使用でき
るディスク容量です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象
とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の、使用可能な領域をチェックします。
使用可能な領域がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

statvfs から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル・システム名 :　ファイル・システム名のフィルタ（/、/tmp またはシステム
内の全ファイルを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なファイル・システムのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ファイ
ル・システム」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ファイル・システム上の使用可能な領域（KB）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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使用可能なスワップ領域（使用可能なスワップ領域（使用可能なスワップ領域（使用可能なスワップ領域（KB））））

説明説明説明説明

使用可能なスワップ領域は、現在使用可能なスワップの容量です。

このテストでは、システム上で現在使用可能なスワップ領域のサイズをチェックします。サ
イズ（KB 単位）がしきい値引数で指定したしきい値以下で、その発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT vmk psfreeblks）に対するシステム・コールから取得されるデー
タ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　使用可能なシステム・インスタンスにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メ
モリー / スワップ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

現在使用可能なスワップ領域（KB）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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衝突（数衝突（数衝突（数衝突（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

衝突は、1 秒当たりの衝突の数です。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・
インタフェースを対象とする場合は、「*」など）で指定されたネットワーク・インタフェー
ス上の衝突の頻度をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生
数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT ifnet_s colls）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・デバイス名 :　ネットワーク・デバイス名のフィルタ（le0 またはシステ
ム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合は、「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク」クラスをクリックします。ターゲット・ノードに「ネットワーク」
クラスが表示されない場合は、ターゲット・ノード上のインタフェースが Oracle 
Intelligent Agent でサポートされていないことを表します。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ネットワーク・インタフェース上での衝突の頻度。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
空きメモリー（空きメモリー（空きメモリー（空きメモリー（KB））））

説明説明説明説明

空きメモリーは、フリー・リストのサイズ（KB 単位）です。

このテストでは、システムの空きメモリー・サイズ（KB 単位）をチェックします。サイズ
がしきい値引数で指定したしきい値以下で、その発生数が「発生数」パラメータで指定した
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT vmk numfrb）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　使用可能なシステム・インスタンスにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモ
リー / スワップ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

空きメモリーのサイズ（KB 単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
アイドル（アイドル（アイドル（アイドル（%））））

説明説明説明説明

アイドルは、CPU がアイドル状態で、システムに未処理のディスク I/O 要求がなかった時
間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全 CPU
を対象とする場合の「*」など）で指定された CPU について、アイドル・モードのプロセッ
サ時間の割合をチェックします。アイドルの値がしきい値引数で指定したしきい値以下で、
発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT sysinfo cpu）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

最後のインターバルにおいて CPU がアイドル状態で、未処理のディスク I/O 要求がなかっ
た時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
入力エラー（数入力エラー（数入力エラー（数入力エラー（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

入力エラーは、ハードウェアまたはネットワークのエラーにより受信が失敗した際に発生す
る、1 秒当たりの入力エラーの数です。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・
インタフェースを対象とする場合は、「*」など）で指定されたネットワーク・インタフェー
ス上の入力エラーの頻度をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以上
で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されま
す。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT ifnet_s ierrs）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・デバイス名 :　ネットワーク・デバイス名のフィルタ（le0 またはシステ
ム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合は、「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク」クラスをクリックします。ターゲット・ノードに「ネットワーク」
クラスが表示されない場合は、ターゲット・ノード上のインタフェースが Oracle 
Intelligent Agent でサポートされていないことを表します。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ネットワーク・インタフェース上での入力エラーの頻度。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
受信パケット（数受信パケット（数受信パケット（数受信パケット（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

受信パケットは、デバイスで 1 秒間に正常に受信されたパケットの数を表します。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・
インタフェースを対象とする場合は、「*」など）で指定したネットワーク・インタフェース
により受信されたパケットの受信率をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしき
い値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生
成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT ifnet_s ipkts）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・デバイス名 :　ネットワーク・デバイス名のフィルタ（le0 またはシステ
ム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合は、「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク」クラスをクリックします。ターゲット・ノードに「ネットワーク」
クラスが表示されない場合は、ターゲット・ノード上のインタフェースが Oracle 
Intelligent Agent でサポートされていないことを表します。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ネットワーク・インタフェース上でのパケットの受信率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
出力エラー（数出力エラー（数出力エラー（数出力エラー（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

出力エラーは、1 秒当たりの出力エラーの数を表します。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・
インタフェースを対象とする場合の「*」など）で指定されたネットワーク・インタフェー
ス上の出力エラーの頻度をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以上
で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されま
す。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT ifnet_s oerrs）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・デバイス名 :　ネットワーク・デバイス名のフィルタ（le0 またはシステ
ム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合は、「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク」クラスをクリックします。ターゲット・ノードに「ネットワーク」
クラスが表示されない場合は、ターゲット・ノード上のインタフェースが Oracle 
Intelligent Agent でサポートされていないことを表します。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ネットワーク・インタフェース上での出力エラーの頻度。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
送信パケット（数送信パケット（数送信パケット（数送信パケット（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

送信パケットは、デバイスで 1 秒当たりに送信されたパケットの数を表します。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・
インタフェースを対象とする場合は、「*」など）で指定されるネットワーク・インタフェー
スで送信されたパケットの割合をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値
以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成さ
れます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT ifnet_s opkts）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・デバイス名 :　ネットワーク・デバイス名のフィルタ（le0 またはシステ
ム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合は、「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク」クラスをクリックします。ターゲット・ノードに「ネットワーク」
クラスが表示されない場合は、ターゲット・ノード上のインタフェースが Oracle 
Intelligent Agent でサポートされていないことを表します。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ネットワーク・インタフェースでパケットが送信される割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
ページ・イン（回数ページ・イン（回数ページ・イン（回数ページ・イン（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ページ・インは、仮想メモリー・マネージャによる 1 秒当たりのページ・イン（メモリー参
照の障害を解決するためにディスクから読み込まれた）の回数です。ページ・アウトととも
に、この統計は仮想メモリー・マネージャによって開始された実際の I/O の量を表します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対するページ・インの回数をチェックしま
す。ページ・インの回数がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT vmi pageins）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・インの回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
ページ・アウト（回数ページ・アウト（回数ページ・アウト（回数ページ・アウト（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ページ・アウトは、1 秒当たりのディスクへのページ・アウトの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対するページ・アウトの回数をチェックし
ます。ページ・アウトの回数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT vmi pageouts）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・アウトの回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
ページ・インされたページ（数ページ・インされたページ（数ページ・インされたページ（数ページ・インされたページ（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ページ・インされたページは、1 秒当たりにページ・インされた（メモリー参照障害を解決
するためにディスクから読み込まれた）ページ数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU のページ・インされたページ数をチェックし
ます。ページ・インされたページ数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT vmi pgspgin）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・インされたページ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
ページ・アウトされたページ（数ページ・アウトされたページ（数ページ・アウトされたページ（数ページ・アウトされたページ（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ページ・アウトされたページは、仮想メモリー・マネージャにより 1 秒当たりに書き込まれ
たページ数です。ページ・インされたページとともに、この統計は仮想メモリー・マネー
ジャによって開始された実際の I/O の量を表します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU のページ・アウトされたページ数をチェック
します。ページ・アウトされたページ数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数
が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT vmi pgspgout）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・アウトされたページ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
読込み（回数読込み（回数読込み（回数読込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

読込みは、1 秒当たりに読み込まれた回数です。

このテストでは、読込みの割合をチェックします。読込み率がしきい値引数で指定したしき
い値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生
成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT dkstat dk_rblks）に対するシステム・コールから取得されるデー
タ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ディスク・デバイス名 :　ディスク名のフィルタ（sd0 またはシステム上の全ディスクを
対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なディスク名のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「I/O」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
実行キュー実行キュー実行キュー実行キュー

説明説明説明説明

実行キューは、メモリー内にあり、最後のインターバルで実行されるプロセスの平均数で
す。

このテストでは、実行キューをチェックします。実行キューがしきい値引数で指定されてい
る値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定されている値を超えると、警戒または警
告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT sysinfo runque）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　使用可能なシステム・インスタンスにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモ
リー / スワップ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

最後のインターバルにおける実行キュー。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
スワップ・キュースワップ・キュースワップ・キュースワップ・キュー

説明説明説明説明

スワップ・キューは、最後のインターバルでスワップされたプロセスの平均数です。

このテストでは、スワップされたプロセスの平均数をチェックします。その数がしきい値引
数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT sysinfo swpque）に対するシステム・コールから取得されるデー
タ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　使用可能なシステム・インスタンスにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモ
リー / スワップ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

最後のインターバルにおけるスワップ・キューの平均長。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
SYS（（（（%））））

説明説明説明説明

SYS は、CPU がシステム・モード（カーネル）で実行される時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0、またはシステム上の全
CPU が対象の場合の「*」など）で指定された CPU についてシステム・モードのプロセッサ
時間の割合をチェックします。SYS 値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT sysinfo cpu）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

CPU が、最後のインターバルにおいてシステム・モードで実行される割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
システム・コールシステム・コールシステム・コールシステム・コール fork（回数（回数（回数（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

システム・コール fork は、1 秒当たりの fork() コールの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU の fork() システム・コールへのコール率を
チェックします。システム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT sysinfo sysfork）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの fork システム・コールの回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
システム時間システム時間システム時間システム時間（（（（%））））

説明説明説明説明

システム時間は、プロセスが使用したシステム・レベルの CPU 時間の割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによって使用されたシステ
ム時間の割合をチェックします。1 プロセスで使用されるシステム時間値がしきい値引数で
指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

getproc から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� システム時間 :　プロセスが使用したシステム・レベルの CPU 時間の割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
使用量（使用量（使用量（使用量（KB））））

説明説明説明説明

使用量は、既存のファイルに割り当てられた領域の量（KB 単位）です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象
とする場合の「*」など）で指定されたディスク上で使用されている領域をチェックします。
使用されている領域がしきい値引数で指定されたしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

statvfs から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル・システム名 :　ファイル・システム名のフィルタ（/、/tmp またはシステム
内の全ファイルを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なファイル・システムのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ファイ
ル・システム」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ファイル・システム上の使用済領域（KB）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
ユーザー（ユーザー（ユーザー（ユーザー（%））））

説明説明説明説明

ユーザーは、ユーザー・モードで実行されているプロセッサ時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0、またはシステム上のすべ
ての CPU を表す「*」など）で指定された CPU についてユーザー・モードのプロセッサ時
間の割合をチェックします。ユーザーがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT sysinfo cpu）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

CPU が、最後のインターバルにおいてユーザー・モードで実行される割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
ユーザー時間ユーザー時間ユーザー時間ユーザー時間（（（（%））））

説明説明説明説明

ユーザー時間は、プロセスが使用したユーザー・レベルの CPU 時間の割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによって使用されたユー
ザー時間の割合をチェックします。1 プロセスで使用されるユーザー時間値がしきい値引数
で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒
または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

getproc から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� ユーザー時間 :　プロセスが使用したユーザー・レベルの CPU 時間の割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
使用率（使用率（使用率（使用率（%））））

説明説明説明説明

使用率は、ファイル・システム上の全ファイルに現在割り当てられている領域の割合です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象
とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の使用済領域の割合をチェックします。
使用済領域の割合がしきい値引数で指定されている値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定されている値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

statvfs から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル・システム名 :　ファイル・システム名のフィルタ（/、/tmp またはシステム
内の全ファイルを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なファイル・システムのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ファイ
ル・システム」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ファイル・システム上の使用済領域の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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IBM AIX イベント・テストの説明
仮想サイズ仮想サイズ仮想サイズ仮想サイズ（（（（KB））））

説明説明説明説明

仮想サイズは、仮想メモリーでの 1 プロセスの合計サイズ（KB 単位）です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの合計サイズをチェックし
ます。1 プロセスの合計サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

getproc から取得されたデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� サイズ :　仮想メモリーでの 1 プロセスの合計サイズ（KB）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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待機（待機（待機（待機（%））））

説明説明説明説明

待機は、CPU がアイドル状態で、システムに未処理のディスク I/O 要求があった時間の割
合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0、またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）で指定された CPU について、待機モードのプロセッサ
時間の割合をチェックします。待機の値が、しきい値引数で指定した値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT sysinfo cpu）に対するシステム・コールから取得されるデータ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

最後のインターバルにおいて、CPU がアイドル状態でディスク I/O を待機していた時間の
割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
IBM AIX イベント・テスト　5-31



IBM AIX イベント・テストの説明
待機中待機中待機中待機中

説明説明説明説明

待機中は、最後のインターバルで I/O を待っているジョブの平均数です。

このテストでは、I/O を待っているジョブの平均数をチェックします。待機キューがしきい
値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

該当なし。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　使用可能なシステム・インスタンスにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモ
リー / スワップ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

最後のインターバルにおける待機キューの平均長。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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書込み（回数書込み（回数書込み（回数書込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

書込みは、1 秒当たりに書き込まれた回数です。

このテストでは、書込みの割合をチェックします。書込み率がしきい値引数で指定したしき
い値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生
成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

カーネル統計（STRUCT dkstat dk_wblks）に対するシステム・コールから取得されるデー
タ。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ディスク・デバイス名 :　ディスク名のフィルタ（sd0 またはシステム上の全ディスクを
対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なディスク名のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「I/O」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの書込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト

Solaris の Oracle Enterprise Manager 拡張イベント・テストは、一連のクラス（グループ）
に分かれており、それらを使用して登録するイベント・テストを検索できます。

クラス名およびそのクラス内の登録できるイベントの一覧は、次のとおりです。

� CPU 使用率クラス :　CPU がアイドル、待機状態、システム・モードおよびユーザー・
モードである時間の割合などが含まれます。（表 6-1 を参照）

� ファイル・システム・クラス :　使用可能な領域、既存ファイルに割り当てられた領域、
および既存ファイルに割り当てられた領域の割合などが含まれます。（表 6-2 を参照）

� I/O クラス :　読込みおよび書込みスループット、読込みおよび書込み操作数、および平
均サービス時間などが含まれます。（表 6-3 を参照）

� メモリー / スワップ・クラス :　このクラスには、空きメモリー、スワップ領域、メモ
リー内のプロセス数の平均および I/O 待機ジョブ数の平均が含まれます。（表 6-4 を参
照）

� ネットワーク・クラス :　パケット統計、入力エラーと出力エラー、およびネットワー
ク・インタフェース上での衝突が含まれます。（表 6-5 を参照）

� プロセス・クラス :　プロセスの仮想サイズ、プロセスの常駐設定サイズ、および LWP
（軽量プロセス）の数などが含まれます。（表 6-6 を参照）

� システム・クラス :　このクラスには、ファイルの読込み / 書込み操作、システム・コー
ル操作およびシステム・ページ操作が含まれます。（表 6-7 を参照）
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Solaris イベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリー
Solaris のイベント・テストの一覧を、クラスごとに次の表に示します。

表表表表 6-1 CPU 使用率イベント・テスト使用率イベント・テスト使用率イベント・テスト使用率イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

CPU 使用率（%） CPU 使用率は、CPU がビジー状態だった時間の割合です。マルチ・プロセッサ・システム

の場合、すべてのプロセッサの平均値になります。

アイドル（%） アイドルは、CPU がアイドル状態で、システムに未処理のディスク I/O 要求がなかった時

間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全 CPU
を対象とする場合の「*」など）で指定された CPU について、アイドル・モードのプロセッ

サ時間の割合をチェックします。アイドルの値がしきい値引数で指定したしきい値以下で、
発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

SYS（%） SYS は、CPU がシステム・モード（カーネル）で実行される時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0、またはシステム上の全

CPU が対象の場合の「*」など）で指定された CPU についてシステム・モードのプロセッサ

時間の割合をチェックします。SYS 値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ユーザー（%） ユーザーは、ユーザー・モードで実行されているプロセッサ時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0、またはシステム上のすべ

ての CPU を表す「*」など）で指定された CPU についてユーザー・モードのプロセッサ時

間の割合をチェックします。ユーザーがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

待機（%） 待機は、CPU がアイドル状態で、システムに未処理のディスク I/O 要求があった時間の割

合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0、またはシステム上の全

CPU を対象とする場合の「*」など）で指定された CPU について、待機モードのプロセッサ

時間の割合をチェックします。待機の値が、しきい値引数で指定した値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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表表表表 6-2 ファイル・システム・クラス・イベント・テストファイル・システム・クラス・イベント・テストファイル・システム・クラス・イベント・テストファイル・システム・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

使用可能（KB） 使用可能は、スーパー・ユーザー権限を持たないユーザーが新規ファイルの作成に使用でき
るディスク容量です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象

とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の、使用可能な領域をチェックします。

使用可能な領域がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

使用量（KB） 使用量は、既存のファイルに割り当てられた領域の量（KB 単位）です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象

とする場合の「*」など）で指定されたディスク上で使用されている領域をチェックします。

使用されている領域がしきい値引数で指定されたしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

使用率（%） 使用率は、ファイル・システム上の全ファイルに現在割り当てられている領域の割合です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象

とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の使用済領域の割合をチェックします。

使用済領域の割合がしきい値引数で指定されている値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定されている値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 6-3 I/O クラス・イベント・テストクラス・イベント・テストクラス・イベント・テストクラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

平均応答時間（ミリ秒） 平均応答時間では、ディスク操作の平均時間（ミリ秒単位）が計算されます。

平均サービス時間（ミリ秒） 平均サービス時間は、ミリ秒当たりの平均のサービス時間です。

このテストでは、平均サービス時間をチェックします。平均サービス時間がしきい値引数で
指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。

読込みスループット 読込みスループットは、1 秒当たりに読み込まれた KB 数です。

このテストでは、読込みスループットをチェックします。読込みスループットがしきい値引
数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

読込み（回数 / 秒） 読込みは、1 秒当たりに読み込まれた回数です。

このテストでは、読込みの割合をチェックします。読込み率がしきい値引数で指定したしき
い値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生
成されます。
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書込みスループット 書込みスループットは、1 秒当たりに書き込まれた KB 数です。

このテストでは、書込みスループットをチェックします。書込みスループットがしきい値引
数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

書込み（回数 / 秒） 書込みは、1 秒当たりに書き込まれた回数です。

このテストでは、書込みの割合をチェックします。書込み率がしきい値引数で指定したしき
い値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生
成されます。

表表表表 6-4 メモリーメモリーメモリーメモリー / スワップ・クラス・イベント・テストスワップ・クラス・イベント・テストスワップ・クラス・イベント・テストスワップ・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

使用可能なスワップ領域
（KB）

使用可能なスワップ領域は、現在使用可能なスワップの容量です。

このテストでは、システム上で現在使用可能なスワップ領域のサイズをチェックします。サ
イズ（KB 単位）がしきい値引数で指定したしきい値以下で、その発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

Available Memory（%） Available Memory は、総物理メモリーに対する空き物理メモリーの割合です。

空きメモリー（KB） 空きメモリーは、フリー・リストのサイズ（KB 単位）です。

このテストでは、システムの空きメモリー・サイズ（KB 単位）をチェックします。サイズ

がしきい値引数で指定したしきい値以下で、その発生数が「発生数」パラメータで指定した
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

実行キュー 実行キューは、メモリー内にあり、最後のインターバルで実行されるプロセスの平均数で
す。

このテストでは、実行キューをチェックします。実行キューがしきい値引数で指定されてい
る値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定されている値を超えると、警戒または警
告が生成されます。

スワップ・キュー スワップ・キューは、最後のインターバルでスワップされたプロセスの平均数です。

このテストでは、スワップされたプロセスの平均数をチェックします。その数がしきい値引
数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

待機中 待機中は、最後のインターバルで I/O を待機しているジョブの平均数です。

このテストでは、I/O を待機しているジョブの平均数をチェックします。待機キューがしき

い値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

表表表表 6-3 I/O クラス・イベント・テスト（続き）クラス・イベント・テスト（続き）クラス・イベント・テスト（続き）クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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表表表表 6-5 ネットワーク・クラス・イベント・テストネットワーク・クラス・イベント・テストネットワーク・クラス・イベント・テストネットワーク・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

衝突（数 / 秒） 衝突は、1 秒当たりの衝突の数です。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・

インタフェースを対象とする場合は、「*」など）で指定されたネットワーク・インタフェー

ス上の衝突の頻度をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生
数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

入力エラー（数 / 秒） 入力エラーは、ハードウェアまたはネットワークのエラーにより受信が失敗した際に発生す
る、1 秒当たりの入力エラーの数です。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・

インタフェースを対象とする場合は、「*」など）で指定されたネットワーク・インタフェー

ス上の入力エラーの頻度をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以上で、
発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

受信パケット（数 / 秒） 受信パケットは、デバイスで 1 秒間に正常に受信されたパケットの数を表します。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・

インタフェースを対象とする場合の「*」など）で指定したネットワーク・インタフェースに

より受信されたパケットの受信率をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい
値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成
されます。

出力エラー（数 / 秒） 出力エラーは、1 秒当たりの出力エラーの数を表します。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・

インタフェースを対象とする場合の「*」など）で指定されたネットワーク・インタフェース

上の出力エラーの頻度をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以上で、
発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

送信パケット（数 / 秒） 送信パケットは、デバイスで 1 秒当たりに送信されたパケットの数を表します。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・

インタフェースを対象とする場合の「*」など）で指定されるネットワーク・インタフェース

で送信されたパケットの割合をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以
上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成され
ます。
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表表表表 6-6 プロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

使用済メモリー率（%） 使用済メモリー率は、マシン上の物理メモリーに対するプロセスの常駐設定サイズの割合で
す。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全

プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによる、使用済メモリー率を

チェックします。1 プロセスで使用される使用済メモリー率がしきい値引数で指定したしき

い値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生
成されます。

常駐サイズ（KB） 常駐サイズは、プロセスの常駐設定サイズ（KB 単位）です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全

プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの常駐サイズをチェックしま

す。1 プロセスの常駐サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」

パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム時間（%） システム時間は、プロセスが使用したシステム・レベルの CPU 時間の割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全

プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによって使用されたシステム

時間の割合をチェックします。1 プロセスで使用されるシステム時間値がしきい値引数で指

定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒また
は警告が生成されます。

スレッド（%） スレッドは、プロセス内の LWP（軽量プロセス）の数です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全

プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセス内のスレッド数をチェックし

ます。スレッド数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ユーザー時間（%） ユーザー時間は、プロセスが使用したユーザー・レベルの CPU 時間の割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全

プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによって使用されたユーザー

時間の割合をチェックします。1 プロセスで使用されるユーザー時間値がしきい値引数で指

定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒また
は警告が生成されます。

仮想サイズ（KB） 仮想サイズは、仮想メモリーでの 1 プロセスの合計サイズ（KB 単位）です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全

プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの合計サイズをチェックしま

す。1 プロセスの合計サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」

パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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表表表表 6-7 システム・クラス・イベント・テストシステム・クラス・イベント・テストシステム・クラス・イベント・テストシステム・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

AS Faults（#/s） AS（アドレス空間）Faults は、as_fault() 経由による 1 秒当たりのマイナー・ページ障害の

件数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU の AS 障害件数をチェックします。AS 障害件

数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値
を超えると、警戒または警告が生成されます。

ブロック I/O 読込み

（回数 / 秒）

ブロック I/O 読込みは、物理ブロック読込みの 1 秒当たりの回数です。ブロック I/O 読込

みは通常カーネルによって実行され、ブロック・バッファ・キャッシュ領域を管理します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対する、ブロック I/O 読込み率をチェック

します。ブロック I/O 読込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発

生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ブロック I/O 書込み

（回数 / 秒）

ブロック I/O 書込みは、物理ブロック書込みの 1 秒当たりの回数です。ブロック I/O 書込

みは通常カーネルによって実行され、ブロック・バッファ・キャッシュ領域を管理します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対する、ブロック I/O 書込み率をチェック

します。ブロック I/O 書込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発

生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

COW Faults（#/s） COW（書込み時のコピー）Faults は、1 秒当たりの書込み時のコピー障害の件数です。ペー

ジを共有しているプロセスの 1 つがページへの書込みを試行すると、書込み時のコピー障害

が発生します。もう 1 つのページがフリー・リストから取得され、元のページがコピーされ

ます。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU の COW 障害件数をチェックします。COW
障害件数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

HAT Faults（#/s） HAT（ハードウェア・アドレス変換）Faults は、hat_fault() 経由による 1 秒当たりのマイ

ナー・ページ障害の件数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU の HAT 障害件数をチェックします。HAT 障

害件数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定し
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

論理 I/O 読込み（回数 / 秒） 論理 I/O 読込みは、論理ブロック読込みの 1 秒当たりの回数です。ブロック・デバイスから

の論理読込みが実行されるとき、全ブロック・サイズを下回る論理転送サイズが要求される
場合があります。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対する、論理 I/O 読込み率をチェックしま

す。論理 I/O 読込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ

ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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論理 I/O 書込み（回数 / 秒） 論理 I/O 書込みは、論理ブロック書込みの 1 秒当たりの回数です。ブロック・デバイスへの

論理書込みが実行されるとき、全ブロック・サイズを下回る論理転送サイズが要求される場
合があります。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対する、論理 I/O 書込み率をチェックしま

す。論理 I/O 書込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ

ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

Maj Faults（#/s） Maj（メジャー）Faults は、1 秒当たりのメジャー・ページ障害の件数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU のメジャー障害件数をチェックします。メ

ジャー障害件数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

物理 I/O 読込み（回数 / 秒） 物理 I/O 読込みは、RAW I/O 読込みの 1 秒当たりの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対する、物理 I/O 読込み率をチェックしま

す。物理 I/O 読込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ

ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

物理 I/O 書込み（回数 / 秒） 物理 I/O 書込みは、RAW I/O 書込みの 1 秒当たりの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対する、物理 I/O 書込み率をチェックしま

す。物理 I/O 書込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ

ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

Prot Faults（#/s） Prot（プロテクト）Faults は、1 秒当たりのプロテクト障害の件数です。プロテクト障害は、

プログラムによって、アクセス不可メモリへのアクセスの試行や、セグメント違反信号の受
信、コア・ファイルのダンプなどが行われたときに発生します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU のプロテクト障害件数をチェックします。プ

ロテクト障害数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム・コール fork
（回数 / 秒）

システム・コール fork は、1 秒当たりの fork() コールの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU の fork() システム・コールへのコール率を

チェックします。システム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム・コール vfork
（回数 / 秒）

システム・コール vfork は、1 秒当たりの vfork() コールの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU の vfork() システム・コールへのコール率を

チェックします。システム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 6-7 システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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システム・コール
（回数 / 秒）

システム・コールは、コンピュータ上でアクティビティの基本的なスケジューリングおよび
同化を実行する、システム・サービス・ルーチンへの、1 秒当たりのコール回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU のシステム・コール率をチェックします。シ

ステム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム割込み（回数 / 秒） システム割込みは、1 秒当たりにプロセッサで行われるデバイス割込みの回数です。これら

のデバイス割込みは、マウス、ネットワーク・カードなどのシステム・デバイスから生じま
す。この測定では、システム環境全体におけるそれらのデバイスのアクティビティも測定さ
れます。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU のシステム割込み率をチェックします。シス

テム割込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

System Page Ins（#/s） System Page Ins は、仮想メモリー・マネージャによる 1 秒当たりのページ・イン（メモ

リー参照の障害を解決するためにディスクから読み込まれた）の回数です。ページ・アウト
とともに、この統計は仮想メモリー・マネージャによって開始された実際の I/O の量を表し

ます。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対するページ・インの回数をチェックしま

す。ページ・インの回数がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

System Page Outs（#/s） System Page Outs は、ディスクへの 1 秒当たりのページ・アウトの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対するページ・アウトの回数をチェックし

ます。ページ・アウトの回数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

System Pages Paged In（#/s） System Pages Paged In は、1 秒当たりにページ・インされた（メモリー参照障害を解決する

ためにディスクから読み込まれた）ページ数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU のページ・インされたページ数をチェックし

ます。ページ・インされたページ数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

System Pages Paged Out
（#/s）

System Pages Paged Out は、仮想メモリー・マネージャにより 1 秒当たりに書き込まれた

ページ数です。ページ・アウトとともに、この統計は仮想メモリー・マネージャによって開
始された実際の I/O の量を表します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対

象とする場合の「*」など）で指定された CPU のページ・アウトされたページ数をチェック

します。ページ・アウトされたページ数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数
が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 6-7 システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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Solaris イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明
Solaris イベント・テストの説明を次に記載します。

AS Faults（（（（#/s））））

説明説明説明説明

AS（アドレス空間）Faults は、as_fault() 経由による 1 秒当たりのマイナー・ページ障害の
件数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU の AS 障害件数をチェックします。AS 障害件
数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値
を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのアドレス空間（AS）障害の件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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使用可能（使用可能（使用可能（使用可能（KB））））

説明説明説明説明

使用可能は、スーパー・ユーザー権限を持たないユーザーが新規ファイルの作成に使用でき
るディスク容量です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象
とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の、使用可能な領域をチェックします。
使用可能な領域がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、statvfs() システム・コールを通して取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル・システム名 :　ファイル・システム名のフィルタ（/、/tmp またはシステム
内の全ファイルを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なファイル・システムのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ファイ
ル・システム」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ファイル・システム上の使用可能な領域（KB）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
Arailable Memory（（（（%））））

説明説明説明説明

Arailable Memory は、総物理メモリーに対する空き物理メモリーの割合です。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

（使用可能メモリー）/（総物理メモリー）× 100%

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

使用可能な物理メモリー（%）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

使用可能なスワップ領域（使用可能なスワップ領域（使用可能なスワップ領域（使用可能なスワップ領域（KB））））

説明説明説明説明

使用可能なスワップ領域は、現在使用可能なスワップの容量です。

このテストでは、システム上で現在使用可能なスワップ領域のサイズをチェックします。サ
イズ（KB 単位）がしきい値引数で指定したしきい値以下で、その発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class vm vminfo）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　使用可能なシステム・インスタンスにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモ
リー / スワップ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

現在使用可能なスワップ領域（KB）。
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Solaris イベント・テストの説明
推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

平均応答時間（ミリ秒）平均応答時間（ミリ秒）平均応答時間（ミリ秒）平均応答時間（ミリ秒）

説明説明説明説明

平均応答時間では、ディスク操作の平均時間（ミリ秒単位）が計算されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

平均応答時間（ミリ秒単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

平均サービス時間（ミリ秒）平均サービス時間（ミリ秒）平均サービス時間（ミリ秒）平均サービス時間（ミリ秒）

説明説明説明説明

平均サービス時間は、ミリ秒当たりの平均のサービス時間です。

このテストでは、平均サービス時間をチェックします。平均サービス時間がしきい値引数で
指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class disk）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ディスク・デバイス名 :　ディスク名のフィルタ（sd0 またはシステム上の全ディスクを
対象とする場合の「*」など）。
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Solaris イベント・テストの説明
注意注意注意注意 :　　　　使用可能なディスク名のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「I/O」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（ミリ秒）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（ミリ秒）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

平均サービス時間（ミリ秒）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ブロックブロックブロックブロック I/O 読込み（回数読込み（回数読込み（回数読込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ブロック I/O 読込みは、物理ブロック読込みの 1 秒当たりの回数です。ブロック I/O 読込
みは通常カーネルによって実行され、ブロック・バッファ・キャッシュ領域を管理します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対する、ブロック I/O 読込み率をチェック
します。ブロック I/O 読込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発
生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。
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Solaris イベント・テストの説明
出力出力出力出力

1 秒当たりの物理ブロック読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ブロックブロックブロックブロック I/O 書込み（回数書込み（回数書込み（回数書込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ブロック I/O 書込みは、物理ブロック書込みの 1 秒当たりの回数です。ブロック I/O 書込
みは通常カーネルによって実行され、ブロック・バッファ・キャッシュ領域を管理します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対する、ブロック I/O 書込み率をチェック
します。ブロック I/O 書込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発
生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの物理ブロック書込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
衝突（数衝突（数衝突（数衝突（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

衝突は、1 秒当たりの衝突の数です。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・
インタフェースを対象とする場合は、「*」など）で指定されたネットワーク・インタフェー
ス上の衝突の頻度をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生
数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class net）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・デバイス名 :　ネットワーク・デバイス名のフィルタ（le0 またはシステ
ム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合は、「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク」クラスをクリックします。ターゲット・ノードに「ネットワーク」
クラスが表示されない場合は、ターゲット・ノード上のインタフェースが Oracle 
Intelligent Agent でサポートされていないことを表します。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ネットワーク・インタフェース上での衝突の頻度。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
COW Faults（（（（#/s））））

説明説明説明説明

COW（書込み時のコピー）Faults は、1 秒当たりの書込み時のコピー障害の件数です。ペー
ジを共有しているプロセスの 1 つがページへの書込みを試行すると、書込み時のコピー障害
が発生します。もう 1 つのページがフリー・リストから取得され、元のページがコピーされ
ます。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU の COW 障害件数をチェックします。COW
障害件数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当りの書込み時のコピー（COW）の障害件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
CPU 使用率（使用率（使用率（使用率（%））））

説明説明説明説明

CPU 使用率は、CPU がビジー状態だった時間の割合です。マルチ・プロセッサ・システム
の場合、すべてのプロセッサの平均値になります。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

CPU 使用率（%） = 100% - アイドル（%）

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

CPU がビジー状態だった時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

空きメモリー（空きメモリー（空きメモリー（空きメモリー（KB））））

説明説明説明説明

空きメモリーは、フリー・リストのサイズ（KB 単位）です。

このテストでは、システムの空きメモリー・サイズ（KB 単位）をチェックします。サイズ
がしきい値引数で指定したしきい値以下で、その発生数が「発生数」パラメータで指定した
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class vm vminfo）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　使用可能なシステム・インスタンスにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモ
リー / スワップ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。
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Solaris イベント・テストの説明
� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

空きメモリーのサイズ（KB 単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

HAT Faults（（（（#/s））））

説明説明説明説明

HAT（ハードウェア・アドレス変換）Faults は、hat_fault() 経由による 1 秒当たりのマイ
ナー・ページ障害の件数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU の HAT 障害件数をチェックします。HAT 障
害件数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定し
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのハードウェア・アドレス変換（HAT）の障害件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
アイドル（アイドル（アイドル（アイドル（%））））

説明説明説明説明

アイドルは、CPU がアイドル状態で、システムに未処理のディスク I/O 要求がなかった時
間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全 CPU
を対象とする場合の「*」など）で指定された CPU について、アイドル・モードのプロセッ
サ時間の割合をチェックします。アイドルの値がしきい値引数で指定したしきい値以下で、
発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

最後のインターバルにおいて CPU がアイドル状態で、未処理のディスク I/O 要求がなかっ
た時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
論理論理論理論理 I/O 読込み（回数読込み（回数読込み（回数読込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

論理 I/O 読込みは、論理ブロック読込みの 1 秒当たりの回数です。ブロック・デバイスから
の論理読込みが実行されるとき、全ブロック・サイズを下回る論理転送サイズが要求される
場合があります。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対する、論理 I/O 読込み率をチェックしま
す。Logical I/O Reads の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの論理ブロック読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
論理論理論理論理 I/O 書込み（回数書込み（回数書込み（回数書込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

論理 I/O 書込みは、論理ブロック書込みの 1 秒当たりの回数です。ブロック・デバイスへの
論理書込みが実行されるとき、全ブロック・サイズを下回る論理転送サイズが要求される場
合があります。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対する、論理 I/O 書込み率をチェックしま
す。論理 I/O 書込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ
ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの論理ブロック書込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
Maj Faults（（（（#/s））））

説明説明説明説明

Maj（メジャー）Faults は、1 秒当たりのメジャー・ページ障害の件数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU のメジャー障害件数をチェックします。メ
ジャー障害件数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのメジャー障害件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
入力エラー（数入力エラー（数入力エラー（数入力エラー（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

入力エラーは、ハードウェアまたはネットワークのエラーにより受信が失敗した際に発生す
る、1 秒当たりの入力エラーの数です。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・
インタフェースを対象とする場合は、「*」など）で指定されたネットワーク・インタフェー
ス上の入力エラーの頻度をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以上
で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されま
す。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class net）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・デバイス名 :　ネットワーク・デバイス名のフィルタ（le0 またはシステ
ム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合は、「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク」クラスをクリックします。ターゲット・ノードに「ネットワーク」
クラスが表示されない場合は、ターゲット・ノード上のインタフェースが Oracle 
Intelligent Agent でサポートされていないことを表します。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ネットワーク・インタフェース上での入力エラーの頻度。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
受信パケット（数受信パケット（数受信パケット（数受信パケット（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

受信パケットは、デバイスで 1 秒間に正常に受信されたパケットの数を表します。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0 または全ネットワーク・イ
ンタフェースを対象とする場合の「*」など）で指定したネットワーク・インタフェースに
より受信されたパケットの受信率をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい
値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成
されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class net）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・デバイス名 :　ネットワーク・デバイス名のフィルタ（le0 またはシステ
ム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合は、「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク」クラスをクリックします。ターゲット・ノードに「ネットワーク」
クラスが表示されない場合は、ターゲット・ノード上のインタフェースが Oracle 
Intelligent Agent でサポートされていないことを表します。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ネットワーク・インタフェース上でのパケットの受信率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
出力エラー（数出力エラー（数出力エラー（数出力エラー（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

出力エラーは、1 秒当たりの出力エラーの数を表します。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・
インタフェースを対象とする場合の「*」など）で指定されたネットワーク・インタフェー
ス上の出力エラーの頻度をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値以上
で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されま
す。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class net）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・デバイス名 :　ネットワーク・デバイス名のフィルタ（le0 またはシステ
ム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合は、「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク」クラスをクリックします。ターゲット・ノードに「ネットワーク」
クラスが表示されない場合は、ターゲット・ノード上のインタフェースが Oracle 
Intelligent Agent でサポートされていないことを表します。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ネットワーク・インタフェース上での出力エラーの頻度。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
送信パケット（数送信パケット（数送信パケット（数送信パケット（数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

送信パケットは、デバイスで 1 秒当たりに送信されたパケットの数を表します。

このテストでは、「ネットワーク・デバイス名」パラメータ（le0、または全ネットワーク・
インタフェースを対象とする場合の「*」など）で指定されるネットワーク・インタフェー
スで送信されたパケットの割合をチェックします。頻度がしきい値引数で指定したしきい値
以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成さ
れます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class net）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・デバイス名 :　ネットワーク・デバイス名のフィルタ（le0 またはシステ
ム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合は、「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク」クラスをクリックします。ターゲット・ノードに「ネットワーク」
クラスが表示されない場合は、ターゲット・ノード上のインタフェースが Oracle 
Intelligent Agent でサポートされていないことを表します。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ネットワーク・インタフェースでパケットが送信される割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
使用済メモリー率使用済メモリー率使用済メモリー率使用済メモリー率（（（（%））））

説明説明説明説明

使用済メモリー率は、マシン上の物理メモリーに対するプロセスの常駐設定サイズの割合で
す。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによる、使用済メモリー率
をチェックします。1 プロセスで使用される使用済メモリー率がしきい値引数で指定したし
きい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が
生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、/proc/<pid>/psinfo ファイルから取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� 使用済メモリー率 :　マシン上の物理メモリーに対する、プロセスの常駐設定サイズの
割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
物理物理物理物理 I/O 読込み（回数読込み（回数読込み（回数読込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

物理 I/O 読込みは、RAW I/O 読込みの 1 秒当たりの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対する、物理 I/O 読込み率をチェックしま
す。物理 I/O 読込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ
ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの物理 I/O 読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
物理物理物理物理 I/O 書込み（回数書込み（回数書込み（回数書込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

物理 I/O 書込みは、RAW I/O 書込みの 1 秒当たりの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対する、物理 I/O 書込み率をチェックしま
す。物理 I/O 書込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ
ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの物理 I/O 書込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
Prot Faults（（（（#/s））））

説明説明説明説明

Prot（プロテクト）Faults は、1 秒当たりのプロテクト障害の件数です。プロテクト障害は、
プログラムによって、アクセス不可メモリへのアクセスの試行や、セグメント違反信号の受
信、コア・ファイルのダンプなどが行われたときに発生します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU のプロテクト障害件数をチェックします。プ
ロテクト障害数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのプロテクト障害件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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読込みスループット読込みスループット読込みスループット読込みスループット

説明説明説明説明

読込みスループットは、1 秒当たりに読み込まれた KB 数です。

このテストでは、読込みスループットをチェックします。読込みスループットがしきい値引
数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class disk）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ディスク・デバイス名 :　ディスク名のフィルタ（sd0 またはシステム上の全ディスクを
対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なディスク名のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「I/O」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの読込み KB 数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
読込み（回数読込み（回数読込み（回数読込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

読込みは、1 秒当たりに読み込まれた回数です。

このテストでは、読込みの割合をチェックします。読込み率がしきい値引数で指定したしき
い値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生
成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class disk）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ディスク・デバイス名 :　ディスク名のフィルタ（sd0 またはシステム上の全ディスクを
対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なディスク名のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「I/O」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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常駐サイズ（常駐サイズ（常駐サイズ（常駐サイズ（KB））））

説明説明説明説明

常駐サイズは、プロセスの常駐設定サイズ（KB 単位）です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの常駐サイズをチェックし
ます。1 プロセスの常駐サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、/proc/<pid>/psinfo ファイルから取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� 常駐サイズ :　プロセスの常駐設定サイズ（KB）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

実行キュー実行キュー実行キュー実行キュー

説明説明説明説明

実行キューは、メモリー内にあり、最後のインターバルで実行されるプロセスの平均数で
す。

このテストでは、実行キューをチェックします。実行キューがしきい値引数で指定されてい
る値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定されている値を超えると、警戒または警
告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class vm vminfo）から取得されています。
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Solaris イベント・テストの説明
パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　使用可能なシステム・インスタンスにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモ
リー / スワップ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

最後のインターバルにおける実行キュー。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

スワップ・キュースワップ・キュースワップ・キュースワップ・キュー

説明説明説明説明

スワップ・キューは、最後のインターバルでスワップされたプロセスの平均数です。

このテストでは、スワップされたプロセスの平均数をチェックします。その数がしきい値引
数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class vm vminfo）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　使用可能なシステム・インスタンスにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモ
リー / スワップ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

最後のインターバルにおけるスワップ・キューの平均長。
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Solaris イベント・テストの説明
推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

SYS（（（（%））））

説明説明説明説明

SYS は、CPU がシステム・モード（カーネル）で実行される時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0、またはシステム上の全
CPU が対象の場合の「*」など）で指定された CPU についてシステム・モードのプロセッサ
時間の割合をチェックします。SYS 値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

CPU が、最後のインターバルにおいてシステム・モードで実行される割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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システム・コールシステム・コールシステム・コールシステム・コール fork（回数（回数（回数（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

システム・コール fork は、1 秒当たりの fork() コールの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU の fork() システム・コールへのコール率を
チェックします。システム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの fork() コールの回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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システム・コールシステム・コールシステム・コールシステム・コール vfork（回数（回数（回数（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

システム・コール vfork は、1 秒当たりの vfork() コールの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU の vfork() システム・コールへのコール率を
チェックします。システム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの vfork() コールの回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
システム・コール（回数システム・コール（回数システム・コール（回数システム・コール（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

システム・コールは、コンピュータ上でアクティビティの基本的なスケジューリングおよび
同化を実行する、システム・サービス・ルーチンへの、1 秒当たりのコール回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU のシステム・コール率をチェックします。シ
ステム・コール値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのシステム・コール回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
システム割込み（回数システム割込み（回数システム割込み（回数システム割込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

システム割込みは、1 秒当たりにプロセッサで行われるデバイス割込みの回数です。これら
のデバイス割込みは、マウス、ネットワーク・カードなどのシステム・デバイスから生じま
す。この測定では、システム環境全体におけるそれらのデバイスのアクティビティも測定さ
れます。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU のシステム割込み率をチェックします。シス
テム割込みの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのデバイス割込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
System Page Ins（（（（#/s））））

説明説明説明説明

System Page Ins は、仮想メモリー・マネージャによる 1 秒当たりのページ・イン（メモ
リー参照の障害を解決するためにディスクから読み込まれた）の回数です。ページ・アウト
とともに、この統計は仮想メモリー・マネージャによって開始された実際の I/O の量を表し
ます。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対するページ・インの回数をチェックしま
す。ページ・インの回数がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・インの回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
System Page Outs（（（（#/s））））

説明説明説明説明

System Page Outs は、ディスクへの 1 秒当たりのページ・アウトの回数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU に対するページ・アウトの回数をチェックし
ます。ページ・アウトの回数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・アウトの回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
System Pages Paged In（（（（#/s））））

説明説明説明説明

System Pages Paged In は、1 秒当たりにページ・インされた（メモリー参照障害を解決する
ためにディスクから読み込まれた）ページ数です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU のページ・インされたページ数をチェックし
ます。ページ・インされたページ数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりにページ・インされたシステム・ページ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
System Pages Paged Out（（（（#/s））））

説明説明説明説明

System Pages Paged Out は、仮想メモリー・マネージャにより 1 秒当たりに書き込まれた
ページ数です。ページ・アウトとともに、この統計は仮想メモリー・マネージャによって開
始された実際の I/O の量を表します。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、またはシステム上の全 CPU を対
象とする場合の「*」など）で指定された CPU のページ・アウトされたページ数をチェック
します。ページ・アウトされたページ数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数
が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりにページ・アウトされたシステム・ページ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
システム時間（システム時間（システム時間（システム時間（%））））

説明説明説明説明

システム時間は、プロセスが使用したシステム・レベルの CPU 時間の割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによって使用されたシステ
ム時間の割合をチェックします。1 プロセスで使用されるシステム時間値がしきい値引数で
指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒ま
たは警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、/proc/<pid>/status ファイルから取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� システム時間 :　プロセスが使用したシステム・レベルの CPU 時間の割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
スレッドスレッドスレッドスレッド

説明説明説明説明

スレッドは、プロセス内の LWP（軽量プロセス）の数です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセス内のスレッド数をチェック
します。スレッド数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、/proc/<pid>/status ファイルから取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� スレッド :　プロセス内のスレッド数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
使用量（使用量（使用量（使用量（KB））））

説明説明説明説明

使用量は、既存のファイルに割り当てられた領域の量（KB 単位）です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象
とする場合の「*」など）で指定されたディスク上で使用されている領域をチェックします。
使用されている領域がしきい値引数で指定されたしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、statvfs() システム・コールを通して取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル・システム名 :　ファイル・システム名のフィルタ（/、/tmp またはシステム
内の全ファイルを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なファイル・システムのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ファイ
ル・システム」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ファイル・システム上の使用済領域（KB）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
ユーザー（ユーザー（ユーザー（ユーザー（%））））

説明説明説明説明

ユーザーは、ユーザー・モードで実行されているプロセッサ時間の割合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0、またはシステム上のすべ
ての CPU を表す「*」など）で指定された CPU についてユーザー・モードのプロセッサ時
間の割合をチェックします。ユーザーがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

CPU が、最後のインターバルにおいてユーザー・モードで実行される割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
ユーザー時間ユーザー時間ユーザー時間ユーザー時間（（（（%））））

説明説明説明説明

ユーザー時間は、プロセスが使用したユーザー・レベルの CPU 時間の割合です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスによって使用されたユー
ザー時間の割合をチェックします。1 プロセスで使用されるユーザー時間値がしきい値引数
で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒
または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、/proc/<pid>/status ファイルから取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� ユーザー時間 :　プロセスが使用したユーザー・レベルの CPU 時間の割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
使用率（使用率（使用率（使用率（%））））

説明説明説明説明

使用率は、ファイル・システム上の全ファイルに現在割り当てられている領域の割合です。

このテストでは、「ファイル・システム名」パラメータ（/、/tmp または全ディスクを対象
とする場合の「*」など）で指定されたディスク上の使用済領域の割合をチェックします。
使用済領域の割合がしきい値引数で指定されている値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定されている値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、statvfs() システム・コールを通して取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ファイル・システム名 :　ファイル・システム名のフィルタ（/、/tmp またはシステム
内の全ファイルを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なファイル・システムのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ファイ
ル・システム」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ファイル・システム上の使用済領域の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Solaris イベント・テストの説明
仮想サイズ（仮想サイズ（仮想サイズ（仮想サイズ（KB））））

説明説明説明説明

仮想サイズは、仮想メモリーでの 1 プロセスの合計サイズ（KB 単位）です。

このテストでは、「プロセス名」パラメータ（vppdc またはシステム上で実行されている全
プロセスを対象とする場合の「*」など）で指定されたプロセスの合計サイズをチェックし
ます。1 プロセスの合計サイズがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、/proc/<pid>/psinfo ファイルから取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　プロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上のすべてのプロセ
スを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� プロセス ID 付きのプロセス名 :　プロセスを正確に識別するため

� 仮想サイズ :　仮想メモリーでの 1 プロセスの合計サイズ（KB）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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待機（待機（待機（待機（%））））

説明説明説明説明

待機は、CPU がアイドル状態で、システムに未処理のディスク I/O 要求があった時間の割
合です。

このテストでは、「ホスト CPU」パラメータ（cpu_stat0、CPU0、またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）で指定された CPU について、待機モードのプロセッサ
時間の割合をチェックします。待機の値が、しきい値引数で指定した値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class misc cpu_stat）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム・ホスト CPU:　CPU のフィルタ（cpu_stat0、CPU0 またはシステム上の全
CPU を対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能な CPU の ID のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「CPU 使用率」クラ
スをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

最後のインターバルにおいて、CPU がアイドル状態でディスク I/O を待機していた時間の
割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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待機中待機中待機中待機中

説明説明説明説明

待機中は、最後のインターバルで I/O を待機しているジョブの平均数です。

このテストでは、I/O を待機しているジョブの平均数をチェックします。待機キューがしき
い値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class vm vminfo）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　使用可能なシステム・インスタンスにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモ
リー / スワップ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

最後のインターバルにおける待機キューの平均長。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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書込み（回数書込み（回数書込み（回数書込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

書込みは、1 秒当たりに書き込まれた回数です。

このテストでは、書込みの割合をチェックします。書込み率がしきい値引数で指定したしき
い値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生
成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class disk）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ディスク・デバイス名 :　ディスク名のフィルタ（sd0 またはシステム上の全ディスクを
対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なディスク名のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「I/O」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの書込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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書込みスループット書込みスループット書込みスループット書込みスループット

説明説明説明説明

書込みスループットは、1 秒当たりに書き込まれた KB 数です。

このテストでは、書込みスループットをチェックします。書込みスループットがしきい値引
数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警
戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、カーネル統計（class disk）から取得されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ディスク・デバイス名 :　ディスク名のフィルタ（sd0 またはシステム上の全ディスクを
対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なディスク名のリストにアクセスするには、Performance Manager ま
たは Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「I/O」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値（KB）。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値（KB）。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの書込み KB 数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト

Windows NT の Oracle Enterprise Manager 拡張イベント・テストは、一連のクラス（グ
ループ）に分かれており、それらを使用して登録するイベント・テストを検索できます。

クラス名およびそのクラス内の登録できるイベントの一覧は、次のとおりです。

� キャッシュ :　このクラスには、データ・マップ、ピン読込み、メモリー記述子リスト
（MDL）統計、遅延書込み統計およびデータ・フラッシュ情報が含まれます。（表 7-1 を
参照）

� 論理ディスク :　このクラスには、空き領域の割合およびサイズ（MB 単位）が含まれま
す。（表 7-2 を参照）

� メモリー :　このクラスには、空きメモリー、スワップ領域、メモリー内のプロセス数
の平均および I/O 待機ジョブ数の平均が含まれます。（表 7-3 を参照）

� ネットワーク・インタフェース :　このクラスには、パケット統計、現行帯域幅および
送受信されるバイト数が含まれます。（表 7-4 を参照）

� オブジェクト :　このクラスには、プロセス、スレッド、イベント、セマフォ、Mutex
およびセクションが含まれます。（表 7-5 を参照）

� ページング・ファイル :　このクラスには、使用量およびピーク時使用量の割合が含ま
れます。（表 7-6 を参照）

� 物理ディスク :　このクラスには、キューの長さ、ディスク読込み / 書込み回数、ディス
ク転送および平均ディスク・バイト統計が含まれます。（表 7-7 を参照）

� プロセス :　このクラスには、仮想バイト、ワーキング・セット、スレッド件数および
ハンドル件数が含まれます。（表 7-8 を参照）

� プロセッサ :　このクラスには、ユーザー時間、プロセッサ時間、権限時間および遅延
プロシージャ・コール（DPC）率が含まれます。（表 7-9 を参照）

� システム :　このクラスには、ファイルの読取り / 書込み操作、システム・コール操作お
よびシステム・ページ操作が含まれます。（表 7-10 を参照）
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Windows NT イベント・テストのサマリー
Windows NT イベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリー
Windows NT のイベント・テストの一覧を、クラスごとに次の表に示します。

表表表表 7-1 キャッシュ・クラス・イベント・テストキャッシュ・クラス・イベント・テストキャッシュ・クラス・イベント・テストキャッシュ・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

非同期コピー読込み / 秒 非同期コピー読込み / 秒は、キャッシュからアプリケーションのバッファにデータのメモ

リー・コピーをする場合の、キャッシュ・ページからの読込み回数を表します。アプリケー
ションはディスクにアクセスし、即時にページを取得できます。

非同期コピー読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

非同期データ・マップ / 秒 非同期データ・マップ / 秒は、NTFS または HPFS ファイル・システムが、ファイルのペー

ジを読み込むためにキャッシュにそのページをマップする回数を表します。そのページがメ
イン・メモリーにない場合は、キャッシュのページ取得を待機しません。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

非同期高速読込み / 秒 非同期高速読込み / 秒は、インストールされているファイル・システムを介さずに、キャッ

シュから直接データを取得する場合の、キャッシュ・ページからの読込み回数を表します。
一般的な読込みでは、I/O 要求はファイル・システムを呼び出して、ファイルからデータを

取得します。データがキャッシュにない場合でも、高速読込みによりファイル・システムの
呼出しを 1 回分回避します。データがキャッシュにない場合、その要求は即時にデータの制

御を取得します。

非同期高速読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

非同期 MDL 読込み / 秒 非同期 MDL 読込み / 秒は、MDL を使用してデータにアクセスする場合の、キャッシュ・

ページからの読込み回数を表します。転送対象の各ページの物理アドレスは、MDL に含ま

れています。この情報により、DMA デバイスを使用してコピーを実行できます。アクセス・

デバイスは、ページがメイン・メモリーにない場合、ディスクからのページ取得を待機しま
せん。

非同期 MDL 読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

非同期ピン読込み / 秒 非同期ピン読込み / 秒は、ディスクにデータを書き戻す前に、キャッシュにデータが読み込

まれる回数を表します。このようにページが読み込まれると、それらのページは読込みが終
了したときにメモリー内に確保されます。ファイル・システムは、即時にページの制御を取
得でき、ディスクへのアクセスが必要な場合でも、即時にページを取得できます。確保され
たページの物理アドレスは変更されません。

非同期ピン読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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コピー読込みヒット（%） コピー読込みヒットは、キャッシュにヒットしたコピー読込み要求の割合を表します。コ
ピー読込みヒットでは、ディスク読込みを必要とせずに、キャッシュ内のページにアクセス
します。コピー読込みは、キャッシュからのデータのメモリー内のコピーをアプリケーショ
ンのバッファに置きかえる場合のファイル読込み操作です。LAN リダイレクタ、LAN サー

バーおよびディスク・ファイル・システムが、キャッシュの情報を取得するためにコピー読
込みを使用します。

コピー読込みヒット / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

コピー読込み / 秒 コピー読込み / 秒は、キャッシュからアプリケーションのバッファにデータのメモリー・コ

ピーをする場合の、キャッシュ・ページからの読込み回数を表します。LAN リダイレクタ、

LAN サーバーおよびディスク・ファイル・システムが、キャッシュの情報を取得するために

コピー読込みを使用します。

コピー読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータ

で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・フラッシュ・ページ
/ 秒

データ・フラッシュ・ページ / 秒は、キャッシュからディスクにフラッシュされたページ数

を表します。キャッシュが書込みスルー・ファイルの書込み要求（その内容のディスクへの
フラッシュ）を承認すると、ページはフラッシュされます。1 回のフラッシュ操作で、複数

のページが転送できることに注意してください。

データ・フラッシュ・ページ / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生

数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・フラッシュ / 秒 データ・フラッシュ / 秒は、キャッシュが書込みスルー・ファイルの書込み要求（その内容

のディスクへのフラッシュ）を承認した回数を表します。1 回のフラッシュ操作で、複数の

ページが転送できることに注意してください。

データ・フラッシュ / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・マップ・ヒット（%） データ・マップ・ヒットは、ディスクからページを取得せずに解決可能な、キャッシュ内の
データ・マップの割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・マップ・ピン / 秒 データ・マップ・ピン / 秒は、メイン・メモリー内にページを確保する、キャッシュ内の

データ・マップの回数を表します。ページが確保されると、メイン・メモリー内の物理アド
レスおよびキャッシュ内の仮想アドレスは変更されません。

データ・マップ・ピン / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パ

ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・マップ / 秒 データ・マップ / 秒は、NTFS または HPFS ファイル・システムが、キャッシュにファイル

のページをマップする回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-1 キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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高速読込み不可 / 秒 高速読込み不可 / 秒は、キャッシュ・データを取得するためにファイル・システムを回避し

て、Application Program Interface（API）が関数コールを試行する回数です。この測定で

は、ファイル・システムにアクセスする必要があったために、これらのコールが失敗した回
数を監視します。

高速読込み不可 / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメー

タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

高速読込みリソース失敗 / 秒 高速読込みリソース失敗 / 秒は、要求に必要なリソースが不足しているために、キャッシュ

読込みに失敗した回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

高速読込み / 秒 高速読込み / 秒は、インストールされているファイル・システムを介さずに、キャッシュか

ら直接データを取得する場合の、キャッシュ・ページからの読込み回数を表します。一般的
な読込みでは、I/O 要求はファイル・システムを呼び出して、ファイルからデータを取得し

ます。データがキャッシュにない場合でも、高速読込みによりファイル・システムの呼出し
を 1 回分回避します。

高速読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで

指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

遅延書込みフラッシュ / 秒 遅延書込みフラッシュ / 秒は、メモリー内のページが変更された後に、遅延書込みスレッド

がディスクを更新した回数を表します。こうすることで、ファイル変更を要求したアプリ
ケーションは、ディスク書込みが終了するまで待機することなく、処理を続行できます。1
回の書込み操作で、複数のページが転送できることに注意してください。

遅延書込みフラッシュ / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パ

ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

遅延書込みページ / 秒 遅延書込みページ / 秒は、メモリー内のページが変更された後に、遅延書込みスレッドが

ディスクを更新した回数を表します。こうすることで、ファイル変更を要求したアプリケー
ションは、ディスク書込みが終了するまで待機することなく、処理を続行できます。1 回の

ディスク書込み操作で、複数のページが転送できることに注意してください。

遅延書込みページ / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

MDL 読込みヒット（%） MDL 読込みヒットは、MDL 読込み要求のうち、キャッシュにヒットした要求の割合を表し

ます。MDL 読込みにより、ディスクにアクセスせずにキャッシュ・ページにメモリー・ア

クセスできます。

MDL 読込みヒットがしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで

指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

MDL 読込み / 秒 MDL 読込み / 秒は、MDL を使用してデータにアクセスする場合の、キャッシュ・ページか

らの読込み回数を表します。転送対象の各ページの物理アドレスは、MDL に含まれていま

す。この情報により、DMA デバイスを使用してコピーを実行できます。

MDL 読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータ

で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-1 キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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ピン読込みヒット（%） ピン読込みヒットは、キャッシュにヒットしたピン読込み要求の割合を表します。ピン読込
みでは、ディスク読込みを必要とせずに、キャッシュ内のページにアクセスします。キャッ
シュ内に確保されたページの物理アドレスは変更されません。LAN リダイレクタ、LAN
サーバーおよびディスク・ファイル・システムが、キャッシュの情報を取得するためにピン
読込みを使用します。

ピン読込みヒットの値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ピン読込み / 秒 ピン読込み / 秒は、ディスクにデータを書き戻す前に、キャッシュにデータが読み込まれる

回数を表します。このようにページが読み込まれると、それらのページは読込みが終了した
ときにメモリー内に確保されます。確保されたページの物理キャッシュ・アドレスは変更さ
れません。

ピン読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで

指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

先読込み / 秒 先読込み / 秒は、キャッシュ読込みがファイルへの連続的なアクセスを検出した回数を表し

ます。先読込みでは、アプリケーションが要求するよりも大きいブロックでデータを転送す
ることで、アクセス時のオーバーヘッドを削減します。

先読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指

定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

同期コピー読込み / 秒 同期コピー読込み / 秒は、キャッシュからアプリケーションのバッファにデータのコピーを

する場合の、キャッシュ・ページからの読込み回数を表します。ファイル・システムは、コ
ピー操作が終了するまで、ディスクにアクセスし、ページを取得することができません。

同期コピー読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

同期データ・マップ / 秒 同期データ・マップ / 秒は、NTFS または HPFS ファイル・システムがキャッシュにファイ

ルの 1 ページをマップする回数を表します。そのページがメイン・メモリーにない場合は、

キャッシュがそのページを取り出すのを待ちます。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

同期高速読込み / 秒 同期高速読込み / 秒は、インストールされているファイル・システムを介さずに、キャッ

シュから直接データを取得する場合の、キャッシュ・ページからの読込み回数を表します。
一般的な読込みでは、I/O 要求はファイル・システムを呼び出して、ファイルからデータを

取得します。データがキャッシュにない場合でも、高速読込みによりファイル・システムの
呼出しを 1 回分回避します。データがキャッシュにない場合、その要求はデータがディスク

から取得されるまで待機します。

同期高速読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメー

タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-1 キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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同期 MDL 読込み / 秒 同期 MDL 読込み / 秒は、MDL を使用してデータにアクセスする場合の、キャッシュ・ペー

ジからの読込み回数を表します。転送対象の各ページの物理アドレスは、MDL に含まれて

います。この情報により、DMA デバイスを使用してコピーを実行できます。アクセス・デ

バイスは、ページがメイン・メモリーにない場合、ディスクからのページ取得を待機します。

同期 MDL 読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

同期ピン読込み / 秒 同期ピン読込み / 秒は、ディスクにデータを書き戻す前に、キャッシュにデータが読み込ま

れる回数を表します。このようにページが読み込まれると、それらのページは読込みが終了
したときにメモリー内に確保されます。ページがキャッシュ内に確保されると、ファイル・
システムはページの制御を回復できます。ただし、ページがキャッシュ内に確保されるまで、
ファイル・システムはディスクにアクセスし、ページを取得することができません。キャッ
シュ内に確保されたページの物理アドレスは変更されません。

同期ピン読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメー

タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-2 論理ディスク・クラス・イベント・テスト論理ディスク・クラス・イベント・テスト論理ディスク・クラス・イベント・テスト論理ディスク・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

空き領域（%） 空き領域は、選択した論理ディスク・ドライブで用意されている合計使用可能領域に対して、
論理ディスク・ユニットで使用可能な空き領域の割合を表します。

空きメガバイト 空きメガバイトは、選択したディスク・ドライブで使用可能な（まだ割り当てていない）領
域を MB 単位で表します。1MB は 1,048,576 バイトです。

表表表表 7-3 メモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テスト 

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

使用中コミット済バイト（%） 使用中コミット済バイトは、コミット制限に対するコミット済バイトのリアルタイムの割合
を表します。この割合は、使用されている仮想メモリーの容量を示します。ページング・
ファイルが拡張されている場合は、コミット制限が変更される可能性もあることに注意して
ください。

使用中コミット済バイトがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ
ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

使用可能バイト 使用可能バイトは、ゼロ・リスト、空きリストおよびスタンバイ・リスト内に現在ある、仮
想メモリーのリアルタイムの容量を表します。

この値がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定
された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

Available Memory（%） Available Memory は、合計物理メモリーに対する空きメモリーのリアルタイムの容量を表

します。

表表表表 7-1 キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）キャッシュ・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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キャッシュ・バイト キャッシュ・バイトは、システム・キャッシュで現在使用されているバイト数を表します。
システム・キャッシュには、ディスクまたは LAN から取得されたデータが格納されます。

また、システム・キャッシュには、アクティブなシステム・プロセスにより現在使用されて
いないメモリーが使用されます。

キャッシュ・バイトがしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

キャッシュ障害 / 秒 キャッシュ障害 / 秒は、キャッシュ障害が発生した回数を表します。キャッシュ障害は、

キャッシュ・マネージャが即時キャッシュでファイルのページを検出できずに、メモリー・
マネージャに対してメモリー内またはディスク上でページを検索して、即時キャッシュに追
加できるよう要求する場合に発生します。

キャッシュ障害 / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ

ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

コミット制限 コミット制限は、ページング・ファイルを拡張せずにコミットできる仮想メモリーの容量
（バイト単位）を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

コミット済バイト コミット済バイトは、コミットされている仮想メモリーの容量（バイト単位）を表します。
コミット済メモリーを予約済メモリーと混同しないでください。コミット済メモリーは、使
用可能なディスク記憶域を持つか、またはメイン・メモリーがコミット済仮想メモリーを保
持できる十分な容量を持つ必要があります。

コミット済バイトの値が、しきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

要求ゼロ障害 / 秒 要求ゼロ障害 / 秒は、障害を解決するために 0（ゼロ）を埋め込んだページを必要とする

ページ・フォルトの件数を表します。ゼロ・リストが空でない場合は、そのリストからペー
ジを削除することで障害を解決できます。

要求ゼロ障害 / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システムの空きページ表
エントリ

システムの空きページ表エントリは、システムにより現在使用されていないページ表エント
リ数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ページ・フォルト / 秒 ページ・フォルト / 秒は、プロセッサでページ・フォルトが発生した回数を表します。ペー

ジ・フォルトは、メイン・メモリーの現行のワーキング・セットにない仮想メモリー・ペー
ジが、プロセスによって参照された場合に発生します。

ページ・フォルト / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」

パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ページ読込み / 秒 ページ読込み / 秒は、ページ・フォルトを解決するために、仮想メモリーのページを取得す

るようディスクが読み込まれた回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-3 メモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テスト （続き）（続き）（続き）（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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ページ書込み / 秒 ページ書込み / 秒は、最後に取得された後でページが変更されたため、そのページがディス

クに書き込まれた回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ページ / 秒 ページ / 秒は、メモリー参照での障害を解決するために、ディスクから読み込まれた、また

はディスクに書き込まれたページ数を表します。この測定では、1 秒当たりのページ入力と

1 秒当たりのページ出力が合計されます。この測定を使用すると、メモリーのスラッシング

および過剰なページングを監視できます。

ページ / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ

で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ページ入力 / 秒 ページ入力 / 秒は、メモリー参照での障害を解決するために、ディスクから読み込まれた

ページ数を表します。この測定は、メモリーのスラッシングおよび過剰なページングを監視
する場合に重要です。

ページ入力 / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ページ出力 / 秒 ページ出力 / 秒は、メイン・メモリーでページが変更されたため、ディスクに書き込まれた

ページ数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

プール非ページ化割当 プール非ページ化割当は、ページ化されていないプール内の領域を割り当てるためにコール
が実行された回数です。非ページ化プール・ページは、ページング・ファイルにページ・ア
ウトできません。この割当てになっているかぎり、ページはメイン・メモリーに常駐しま
す。

プール非ページ化割当の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

プール非ページ化バイト プール非ページ化バイトは、ページ化されていないプールのバイト数を表します。非ページ
化プール・ページは、ページング・ファイルに書き込むことができません。この割当てに
なっているかぎり、ページはメイン・メモリーに常駐します。

プール非ページ化バイトの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

プール・ページ化割当 プール・ページ化割当は、システムでページ化されているプール内の領域を割り当てるため
にコールが実行された回数です。ページ化プール・ページは、特定の時間内にアクセスされ
ない場合、ページング・ファイルにページ・アウトできます。

プール・ページ化割当の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ページ化プール・バイト ページ化プール・バイトは、ページ化されたプールのバイト数を表します。ページ化プー
ル・ページは、特定の時間内にシステムで使用されない場合、ページング・ファイルにペー
ジ・アウトできます。

ページ化プール・バイトがしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-3 メモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テスト （続き）（続き）（続き）（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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プール・ページ化常駐バイト プール・ページ化常駐バイトは、メイン・メモリーに常駐するページ化プールのサイズ（バ
イト単位）を表します。プール・ページ化常駐バイトの値は、現在使用されている現実の物
理メモリーの容量であるため、ページ化プール割当てにおける実際のコストを示します。

プール・ページ化常駐バイトの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発
生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム・キャッシュ常駐
バイト

システム・キャッシュ常駐バイトは、ディスク・キャッシュに常駐する合計バイト数を表し
ます。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム・コード常駐バイト システム・コード常駐バイトは、メイン・メモリーに現在常駐するシステム・コードのバイ
ト数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム・コード合計バイト システム・コード合計バイトは、ntoskrnl.exe、hal.dll、および ntldr/osloader によってロー

ドされるブート・ドライバとファイル・システムにおけるページ分割可能なページの合計バ
イト数を表します。

システム・コード合計バイトがしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パ
ラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム・ドライバ常駐
バイト

システム・ドライバ常駐バイトは、コア・メモリーに常駐するシステム・ドライバの合計バ
イト数を表します。返される値は、ページ化可能ドライバのコード・ワーキング・セットを
示します。

システム・ドライバ常駐バイトの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム・ドライバ合計
バイト

システム・ドライバ合計バイトでは、すべてのシステム・ドライバ・デバイスを監視し、現
行のデバイスにおけるページ化可能ページの合計バイト数を返します。

システム・ドライバ合計バイトの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

遷移障害 / 秒 遷移障害 / 秒は、ページ・フォルトが発生したときに、ディスクに書き込み中のページを回

復することで解決されたページ・フォルトの件数を表します。これらのページは、追加の
ディスク・アクティビティなしで回復できます。

遷移障害 / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメー

タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

書込みコピー / 秒 書込みコピー / 秒は、ページへの書込みを試行するときに、ページのコピーを作成すること

で解決したページ・フォルトの件数を表します。

書込みコピー / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータ

で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-3 メモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テストメモリー・クラス・イベント・テスト （続き）（続き）（続き）（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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表表表表 7-4 ネットワーク・インタフェース・クラス・イベント・テストネットワーク・インタフェース・クラス・イベント・テストネットワーク・インタフェース・クラス・イベント・テストネットワーク・インタフェース・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

受信バイト / 秒 受信バイト / 秒は、インタフェース上で受信されるバイト数の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

送信バイト / 秒 送信バイト / 秒は、インタフェース上で送信されるバイト数の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

バイト合計 / 秒 バイト合計 / 秒は、インタフェース上で送受信されるバイト数の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

現行帯域幅 現行帯域幅は、インタフェースの現行帯域幅の、ビット / 秒（bps）単位による推定値です。

この値は、帯域幅が変化しないインタフェースまたは正確な推定が不可能なインタフェース
の場合、名目帯域幅になります。

現行帯域幅がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定さ
れた値を超えると、警戒または警告が生成されます。

出力キュー長 出力キュー長は、送信パケット・キューの長さ（パケット単位）を表します。ボトルネック
が存在する（一般的には出力キューの長さが 2 を超える）場合、パフォーマンスの低下が発

生します。最適なパフォーマンスが得られるよう、ボトルネックを排除してください。

送信キュー長がしきい値引数で指定されている値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定されている値を超えると、警戒または警告が生成されます。

パケット / 秒 パケット / 秒は、ネットワーク・インタフェース上でパケットが送受信される割合を表しま

す。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

送信廃棄パケット 送信廃棄パケットは、バッファ領域を解放するなどの目的で、廃棄対象として選択された
（転送されない）送信パケットの数を表します。

送信廃棄パケットの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

送信エラー・パケット 送信エラー・パケットは、エラーが発生したため転送されなかった送信パケットの数を表し
ます。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

受信パケット / 秒 受信パケット / 秒は、ネットワーク・インタフェース上でパケットが受信される割合を表し

ます。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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受信廃棄パケット 受信廃棄パケットは、高レイヤー・プロトコルへ転送しない目的で、廃棄対象として選択さ
れた受信パケットの数を表します。バッファ領域を解放するため、このようなパケットを廃
棄する場合があります。

受信廃棄パケットの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

受信エラー・パケット 受信エラー・パケットは、エラーが含まれているために高レイヤー・プロトコルへの転送を
拒否された受信パケットの合計数を表します。

受信エラー・パケットの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

非ユニキャスト受信パケット
/ 秒

非ユニキャスト受信パケット / 秒は、非ユニキャスト（サブネット・ブロードキャストまた

はサブネット・マルチキャスト）・パケットが高レイヤー・プロトコルに転送される割合を表
します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ユニキャスト受信パケット /
秒

ユニキャスト受信パケット / 秒は、（サブネット）ユニキャスト・パケットが高レイヤー・

プロトコルに転送される割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

受信不明パケット 受信不明パケットは、インタフェースを介して受信されたが、プロトコルが不明、またはサ
ポートされていないため廃棄されたパケットの合計数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

送信パケット / 秒 送信パケット / 秒は、ネットワーク・インタフェース上でパケットが送信される割合を表し

ます。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

非ユニキャスト送信パケット
/ 秒

非ユニキャスト送信パケット / 秒は、高レイヤー・プロトコルが非ユニキャスト（サブネッ

ト・ブロードキャストまたはサブネット・マルチキャスト）・アドレスへのパケットの転送を
要求した割合を表します。この割合には、廃棄されたパケットまたは未送信のパケットも含
まれます。

非ユニキャスト送信パケット / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ユニキャスト送信パケット /
秒

ユニキャスト送信パケット / 秒は、高レイヤー・プロトコルが（サブネット）ユニキャス

ト・アドレスへのパケットの転送を要求した割合を表します。この割合には、廃棄されたパ
ケットまたは未送信のパケットも含まれます。

ユニキャスト送信パケット / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が

「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-4 ネットワーク・インタフェース・クラス・イベント・テスト（続き）ネットワーク・インタフェース・クラス・イベント・テスト（続き）ネットワーク・インタフェース・クラス・イベント・テスト（続き）ネットワーク・インタフェース・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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表表表表 7-5 オブジェクト・クラス・イベント・テストオブジェクト・クラス・イベント・テストオブジェクト・クラス・イベント・テストオブジェクト・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

イベント イベント（測定）は、データ収集時におけるコンピュータ内のイベントの合計数をリアルタ
イムで表します。イベントは、2 つ以上のスレッドが実行を同期する場合に使用されます。

リアルタイムのイベントの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

Mutex Mutex は、データ収集時におけるコンピュータ内の Mutex の合計数をリアルタイムで表し

ます。Mutex を使用することで、一度に 1 つのスレッドのみが、あるコードのセクションを

実行することが保証されます。

リアルタイムの Mutex の合計数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生

数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

プロセス プロセスは、データ収集時におけるコンピュータ内のプロセスの合計数をリアルタイムで表
します。1 つのプロセスが、実行中の 1 つのプログラムを示します。

プロセスの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

セクション セクションは、データ収集時におけるコンピュータ内のセクションの合計数をリアルタイム
で表します。セクションは、データ記憶域としてプロセスが作成する仮想メモリーの一部分
です。プロセスは、他のプロセスとセクションを共有する場合があります。

リアルタイムなセクションの合計数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

セマフォ セマフォは、データ収集時におけるコンピュータ内のセマフォの合計数をリアルタイムで表
します。セマフォは、スレッドが他のスレッドと共有するデータ構造に排他的にアクセスす
るために使用されます。

リアルタイムなセマフォの合計数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発
生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

スレッド スレッドは、データ収集時におけるコンピュータ内のスレッドの合計数をリアルタイムで表
します。（スレッドは、プロセッサ内で命令を実行します。）

スレッドの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-6 ページング・ファイル・クラス・イベント・テストページング・ファイル・クラス・イベント・テストページング・ファイル・クラス・イベント・テストページング・ファイル・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

使用量（%） 使用量は、ページ・ファイル・インスタンスの使用量の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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表表表表 7-7 物理ディスク・クラス・イベント・テスト物理ディスク・クラス・イベント・テスト物理ディスク・クラス・イベント・テスト物理ディスク・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

ディスク読込み時間（%） ディスク読込み時間は、選択したディスク・ドライブが読込み要求を処理している経過時間
の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ディスク時間（%） ディスク時間は、選択したディスク・ドライブが読込みまたは書込み要求を処理している経
過時間の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ディスク書込み時間（%） ディスク書込み時間は、選択したディスク・ドライブが書込み要求を処理している経過時間
の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

平均ディスク・バイト /
読込み

平均ディスク・バイト / 読込みは、読込み操作の際にディスクから転送された平均バイト数

を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

平均ディスク・バイト / 転送 平均ディスク・バイト / 転送は、書込みまたは読込み操作の際に、ディスクへ、またはディ

スクから転送された平均バイト数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

平均ディスク・バイト /
書込み

平均ディスク・バイト / 書込みは、書込み操作の際にディスクへ転送された平均バイト数を

表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

平均ディスク秒 / 読込み 平均ディスク秒 / 読込みは、ディスクからのデータ読込みの平均時間（秒単位）を表しま

す。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

平均ディスク秒 / 転送 平均ディスク秒 / 転送は、平均ディスク転送の時間（秒単位）を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

平均ディスク秒 / 書込み 平均ディスク秒 / 書込みは、ディスクへのデータ書込みの平均時間（秒単位）を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

平均応答時間（ミリ秒） 平均応答時間は、ディスク転送の平均時間（ミリ秒単位）を表します。
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現行のディスク・キュー長 現行のディスク・キュー長は、パフォーマンス・データが収集されたときにディスク上にあ
る未処理および処理中の要求の合計数をリアルタイムで表します。最適なパフォーマンスを
維持するためには、まずディスク・キューの長さからディスクのスピンドル数を引き、遅延
要求の割合を計算します。この違いが 2 未満である必要があります。（複数のスピンドルがあ

るディスク・デバイスでは、複数の要求を同時にアクティブにできることに注意してくださ
い。）

現行のディスク・キュー長の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ディスク・バイト / 秒 ディスク・バイト / 秒は、書込みまたは読込み操作の際に、ディスクへ、またはディスクか

ら転送されるバイト数の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ディスク読込みバイト / 秒 ディスク読込みバイト / 秒は、読込み操作の際にディスクから転送されるバイト数の割合を

表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ディスク読込み / 秒 ディスク読込み / 秒は、ディスク上の読込み操作の回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ディスク転送 / 秒 ディスク転送 / 秒は、ディスク上の読込みおよび書込み操作の回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ディスク書込みバイト / 秒 ディスク書込みバイト / 秒は、書込み操作の際にディスクへ転送されるバイト数の割合を表

します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ディスク書込み / 秒 ディスク書込み / 秒は、ディスク上の書込み操作の回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-7 物理ディスク・クラス・イベント・テスト（続き）物理ディスク・クラス・イベント・テスト（続き）物理ディスク・クラス・イベント・テスト（続き）物理ディスク・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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表表表表 7-8 プロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テストプロセス・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

特権時間（%） 特権時間は、プロセスのスレッドが特権モードでコードを実行した経過時間の割合を表しま
す。サービスは通常特権モードで稼働し、システム専用のデータにアクセスします。ユー
ザー・モードで実行されるスレッドは、システム専用のデータにアクセスできません。シス
テム・コールには、明示的な場合または暗黙的な場合（たとえば、ページ・フォルトまたは
割込みが発生するとき）があります。特別なプロセスの境界が Windows NT に採用されたた

め、ユーザー・モードで実行されるコードにより Windows NT Executive、カーネルおよび

デバイス・ドライバが干渉されることはありません。Windows NT 関連の処理は、独自のプ

ロセスが特権時間で実行することに加えて、他のサブシステム・プロセスでも実行する場合
があることに注意してください。

特権時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

プロセッサ時間（%） プロセッサ時間は、プロセッサが命令を実行するためにプロセスのスレッドにより使用した
時間の割合を表します。特定のハードウェア割込みまたはトラップ条件を処理するために実
行された命令も、プロセッサ時間に含まれます。

プロセッサ時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ユーザー時間（%） ユーザー時間は、プロセスのスレッドがユーザー・モードでコードを実行した経過時間の割
合を表します。特別なプロセスの境界が Windows NT に採用されたため、ユーザー・モード

で実行されるコードにより Windows NT Executive、カーネルおよびデバイス・ドライバが

干渉されることはありません。Windows NT 関連の処理は、独自のプロセスが特権時間で実

行することに加えて、他のサブシステム・プロセスでも実行する場合があることに注意して
ください。

ユーザー時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

経過時間 経過時間は、プロセスが実行されている合計時間（秒単位）を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ハンドル件数 ハンドル件数は、プロセス内の各スレッドにより現在オープンされているハンドルの合計数
を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ページ・フォルト / 秒 ページ・フォルト / 秒は、プロセスで実行されるスレッドによるページ・フォルトの割合を

表します。ページ・フォルトは、メイン・メモリーの現行のワーキング・セットにない仮想
メモリー・ページがスレッドによって参照された場合に発生します。ページがメイン・メモ
リーにある場合、または共有ページが別のプロセスで使用されている場合には、そのページ
はディスクからフェッチされません。

ページ・フォルト / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」

パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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ページ・ファイル・バイト ページ・ファイル・バイトは、このプロセスがページング・ファイルで使用している合計バ
イト数を表します。ページング・ファイルにはプロセスが使用するメモリーのページが格納
されますが、そのページは他のファイルには含まれません。ページング・ファイルはすべて
のプロセスにより共有されますが、領域が不十分な場合は他のプロセスによりメモリーを割
り当てることができなくなる場合があります。

ページ・ファイル・バイトの値が、しきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

プール非ページ化
バイト

プール非ページ化バイトは、ページ化されていないプールの合計バイト数を表します。ペー
ジ化プールは、システム・メモリー内の領域で、オペレーティング・システム・コンポーネ
ントはここに領域を取得してタスクを実行します。非ページ化プール・ページは、ページン
グ・ファイルにページ・アウトできないため、割り当てられているかぎりはメイン・メモ
リーに常駐します。

プール非ページ化バイトの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ページ化プール・
バイト

ページ化プール・バイトは、ページ化されたプールの合計バイト数を表します。ページ化
プールは、システム・メモリー内の領域で、オペレーティング・システム・コンポーネント
はここに領域を取得してタスクを実行します。システムからアクセスされない場合、ページ
化プール・ページはページング・ファイルにページ・アウトできます。

ページ化プール・バイトの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

プライベート・
バイト

プライベート・バイトは、プロセスにより割り当てられた、他のプロセスとは共有されない
合計バイト数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

スレッド件数 スレッド件数は、現在アクティブなプロセスのスレッド数を表します。スレッドは、命令
（アプリケーション処理の基本単位）を実行する役割を果たします。各アクティブ・プロセス
は、少なくとも 1 つのスレッドを保持します。

スレッド件数がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

仮想バイト 仮想バイトは、プロセスで使用されている仮想アドレス領域の現行サイズ（バイト単位）を
表します。仮想メモリーを使用しすぎると、ライブラリをロードする機能が制限される場合
があります。仮想アドレス領域が使用されていても、ディスクまたはメイン・メモリー・
ページが使用されているとは限らないことに注意してください。

仮想バイトの値が、しきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指
定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ワーキング・セット ワーキング・セットは、プロセスのワーキング・セットの現行バイト数を表します。ワーキ
ング・セットは、プロセスのスレッドにより最近アクセスされたメモリー・ページのセット
です。システムの空きメモリーがしきい値を超えている場合は、使用されていないページも
ワーキング・セットに残されます。システムの空きメモリーがしきい値未満の場合は、その
ページはワーキング・セットから取り除かれます。そのページが必要な場合、メイン・メモ
リーに残っていれば、ソフトフォルトによってワーキング・セットに戻されます。

ワーキング・セットの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ
ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-8 プロセス・クラス・イベント・テスト（続き）プロセス・クラス・イベント・テスト（続き）プロセス・クラス・イベント・テスト（続き）プロセス・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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表表表表 7-9 プロセッサ・クラス・イベント・テストプロセッサ・クラス・イベント・テストプロセッサ・クラス・イベント・テストプロセッサ・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

DPC 時間（%） DPC 時間は、プロセッサが DPC モードで稼働した時間の割合を表します。この測定によっ

ても、特権モードの過剰な使用の原因を決定できます。DPC は、ハードウェア・デバイスが

プロセッサに割り込み、割込みハンドラにより DPC での作業の実行が選択されると発生し

ます。DPC は割込みより低い優先度で実行されるため、割込みの発生が可能になります。

DPC 時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定

した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

割込み時間（%） 割込み時間は、プロセッサでハードウェアの割込み処理にかかった時間の割合を表します。
プロセッサがハードウェア・デバイスにより割り込まれると、割込みハンドラが I/O 終了を

通知し、別の保留 I/O 要求を発行します。この測定によっても、過剰な特権モードの使用量

の原因を決定できます。

割込み時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指
定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

特権時間（%） 特権時間は、プロセッサがアイドル状態ではないスレッドを用いて特権モードで実行した時
間の割合を表します。Windows NT サービス・レイヤー、Executive ルーチン、Windows 
NT カーネルおよびデバイス・ドライバでの処理が特権時間の合計に含まれます。

特権時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

プロセッサ時間（%） プロセッサ時間は、プロセッサがアイドル状態ではないスレッドを実行しビジー状態になっ
た時間の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ユーザー時間（%） ユーザー時間は、プロセッサがアイドル状態ではないスレッドをユーザー・モードで実行し
た時間の割合を表します。ユーザー時間には、ユーザー・モードで実行されたすべてのアプ
リケーション・コードおよび周辺装置での処理時間が含まれます。

ユーザー時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

APC バイパス / 秒 非同期プロシージャ・コール（APC）バイパス / 秒は、カーネル APC 割込みが回避された

割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

DPC バイパス / 秒 DPC バイパス / 秒は、ディスパッチ割込みが回避された平均率を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

DPC 率 DPC 率は、プロセッサの DPC キューに DPC オブジェクトが追加される際の平均率を表し

ます。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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DPC キュー / 秒 DPC キュー / 秒は、プロセッサの DPC キューに DPC オブジェクトが追加される割合を表

します。

この割合がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

割込み / 秒 割込み / 秒は、プロセッサがデバイスに割り込まれた回数を表します。デバイス割込みは、

デバイスがタスクを終了した場合、または処理を必要とする場合に発生します。これらの割
込みにより、標準のスレッドの実行は一時停止され、プロセッサは優先度の高いスレッドを
処理するよう切り替えられます。

割込み / 秒がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定さ

れた値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-10 システム・クラス・イベント・テストシステム・クラス・イベント・テストシステム・クラス・イベント・テストシステム・クラス・イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

使用中レジストリ割当制限
（%）

使用中レジストリ割当制限は、システムに許されているレジストリ割当て制限の合計に対す
る割合を表します。

使用中レジストリ割当制限の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

合計 DPC 時間（%） 合計 DPC 時間は、DPC 時間の合計をシステムのプロセッサ数で割った値です。

合計 DPC 時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ

で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

合計割込み時間（%） 合計割込み時間は、全プロセッサの割込み時間の合計をシステムのプロセッサ数で割った値
です。

合計割込み時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

合計権限時間（%） 合計権限時間は、プロセッサが特権モードで稼働した時間の合計を測定します。たとえば、
複数のプロセッサがすべて特権モードで稼働している場合、合計権限時間は 100% になりま

す。プロセッサの半分が特権モードで稼働している場合、その割合は 50% になります。

プロセッサが特権モードで稼働している時間の割合がしきい値引数で指定したしきい値以上
で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されま
す。

合計プロセッサ時間（%） 合計プロセッサ時間は、システムのプロセッサがアイドル状態ではないスレッドを実行した
時間の割合です。たとえば、システムのプロセッサがすべて稼働している場合、合計プロ
セッサ時間は 100% になります。プロセッサの半分がアイドル状態ではないスレッドを実行

している場合、合計プロセッサ時間は 50% になります。

システムのプロセッサがアイドル状態ではないスレッドを実行している時間の割合がしきい
値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-9 プロセッサ・クラス・イベント・テスト（続き）プロセッサ・クラス・イベント・テスト（続き）プロセッサ・クラス・イベント・テスト（続き）プロセッサ・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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合計ユーザー時間（%） 合計ユーザー時間は、プロセッサがユーザー・モードで稼働した時間を表します。たとえ
ば、複数のプロセッサがすべてユーザー・モードで稼働している場合、合計ユーザー時間は
100% になります。プロセッサの半分がユーザー・モードで稼働している場合、その割合は

50% になります。

プロセッサがユーザー・モードで稼働している時間の割合がしきい値引数で指定したしきい
値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成
されます。

文字位置調整 / 秒 文字位置調整 / 秒は、文字位置のずれがシステムで調整される割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

コンテキスト切替え / 秒 コンテキスト切替え / 秒は、スレッド間で切替えを行う割合を表します。切替えは、単一プ

ロセスの内部または複数のプロセス間で発生します。スレッド切替えは、1 つのスレッドが

別のスレッドから情報を要求した場合、または優先度の高いスレッドが他のスレッドより優
先処理された場合に発生する可能性があります。Windows NT では、ユーザー・モードおよ

び特権モードという従来の保護に加えて、サブシステムを保護するためのプロセスの境界も
使用します。これらの保護境界は、特権時間のアプリケーションで使用されるだけでなく、
他のサブシステム・プロセスでも使用される場合があります。サブシステム・プロセスへの
切替えにより、アプリケーション・スレッドでコンテキスト切替えが発生します。再度切り
替えられると、サブシステム・スレッドで別のコンテキスト切替えが発生します。

コンテキスト切替え / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生

数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

例外ディスパッチ / 秒 例外ディスパッチ / 秒は、例外がシステムでディスパッチされる割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ファイル制御バイト / 秒 ファイル制御バイト / 秒は、ファイル・システム制御要求またはデバイスの特性やステータ

スに関する情報の要求を含む、すべてのファイル・システム操作で転送された合計バイト数
です。（この操作には、読込みまたは書込み操作は含まれません。）

ファイル制御バイト / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生

数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ファイル制御（回数 / 秒） ファイル制御は、ファイル・システム制御要求またはデバイスの特性やステータスに関する
情報の要求を含む、すべてのファイル・システム操作の合計です。（この操作には、読込み
または書込み操作は含まれません。） ファイル制御の値がしきい値引数で指定したしきい値以

上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成され
ます。

ファイル・データ操作 / 秒 ファイル・データ操作 / 秒は、コンピュータがファイル・システム・デバイスに発行する読

込みおよび書込み操作の回数を表します。この測定には、ファイル制御操作は含まれませ
ん。

ファイル・データ操作 / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生

数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-10 システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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ファイル読込み
（バイト / 秒）

ファイル読込み（バイト / 秒）は、ファイル・システムのすべての読込み操作で転送された

バイト数の合計です。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ファイル読込み（回数 / 秒） ファイル読込み（回数 / 秒）は、ファイル・システムのすべての読込み操作の合計です。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ファイル書込み
（バイト / 秒）

ファイル書込み（バイト / 秒）は、ファイル・システムのすべての書込み操作で転送された

バイト数の合計です。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

ファイル書込み（回数 / 秒） ファイル書込み（回数 / 秒）は、ファイル・システムのすべての書込み操作の合計です。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

浮動エミュレーション / 秒 浮動エミュレーション / 秒は、浮動エミュレーションがシステムで実行される割合を表しま

す。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

プロセッサ・キュー長 プロセッサ・キュー長は、現行のプロセッサ・キュー（現在実行しているスレッド以外）の
スレッド数を表します。プロセッサ・キュー長は、リアルタイムなスレッド数であり、一定
時間に渡っての平均数ではないことに注意してください。

プロセッサ・キュー長がしきい値引数で指定されている値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定されている値を超えると、警戒または警告が生成されます。

システム・コール / 秒 システム・コール / 秒は、コンピュータ上の基本スケジューリングおよび同期アクティビ

ティを実行するシステム・サービス・ルーチンのコール回数を表します。これらのルーチン
では、非グラフィック・デバイス、メモリー管理およびネームスペース管理へのアクセスも
提供されます。

システム・コール / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」

パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

合計 APC バイパス / 秒 合計 APC バイパス / 秒は、APC 割込みが全プロセッサを通して回避された全体の割合を表

します。

この割合がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

合計 DPC バイパス / 秒 合計 DPC バイパス / 秒は、ディスパッチ割込みが全プロセッサを通して回避された割合を

表します。

この割合がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-10 システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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Windows NT イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明
Windows NT イベント・テストの説明を次に記載します。

使用中コミット済バイト（使用中コミット済バイト（使用中コミット済バイト（使用中コミット済バイト（%））））

説明説明説明説明

使用中コミット済バイトは、コミット制限に対するコミット済バイトのリアルタイムの割合
を表します。この割合は、使用されている仮想メモリーの容量を示します。ページング・
ファイルが拡張されている場合は、コミット制限が変更される可能性もあることに注意して
ください。

使用中コミット済バイトがしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ
ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

合計 DPC 率 合計 DPC 率は、プロセッサの DPC キューに DPC オブジェクトが追加される際の平均の速

度（秒単位）です。

合計 DPC 率がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで

指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

合計 DPC キュー / 秒 合計 DPC キュー / 秒は、プロセッサの DPC キューにオブジェクトが追加される割合を表し

ます。

この割合がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

合計割込み / 秒 合計割込み / 秒は、コンピュータがマウス、ネットワーク・カードおよびシステム・クロッ

クなどのシステム・デバイスからの割込みを処理する割合を表します。この測定では、シス
テム環境全体においてそれらのデバイスがどのくらいビジーであるかも測定されます。

合計割込み / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ

メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

表表表表 7-10 システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）システム・クラス・イベント・テスト（続き）

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明
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� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

使用中コミット済バイトの割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ディスク読込み時間（ディスク読込み時間（ディスク読込み時間（ディスク読込み時間（%））））

説明説明説明説明

ディスク読込み時間は、選択したディスク・ドライブが読込み要求を処理している経過時間
の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� ディスク読込み時間の割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分
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ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ディスク時間（ディスク時間（ディスク時間（ディスク時間（%））））

説明説明説明説明

ディスク時間は、選択したディスク・ドライブが読込みまたは書込み要求を処理している経
過時間の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� ディスク時間の割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ディスク書込み時間（ディスク書込み時間（ディスク書込み時間（ディスク書込み時間（%））））

説明説明説明説明

ディスク書込み時間は、選択したディスク・ドライブが書込み要求を処理している経過時間
の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� ディスク書込み時間の割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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DPC 時間（時間（時間（時間（%））））

説明説明説明説明

DPC 時間は、プロセッサが DPC モードで稼働した時間の割合を表します。この測定によっ
ても、特権モードの過剰な使用の原因を決定できます。DPC は、ハードウェア・デバイス
がプロセッサに割り込み、割込みハンドラにより DPC での作業の実行が選択されると発生
します。DPC は割込みより低い優先度で実行されるため、割込みの発生が可能になります。

DPC 時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指
定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセッサ :　プロセッサのフィルタ（0、1 またはシステム上の全プロセッサを対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「プロ
セッサ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

DPC 時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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空き領域（空き領域（空き領域（空き領域（%））））

説明説明説明説明

空き領域は、選択した論理ディスク・ドライブで用意されている合計使用可能領域に対し
て、論理ディスク・ユニットで使用可能な空き領域の割合を表します。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 論理ディスク :　監視する論理ディスクのフィルタ（「0 ==> C:」またはシステム上の全
ディスクを対象とする場合の「0 ==> C:」、「1 ==> D:」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「論理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 空き領域の割合

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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割込み時間（割込み時間（割込み時間（割込み時間（%））））

説明説明説明説明

割込み時間は、プロセッサでハードウェアの割込み処理にかかった時間の割合を表します。
プロセッサがハードウェア・デバイスにより割り込まれると、割込みハンドラが I/O 終了を
通知し、別の保留 I/O 要求を発行します。この測定によっても、過剰な特権モードの使用量
の原因を決定できます。

割込み時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指
定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセッサ :　プロセッサのフィルタ（0、1 またはシステム上の全プロセッサを対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「プロ
セッサ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

割込み時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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特権時間（特権時間（特権時間（特権時間（%）（プロセス・クラス））（プロセス・クラス））（プロセス・クラス））（プロセス・クラス）

説明説明説明説明

特権時間は、プロセスのスレッドが特権モードでコードを実行した経過時間の割合を表しま
す。サービスは通常特権モードで稼働し、システム専用のデータにアクセスします。ユー
ザー・モードで実行されるスレッドは、システム専用のデータにアクセスできません。シス
テム・コールには、明示的な場合または暗黙的な場合（たとえば、ページ・フォルトまたは
割込みが発生するとき）があります。特別なプロセスの境界が Windows NT に採用された
ため、ユーザー・モードで実行されるコードにより Windows NT Executive、カーネルおよ
びデバイス・ドライバが干渉されることはありません。Windows NT 関連の処理は、独自の
プロセスが特権時間で実行することに加えて、他のサブシステム・プロセスでも実行する場
合があることに注意してください。

特権時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

特権時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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特権時間（特権時間（特権時間（特権時間（%）（プロセッサ・クラス））（プロセッサ・クラス））（プロセッサ・クラス））（プロセッサ・クラス）

説明説明説明説明

特権時間は、プロセッサがアイドル状態ではないスレッドを用いて特権モードで実行した時
間の割合を表します。Windows NT サービス・レイヤー、Executive ルーチン、Windows 
NT カーネルおよびデバイス・ドライバでの処理が特権時間の合計に含まれます。

特権時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセッサ :　プロセッサのフィルタ（0、1 またはシステム上の全プロセッサを対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「プロ
セッサ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

特権時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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プロセッサ時間（プロセッサ時間（プロセッサ時間（プロセッサ時間（%）（プロセス・クラス））（プロセス・クラス））（プロセス・クラス））（プロセス・クラス）

説明説明説明説明

プロセッサ時間は、プロセッサが命令を実行するためにプロセスのスレッドにより使用した
時間の割合を表します。特定のハードウェア割込みまたはトラップ条件を処理するために実
行された命令も、プロセッサ時間に含まれます。

プロセッサ時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

プロセッサ時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

プロセッサ時間（プロセッサ時間（プロセッサ時間（プロセッサ時間（%）（プロセッサ・クラス））（プロセッサ・クラス））（プロセッサ・クラス））（プロセッサ・クラス）

説明説明説明説明

プロセッサ時間は、プロセッサがアイドル状態ではないスレッドを実行しビジー状態になっ
た時間の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセッサ :　プロセッサのフィルタ（0、1 またはシステム上の全プロセッサを対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「プロ
セッサ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

プロセッサ時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

使用中レジストリ割当制限（使用中レジストリ割当制限（使用中レジストリ割当制限（使用中レジストリ割当制限（%））））

説明説明説明説明

使用中レジストリ割当制限は、システムに許されているレジストリ割当て制限の合計に対す
る割合を表します。

使用中レジストリ割当制限の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。
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出力出力出力出力

使用中レジストリ割当て制限の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

合計合計合計合計 DPC 時間（時間（時間（時間（%））））

説明説明説明説明

合計 DPC 時間は、DPC 時間の合計をシステムのプロセッサ数で割った値です。

合計 DPC 時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

合計 DPC 時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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合計割込み時間（合計割込み時間（合計割込み時間（合計割込み時間（%））））

説明説明説明説明

合計割込み時間は、全プロセッサの割込み時間の合計をシステムのプロセッサ数で割った値
です。

合計割込み時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

合計割込み時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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合計権限時間（合計権限時間（合計権限時間（合計権限時間（%））））

説明説明説明説明

合計権限時間は、プロセッサが特権モードで稼働した時間の合計を測定します。たとえば、
複数のプロセッサがすべて特権モードで稼働している場合、合計権限時間は 100% になりま
す。プロセッサの半分が特権モードで稼働している場合、その割合は 50% になります。

プロセッサが特権モードで稼働している時間の割合がしきい値引数で指定したしきい値以上
で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されま
す。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

合計権限時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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合計プロセッサ時間（合計プロセッサ時間（合計プロセッサ時間（合計プロセッサ時間（%））））

説明説明説明説明

合計プロセッサ時間は、システムのプロセッサがアイドル状態ではないスレッドを実行した
時間の割合です。たとえば、システムのプロセッサがすべて稼働している場合、合計プロ
セッサ時間は 100% になります。プロセッサの半分がアイドル状態ではないスレッドを実行
している場合、合計プロセッサ時間は 50% になります。

システムのプロセッサがアイドル状態ではないスレッドを実行している時間の割合がしきい
値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超える
と、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

合計プロセッサ時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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合計ユーザー時間（合計ユーザー時間（合計ユーザー時間（合計ユーザー時間（%））））

説明説明説明説明

合計ユーザー時間は、プロセッサがユーザー・モードで稼働した時間を表します。たとえ
ば、複数のプロセッサがすべてユーザー・モードで稼働している場合、合計ユーザー時間は
100% になります。プロセッサの半分がユーザー・モードで稼働している場合、その割合は
50% になります。

プロセッサがユーザー・モードで稼働している時間の割合がしきい値引数で指定したしきい
値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成
されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

合計ユーザー時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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使用量（使用量（使用量（使用量（%））））

説明説明説明説明

使用量は、ページ・ファイル・インスタンスの使用量の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ページング・ファイル :　監視するプロセスのフィルタ（_Total またはシステム上の全
ページング・ファイルを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　使用可能なページング・ファイルのリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「ページ
ング・ファイル」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ページ・ファイルのインスタンス使用量の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ユーザー時間（ユーザー時間（ユーザー時間（ユーザー時間（%）（プロセス・クラス））（プロセス・クラス））（プロセス・クラス））（プロセス・クラス）

説明説明説明説明

ユーザー時間は、プロセスのスレッドがユーザー・モードでコードを実行した経過時間の割
合を表します。特別なプロセスの境界が Windows NT に採用されたため、ユーザー・モー
ドで実行されるコードにより Windows NT Executive、カーネルおよびデバイス・ドライバ
が干渉されることはありません。Windows NT 関連の処理は、独自のプロセスが特権時間で
実行することに加えて、他のサブシステム・プロセスでも実行する場合があることに注意し
てください。

ユーザー時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ユーザー時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ユーザー時間（ユーザー時間（ユーザー時間（ユーザー時間（%）（プロセッサ・クラス））（プロセッサ・クラス））（プロセッサ・クラス））（プロセッサ・クラス）

説明説明説明説明

ユーザー時間は、プロセッサがアイドル状態ではないスレッドをユーザー・モードで実行し
た時間の割合を表します。ユーザー時間には、ユーザー・モードで実行されたすべてのアプ
リケーション・コードおよび周辺装置での処理時間が含まれます。

ユーザー時間がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセッサ :　プロセッサのフィルタ（0、1 またはシステム上の全プロセッサを対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「プロ
セッサ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。
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� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ユーザー時間の割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

文字位置調整文字位置調整文字位置調整文字位置調整 / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

文字位置調整 / 秒は、文字位置のずれがシステムで調整される割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりに調整された文字位置のずれ。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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APC バイパスバイパスバイパスバイパス / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

APC バイパス / 秒は、カーネル APC 割込みが回避された割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセッサ :　プロセッサのフィルタ（0、1 またはシステム上の全プロセッサを対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「プロ
セッサ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの APC バイパスの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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非同期コピー読込み非同期コピー読込み非同期コピー読込み非同期コピー読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

非同期コピー読込み / 秒は、キャッシュからアプリケーションのバッファにデータのメモ
リー・コピーをする場合の、キャッシュ・ページからの読込み回数を表します。アプリケー
ションはディスクにアクセスし、即時にページを取得できます。

非同期コピー読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの非同期コピー読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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非同期データ・マップ非同期データ・マップ非同期データ・マップ非同期データ・マップ / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

非同期データ・マップ / 秒は、NTFS または HPFS ファイル・システムが、ファイルのペー
ジを読み込むためにキャッシュにそのページをマップする回数を表します。そのページがメ
イン・メモリーにない場合は、キャッシュのページ取得を待機しません。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの非同期データ・マップ回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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非同期高速読込み非同期高速読込み非同期高速読込み非同期高速読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

非同期高速読込み / 秒は、インストールされているファイル・システムを介さずに、キャッ
シュから直接データを取得する場合の、キャッシュ・ページからの読込み回数を表します。
一般的な読込みでは、I/O 要求はファイル・システムを呼び出して、ファイルからデータを
取得します。データがキャッシュにない場合でも、高速読込みによりファイル・システムの
呼出しを 1 回分回避します。データがキャッシュにない場合、その要求は即時にデータの制
御を取得します。

非同期高速読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの非同期高速読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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非同期非同期非同期非同期 MDL 読込み読込み読込み読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

非同期 MDL 読込み / 秒は、MDL を使用してデータにアクセスする場合の、キャッシュ・
ページからの読込み回数を表します。転送対象の各ページの物理アドレスは、MDL に含ま
れています。この情報により、DMA デバイスを使用してコピーを実行できます。アクセ
ス・デバイスは、ページがメイン・メモリーにない場合、ディスクからのページ取得を待機
しません。

非同期 MDL 読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの非同期 MDL 読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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非同期ピン読込み非同期ピン読込み非同期ピン読込み非同期ピン読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

非同期ピン読込み / 秒は、ディスクにデータを書き戻す前に、キャッシュにデータが読み込
まれる回数を表します。このようにページが読み込まれると、それらのページは読込みが終
了したときにメモリー内に確保されます。ファイル・システムは、即時にページの制御を取
得でき、ディスクへのアクセスが必要な場合でも、即時にページを取得できます。確保され
たページの物理アドレスは変更されません。

非同期ピン読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの非同期ピン読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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使用可能バイト使用可能バイト使用可能バイト使用可能バイト

説明説明説明説明

使用可能バイトは、ゼロ・リスト、空きリスト、スタンバイ・リスト内に現在ある、仮想メ
モリーのリアルタイムの容量を表します。

この値がしきい値引数で指定されたしきい値以下で、発生数が「発生数」パラメータで指定
された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

使用可能なメモリー（バイト単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

Available Memory（（（（%））））

説明説明説明説明

Available Memory は、合計物理メモリーに対する空きメモリーのリアルタイムの容量を表
します。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

使用可能空きメモリー / 総物理メモリー× 100%

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。
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� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

使用可能な物理メモリー（%）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

平均応答時間（ミリ秒）平均応答時間（ミリ秒）平均応答時間（ミリ秒）平均応答時間（ミリ秒）

説明説明説明説明

平均応答時間は、ディスク転送の平均時間（ミリ秒単位）を表します。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

平均応答時間（ミリ秒単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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平均ディスク・バイト平均ディスク・バイト平均ディスク・バイト平均ディスク・バイト / 読込み読込み読込み読込み

説明説明説明説明

平均ディスク・バイト / 読込みは、読込み操作の際にディスクから転送された平均バイト数
を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 読込み操作の際に転送される平均バイト数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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平均ディスク・バイト平均ディスク・バイト平均ディスク・バイト平均ディスク・バイト / 転送転送転送転送

説明説明説明説明

平均ディスク・バイト / 転送は、書込みまたは読込み操作の際に、ディスクへ、またはディ
スクから転送された平均バイト数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 書込みまたは読込み操作の際に転送される平均バイト数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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平均ディスク・バイト平均ディスク・バイト平均ディスク・バイト平均ディスク・バイト / 書込み書込み書込み書込み

説明説明説明説明

平均ディスク・バイト / 書込みは、書込み操作の際にディスクへ転送された平均バイト数を
表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 書込み操作の際に転送される平均バイト数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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平均ディスク秒平均ディスク秒平均ディスク秒平均ディスク秒 / 読込み読込み読込み読込み

説明説明説明説明

平均ディスク秒 / 読込みは、ディスクからのデータ読込みの平均時間（秒単位）を表しま
す。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 読込み操作の際の平均ディスク時間（秒単位）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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平均ディスク秒平均ディスク秒平均ディスク秒平均ディスク秒 / 転送転送転送転送

説明説明説明説明

平均ディスク秒 / 転送は、平均ディスク転送の時間（秒単位）を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 書込みまたは読込み操作の際の平均ディスク時間（秒単位）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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平均ディスク秒平均ディスク秒平均ディスク秒平均ディスク秒 / 書込み書込み書込み書込み

説明説明説明説明

平均ディスク秒 / 書込みは、ディスクへのデータ書込みの平均時間（秒単位）を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 書込み操作の際の平均ディスク時間（秒単位）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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受信バイト受信バイト受信バイト受信バイト / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

受信バイト / 秒は、インタフェース上で受信されるバイト数の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりにインタフェースで受信されたバイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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送信バイト送信バイト送信バイト送信バイト / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

送信バイト / 秒は、インタフェース上で送信されるバイト数の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりにインタフェースで送信されたバイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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バイト合計バイト合計バイト合計バイト合計 / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

バイト合計 / 秒は、インタフェース上で送受信されるバイト数の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりにインタフェースで送受信されたバイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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キャッシュ・バイトキャッシュ・バイトキャッシュ・バイトキャッシュ・バイト

説明説明説明説明

キャッシュ・バイトは、システム・キャッシュで現在使用されているバイト数を表します。
システム・キャッシュには、ディスクまたは LAN から取得されたデータが格納されます。
また、システム・キャッシュには、アクティブなシステム・プロセスにより現在使用されて
いないメモリーが使用されます。

キャッシュ・バイトがしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

使用しているシステム・キャッシュ（バイト単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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キャッシュ障害キャッシュ障害キャッシュ障害キャッシュ障害 / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

キャッシュ障害 / 秒は、キャッシュ障害が発生した回数を表します。キャッシュ障害は、
キャッシュ・マネージャが即時キャッシュでファイルのページを検出できずに、メモリー・
マネージャに対してメモリー内またはディスク上でページを検索して、即時キャッシュに追
加できるよう要求する場合に発生します。

キャッシュ障害 / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ
ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのキャッシュ障害件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
コミット制限コミット制限コミット制限コミット制限

説明説明説明説明

コミット制限は、ページング・ファイルを拡張せずにコミットできる仮想メモリーの容量
（バイト単位）を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

メモリーのコミット制限（バイト単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
コミット済バイトコミット済バイトコミット済バイトコミット済バイト

説明説明説明説明

コミット済バイトは、コミットされている仮想メモリーの容量（バイト単位）を表します。
コミット済メモリーを予約済メモリーと混同しないでください。コミット済メモリーは、使
用可能なディスク記憶域を持つか、またはメイン・メモリーがコミット済仮想メモリーを保
持できる十分な容量を持つ必要があります。

コミット済バイトの値が、しきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

コミット済メモリー（バイト単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
コンテキスト切替えコンテキスト切替えコンテキスト切替えコンテキスト切替え / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

コンテキスト切替え / 秒は、スレッド間で切替えを行う割合を表します。切替えは、単一プ
ロセスの内部または複数のプロセス間で発生します。スレッド切替えは、1 つのスレッドが
別のスレッドから情報を要求した場合、または優先度の高いスレッドが他のスレッドより優
先処理された場合に発生する可能性があります。Windows NT では、ユーザー・モードおよ
び特権モードという従来の保護に加えて、サブシステムを保護するためのプロセスの境界も
使用します。これらの保護境界は、特権時間のアプリケーションで使用されるだけでなく、
他のサブシステム・プロセスでも使用される場合があります。サブシステム・プロセスへの
切替えにより、アプリケーション・スレッドでコンテキスト切替えが発生します。再度切り
替えられると、サブシステム・スレッドで別のコンテキスト切替えが発生します。

コンテキスト切替え / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのコンテキスト切替え。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
コピー読込みヒット（コピー読込みヒット（コピー読込みヒット（コピー読込みヒット（%））））

説明説明説明説明

コピー読込みヒットは、キャッシュにヒットしたコピー読込み要求の割合を表します。コ
ピー読込みヒットでは、ディスク読込みを必要とせずに、キャッシュ内のページにアクセス
します。コピー読込みは、キャッシュからのデータのメモリー内のコピーをアプリケーショ
ンのバッファに置きかえる場合のファイル読込み操作です。LAN リダイレクタ、LAN サー
バーおよびディスク・ファイル・システムが、キャッシュの情報を取得するためにコピー読
込みを使用します。

コピー読込みヒット / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

コピー読込みヒットの割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
コピー読込みコピー読込みコピー読込みコピー読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

コピー読込み / 秒は、キャッシュからアプリケーションのバッファにデータのメモリー・コ
ピーをする場合の、キャッシュ・ページからの読込み回数を表します。LAN リダイレクタ、
LAN サーバーおよびディスク・ファイル・システムが、キャッシュの情報を取得するため
にコピー読込みを使用します。

コピー読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのコピー読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
現行帯域幅現行帯域幅現行帯域幅現行帯域幅

説明説明説明説明

現行帯域幅は、インタフェースの現行帯域幅の、ビット / 秒（bps）単位による推定値です。
この値は、帯域幅が変化しないインタフェースまたは正確な推定が不可能なインタフェース
の場合、名目帯域幅になります。

現行帯域幅がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定さ
れた値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ビット / 秒（bps）単位の現行帯域幅。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
現行のディスク・キュー長現行のディスク・キュー長現行のディスク・キュー長現行のディスク・キュー長

説明説明説明説明

現行のディスク・キュー長は、パフォーマンス・データが収集されたときにディスク上にあ
る未処理および処理中の要求の合計数をリアルタイムで表します。最適なパフォーマンスを
維持するためには、まずディスク・キューの長さからディスクのスピンドル数を引き、遅延
要求の割合を計算します。この違いが 2 未満である必要があります。（複数のスピンドルが
あるディスク・デバイスでは、複数の要求を同時にアクティブにできることに注意してくだ
さい。）

現行のディスク・キュー長の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 現行のディスク・キュー長

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
データ・フラッシュ・ページデータ・フラッシュ・ページデータ・フラッシュ・ページデータ・フラッシュ・ページ / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

データ・フラッシュ・ページ / 秒は、キャッシュからディスクにフラッシュされたページ数
を表します。キャッシュが書込みスルー・ファイルの書込み要求（その内容のディスクへの
フラッシュ）を承認すると、ページはフラッシュされます。1 回のフラッシュ操作で、複数
のページが転送できることに注意してください。

データ・フラッシュ・ページ / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのデータ・フラッシュ・ページ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
データ・フラッシュデータ・フラッシュデータ・フラッシュデータ・フラッシュ / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

データ・フラッシュ / 秒は、キャッシュが書込みスルー・ファイルの書込み要求（その内容
のディスクへのフラッシュ）を承認した回数を表します。1 回のフラッシュ操作で、複数の
ページが転送できることに注意してください。

データ・フラッシュ / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのデータ・フラッシュの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
データ・マップ・ヒット（データ・マップ・ヒット（データ・マップ・ヒット（データ・マップ・ヒット（%））））

説明説明説明説明

データ・マップ・ヒットは、ディスクからページを取得せずに解決可能な、キャッシュ内の
データ・マップの割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

データ・マップ・ヒットの割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
データ・マップ・ピンデータ・マップ・ピンデータ・マップ・ピンデータ・マップ・ピン / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

データ・マップ・ピン / 秒は、メイン・メモリー内にページを確保する、キャッシュ内の
データ・マップの回数を表します。ページが確保されると、メイン・メモリー内の物理アド
レスおよびキャッシュ内の仮想アドレスは変更されません。

データ・マップ・ピン / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パ
ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのデータ・マップ・ピン数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
データ・マップデータ・マップデータ・マップデータ・マップ / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

データ・マップ / 秒は、NTFS または HPFS ファイル・システムが、キャッシュにファイル
のページをマップする回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのデータ・マップの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
要求ゼロ障害要求ゼロ障害要求ゼロ障害要求ゼロ障害 / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

要求ゼロ障害 / 秒は、障害を解決するために 0（ゼロ）を埋め込んだページを必要とする
ページ・フォルトの件数を表します。ゼロ・リストが空でない場合は、そのリストからペー
ジを削除することで障害を解決できます。

要求ゼロ障害 / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの要求ゼロ障害件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
Windows NT イベント・テスト 7-71



Windows NT イベント・テストの説明
ディスク・バイトディスク・バイトディスク・バイトディスク・バイト / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ディスク・バイト / 秒は、書込みまたは読込み操作の際に、ディスクへ、またはディスクか
ら転送されるバイト数の割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 1 秒当たりの転送バイト数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
ディスク読込みバイトディスク読込みバイトディスク読込みバイトディスク読込みバイト / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ディスク読込みバイト / 秒は、読込み操作の際にディスクから転送されるバイト数の割合を
表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 1 秒当たりの読込みバイト数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
ディスク読込みディスク読込みディスク読込みディスク読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ディスク読込み / 秒は、ディスク上の読込み操作の回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 1 秒当たりのディスク読込み回数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
ディスク転送ディスク転送ディスク転送ディスク転送 / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ディスク転送 / 秒は、ディスク上の読込みおよび書込み操作の回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 1 秒当たりのディスク転送回数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
Windows NT イベント・テスト 7-75



Windows NT イベント・テストの説明
ディスク書込みバイトディスク書込みバイトディスク書込みバイトディスク書込みバイト / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ディスク書込みバイト / 秒は、書込み操作の際にディスクへ転送されるバイト数の割合を表
します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 1 秒当たりの書込みバイト数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
ディスク書込みディスク書込みディスク書込みディスク書込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ディスク書込み / 秒は、ディスク上の書込み操作の回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 物理ディスク :　監視する物理ディスクのフィルタ（0、1 またはシステム上の全ディス
クを対象とする場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「物理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 1 秒当たりのディスク書込み回数

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
DPC バイパスバイパスバイパスバイパス / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

DPC バイパス / 秒は、ディスパッチ割込みが回避された平均率を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセッサ :　プロセッサのフィルタ（0、1 またはシステム上の全プロセッサを対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「プロ
セッサ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの DPC バイパスの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
DPC 率率率率

説明説明説明説明

DPC 割合は、プロセッサの DPC キューに DPC オブジェクトが追加される際の平均割合を
表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセッサ :　プロセッサのフィルタ（0、1 またはシステム上の全プロセッサを対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「プロ
セッサ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

DPC 率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
DPC キューキューキューキュー / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

DPC キュー / 秒は、プロセッサの DPC キューに DPC オブジェクトが追加される割合を表
します。

この割合がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセッサ :　プロセッサのフィルタ（0、1 またはシステム上の全プロセッサを対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「プロ
セッサ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの DPC キュー。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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経過時間経過時間経過時間経過時間

説明説明説明説明

経過時間は、プロセスが実行されている合計時間（秒単位）を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

プロセスが実行されている合計時間（秒単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

イベントイベントイベントイベント

説明説明説明説明

イベント（測定）は、データ収集時におけるコンピュータ内のイベントの合計数をリアルタ
イムで表します。イベントは、2 つ以上のスレッドが実行を同期する場合に使用されます。

リアルタイムのイベントの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。
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注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「オブジェクト」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

リアルタイムのイベントの合計数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

例外ディスパッチ例外ディスパッチ例外ディスパッチ例外ディスパッチ / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

例外ディスパッチ / 秒は、例外がシステムでディスパッチされる割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの例外ディスパッチ回数。
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推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

高速読込み不可高速読込み不可高速読込み不可高速読込み不可 / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

高速読込み不可 / 秒は、キャッシュ・データを取得するためにファイル・システムを回避し
て、API が関数コールを試行する回数です。この測定では、ファイル・システムにアクセス
する必要があったために、これらのコールが失敗した回数を監視します。

高速読込み不可 / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの高速読込み不可の回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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高速読込みリソース失敗高速読込みリソース失敗高速読込みリソース失敗高速読込みリソース失敗 / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

高速読込みリソース失敗 / 秒は、要求に必要なリソースが不足しているために、キャッシュ
読込みに失敗した回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの高速読込みリソース失敗回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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高速読込み高速読込み高速読込み高速読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

高速読込み / 秒は、インストールされているファイル・システムを介さずに、キャッシュか
ら直接データを取得する場合の、キャッシュ・ページからの読込み回数を表します。一般的
な読込みでは、I/O 要求はファイル・システムを呼び出して、ファイルからデータを取得し
ます。データがキャッシュにない場合でも、高速読込みによりファイル・システムの呼出し
を 1 回分回避します。

高速読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの高速読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ファイル制御バイトファイル制御バイトファイル制御バイトファイル制御バイト / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ファイル制御バイト / 秒は、ファイル・システム制御要求またはデバイスの特性やステータ
スに関する情報の要求を含む、すべてのファイル・システム操作で転送された合計バイト数
です。（この操作には、読込みまたは書込み操作は含まれません。）

ファイル制御バイト / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのファイル制御バイト。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ファイル制御（回数ファイル制御（回数ファイル制御（回数ファイル制御（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ファイル制御は、ファイル・システム制御要求またはデバイスの特性やステータスに関する
情報の要求を含む、すべてのファイル・システム操作の合計です。（この操作には、読込み
または書込み操作は含まれません。） ファイル制御の値がしきい値引数で指定したしきい値以
上で、発生数が「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成され
ます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのファイル制御操作。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ファイル・データ操作ファイル・データ操作ファイル・データ操作ファイル・データ操作 / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ファイル・データ操作 / 秒は、コンピュータがファイル・システム・デバイスに発行する読
込みおよび書込み操作の回数を表します。この測定には、ファイル制御操作は含まれませ
ん。

ファイル・データ操作 / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのファイル・データ操作の回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ファイル読込み（バイトファイル読込み（バイトファイル読込み（バイトファイル読込み（バイト / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ファイル読込み（バイト / 秒）は、ファイル・システムのすべての読込み操作で転送された
バイト数の合計です。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのファイル読込みバイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ファイル読込み（回数ファイル読込み（回数ファイル読込み（回数ファイル読込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ファイル読込み（回数 / 秒）は、ファイル・システムのすべての読込み操作の合計です。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのファイル読込み操作。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ファイル書込み（バイトファイル書込み（バイトファイル書込み（バイトファイル書込み（バイト / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ファイル書込み（バイト / 秒）は、ファイル・システムのすべての書込み操作で転送された
バイト数の合計です。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのファイル書込みバイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ファイル書込み（回数ファイル書込み（回数ファイル書込み（回数ファイル書込み（回数 / 秒）秒）秒）秒）

説明説明説明説明

ファイル書込み（回数 / 秒）は、ファイル・システムのすべての書込み操作の合計です。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。
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出力出力出力出力

1 秒当たりのファイル書込み操作。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

浮動エミュレーション浮動エミュレーション浮動エミュレーション浮動エミュレーション / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

浮動エミュレーション / 秒は、浮動エミュレーションがシステムで実行される割合を表しま
す。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの浮動エミュレーション回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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空きメガバイト空きメガバイト空きメガバイト空きメガバイト

説明説明説明説明

空きメガバイトは、選択したディスク・ドライブで使用可能な（まだ割り当てていない）領
域を MB 単位で表します。1MB は 1,048,576 バイトです。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 論理ディスク :　監視する論理ディスクのフィルタ（「0 ==> C:」またはシステム上の全
ディスクを対象とする場合の「0 ==> C:」、「1 ==> D:」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なすべてのディスク名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「論理
ディスク」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

� ディスク名

� 空き領域の容量（MB 単位）

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

システムの空きページ表エントリシステムの空きページ表エントリシステムの空きページ表エントリシステムの空きページ表エントリ

説明説明説明説明

システムの空きページ表エントリは、システムにより現在使用されていないページ表エント
リ数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

空いているページ表エントリの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ハンドル件数ハンドル件数ハンドル件数ハンドル件数

説明説明説明説明

ハンドル件数は、プロセス内の各スレッドにより現在オープンされているハンドルの合計数
を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

プロセス内の各スレッドが現在オープンしているハンドルの合計数。
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推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

割込み割込み割込み割込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

割込み / 秒は、プロセッサがデバイスに割り込まれた回数を表します。デバイス割込みは、
デバイスがタスクを終了した場合、または処理を必要とする場合に発生します。これらの割
込みにより、標準のスレッドの実行は一時停止され、プロセッサは優先度の高いスレッドを
処理するよう切り替えられます。

割込み / 秒がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定さ
れた値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセッサ :　プロセッサのフィルタ（0、1 またはシステム上の全プロセッサを対象と
する場合の「*」など）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名のリストにアクセスするには、Performance 
Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「プロ
セッサ」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの割込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
Windows NT イベント・テスト 7-95



Windows NT イベント・テストの説明
遅延書込みフラッシュ遅延書込みフラッシュ遅延書込みフラッシュ遅延書込みフラッシュ / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

遅延書込みフラッシュ / 秒は、メモリー内のページが変更された後に、遅延書込みスレッド
がディスクを更新した回数を表します。こうすることで、ファイル変更を要求したアプリ
ケーションは、ディスク書込みが終了するまで待機することなく、処理を続行できます。1
回の書込み操作で、複数のページが転送できることに注意してください。

遅延書込みフラッシュ / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パ
ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの遅延書込みフラッシュの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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遅延書込みページ遅延書込みページ遅延書込みページ遅延書込みページ / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

遅延書込みページ / 秒は、メモリー内のページが変更された後に、遅延書込みスレッドが
ディスクを更新した回数を表します。こうすることで、ファイル変更を要求したアプリケー
ションは、ディスク書込みが終了するまで待機することなく、処理を続行できます。1 回の
ディスク書込み操作で、複数のページが転送できることに注意してください。

遅延書込みページ / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの遅延書込みページ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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MDL 読込みヒット（読込みヒット（読込みヒット（読込みヒット（%））））

説明説明説明説明

MDL 読込みヒットは、MDL 読込み要求のうち、キャッシュにヒットした要求の割合を表し
ます。MDL 読込みにより、ディスクにアクセスせずにキャッシュ・ページにメモリー・ア
クセスできます。

MDL 読込みヒットがしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

MDL 読込みヒットの割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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MDL 読込み読込み読込み読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

MDL 読込み / 秒は、MDL を使用してデータにアクセスする場合の、キャッシュ・ページか
らの読込み回数を表します。転送対象の各ページの物理アドレスは、MDL に含まれていま
す。この情報により、DMA デバイスを使用してコピーを実行できます。

MDL 読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの MDL 読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
Windows NT イベント・テスト 7-99



Windows NT イベント・テストの説明
Mutex

説明説明説明説明

Mutex は、データ収集時におけるコンピュータ内の Mutex の合計数をリアルタイムで表し
ます。Mutex を使用することで、一度に 1 つのスレッドのみが、あるコードのセクションを
実行することが保証されます。

リアルタイムの Mutex の合計数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発
生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「オブジェクト」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

リアルタイム Mutex の合計数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
出力キュー長出力キュー長出力キュー長出力キュー長

説明説明説明説明

出力キュー長は、送信パケット・キューの長さ（パケット単位）を表します。ボトルネック
が存在する（一般的には出力キューの長さが 2 を超える）場合、パフォーマンスの低下が発
生します。最適なパフォーマンスが得られるよう、ボトルネックを排除してください。

送信キュー長がしきい値引数で指定されている値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定されている値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

送信パケット・キューの長さ（パケット単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
パケットパケットパケットパケット / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

パケット / 秒は、ネットワーク・インタフェース上でパケットが送受信される割合を表しま
す。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりにネットワーク・インタフェースで送受信されたパケット数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
送信廃棄パケット送信廃棄パケット送信廃棄パケット送信廃棄パケット

説明説明説明説明

送信廃棄パケットは、バッファ領域を解放するなどの目的で、廃棄対象として選択された
（転送されない）送信パケットの数を表します。

送信廃棄パケットの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

廃棄された送信パケットの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
送信エラー・パケット送信エラー・パケット送信エラー・パケット送信エラー・パケット

説明説明説明説明

送信エラー・パケットは、エラーが発生したため転送されなかった送信パケットの数を表し
ます。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

エラーのあった送信パケットの合計数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
受信パケット受信パケット受信パケット受信パケット / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

受信パケット / 秒は、ネットワーク・インタフェース上でパケットが受信される割合を表し
ます。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりにネットワーク・インタフェースで受信されたパケット数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
受信廃棄パケット受信廃棄パケット受信廃棄パケット受信廃棄パケット

説明説明説明説明

受信廃棄パケットは、高レイヤー・プロトコルへ転送しない目的で、廃棄対象として選択さ
れた受信パケットの数を表します。バッファ領域を解放するため、このようなパケットを廃
棄する場合があります。

受信廃棄パケットの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

廃棄された受信パケットの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
受信エラー・パケット受信エラー・パケット受信エラー・パケット受信エラー・パケット

説明説明説明説明

受信エラー・パケットは、エラーが含まれている高レイヤー・プロトコルへの転送を拒否さ
れた受信パケットの合計数を表します。

受信エラー・パケットの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

エラーのあった受信パケットの合計数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
非ユニキャスト受信パケット非ユニキャスト受信パケット非ユニキャスト受信パケット非ユニキャスト受信パケット / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

非ユニキャスト受信パケット / 秒は、非ユニキャスト（サブネット・ブロードキャストまた
はサブネット・マルチキャスト）・パケットが高レイヤー・プロトコルに転送される割合を
表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの非ユニキャスト受信パケットの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
ユニキャスト受信パケットユニキャスト受信パケットユニキャスト受信パケットユニキャスト受信パケット / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ユニキャスト受信パケット / 秒は、（サブネット）ユニキャスト・パケットが高レイヤー・
プロトコルに転送される割合を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのユニキャスト受信パケットの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
受信不明パケット受信不明パケット受信不明パケット受信不明パケット

説明説明説明説明

受信不明パケットは、インタフェースを介して受信されたが、プロトコルが不明、またはサ
ポートされていないため廃棄されたパケットの合計数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

プロトコルが不明、またはサポートされていないため廃棄された、受信パケットの合計数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
送信パケット送信パケット送信パケット送信パケット / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

送信パケット / 秒は、ネットワーク・インタフェース上でパケットが送信される割合を表し
ます。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりにネットワーク・インタフェースで送信されたパケット数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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非ユニキャスト送信パケット非ユニキャスト送信パケット非ユニキャスト送信パケット非ユニキャスト送信パケット / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

非ユニキャスト送信パケット / 秒は、高レイヤー・プロトコルが非ユニキャスト（サブネッ
ト・ブロードキャストまたはサブネット・マルチキャスト）・アドレスへのパケットの転送
を要求したパケットの割合を表します。この割合には、廃棄されたパケットまたは未送信の
パケットも含まれます。

非ユニキャスト送信パケット / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの非ユニキャスト送信パケットの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ユニキャスト送信パケットユニキャスト送信パケットユニキャスト送信パケットユニキャスト送信パケット / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ユニキャスト送信パケット / 秒は、高レイヤー・プロトコルが（サブネット）ユニキャス
ト・アドレスへのパケットの転送を要求したパケットの割合を表します。この割合には、廃
棄されたパケットまたは未送信のパケットも含まれます。

ユニキャスト送信パケット / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� ネットワーク・インタフェース :　監視するネットワーク・インタフェースのフィルタ
（1 またはシステム上の全ネットワーク・インタフェースを対象とする場合の「*」な
ど）。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なネットワーク・インタフェースのリストにアクセスするには、
Performance Manager または Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続し
て、「ネットワーク・インタフェース」クラスをクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのユニキャスト送信パケットの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ページ・フォルトページ・フォルトページ・フォルトページ・フォルト / 秒（メモリー・クラス）秒（メモリー・クラス）秒（メモリー・クラス）秒（メモリー・クラス）

説明説明説明説明

ページ・フォルト / 秒は、プロセッサでページ・フォルトが発生した回数を表します。ペー
ジ・フォルトは、メイン・メモリーの現行のワーキング・セットにない仮想メモリー・ペー
ジが、プロセスによって参照された場合に発生します。

ページ・フォルト / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ・フォルト件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ページ・フォルトページ・フォルトページ・フォルトページ・フォルト / 秒（プロセス・クラス）秒（プロセス・クラス）秒（プロセス・クラス）秒（プロセス・クラス）

説明説明説明説明

ページ・フォルト / 秒は、プロセスで実行されるスレッドによるページ・フォルトの割合を
表します。ページ・フォルトは、メイン・メモリーの現行のワーキング・セットにない仮想
メモリー・ページがスレッドによって参照された場合に発生します。ページがメイン・メモ
リーにある場合、または共有ページが別のプロセスで使用されている場合には、そのページ
はディスクからフェッチされません。

ページ・フォルト / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

プロセスでの 1 秒当たりのページ・フォルト。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ページ・ファイル・バイトページ・ファイル・バイトページ・ファイル・バイトページ・ファイル・バイト

説明説明説明説明

ページ・ファイル・バイトは、プロセスがページング・ファイルで使用している合計バイト
数を表します。ページング・ファイルにはプロセスが使用するメモリーのページが格納され
ますが、そのページは他のファイルには含まれません。ページング・ファイルはすべてのプ
ロセスにより共有されますが、領域が不十分な場合は他のプロセスによりメモリーを割り当
てることができなくなる場合があります。

ページ・ファイル・バイトの値が、しきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。
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� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

プロセスがページング・ファイルで使用している合計バイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ページ読込みページ読込みページ読込みページ読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ページ読込み / 秒は、ページ・フォルトを解決するために、仮想メモリーのページを取得す
るようディスクが読み込まれた回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ページ書込みページ書込みページ書込みページ書込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ページ書込み / 秒は、最後に取得された後でページが変更されたため、そのページがディス
クに書き込まれた回数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ書込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ページページページページ / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ページ / 秒は、メモリー参照での障害を解決するために、ディスクから読み込まれた、また
はディスクに書き込まれたページ数を表します。この測定では、1 秒当たりのページ入力と
1 秒当たりのページ出力が合計されます。この測定を使用すると、メモリーのスラッシング
および過剰なページングを監視できます。

ページ / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりに入力および出力されたページ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ページ入力ページ入力ページ入力ページ入力 / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ページ入力 / 秒は、メモリー参照での障害を解決するために、ディスクから読み込まれた
ページ数を表します。この測定は、メモリーのスラッシングおよび過剰なページングを監視
する場合に重要です。

ページ入力 / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのページ入力件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ページ出力ページ出力ページ出力ページ出力 / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ページ出力 / 秒は、メイン・メモリーでページが変更されたため、ディスクに書き込まれた
ページ数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりに出力されたページ数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ピン読込みヒット（ピン読込みヒット（ピン読込みヒット（ピン読込みヒット（%））））

説明説明説明説明

ピン読込みヒットは、キャッシュにヒットしたピン読込み要求の割合を表します。ピン読込
みでは、ディスク読込みを必要とせずに、キャッシュ内のページにアクセスします。キャッ
シュ内に確保されたページの物理アドレスは変更されません。LAN リダイレクタ、LAN
サーバーおよびディスク・ファイル・システムが、キャッシュの情報を取得するためにピン
読込みを使用します。

ピン読込みヒットの値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。値は、0.0 ～ 100.0 の間です。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ピン読込みヒットの割合。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ピン読込みピン読込みピン読込みピン読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

ピン読込み / 秒は、ディスクにデータを書き戻す前に、キャッシュにデータが読み込まれる
回数を表します。このようにページが読み込まれると、それらのページは読込みが終了した
ときにメモリー内に確保されます。確保されたページの物理キャッシュ・アドレスは変更さ
れません。

ピン読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。
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� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのピン読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

プール非ページ化割当プール非ページ化割当プール非ページ化割当プール非ページ化割当

説明説明説明説明

プール非ページ化割当は、ページ化されていないプール内の領域を割り当てるためにコール
が実行された回数です。非ページ化プール・ページは、ページング・ファイルにページ・ア
ウトできません。この割当てになっているかぎり、ページはメイン・メモリーに常駐しま
す。

プール非ページ化割当の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ページ化されていないプールで領域を割り当てる回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分
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ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

プール非ページ化バイト（メモリー・クラス）プール非ページ化バイト（メモリー・クラス）プール非ページ化バイト（メモリー・クラス）プール非ページ化バイト（メモリー・クラス）

説明説明説明説明

プール非ページ化バイトは、ページ化されていないプールのバイト数を表します。非ページ
化プール・ページは、ページング・ファイルに書き込むことができません。この割当てに
なっているかぎり、ページはメイン・メモリーに常駐します。

プール非ページ化バイトの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ページ化されていないプールのバイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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プール非ページ化バイト（プロセス・クラス）プール非ページ化バイト（プロセス・クラス）プール非ページ化バイト（プロセス・クラス）プール非ページ化バイト（プロセス・クラス）

説明説明説明説明

プール非ページ化バイトは、ページ化されていないプールの合計バイト数を表します。ペー
ジ化プールは、システム・メモリー内の領域で、オペレーティング・システム・コンポーネ
ントはここに領域を取得してタスクを実行します。非ページ化プール・ページは、ページン
グ・ファイルにページ・アウトできないため、割り当てられているかぎりはメイン・メモ
リーに常駐します。

プール非ページ化バイトの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ページ化されていないプールの合計バイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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プール・ページ化割当プール・ページ化割当プール・ページ化割当プール・ページ化割当

説明説明説明説明

プール・ページ化割当は、システムでページ化されているプール内の領域を割り当てるため
にコールが実行された回数です。ページ化プール・ページは、特定の時間内にアクセスされ
ない場合、ページング・ファイルにページ・アウトできます。

プール・ページ化割当の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

システムでページ化されているプールで領域を割り当てる回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ページ化プール・バイト（メモリー・クラス）ページ化プール・バイト（メモリー・クラス）ページ化プール・バイト（メモリー・クラス）ページ化プール・バイト（メモリー・クラス）

説明説明説明説明

ページ化プール・バイトは、ページ化されたプールのバイト数を表します。ページ化プー
ル・ページは、特定の時間内にシステムで使用されない場合、ページング・ファイルにペー
ジ・アウトできます。

ページ化プール・バイトがしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ページ化されているプールのバイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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ページ化プール・バイト（プロセス・クラス）ページ化プール・バイト（プロセス・クラス）ページ化プール・バイト（プロセス・クラス）ページ化プール・バイト（プロセス・クラス）

説明説明説明説明

ページ化プール・バイトは、ページ化されたプールの合計バイト数を表します。ページ化
プールは、システム・メモリー内の領域で、オペレーティング・システム・コンポーネント
はここに領域を取得してタスクを実行します。システムからアクセスされない場合、ページ
化プール・ページはページング・ファイルにページ・アウトできます。

ページ化プール・バイトの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生
数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ページ化されているプールの合計バイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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プール・ページ化常駐バイトプール・ページ化常駐バイトプール・ページ化常駐バイトプール・ページ化常駐バイト

説明説明説明説明

プール・ページ化常駐バイトは、メイン・メモリーに常駐するページ化プールのサイズ（バ
イト単位）を表します。プール・ページ化常駐バイトの値は、現在使用されている現実の物
理メモリーの容量であるため、ページ化プール割当てにおける実際のコストを示します。

プール・ページ化常駐バイトの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発
生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

メイン・メモリーに常駐するページ化プールのサイズ（バイト単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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プライベート・バイトプライベート・バイトプライベート・バイトプライベート・バイト

説明説明説明説明

プライベート・バイトは、プロセスにより割り当てられた、他のプロセスとは共有されない
合計バイト数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

プロセスが割り当てた、他のプロセスとは共有されない合計バイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

プロセスプロセスプロセスプロセス

説明説明説明説明

プロセスは、データ収集時におけるコンピュータ内のプロセスの合計数をリアルタイムで表
します。1 つのプロセスが、実行中の 1 つのプログラムを示します。

プロセスの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「オブジェクト」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

リアルタイムのプロセスの合計数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

プロセッサ・キュー長プロセッサ・キュー長プロセッサ・キュー長プロセッサ・キュー長

説明説明説明説明

プロセッサ・キュー長は、現行のプロセッサ・キュー（現在実行しているスレッド以外）の
スレッド数を表します。プロセッサ・キュー長は、リアルタイムなスレッド数であり、一定
時間に渡っての平均数ではないことに注意してください。

プロセッサ・キュー長がしきい値引数で指定されている値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定されている値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。
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出力出力出力出力

現行のプロセッサ・キューのスレッド数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

先読込み先読込み先読込み先読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

先読込み / 秒は、キャッシュ読込みがファイルへの連続的なアクセスを検出した回数を表し
ます。先読込みでは、アプリケーションが要求するよりも大きいブロックでデータを転送す
ることで、アクセス時のオーバーヘッドを削減します。

先読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指
定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの先読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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セクションセクションセクションセクション

説明説明説明説明

セクションは、データ収集時におけるコンピュータ内のセクションの合計数をリアルタイム
で表します。セクションは、データ記憶域としてプロセスが作成する仮想メモリーの一部分
です。プロセスは、他のプロセスとセクションを共有する場合があります。

リアルタイムなセクションの合計数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「オブジェクト」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

リアルタイムなセクションの合計数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
セマフォセマフォセマフォセマフォ

説明説明説明説明

セマフォは、データ収集時におけるコンピュータ内のセマフォの合計数をリアルタイムで表
します。セマフォは、スレッドが他のスレッドと共有するデータ構造に排他的にアクセスす
るために使用されます。

リアルタイムなセマフォの合計数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発
生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「オブジェクト」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

リアルタイムなセマフォの合計数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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同期コピー読込み同期コピー読込み同期コピー読込み同期コピー読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

同期コピー読込み / 秒は、キャッシュからアプリケーションのバッファにデータのコピーを
する場合の、キャッシュ・ページからの読込み回数を表します。ファイル・システムは、コ
ピー操作が終了するまで、ディスクにアクセスし、ページを取得することができません。

同期コピー読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの同期コピー読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
同期データ・マップ同期データ・マップ同期データ・マップ同期データ・マップ / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

同期データ・マップ / 秒は、NTFS または HPFS ファイル・システムがキャッシュにファイ
ルの 1 ページをマップする回数を表します。そのページがメイン・メモリーにない場合は、
キャッシュがそのページを取り出すのを待ちます。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの同期データ・マップの数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
同期高速読込み同期高速読込み同期高速読込み同期高速読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

同期高速読込み / 秒は、インストールされているファイル・システムを介さずに、キャッ
シュから直接データを取得する場合の、キャッシュ・ページからの読込み回数を表します。
一般的な読込みでは、I/O 要求はファイル・システムを呼び出して、ファイルからデータを
取得します。データがキャッシュにない場合でも、高速読込みによりファイル・システムの
呼出しを 1 回分回避します。データがキャッシュにない場合、その要求はデータがディスク
から取得されるまで待機しません。

同期高速読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの同期高速読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
同期同期同期同期 MDL 読込み読込み読込み読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

同期 MDL 読込み / 秒は、MDL を使用してデータにアクセスする場合の、キャッシュ・
ページからの読込み回数を表します。転送対象の各ページの物理アドレスは、MDL に含ま
れています。この情報により、DMA デバイスを使用してコピーを実行できます。アクセ
ス・デバイスは、ページがメイン・メモリーにない場合、ディスクからのページ取得を待機
します。

同期 MDL 読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの同期 MDL 読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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同期ピン読込み同期ピン読込み同期ピン読込み同期ピン読込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

同期ピン読込み / 秒は、ディスクにデータを書き戻す前に、キャッシュにデータが読み込ま
れる回数を表します。このようにページが読み込まれると、それらのページは読込みが終了
したときにメモリー内に確保されます。ページがキャッシュ内に確保されると、ファイル・
システムはページの制御を回復できます。ただし、ページがキャッシュ内に確保されるま
で、ファイル・システムはディスクにアクセスし、ページを取得することができません。
キャッシュ内に確保されたページの物理アドレスは変更されません。

同期ピン読込み / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� キャッシュ :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「キャッシュ」クラスを
クリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの同期ピン読込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
システム・キャッシュ常駐バイトシステム・キャッシュ常駐バイトシステム・キャッシュ常駐バイトシステム・キャッシュ常駐バイト

説明説明説明説明

システム・キャッシュ常駐バイトは、ディスク・キャッシュに常駐する合計バイト数を表し
ます。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

ディスク・キャッシュに常駐する合計バイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
システム・コールシステム・コールシステム・コールシステム・コール / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

システム・コール / 秒は、コンピュータ上の基本スケジューリングおよび同期アクティビ
ティを実行するシステム・サービス・ルーチンのコール回数を表します。これらのルーチン
では、非グラフィック・デバイス、メモリー管理およびネームスペース管理へのアクセスも
提供されます。

システム・コール / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」
パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりのシステム・コール回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
システム・コード常駐バイトシステム・コード常駐バイトシステム・コード常駐バイトシステム・コード常駐バイト

説明説明説明説明

システム・コード常駐バイトは、メイン・メモリーに現在常駐するシステム・コードのバイ
ト数を表します。

この値がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定された
値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

メイン・メモリーに常駐するシステム・コードのサイズ（バイト単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Windows NT イベント・テストの説明
システム・コード合計バイトシステム・コード合計バイトシステム・コード合計バイトシステム・コード合計バイト

説明説明説明説明

システム・コード合計バイトは、ntoskrnl.exe、hal.dll、および ntldr/osloader によってロー
ドされるブート・ドライバとファイル・システムにおけるページ分割可能なページの合計バ
イト数を表します。

システム・コード合計バイトがしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パ
ラメータで指定された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

システム・コードの合計サイズ（バイト単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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システム・ドライバ常駐バイトシステム・ドライバ常駐バイトシステム・ドライバ常駐バイトシステム・ドライバ常駐バイト

説明説明説明説明

システム・ドライバ常駐バイトは、コア・メモリーに常駐するシステム・ドライバの合計バ
イト数を表します。返される値は、ページ化可能ドライバのコード・ワーキング・セットを
示します。

システム・ドライバ常駐バイトの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

コア・メモリーに常駐するシステム・ドライバの合計バイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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システム・ドライバ合計バイトシステム・ドライバ合計バイトシステム・ドライバ合計バイトシステム・ドライバ合計バイト

説明説明説明説明

システム・ドライバ合計バイトでは、すべてのシステム・ドライバ・デバイスを監視し、現
行のデバイスにおけるページ化可能ページの合計バイト数を返します。

システム・ドライバ合計バイトの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が
「発生数」パラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

現行のデバイスにおけるページ化可能ページの合計バイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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スレッド件数スレッド件数スレッド件数スレッド件数

説明説明説明説明

スレッド件数は、現在アクティブなプロセスのスレッド数を表します。スレッドは、命令
（アプリケーション処理の基本単位）を実行する役割を果たします。各アクティブ・プロセ
スは、少なくとも 1 つのスレッドを保持します。

スレッド件数がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定
された値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

現在アクティブなプロセスのスレッド数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

スレッドスレッドスレッドスレッド

説明説明説明説明

スレッドは、データ収集時におけるコンピュータ内のスレッドの合計数をリアルタイムで表
します。（スレッドは、プロセッサ内で命令を実行します。）

スレッドの数がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「オブジェクト」クラス
をクリックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

リアルタイムのスレッドの合計数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

合計合計合計合計 APC バイパスバイパスバイパスバイパス / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

合計 APC バイパス / 秒は、APC 割込みが全プロセッサを通して回避された全体の割合を表
します。

この割合がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。
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出力出力出力出力

1 秒当たりの APC バイパスの合計数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

合計合計合計合計 DPC バイパスバイパスバイパスバイパス / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

合計 DPC バイパス / 秒は、ディスパッチ割込みが全プロセッサを通して回避された割合を
表します。

この割合がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの DPC バイパスの合計数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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合計合計合計合計 DPC 率率率率

説明説明説明説明

合計 DPC 率は、プロセッサの DPC オブジェクトが DPC キューに追加される際の平均の速
度（秒単位）です。

合計 DPC 率がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメータで
指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

合計 DPC 率。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

合計合計合計合計 DPC キューキューキューキュー / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

合計 DPC キュー / 秒は、プロセッサの DPC キューにオブジェクトが追加される割合を表し
ます。

この割合がしきい値引数で指定された値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指定され
た値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの合計 DPC キュー。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

合計割込み合計割込み合計割込み合計割込み / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

合計割込み / 秒は、コンピュータがマウス、ネットワーク・カードおよびシステム・クロッ
クなどのシステム・デバイスからの割込みを処理する割合を表します。この測定では、シス
テム環境全体においてそれらのデバイスがどのくらいビジーであるかも測定されます。

合計割込み / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラ
メータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� システム :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「システム」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。
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出力出力出力出力

1 秒当たりの合計割込み回数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

遷移障害遷移障害遷移障害遷移障害 / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

遷移障害 / 秒は、ページ・フォルトが発生したときに、ディスクに書き込み中のページを回
復することで解決されたページ・フォルトの件数を表します。これらのページは、追加の
ディスク・アクティビティなしで回復できます。

遷移障害 / 秒の値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パラメー
タで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

1 秒当たりの遷移障害件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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仮想バイト仮想バイト仮想バイト仮想バイト

説明説明説明説明

仮想バイトは、プロセスで使用されている仮想アドレス領域の現行サイズ（バイト単位）を
表します。仮想メモリーを使用しすぎると、ライブラリをロードする機能が制限される場合
があります。仮想アドレス領域が使用されていても、ディスクまたはメイン・メモリー・
ページが使用されているとは限らないことに注意してください。

仮想バイトの値が、しきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータで指
定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

プロセスで使用されている仮想アドレス領域の現行サイズ（バイト単位）。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

ワーキング・セットワーキング・セットワーキング・セットワーキング・セット

説明説明説明説明

ワーキング・セットは、プロセスのワーキング・セットの現行バイト数を表します。ワーキ
ング・セットは、プロセスのスレッドにより最近アクセスされたメモリー・ページのセット
です。システムの空きメモリーがしきい値を超えている場合は、使用されていないページも
ワーキング・セットに残されます。システムの空きメモリーがしきい値未満の場合は、その
ページはワーキング・セットから取り除かれます。そのページが必要な場合、メイン・メモ
リーに残っていれば、ソフトフォルトによってワーキング・セットに戻されます。

ワーキング・セットの値がしきい値引数で指定したしきい値以上で、発生数が「発生数」パ
ラメータで指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。
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データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� プロセス :　監視するプロセスのフィルタ（vppdc、dbsnmp またはシステム上の全プロ
セスを対象とする場合の「*」など）。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。

出力出力出力出力

プロセスのワーキング・セットの現行バイト数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。

書込みコピー書込みコピー書込みコピー書込みコピー / 秒秒秒秒

説明説明説明説明

書込みコピー / 秒は、ページへの書込みを試行するときに、ページのコピーを作成すること
で解決したページ・フォルトの件数を表します。

書込みコピー / 秒の値がしきい値引数で指定した値以上で、発生数が「発生数」パラメータ
で指定した値を超えると、警戒または警告が生成されます。

データ・ソースデータ・ソースデータ・ソースデータ・ソース

この項目のデータは、システム・レジストリのパフォーマンス・カウンタから取得されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� メモリー :　デフォルトは、「NT Operating System」です。

注意注意注意注意 :　　　　使用可能なインスタンス名を取得するには、Performance Manager または
Capacity Planner を使用し、ターゲット・ノードに接続して、「メモリー」クラスをク
リックします。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるしきい値。

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるしきい値。

� 発生数 :　連続発生数。デフォルトは、5 です。
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出力出力出力出力

1 秒当たりの書込みコピー・フォルト件数。

推奨頻度推奨頻度推奨頻度推奨頻度

5 分

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

サイトによって異なります。
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Management Pack for Oracle Applications

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト

Oracle Applications 拡張イベント・テストには、 Oracle Applications 固有のイベント・テス
トのライブラリが含まれており、 Oracle Applications サブシステムでのイベントの監視およ
び問題の検出が可能です。

Oracle Applications サブシステム固有のイベントでは、管理者に障害、パフォーマンスおよ
び領域の問題を通知します。イベント・テストのカテゴリは、次のとおりです。

注意注意注意注意 : これらのイベント・テストを正常に使用するには、Windows NT 上
のノード接続情報が「バッチ ジョブとしてログオン」権限を持つユーザー用
である必要があります。

注意注意注意注意 : 障害およびパフォーマンス・イベント・テストは、エージェントの
バージョンに依存します。領域イベント・テストは、エージェントのバー
ジョンに依存しません。エージェントのバージョンを判断するには、
Enterprise Manager コンソールから、コンカレント・マネージャが稼働して
いるノードを検索します。ターゲット・ノードを右クリックし、「プロパ
ティ」を選択します。

リリース 8.1.6 以下のターゲットに対するイベント・テストは、下位互換性を
保つために用意されています。古いイベント・テストは、Management Pack 
for Oracle Applications の将来のリリースにおいてサポートされない可能性が
あるため、新規のイベント・テストにアップグレードすることをお薦めしま
す。
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Oracle Applications イベント・テストのサマリー
Oracle Applications イベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリー
Oracle Applications のイベント・テストの一覧を、次の表に示します。

表表表表 8-1 Oracle Applications の障害管理イベント・テストの障害管理イベント・テストの障害管理イベント・テストの障害管理イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

コンカレント・マネージャの
動作・停止

このイベント・テストでは、内部コンカレント・マネージャ（ICM）の状態を監視します。

ICM が停止すると、警告が生成されます。

CRM がロック待機中 このイベント・テストでは、衝突解決マネージャがロックを待機中であるかどうかをチェッ
クします。ロック待機時間として指定した時間が経過すると、警告が生成されます。

ICM がロック待機中 このイベント・テストでは、ICM がロックを待機中であるかどうかをチェックします。ロッ

ク待機時間として指定した時間が経過すると、警告が生成されます。

処理要求エラー率 このイベント・テストでは、コンカレント要求のエラー率を監視します。エラー率が指定し
たしきい値に到達すると、警戒または警告が生成されます。

処理要求警告率 このイベント・テストでは、コンカレント要求の警告率を監視します。警告率が指定したし
きい値に到達すると、警戒または警告が生成されます。

応答のないコンカレント・
マネージャ

このイベント・テストでは、コンカレント・マネージャからの応答をチェックします。テス
ト開始のときに停止しているコンカレント・マネージャがあり、パラメータで指定した秒数
が経過しても停止したままである場合、それらのコンカレント・マネージャは応答なしと判
断されます。

つまり、このイベント・テストを使用すると、コンカレント・マネージャに復旧可能な問題
が起きているのか、または再度オンラインに戻ることが不可能な問題が起きているのかを判
断でき、その問題を解決する機会を得ることができます。

応答のないコンカレント・マネージャ・イベントとコンカレント・マネージャの動作・停止
イベントの違いは、コンカレント・マネージャの動作・停止イベントの場合、ICM が停止ま

たは復旧したときに通知することです。応答のないコンカレント・マネージャ・イベント・
テストの場合、他のコンカレント・マネージャが指定した時間を経過しても停止したままで
あるかどうかを通知します。
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表表表表 8-2 Oracle Applications のパフォーマンス管理イベント・テストのパフォーマンス管理イベント・テストのパフォーマンス管理イベント・テストのパフォーマンス管理イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

保留中の無効処理要求 このイベント・テストでは、（複数の）コンカレント・マネージャに発行された要求の状態を
監視します。非アクティブ状態の要求があると、警告が生成されます。

未処理のコンカレント処理
要求の保留中

このイベント・テストでは、しきい値に指定した時間を超えて保留状態にあるコンカレント
要求を監視し、その数がコンカレント要求の合計数として指定したしきい値を超えると、警
告が生成されます。

処理要求保留時間 このイベント・テストでは、しきい値に指定した時間を超えて保留状態にある要求を監視し
ます。

発行済の単独実行処理要求 このイベント・テストでは、（複数の）コンカレント・マネージャに発行された要求の状態を
監視します。単独実行状態の要求があると、警告が生成されます。

表表表表 8-3 Oracle Applications の領域管理イベント・テストの領域管理イベント・テストの領域管理イベント・テストの領域管理イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

コンカレント・マネージャ
空きディスク

このイベント・テストでは、コンカレント要求のログ、出力および他のパーティションの増
加率を監視します。チェック・ボックスにより、これらのパーティションの一部またはすべ
て、あるいはコンカレント処理サーバー・ノード上の他のパーティションを選択できます。

表表表表 8-4 リリースリリースリリースリリース 8.1.6 以下のエージェントに対する以下のエージェントに対する以下のエージェントに対する以下のエージェントに対する Oracle Applications の障害管理イベント・テストの障害管理イベント・テストの障害管理イベント・テストの障害管理イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

コンカレント・マネージャの
動作・停止

このイベント・テストでは、ICM の状態を監視します。ICM が停止すると、警告が生成さ

れます。

CRM がロック待機中 このイベント・テストでは、衝突解決マネージャがロックを待機中であるかどうかをチェッ
クします。ロック待機時間として指定した時間が経過すると、警告が生成されます。

ICM がロック待機中 このイベント・テストでは、ICM がロックを待機中であるかどうかをチェックします。ロッ

ク待機時間として指定した時間が経過すると、警告が生成されます。

処理要求エラー率 このイベント・テストでは、コンカレント要求のエラー率を監視します。エラー率が指定し
たしきい値に到達すると、警戒または警告が生成されます。

処理要求警告率 このイベント・テストでは、コンカレント要求の警告率を監視します。警告率が指定したし
きい値に到達すると、警戒または警告が生成されます。
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Oracle Applications イベントのライブラリには、ノード・イベントも含まれます。ノード固
有のイベント・テストの一覧は、第 3 章「Compaq Tru64 イベント・テスト」、第 4 章

「HP-UX イベント・テスト」、第 5 章「IBM AIX イベント・テスト」、第 6 章「Solaris イベ
ント・テスト」および第 7 章「Windows NT イベント・テスト」を参照してください。

イベントの発行またはスケジューリングの詳細は、『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイ
ド』を参照してください。イベント頻度の値にも注意してください。この値は、「イベント
の作成」パネルの「一般」タブで設定できます。この値により、イベント発生のポーリング
頻度を指定できます。デフォルトの値は 60 秒ごとですが、パフォーマンスを向上し、多く
のアプリケーション管理イベントで、システム・リソースへの全体的な影響を抑えるため
に、より大きな値を選択できます。

表表表表 8-5 リリースリリースリリースリリース 8.1.6 以下のエージェントに対するパフォーマンス管理イベント・テスト以下のエージェントに対するパフォーマンス管理イベント・テスト以下のエージェントに対するパフォーマンス管理イベント・テスト以下のエージェントに対するパフォーマンス管理イベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

保留中の無効処理要求 このイベント・テストでは、（複数の）コンカレント・マネージャに発行された要求の状態を
監視します。非アクティブ状態の要求があると、警告が生成されます。

未処理のコンカレント処理
要求の保留中

このイベント・テストでは、しきい値に指定した時間を超えて保留状態にあるコンカレント
要求を監視し、その数がコンカレント要求の合計数として指定したしきい値を超えると、警
告が生成されます。

処理要求保留時間 このイベント・テストでは、しきい値に指定した時間を超えて保留状態にある要求を監視し
ます。

発行済の単独実行処理要求 このイベント・テストでは、（複数の）コンカレント・マネージャに発行された要求の状態を
監視します。単独実行状態の要求があると、警告が生成されます。

注意注意注意注意 : Management Pack for Oracle Applications に関連する Intelligent 
Agent のメッセージの詳細を確認するには、エージェントの Oracle ホームか
らシステム・プロンプトで、oerr <facility> <message number> と入力します。
<facility> は smamp です。たとえば、次のように入力します。

oerr smamp 6001

Cause: Failed to open a cursor.

Action: Verify that the maximum cursors limit has not been exceeded.

UNIX または Windows NT のコマンドラインからプログラムを実行する場合
は、ORACLE_HOME および PATH などの必要な環境変数がすべて正しい値
に設定されていることを確認してください。
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Oracle Applications イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明
リリース 9.0 の Oracle Applications イベント・テストの説明を次に記載します。

コンカレント・マネージャ空きディスクコンカレント・マネージャ空きディスクコンカレント・マネージャ空きディスクコンカレント・マネージャ空きディスク
このイベント・テストでは、コンカレント要求のログ、出力および他のパーティションの増
加率を監視します。チェック・ボックスにより、これらのパーティションの一部またはすべ
て、あるいはコンカレント処理サーバー・ノード上の他のパーティションを選択できます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� Critical threshold for log:　空き領域のしきい値（%）。デフォルトは 30% です。

� Warning threshold for log:　空き領域のしきい値（%）。デフォルトは 50% です。

� Critical threshold for output:　空き領域のしきい値（%）。デフォルトは 30% です。

� Warning threshold for output:　空き領域のしきい値（%）。デフォルトは 50% です。

� パーティション名。（*（アスタリスク）は名前に使用できません。）

� Critical threshold for other partitions:　空き領域のしきい値（%）。デフォルトは 30% で
す。

� Warning threshold for other partitions:　空き領域のしきい値（%）。デフォルトは 50%
です。

出力出力出力出力

該当パーティションのパーティション名および使用可能な領域（%）。

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

ログまたは出力ファイルを削除します。

注意注意注意注意 : このイベント・テストでは、Oracle Applications のコード・ベース
（APPL_TOP）にある Oracle Applications 環境ファイル（APPLSYS.env）を
必要とします。
Management Pack for Oracle Applications イベント・テスト　8-5



Oracle Applications イベント・テストの説明
コンカレント・マネージャの動作・停止コンカレント・マネージャの動作・停止コンカレント・マネージャの動作・停止コンカレント・マネージャの動作・停止
このイベント・テストでは、ICM の状態を監視します。ICM が停止すると、警告が生成さ
れます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

出力出力出力出力

なし

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

イベントにより警告が生成された場合は、スタンドアロンの「コンカレント・マネージャの
起動」ジョブを発行します。「コンカレント・マネージャの起動」ジョブを修正ジョブとし
て構成し、ICM が停止したときに自動的に再起動することもできます。

CRM がロック待機中がロック待機中がロック待機中がロック待機中
このイベント・テストでは、衝突解決マネージャがロックを待機中であるかどうかをチェッ
クします。ロック待機時間として指定した時間が経過すると、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるロック待機時間（分）。デフォルトは 3 分です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるロック待機時間（分）。デフォルトは 2 分です。

出力出力出力出力

� セッション識別番号

� オペレーティング・システム・プロセス識別番号

� ロック・モード

注意注意注意注意 : 「OS コマンドの実行」ジョブ・タスクを修正ジョブとして構成し、
Oracle Applications の APPL_TOP からログまたは出力ファイルを削除でき
ます。

ジョブ・タスク構成の詳細は、『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』
を参照してください。

注意注意注意注意 : しきい値は、2 ～ 32 分の間です。
8-6　Oracle Enterprise Manager イベント・テスト・リファレンス・マニュアル



Oracle Applications イベント・テストの説明
� マシン名

� ロックしているセッションの端末名

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

衝突解決マネージャをブロックしているセッションを特定し、そのセッションが削除可能か
どうかを判断します。

 

ICM がロック待機中がロック待機中がロック待機中がロック待機中
このイベント・テストでは、ICM がロックを待機中であるかどうかをチェックします。ロッ
ク待機時間として指定した時間が経過すると、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるロック待機時間（分）。デフォルトは 3 分です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるロック待機時間（分）。デフォルトは 2 分です。

出力出力出力出力

� セッション識別番号

� オペレーティング・システム・プロセス識別番号

� ロック・モード

� マシン名

� ロックしているセッションの端末名

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

ICM をブロックしているセッションを特定し、そのセッションが削除可能かどうかを判断し
ます。

注意注意注意注意 : イベントが起動したときに、ブロックしているセッションを自動的に
削除する修正ジョブを登録できます。

注意注意注意注意 : しきい値は、2 ～ 32 分の間です。
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保留中の無効処理要求保留中の無効処理要求保留中の無効処理要求保留中の無効処理要求
このイベント・テストでは、（複数の）コンカレント・マネージャに発行された要求の状態
を監視します。非アクティブ状態の要求があると、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� Monitor Field:　特定のコンカレント・プログラムを指定するか、または監視から除外
します。「すべてのコンカレント・プログラム」、「これらのコンカレント・プログラム
を除くすべて」または「指定のコンカレント・プログラムのみ」から 1 つを選択しま
す。デフォルトは、「すべてのコンカレント・プログラム」です。

� List Field:　イベントで監視する、または監視から除外するアプリケーション名および
コンカレント・プログラム名を入力します。これらの名前は、Oracle Applications 
Manager で表示されます。デフォルトは、空で使用不可です。

出力出力出力出力

� （複数の）コンカレント・マネージャ・キュー内の非アクティブな要求数。

� イベント・テストが検出したコンカレント・プログラムを含む表。表の列には、「要求
ID」、「要求者」、「アプリケーション名」、「コンカレント・プログラム」および「単独実
行」があります。

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

非アクティブな要求を特定し、キューから削除します。

未処理のコンカレント処理要求の保留中未処理のコンカレント処理要求の保留中未処理のコンカレント処理要求の保留中未処理のコンカレント処理要求の保留中
このイベント・テストでは、しきい値に指定した時間を超えて保留状態にあるコンカレント
要求を監視し、その数がコンカレント要求の合計数として指定したしきい値を超えると、警
告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� Monitor Field:　特定のコンカレント・プログラムを指定するか、または監視から除外
します。「すべてのコンカレント・プログラム」、「これらのコンカレント・プログラム
を除くすべて」または「指定のコンカレント・プログラムのみ」から 1 つを選択しま
す。デフォルトは、「すべてのコンカレント・プログラム」です。

注意注意注意注意 : イベントが起動したときに、ブロックしているセッションを自動的に
削除する修正ジョブを登録できます。
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Oracle Applications イベント・テストの説明
� List Field:　イベントで監視する、または監視から除外するアプリケーション名および
コンカレント・プログラム名を入力します。これらの名前は、Oracle Applications 
Manager で表示されます。デフォルトは、空で使用不可です。

� Threshold for total number of requests pending:　キュー内の保留中要求の数。デフォル
トは 1 です。

� 未処理の保留中キュー内に要求を保持する時間のしきい値（分）。デフォルトは 1 分で
す。

出力出力出力出力

� 現在保留中の要求数。

� イベント・テストが検出したコンカレント・プログラムを含む表。表の列には、「要求
ID」、「要求者」、「アプリケーション名」、「コンカレント・プログラム」および「単独実
行」があります。

� キュー内に要求を保留している時間の長さ。

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

負荷を処理するコンカレント・プロセスの数を増やします。

処理要求エラー率処理要求エラー率処理要求エラー率処理要求エラー率
このイベント・テストでは、コンカレント要求のエラー率を監視します。エラー率が指定し
たしきい値に到達すると、警戒または警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� Monitor Field:　特定のコンカレント・プログラムを指定するか、または監視から除外
します。「すべてのコンカレント・プログラム」、「これらのコンカレント・プログラム
を除くすべて」または「指定のコンカレント・プログラムのみ」から 1 つを選択しま
す。デフォルトは、「すべてのコンカレント・プログラム」です。

� List Field:　イベントで監視する、または監視から除外するアプリケーション名および
コンカレント・プログラム名を入力します。これらの名前は、Oracle Applications 
Manager で表示されます。デフォルトは、空で使用不可です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成される、エラーが発生した要求の割合。デフォルトは
10% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成される、エラーが発生した要求の割合。デフォルトは 5%
です。

出力出力出力出力

エラーが発生した要求の割合。
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Oracle Applications イベント・テストの説明
デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

APPL_TOP/log ディレクトリにある要求ログ・ファイルを検証し、解決する必要のある要
求を特定します。

処理要求保留時間処理要求保留時間処理要求保留時間処理要求保留時間
このイベント・テストでは、しきい値に指定した時間を超えて保留状態にある要求を監視し
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� Monitor Field:　特定のコンカレント・プログラムを指定するか、または監視から除外
します。「すべてのコンカレント・プログラム」、「これらのコンカレント・プログラム
を除くすべて」または「指定のコンカレント・プログラムのみ」から 1 つを選択しま
す。デフォルトは、「すべてのコンカレント・プログラム」です。

� List Field:　イベントで監視する、または監視から除外するアプリケーション名および
コンカレント・プログラム名を入力します。これらの名前は、Oracle Applications 
Manager で表示されます。デフォルトは、空で使用不可です。

� 保留時間 :　要求を保留する時間数。デフォルトは 1 時間です。

� 保留分 :　要求を保留する分数。デフォルトは 30 分です。

出力出力出力出力

� 要求を保留している時間数または分数。

� イベント・テストが検出したコンカレント・プログラムを含む表。表の列には、「要求
ID」、「要求者」、「アプリケーション名」、「コンカレント・プログラム」および「単独実
行」があります。

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

キューがアクティブであるかどうかをチェックします。キュー・マネージャのプロセスを必
要に応じて増やし、負荷を分散します。
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Oracle Applications イベント・テストの説明
処理要求警告率処理要求警告率処理要求警告率処理要求警告率
このイベント・テストでは、コンカレント要求の警告率を監視します。警告率が指定したし
きい値に到達すると、警戒または警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� Monitor Field:　特定のコンカレント・プログラムを指定するか、または監視から除外
します。「すべてのコンカレント・プログラム」、「これらのコンカレント・プログラム
を除くすべて」または「指定のコンカレント・プログラムのみ」から 1 つを選択しま
す。デフォルトは、「すべてのコンカレント・プログラム」です。

� List Field:　イベントで監視する、または監視から除外するアプリケーション名および
コンカレント・プログラム名を入力します。これらの名前は、Oracle Applications 
Manager で表示されます。デフォルトは、空で使用不可です。

� 警告のしきい値 :　警告が生成される要求の割合。デフォルトは 10% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成される要求の割合。デフォルトは 5% です。

出力出力出力出力

警告が発生した要求の割合。

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

APPL_TOP/log ディレクトリにある要求ログ・ファイルを検証し、解決する必要のある要
求を特定します。

発行済の単独実行処理要求発行済の単独実行処理要求発行済の単独実行処理要求発行済の単独実行処理要求
このイベント・テストでは、（複数の）コンカレント・マネージャに発行された要求の状態
を監視します。単独実行状態の要求があると、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� Monitor Field:　特定のコンカレント・プログラムを指定するか、または監視から除外
します。「すべてのコンカレント・プログラム」、「これらのコンカレント・プログラム
を除くすべて」または「指定のコンカレント・プログラムのみ」から 1 つを選択しま
す。デフォルトは、「すべてのコンカレント・プログラム」です。

� List Field:　イベントで監視する、または監視から除外するアプリケーション名および
コンカレント・プログラム名を入力します。これらの名前は、Oracle Applications 
Manager で表示されます。デフォルトは、空で使用不可です。

出力出力出力出力

� （複数の）コンカレント・マネージャ・キュー内の単独実行処理要求の数。
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Oracle Applications イベント・テストの説明
� イベント・テストが検出したコンカレント・プログラムを含む表。表の列には、「要求
ID」、「要求者」、「アプリケーション名」、「コンカレント・プログラム」および「単独実
行」があります。

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

該当する発行済の単独実行処理要求が必要であるかどうかを判断します。必要がない場合
は、その要求を削除し、他の要求を処理できるようにします。

応答のないコンカレント・マネージャ応答のないコンカレント・マネージャ応答のないコンカレント・マネージャ応答のないコンカレント・マネージャ
このイベント・テストでは、コンカレント・マネージャからの応答をチェックします。テス
ト開始のときに停止しているコンカレント・マネージャがあり、パラメータで指定した秒数
が経過しても停止したままである場合、それらのコンカレント・マネージャは応答なしと判
断されます。

つまり、このイベント・テストを使用すると、コンカレント・マネージャに復旧可能な問題
が起きているのか、または再度オンラインに戻ることが不可能な問題が起きているのかを判
断でき、その問題を解決する機会を得ることができます。

応答のないコンカレント・マネージャ・イベントとコンカレント・マネージャの動作・停止
イベントの違いは、コンカレント・マネージャの動作・停止イベントの場合、ICM が停止ま
たは復旧したときに通知することです。応答のないコンカレント・マネージャ・イベント・
テストの場合、他のコンカレント・マネージャが指定した時間を経過しても停止したままで
あるかどうかを通知します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

応答なしの秒数 :　応答を待機する秒数を入力します。この値には、およそ 2PMON サイク
ルに必要とする時間を指定します。この値は、PMON の値にスリープの値を掛けることで
計算できます。デフォルトの PMON の反復数は 20 で、デフォルトのスリープの秒数は 60
です。そのため、デフォルトは 2400 秒（2 × 20 × 60）になります。
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リリース 8.1.6 以下のエージェントに対する Oracle Applications イベント・テストの説明
リリースリリースリリースリリース 8.1.6 以下のエージェントに対する以下のエージェントに対する以下のエージェントに対する以下のエージェントに対する Oracle Applications
イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明

リリース 8.1.6 以下のエージェントに対する Oracle Applications イベント・テストの説明を
次に記載します。

コンカレント・マネージャの動作・停止（リリースコンカレント・マネージャの動作・停止（リリースコンカレント・マネージャの動作・停止（リリースコンカレント・マネージャの動作・停止（リリース 8.1.6 またはそれ以前のまたはそれ以前のまたはそれ以前のまたはそれ以前の
エージェント）エージェント）エージェント）エージェント）

このイベント・テストでは、ICM の状態を監視します。ICM が停止すると、警告が生成さ
れます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

出力出力出力出力

なし

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

イベントにより警告が生成された場合は、スタンドアロンの「コンカレント・マネージャの
起動」ジョブを発行します。「コンカレント・マネージャの起動」ジョブを修正ジョブとし
て構成し、ICM が停止したときに自動的に再起動することもできます。

CRM がロック待機中（リリースがロック待機中（リリースがロック待機中（リリースがロック待機中（リリース 8.1.6 またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）
このイベント・テストでは、衝突解決マネージャがロックを待機中であるかどうかをチェッ
クします。ロック待機時間として指定した時間が経過すると、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるロック待機時間（分）。デフォルトは 3 分です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるロック待機時間（分）。デフォルトは 2 分です。

出力出力出力出力

� セッション識別番号

� オペレーティング・システム・プロセス識別番号

注意注意注意注意 : しきい値は、2 ～ 32 分の間です。
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リリース 8.1.6 以下のエージェントに対する Oracle Applications イベント・テストの説明
� ロック・モード

� マシン名

� ロックしているセッションの端末名

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

衝突解決マネージャをブロックしているセッションを特定し、そのセッションが削除可能か
どうかを判断します。

ICM がロック待機中（リリースがロック待機中（リリースがロック待機中（リリースがロック待機中（リリース 8.1.6 またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）
このイベント・テストでは、ICM がロックを待機中であるかどうかをチェックします。ロッ
ク待機時間として指定した時間が経過すると、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成されるロック待機時間（分）。デフォルトは 3 分です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成されるロック待機時間（分）。デフォルトは 2 分です。

出力出力出力出力

� セッション識別番号

� オペレーティング・システム・プロセス識別番号

� ロック・モード

� マシン名

� ロックしているセッションの端末名

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

ICM をブロックしているセッションを特定し、そのセッションが削除可能かどうかを判断し
ます。

注意注意注意注意 : イベントが起動したときに、ブロックしているセッションを自動的に
削除する修正ジョブを登録できます。

注意注意注意注意 : しきい値は、2 ～ 32 分の間です。
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リリース 8.1.6 以下のエージェントに対する Oracle Applications イベント・テストの説明
保留中の無効処理要求（リリース保留中の無効処理要求（リリース保留中の無効処理要求（リリース保留中の無効処理要求（リリース 8.1.6 またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）
このイベント・テストでは、（複数の）コンカレント・マネージャに発行された要求の状態
を監視します。非アクティブ状態の要求があると、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

出力出力出力出力

（複数の）コンカレント・マネージャ・キュー内の非アクティブな要求数。

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

非アクティブな要求を特定し、キューから削除します。

未処理のコンカレント処理要求の保留中（リリース未処理のコンカレント処理要求の保留中（リリース未処理のコンカレント処理要求の保留中（リリース未処理のコンカレント処理要求の保留中（リリース 8.1.6 またはそれ以前のまたはそれ以前のまたはそれ以前のまたはそれ以前の
エージェント）エージェント）エージェント）エージェント）

このイベント・テストでは、しきい値に指定した時間を超えて保留状態にあるコンカレント
要求を監視し、その数がコンカレント要求の合計数として指定したしきい値を超えると、警
告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� Threshold for total number of requests pending:　キュー内の保留中要求の数。デフォル
トは 1 です。

� 未処理の保留中キュー内に要求を保持する時間のしきい値（分）。デフォルトは 1 分で
す。

出力出力出力出力

� 現在保留中の要求数

� キュー内に要求を保留している時間の長さ

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

負荷を処理するコンカレント・プロセスの数を増やします。

注意注意注意注意 : イベントが起動したときに、ブロックしているセッションを自動的に
削除する修正ジョブを登録できます。
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リリース 8.1.6 以下のエージェントに対する Oracle Applications イベント・テストの説明
処理要求エラー率（リリース処理要求エラー率（リリース処理要求エラー率（リリース処理要求エラー率（リリース 8.1.6 またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）
このイベント・テストでは、コンカレント要求のエラー率を監視します。エラー率が指定し
たしきい値に到達すると、警戒または警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成される、エラーが発生した要求の割合。デフォルトは
10% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成される、エラーが発生した要求の割合。デフォルトは 5%
です。

出力出力出力出力

エラーが発生した要求の割合。

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

APPL_TOP/log ディレクトリにある要求ログ・ファイルを検証し、解決する必要のある要
求を特定します。

処理要求保留時間（リリース処理要求保留時間（リリース処理要求保留時間（リリース処理要求保留時間（リリース 8.1.6 およびそれ以前のエージェント）およびそれ以前のエージェント）およびそれ以前のエージェント）およびそれ以前のエージェント）
このイベント・テストでは、しきい値に指定した時間を超えて保留状態にある要求を監視し
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 保留時間 :　要求を保留する時間数。デフォルトは 1 時間です。

� 保留分 :　要求を保留する分数。デフォルトは 30 分です。

出力出力出力出力

要求を保留している時間数または分数。

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

キューがアクティブであるかどうかをチェックします。負荷を分散させるコンカレント・マ
ネージャのプロセスを必要に応じて増やします。
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リリース 8.1.6 以下のエージェントに対する Oracle Applications イベント・テストの説明
処理要求警告率（リリース処理要求警告率（リリース処理要求警告率（リリース処理要求警告率（リリース 8.1.6 またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）またはそれ以前のエージェント）
このイベント・テストでは、コンカレント要求の警告率を監視します。警告率が指定したし
きい値に到達すると、警戒または警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告が生成される要求の割合。デフォルトは 10% です。

� 警戒のしきい値 :　警戒が生成される要求の割合。デフォルトは 5% です。

出力出力出力出力

警告が発生した要求の割合。

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

APPL_TOP/log ディレクトリにある要求ログ・ファイルを検証し、解決する必要のある要
求を特定します。

発行済の単独実行処理要求（リリース発行済の単独実行処理要求（リリース発行済の単独実行処理要求（リリース発行済の単独実行処理要求（リリース 8.1.6 またはそれ以前のまたはそれ以前のまたはそれ以前のまたはそれ以前の
エージェント）エージェント）エージェント）エージェント）

このイベント・テストでは、（複数の）コンカレント・マネージャに発行された要求の状態
を監視します。単独実行状態の要求があると、警告が生成されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

なし

出力出力出力出力

（複数の）コンカレント・マネージャ・キュー内の単独実行処理要求の数。

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

該当する発行済の単独実行処理要求が必要であるかどうかを判断します。必要がない場合
は、その要求を削除し、他の要求を処理できるようにします。
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リリース 8.1.6 以下のエージェントに対する Oracle Applications イベント・テストの説明
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E-Business イベント・テ
9

E-Business イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト

HTTP サーバーのイベントの監視および問題の検出を行うために、E-Business ツールの拡張
イベント・テストが用意されています。

Oracle Enterprise Manager コンソールで管理する全サービスに対して用意されている、基本
的な動作・停止イベント・テストの他に、E-Business ツールでは HTTP サーバーに固有のイ
ベント・テストのライブラリが提供されます。HTTP サーバーに関連するイベントには、次
のタイプがあります。

� 動作・停止イベント・テスト

� しきい値イベント・テスト

HTTP サーバーの動作・起動イベント・テストでは、監視対象の Apache HTTP Server が稼
働しているかどうかをチェックします。

しきい値イベント・テストは、ユーザーが指定した測定によって起動します。表の次に個々
のイベント・テストの詳細な説明が続きます。
スト 9-1



E-Business イベント・テストのサマリー
E-Business イベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリーイベント・テストのサマリー
E-Business のイベント・テストの一覧を、次の表に示します。

E-Business イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明イベント・テストの説明
E-Business のイベント・テストの説明を次に記載します。

バイトバイトバイトバイト / 秒秒秒秒
このイベント・テストでは、HTTP サーバーによって 1 秒間に転送されたバイト数を監視し
ます。転送率は、イベントの頻度に応じて計算されます。たとえば、頻度を 100 秒に設定し
てイベントを登録した場合、100 秒間に転送されたバイト数を 100 で割って転送率が計算さ
れます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告イベントを起動する 1 秒当たりの要求の数。デフォルトは 10000
です。

� 警戒のしきい値 :　警戒イベントを起動する 1 秒当たりの要求の数。デフォルトは 2000
です。

出力出力出力出力

なし

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

表表表表 9-1 E-Business のイベント・テストのイベント・テストのイベント・テストのイベント・テスト

イベント・テストイベント・テストイベント・テストイベント・テスト 説明説明説明説明

バイト / 秒 このイベント・テストでは、HTTP サーバーによって 1 秒間に転送されたバイト数を監視しま

す。転送率は、イベントの頻度に応じて計算されます。たとえば、頻度を 100 秒に設定してイ

ベントを登録した場合、100 秒間に転送されたバイト数を 100 で割って転送率が計算されます。

秒ごとの要求 このイベント・テストでは、HTTP サーバーに対する 1 秒当たりの要求数を監視します。要求

率は、イベントの頻度に応じて計算されます。たとえば、頻度を 100 秒に設定してイベントを

登録した場合、100 秒間に要求された要求数を 100 で割って要求率が計算されます。

サーバーの総数 このイベント・テストでは、受信した要求を処理するために HTTP サーバーが生成したサー

バーの数を監視します。HTTP サーバーでは、処理する要求数が多くなるとサーバー数が増え、

要求数が少なくなるとサーバー数が減ります。この操作によって、システムにおけるリソース
が最大限に活用されます。
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E-Business イベント・テストの説明
ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

アクセス・ログをチェックして、原因を判断します。状況が変わらない場合は、より大きい
データ出力を処理できるようシステムをチューニングします。

秒ごとの要求秒ごとの要求秒ごとの要求秒ごとの要求
このイベント・テストでは、HTTP サーバーに対する 1 秒当たりの要求数を監視します。要
求率は、イベントの頻度に応じて計算されます。たとえば、頻度を 100 秒に設定してイベン
トを登録した場合、100 秒間に要求された要求数を 100 で割って要求率が計算されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告イベントを起動する 1 秒当たりの要求の数。デフォルトは 50 で
す。

� 警戒のしきい値 :　警戒イベントを起動する 1 秒当たりの要求の数。デフォルトは 20 で
す。

出力出力出力出力

なし

デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

アクセス・ログをチェックして、原因を判断します。状況が変わらない場合は、より多くの
要求を処理できるようシステムをチューニングします。

サーバーの総数サーバーの総数サーバーの総数サーバーの総数
このイベント・テストでは、受信した要求を処理するために HTTP サーバーが生成したサー
バーの数を監視します。HTTP サーバーでは、処理する要求数が多くなるとサーバー数が増
え、要求数が少なくなるとサーバー数が減ります。この操作によって、システムにおけるリ
ソースが最大限に活用されます。

注意注意注意注意 :　　　　Windows NT の場合、サーバーはスレッド数を表し、UNIX システムの場合、サー
バーはプロセスに関連します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

� 警告のしきい値 :　警告イベントを起動するサーバーの数。デフォルトは 80 です。

� 警戒のしきい値 :　警戒イベントを起動するサーバーの数。デフォルトは 30 です。

出力出力出力出力

なし
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E-Business イベント・テストの説明
デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度デフォルト頻度

60 秒

ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作ユーザーの操作

アクセス・ログをチェックして、原因を判断します。状況が変わらない場合は、リソースの
使用効率が高くなるよう Web サーバーをチューニングするか、またはハードウェアをアッ
プグレードします。
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